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ஷଂに関す޻ஷଂ学で、৯඼のՃ޻のઐ໳は৯඼Ճࢲ
る化学、生化学、ඍ生෺学的研究をߦっている。ओな研
究テーϚは、৯඼の׊変（߬ૉ的׊変とϝイϥーυ൓Ԡ）
のϝΧニζム解析や੍ޚ法の開発、৯඼中のඍ生෺のಈ
ଶ解析と੍ޚである。

ところで、ࢲは಺ֳ෎の৯඼҆શҕһձҕһも຿Ίて
いる。৯඼҆શҕһձは、ಟ性学ऀ、Ӹ学ऀ、化学෺࣭
のઐ໳Ո、ඍ生෺のઐ໳Ոなどの分໺の � ໊のҕһから
なり、ࢲは生ྲྀ࢈通システム分໺の৯඼学ऀとしてࢀը

している。৯඼҆શҕһձのओな࢓事は、科学的知見に
え৯඼౳につ׵き残ཹ೶ༀ、৯඼ఴՃ෺、遺伝子૊ͮج
いて健康影響をධՁし、৯඼健康影響ධՁॻを࡞ること
である。このධՁにͮجき、リスク؅ཧػ関である厚生
労働省や೶ྛਫ࢈省などが実際の؅ཧにあたる（ਤ 1）。
৯඼健康影響ධՁॻの࡞੒は、৯඼の҆શ性確อのたΊ
の中֩的なҐஔを઎Ίている。

この৯඼健康影響ධՁॻを࡞る࠷ऴஈ֊でパϒリο
ク・ίϝンτをٻΊるということがなされる。࠷新の科

৯඼݈߁ӨڹධՁॻʹର͢ΔύϒϦοΫɾίϝϯτΛಡΜͰ

Πϧγʔ No.116  (2014.2)  ― 1

ਤ �ɹ�৯඼҆શҕһձͱϦεΫ؅ཧؔػͱͷؔ܎（೶ༀͷྫ）
'JHVSF�� ɹ�3FMBUJPOTIJQ�CFUXFFO�'PPE�4BGFUZ�$PNNJTTJPO�JO�+BQBO�（'4$+）�BOE�SJTL�

NBOBHFNFOU�BHFODJFT�（&Y��BHSPDIFNJDBMT）



学的知見にͮجきઐ໳調査ձが৯඼健康影響ධՁॻを࡞
るわけであるが、パϒリοク・ίϝンτのืूは、࠷ऴ
Ҋを多数の人々の໨にさらすことで、ٞ࿦のಁ明性をݪ
高Ίるとともに、ສ一ॏཁな科学的知見を見མとしてい
ないか、科学的な間ҧいがないかなど、ඞཁにԠ͡て࠷
ऴ的なධՁ結果に൓өさせるたΊにߦっている。このҙ
見には科学的にڵຯਂいものもあるが、৯඼҆શߦ੓の
いてなされているといͮج૊Έや҆શ性ධՁは科学に࢓
うことをཧ解していないと思われるίϝンτも数多く寄
せられる。ここでは、パϒリοク・ίϝンτとそのճ౴
を見ることで、৯඼の҆શ性ධՁの伝わり方やཧ解して
もらうことのࠔ難さを考えてΈたい。

一ྫとして、本年（2013 年）ධՁした遺伝子૊׵え
৯඼である「আ૲ࡎジΧンό଱性ダイζ .0/8��08 ܥ
౷」に܎る৯඼健康影響ධՁに関するパϒリοク・ίϝ
ンτを見てΈる。৹ٞ結果（Ҋ）について、�0� 通のҙ
見が寄せられた 1）。このように多数のҙ見が寄せられた
৔合は、類ࣅのҙ見を੔ཧして౴えている。

表 1 に、寄せられたҙ見・情報をあら分けし、その݅
数をࣔした。ճ౴の࠷ॳには、まͣશ体にڞ通する事߲
をࣔし、ج本認ࣝを確認するҙຯで、「৯඼҆શҕһձ
は、国ຽの健康のอޢが࠷もॏཁであるというج本的認
ࣝのԼ、੍نやࢦಋ౳のリスク؅ཧをߦう関ߦ܎੓ػ関
からಠཱして、科学的知見にͮجき؍٬的かつ中ཱ公ਖ਼
に、৯඼にؚまれる可能性のある֐ةཁҼが人の健康に
༩える影響についてリスクධՁをߦっています。」、「遺
伝子૊׵え৯඼౳ઐ໳調査ձでは、科学的知見にͮجき
中ཱ公ਖ਼に遺伝子૊׵え৯඼౳の҆શ性ධՁをߦってい
ます。今ൠ、リスク؅ཧػ関からධՁཁ੥があった「আ
૲ࡎジΧンό଱性ダイζ .0/8��08 ౷」の৯඼としܥ
ての҆શ性について、「遺伝子૊׵え৯඼（種子২෺）
の҆શ性ධՁج४」2） にͮجきධՁをߦいました。」、「৯
඼中に残ཹするআ૲ࡎジΧンόについては、৯඼҆શҕ
һձで৯඼健康影響ධՁをߦい、一日ઁऔڐ༰ྔをઃ定
しています。」3）、৯඼の҆શ性について௚઀関܎のない

ಈ׆ۀا、༌ೖ、表ࣔ、࢈影響、生෺多様性、生ڥ؀」
౳に関する事߲は৹ٞのର৅としていません。遺伝子૊
΁༩える影響のධՁについては「遺伝子ڥ෺の؀࡞え׵
૊׵え生෺౳の࢖用౳の੍نによる生෺の多様性の確อ
に関する法཯」（Χルタϔナ法）にͮجき、೶ྛਫ࢈省
及ͼڥ؀省に͓いて実ࢪされています。」、「遺伝子૊׵
え৯඼の表ࣔに関してはফඅऀிが୲当して͓り、（以

Լུ）」、「リスク؅ཧに関するޚҙ見・情報は関ػ܎関
に͓伝えします。」、「৯඼҆શҕһձでは、これまでの
10 年間で 160 ݅を超える遺伝子૊׵え৯඼౳の৯඼健
康ධՁをߦっていますが、現࣌点に͓いてそれらのධՁ
結果に影響を༩える新たな科学的知見はಘられていませ
ん。」などということをまとΊてड़べている。৯඼҆શ
ҕһձはリスクධՁػ関であるが、残念ながら、௖いた
多数の͝ҙ見から、৯඼҆શߦ੓のશ体૾とその中での
৯඼҆શҕһձの໾割が分かっていただけていない方が
多いと思われるので、このようなことをまͣड़べている。

ද �ɹ�ύϒϦοΫ・ίϝϯτͰͤدΒΕͨҙݟͷ෼ྨͱ
ҙݟ・৘ใ਺

5BCMF�� ɹ�$MBTTJGJDBUJPOT�BOE�OVNCFST�PG�QVCMJD�DPN�
NFOUT

ҙݟ・৘ใͷ෼ྨ ҙݟ਺ˎ

̖�৯඼݈߁ӨڹධՁ݁Ռͷ಺༰શൠ

ᶃ�δΧϯό଱ੑμΠζͷΞϨϧΪʔ༠ൃੑɺߏ੒੒෼౳ ���

ᶄ�࣮࣭తಉ౳ੑʹ͍ͭͯ ���

ᶅ�ୈؔػऀࡾʹΑΔূݕ౳ʹ͍ͭͯ ���

ᶆ�௕ݧࢼظ・ಟੑݧࢼ౳ʹ͍ͭͯ ���

ᶇ�ͦͷଞ৹ࠪ・ঝೝʹؔすΔҙݟ ���

ᶈ�ͦͷଞͷ݈߁Өڹ౳ʹؔすΔ৘ใʹ͍ͭͯ ���

̗�আ૲ࡎδΧϯόʹ͍ͭͯ ���

͍ͯͭʹྉͷ҆શੑࣂ�̘ ���

̙�ϦεΫίϛϡχέʔγϣϯ・ύϒϦοΫίϝϯτʹ͍ͭͯ ���

̚�ͦͷଞͷϦεΫ؅ཧ౳ ���

ˎɹ�ҙݟʹ͍ͭͯ͸಺༰ʹΑΓ෼ׂを͍ͯͬߦΔͨΊɺ߹ܭ਺͸���݅をӽ͍͑ͯΔɻ

このようなパϒリοク・ίϝンτを実際ಡんでいるಡ
ऀは少ないと思われるので、いくつかのҙ見を個ผに見
てΈたい。表1の"ôᶇ「そのଞ৹査・ঝ認に関するҙ見」
は 5�8 ݅が寄せられているが、そのうち 25� ݅のҙ見
は、「&6 は遺伝子૊Έ׵えঝ認ϓϩηスをౚ結したと
いう話ですし、米国でもこの大౾はまだঝ認されていな
いらしい。一౓ঝ認されれ͹ͣっと࡞られる可能性も、
ଞの遺伝子૊Έ׵え大౾も次々とঝ認される可能性もあ
ることを考えると、この݅に関する৹ٞの࣌間がશくे
分でないと思います。米国を࢝Ίとするॾ外国のରԠを
৻ॏに見कりつつ、わが国では৹ٞに৹ٞをॏͶて、ޮ
཰より҆શをॏࢹした結࿦を出していただきたいです。」
というझࢫのものであり、そのଞ、৹査・ঝ認に関する
ҙ見が 180 ݅もあった。ճ౴としては、「リスク؅ཧに
関܎するޚҙ見は、関ػ܎関にも͓伝えします。」౳࠷
ॳにड़べたج本事߲の΄か、「本ダイζについては、「ධ
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Ձج४」にͮجき、ૠೖ遺伝子の҆શ性、ૠೖ遺伝子か
ら࢈生されるタンパク࣭のಟ性及ͼΞϨルΪー༠発性、
遺伝子のಋೖ後のԘج配列౳の解析、ަ配後のੈ୅に͓
けるૠೖ遺伝子の҆定性、২෺の୅ँܦ࿏΁の影響、২
෺のӫཆ੒分及ͼ有֐੒分౳の比較の結果౳について確
認した結果、ඇ૊׵えダイζと比較して新たに҆શ性を
ଛなう͓それのあるཁҼは認Ίられͣ、ώτの健康をଛ
なう͓それはないと൑断しました。」、「米国では米国৯
඼ҩༀ඼ி（'%"）による৯඼及ͼࣂྉとしての҆શ
性の確認はطにऴྃしています。また、&6 に͓いては、
Ԥभ৯඼҆શػ関（&'4"）にରして、৯඼・ࣂྉ及ͼ
༌ೖのたΊの҆શ性৹査のਃ੥中とのことです。」౳、
より۩体的なճ౴もߦなっている。遺伝子૊׵え৯඼に
ついては、このධՁで用いられた「遺伝子૊׵え৯඼（種
子২෺）の҆શ性ධՁج४」2） のଞいくつものΨイυϥ
インやධՁの考え方などが公表されている �）。これらの
中で遺伝子૊׵え৯඼の҆શ性ධՁのݪଇやج本的な考
え方がड़べられている。ੋඇ一ಡしていただきたいと思
うし、ج本的考え方のཧ解を進Ίることがඞਢであると
。られる͡ײ

また、"ô ᶆの「長ݧࢼظ・ಟ性ݧࢼ౳について」で
は、「日本の遺伝子૊Έ׵えۀاがఏ出したわͣか 90
日のΈのݧࢼデータは、৯඼として、長ظ間、身体にऔ
りࠐまれるものとしての৹査にे分なものとは思えな
い。これまでの৹査結果ؚΊて見௚すべきです。」とい
うҙ見が �� ݅あった。ઌ΄どड़べたΨイυϥインをಡ
Ί͹分かるが、遺伝子૊׵え৯඼とඇ૊׵え৯඼との
間の実࣭的ಉ౳性がࣔされていれ͹、90 日のݧࢼデー
タというものもٻΊられていない。実࣭的ಉ౳性の考え
方は、ૠೖ遺伝子の҆શ性、ૠೖ遺伝子から࢈生される
タンパク࣭のಟ性及ͼΞϨルΪー༠発性、遺伝子ಋೖ後
のԘج配列の解析、ަ配後のੈ୅に͓けるૠೖ遺伝子の
҆定性、২෺の୅ँܦ࿏΁の影響、২෺のӫཆ੒分及ͼ
有֐੒分౳の比較の結果などについて、ඇ૊׵え体と比
較して新たな҆શ性をଛなうཁҼが認Ίられないという
ものである。このධՁॻの৔合は、আ૲ࡎジΧンό଱性
ダイζ .0/8��08 ౷には、新たな҆શ性をଛなうཁܥ
Ҽが認Ίられなかった、すなわちώτの健康をଛなう͓
それはないと൑断したということになる。また、"ô ᶈ
の「そのଞの健康影響౳に関する情報について」では、

「ઌ日は影響がないとされた遺伝子૊Έ׵え大౾を今ま
での 90 日ではなく 2 年間ߦった実ݧがϑϥンスでߦわ

れました。実ݧ結果はϝーΧーが҆શだとઆ明してい
たものとは異なる発がん性のあるものでした。」という
4FSBMJOJ らの学術࿦จ 5） にͮجくと思われるҙ見が 9 ݅
あった。この情報についてのճ౴としては、まͣ、͝ࢦ
ఠの研究は、本ダイζ（.0/8��08 ౷）に関する情ܥ
報ではなく、今ճのධՁとは௚઀関܎がないこと、この
研究についてはฏ੒ 2� 年 11 月に৯඼҆શҕһձで検
౼をߦない、本研究はج本的なݧࢼデザインをܽいて͓
り結࿦をಋくにはෆे分であるとの見解をࣔしているこ
と 6）、などをճ౴している。本࿦จについては、&'4"、
߽भ・ニュージーϥンυ৯඼ج४ػ関（'4"/;）、ϑ
ϥンス৯඼ڥ؀労働Ӵ生҆શி（"/4&4）౳のॾ外国
のධՁػ関に͓いてもಉ様の見解が公表されている�）。
৯඼҆શҕһձだけでなくԤभをؚむੈք֤国のධՁػ
関から൱定的な見方をされている࿦จにͮجくҙ見がෳ
数寄せられてくることは、この࿦จが情報発৴ྗの強い
औり上げられ方をしている可能性を͡ײさせるものであ
り、ධՁػ関ଆの情報発৴ྗのऑさをࣔしている。しか
し、一ൠ的に、そもそも「҆શだ」というҙ見や情報は、

「҆શではない」、「ݥةだ」というҙ見や情報よりܰく
ѻわれるものであり、また人間はそのように認知しやす
いのかもしれない。これは身をकるという؍点からはあ
るҙຯ自વな気がするが、科学的な事実をΏがΊるݪҼ
となる。

また、「今ճのআ૲ࡎジΧンό଱性ダイζ .0/8��08
性ಟ性、ѥٸ。౷による健康ධՁは、ཧ解出དྷませんܥ
性ಟ性としての症ঢ়はܾしてܰいものではないですٸ
し、ベτナムઓ૪で࢖われたރれ༿ࡎ 2ô�% と΄ぼಉ͡
や生৩細胞΁؞、଄のたΊ、生෺の遺伝子をଛইさせߏ
の影響、子供のܗحやো֐、人間だけでなく、ಈ২෺に
ରして次ੈ୅以߱にまで影響が出てしまうݥة性がۃΊ
て高いです。」といったআ૲ࡎジΧンόにରする͝ҙ見
も 38 ݅あった。ઌにもड़べたがジΧンόの৯඼健康影
響ධՁは本ධՁॻとはผに 2012 年になされている。発
がん性、ܗح࠵性、ൟ৩能にରする影響は認Ίられͣ、
一日ઁऔڐ༰ྔ（"%*）を 0�3 NH�LH 体ॏʗ日とઃ定し
ている 3）。その際にパϒリοク・ίϝンτもٻΊて͓り、
それにରするճ౴もなされている 8）。৯඼に残ཹするジ
Χンόについては、ઃ定した "%* にͮجくద੾なリス
ク؅ཧાஔが実ࢪされれ͹、৯඼をհした҆શ性は୲อ
されていると考えられる。これらはධՁॻをಡまͣにॻ
いたҙ見だと思われる。
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「もうちΐっとちΌんと検ূしてそれをࢢຽが໨にೖ
りやすいܗで公表してください。पりの人にฉいても୭
一人としてこのことを知りませんでした。ࢢຽが情報を
ಘられないܗでこういったことが進んでいくのはΞン
ϑェΞだと思います。」、「実ܦݧҢ、結果の公表、ߋに
新ฉ、ϝディΞ΁明確な公表を๬Έます。」というよう
なリスクίϛュニέーシϣンやパϒリοク・ίϝンτに
ରするҙ見も 2� ݅あった。৯඼҆શҕһձはすべて、
֤ઐ໳調査ձも知的࢈ࡒなどがからむ一部のྫ外をআき
関に公表ػଇとして公開されている。৹ٞ結果を報道ݪ
することはもちろん、৹ٞ結果やձٞのఴ付ࢿྉ、ٞ事
録などもすべてϗームϖージから見られる。また、୭
でもϝールϚΨジンに登録すれ͹৯඼҆શҕһձの׆ಈ
やҕһձからの͓知らせをタイムリーに知ることができ
る。このลりのことがे分伝わっていないのは残念であ
る。本年（2013 年）౓の新たなࢼΈとして、「৯඼を科
学するɹリスクΞナリシス（分析）講座」（શ 6 ճ）を
開࠵した。一૚の޿報׆ಈ、ならͼにリスクίϛュニ
έーシϣンのඞཁ性が͡ײられた。

今ճは遺伝子૊׵え৯඼のパϒリοク・ίϝンτを見
たが、残ཹ೶ༀなどଞの඼໨に比べてパϒリοク・ίϝ
ンτ数はかなり多く、ࣾձ的関৺が高いことがうかがえ
る。৯඼の҆શ性の科学をཧ解するたΊには、生෺学、
化学、෺ཧ学という高ߍϨベルの科学のݪཧݪଇのཧ解
がまͣٻΊられ、その上で、今ճऔり上げた遺伝子૊׵
え৯඼のྫでは、分子生෺学、ҭ種学、৯඼学、ӫཆ学
といった学໰の考え方やཧ解がඞཁとなる。そのたΊに
は学ڭߍҭという஍道なۀ࡞がج本になるのは当વとし
て、ධՁػ関のҙ見が޿くཧ解してもらえるようなෆ断
の޿報׆ಈのඞཁ性を強く͡ײる。そして、৯඼の҆
શ性に௚઀関わるػ関やその関ऀ܎だけでなく、人間や
৯඼を自વ科学的に見ることができる数多くの人々のα
ϙーτがないと৯඼の҆શをࢧえることはできない。本
དྷ、೶ۀや৯඼は身ۙなものであったが、またݥةなも
のでもあった。৯ྉがなけれ͹多くの人がծࢮし、また、
様々な病気が৯඼をհして発生してきた事実を๨れては
ならない。現ࡏの೶ۀ、৯඼ۀ࢈は高౓な科学技術の上
に੒りཱっている。高౓な科学技術や҆શ؅ཧにより٬
的な৯の҆શ性は高まっているが、様々な新しい科学؍
技術がಋೖされたことや৯඼の生࢈աఔがϒϥοクϘο
クス化したたΊ、҆৺ײはԼがっているのかもしれな
い。৯ྉを確อし、৯の҆શを୲อしつつよりྑい৯生

をҡ持するたΊには科学技術のར用なくしては੒しಘ׆
ない。また、৯඼の҆શをධՁするのも現୅科学である。
৯඼の҆શにはθϩリスクはない。科学はܾして分かり
やすくはない。分かりにくいかもしれないが科学的に
Φーιϥイζされている৯඼のリスク情報を受༰し、ਖ਼
しくාがる࢟੎を多くの人々に身にணけてもらいたい。
そのたΊにはリスクධՁػ関は、リスク؅ཧػ関、ڭҭ
するとともに、様々なαϙーター૚をܞ連、ྗڠ関とػ
厚くし、৯のリスクにରするࣾձશ体のཧ解౓を向上さ
せるඞཁがあろう。஍道な長い道のりである。
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19�9 年ɹ東京大学೶学部೶ܳ化学科ɹଔۀ

19�9 年ɹαοϙϩビールࣜגձࣾ（ʙ1988 年）

1988 年ɹ͓஡のਫঁ子大学ɹՈ੓学部৯෺学科講ࢣ

1992 年ɹಉ大学ɹ生׆科学部生ڥ؀׆学科助ڭ授

200� 年ɹಉ大学ɹ生׆科学部৯෺ӫཆ学科ڭ授

200� 年ɹ ಉ大学ɹ大学Ӄ人間จ化૑੒科学研究科自વ・Ԡ用科学

授ڭܥ

 現ࡏにࢸる

๺ཬ研究ॴならͼに๺ཬ大学ༀ学部研究生（1981ʙ1985 年）

米国イリノイ大学೶学部٬һ研究һ（1990ʙ1991 年）

಺ֳ෎৯඼҆શһձҕһ（2009 年ʙ現ࡏ）

ུྺ
ଜాɹ༰ৗ（ΉΒͨɹまͭ͞Ͷ）೶ֶത࢜
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(SFFO�5FB�$BUFDIJO�4FOTJOH�4ZTUFN

྘஡ΧςΩϯΛײ஌͢Δ͘͠Έ

ཱՖɹ޺จ

۝भେֶେֶӃ೶ֶڀݚӃ৯ྐԽֶ෼໺
ओڭװत

)*30'6.*�5"$)*#"/"
�1I�%�
%JTUJOHVJTIFE�1SPGFTTPS�PG�,ZVTIV�6OJWFSTJUZ

%JWJTJPO�PG�"QQMJFE�#JPMPHJDBM�$IFNJTUSZ
%FQBSUNFOU�PG�#JPTDJFODF�BOE�#JPUFDIOPMPHZ

'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�,ZVTIV�6OJWFSTJUZ

஡（┇┥┱┩┰┰┭┥ⓤ ┷┭┲┩┲┷┭┷）は࣭ࢷ୅ँվળ࡞用、血ѹ上ঢ཈੍࡞用、೴ଔ中予๷࡞用、߅ΞϨルΪー࡞用、߅がん࡞用な
どの健康૿進࡞用にظ଴が寄せられているੈք的ҿྉの一つである。྘஡のओཁ੒分である（ʵ）�FQJHBMMPDBUFDIJO�
3�HBMMBUF（&($(）はଞのΧテΩンと比較して強い生ཧ׆性をࣔすとともに、஡以外の২෺には見出されていない
ことから྘஡をಛ௃ͮける੒分である。චऀらは &($( のがん細胞૿৩཈੍࡞用を஥հする「྘஡ΧテΩンײ知
Ϩηϓター」として 6�ôL%B ϥϛニンϨηϓター（6�-R）をಉ定した。これまでに、 &($( の߅ΞϨルΪー࡞用、
ײ用などにこの࡞ޢ細胞อܦ用、神࡞受性調અײ用、インスリン࡞ࢮ用、がん細胞க࡞化予๷ߗ用、ಈ຺࡞Ԍ症߅
知Ϩηϓターが関༩していることが報告されている。&($( をओ੒分とするΧテΩン੡ࡎϙリϑェノン & に߅が
ん࡞用があることがྟচݧࢼで明らかにされているが、このϙリϑェノン & の࡞用にも 6�-R が関༩することが
)$)& 、された。またࣔۙ࠷ が生体಺で 6�-R にಛ異的に結合する性࣭をར用し、 6�-R を高発現する前ཱથがん
に࣏ྍༀࡎをピンϙインτにूੵさせࡴইするυϥοάデリόリーシステムも考Ҋされている。一方、&($( の
生ཧ׆性の発現には、6�-R をհしたシάナル伝ୡ分子（&($(  、知関連分子）がॏཁな໾割を୲って͓りײ
&($( 知関連分子の発現ྔがײ &($( の׆性発現強౓に大きな影響を及ぼすことが明らかになってきた。また、
ϚτリοクスࢧԉϨーザー୤཭イΦン化（."-%*）法にͮجいた࣭ྔ分析イϝージンά技術を開発し、生体૊৫
中に͓ける &($( ならͼにその୅ँ࢈෺の可ࢹ化に੒ޭした。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

(SFFO UFB QPMZQIFOPMT IBWF FNFSHFE PWFS UIF QBTU UXP EFDBEFT BT BO JNQPSUBOU EJFUBSZ GBDUPS GPS IFBMUI 
QSPNPUJPO� 5IFSF JT DPOTJEFSBCMF FWJEFODF UIBU UFB QPMZQIFOPMT, JO QBSUJDVMBS（ʵ）�FQJHBMMPDBUFDIJO�3�HBMMBUF 

（&($(） JOIJCJU DBSDJOPHFOFTJT� )PXFWFS, UIF NFDIBOJTNT GPS UIF DBODFS�QSFWFOUJWF BDUJWJUZ PG &($( BSF OPU 
DPNQMFUFMZ DIBSBDUFSJ[FE BOE NBOZ GFBUVSFT SFNBJO UP CF FMVDJEBUFE� RFDFOUMZ XF IBWF JEFOUJGJFE 6�ôL%B MBNJOJO 
SFDFQUPS （6�-R） BT B DFMM�TVSGBDF &($( TFOTJOH SFDFQUPS BOE UIF SFMBUJOH NPMFDVMFT UIBU DPOGFS &($( 
SFTQPOTJWFOFTT UP NBOZ DFMMT BU QIZTJPMPHJD DPODFOUSBUJPOT�  )FSF XF SFWJFX TPNF PG UIF SFQPSUFE NFDIBOJTNT GPS 
&($( BDUJPO BOE QSPWJEF BO PWFSWJFX PG TFWFSBM NPMFDVMFT UIBU TFOTF BOE NBOBHF UIF QIZTJPMPHJDBM GVODUJPOT PG &($(� 

1PMZQIFOPO & JT B HSFFO UFB DBUFDIJO GPSNVMBUJPO, XIJDI IBT CFFO LOPXO UP QSFWFOU UVNPSJHFOFTJT JO DBODFS 
DMJOJDBM USJBMT�  6�-R IBT CFFO TIPXO UP JOWPMWF UIF BOUJ�DBODFS FGGFDU PG 1PMZQIFOPO &�  RBEJPBDUJWF OBOPQBSUJDMFT 

ཁɹࢫ
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஡のޮ能はݹくからༀとして׆用されていたが、生ཧ
に関する研究が開࢝されߏػ用࡞性を୲う੒分とその׆
たのはわͣか࢛半ੈل前である。しかしながらこの間の
研究の進లは໨֮ましく、஡の多࠼な生ཧ࡞用とその関
༩੒分が明らかにされた 1）。（ʵ）�FQJHBMMPDBUFDIJO�3�
HBMMBUF（&($(）、（ʵ）�FQJDBUFDIJO�3�HBMMBUF（&$(）、（ʵ）
�FQJHBMMPDBUFDIJO（&($）、（ʵ）�FQJDBUFDIJO（&$） な ど
のΧテΩン類（ਤ 1）は྘஡のओཁな੒分であるが、
&($( はଞのΧテΩンと比較して強い生ཧ׆性をࣔす
とともに、஡以外の২෺には見出されていないことから
྘஡をಛ௃ͮける੒分である。また、&($( のώτ前
ཱથがん予๷࡞用をࣔࠦするྟচݧࢼ結果 2）や、&($(
のϝνル化体である（ʵ）�FQJHBMMPDBUFDIJO�3�（3�NFUIZM） 
HBMMBUF（&($(3” .F）を多くؚむ඼種べに;うきをઁऔ
することによるՖค症発症の௿ޮݮ果などが報告され 3）、
&($( の࡞用ϝΧニζムに関する研究が੝んにߦわれ
ている �）。

৯඼のػ能性研究は出ޱ（Կにޮくか）は੝んである
が、そもそもなͥޮくのかʁɹというೖりޱの研究、つ
まり、ػ能性に௚઀関༩するඪ的分子とその発現ػংに

関するཧ解は๡しい。ࢲたちの体は、さま͟まな生体外
シάナルҼ子にద੾にԠ౴しながら生体の߃常性をҡ持
して͓り、病ݪ細ەの৵ೖといった生体外シάナルҼ子
は 5PMM 様受༰体といった細胞表໘にଘࡏする受༰体に
よって分子認ࣝされ、自વ໔Ӹܥを発ಈさせる。これに
฿え͹、ػ能性৯඼Ҽ子も生体಺のඪ的分子に૬࡞ޓ用
することで、生体߃常性のҡ持に影響を及ぼす生体シά
ナルҼ子とଊえることができる。චऀらはこうした考え
にͮجき、ػ能性৯඼Ҽ子のײ知ߏػ（ϑーυϑΝク
ターηンシンά）を明らかにすることで৯඼Ҽ子が生ཧ
ߘ用を発現するしくΈを解明したいと考えている。本࡞
では、୅表的なػ能性৯඼Ҽ子である྘஡ΧテΩン
&($( をྫに、&($( をײ知するしくΈについて঺հ
する。

̎ɽ྘஡ΧςΩϯ&($(ײ஌Ϩηϓλʔ

&($( の生ཧ׆性発現ϝΧニζムに関する研究はओ
にഓཆ細胞をベースとした分子生෺学的ख法にͮجきৄ
細にߦわれているが、ଞのػ能性৯඼Ҽ子とಉ様に生ཧ
的なྔ（ઁޱܦऔされた後の血中ೱ౓）から大きくかけ
཭れたྔが用いられている。&($( の生体಺に͓ける
ඪ的分子として多数の細胞಺タンパク࣭が報告されてい
るが、多ྔの &($( を࢖用してಘられた結果である。
චऀらはこの点を;まえ、生ཧ的ೱ౓に͓ける &($(
の׆性発現に関༩するਅのඪ的分子を୳ࡧした。ೕがん
細胞表໘に͓ける &($( の結合ྔがϨνノインࢎ

（"5R"）ܹࢗにより૿Ճすることから "5R" ॲཧを
った細胞ではߦ &($( の結合に関༩する遺伝子の発現
が૿大するとԾ定し、その遺伝子のクϩーニンάをߦっ
た。その結果、6�ôL%B ϥϛニンϨηϓター（6�-R）
をಉ定した 5）。6�-R はϥϛニンに結合する細胞ບタン
パク࣭であり、ѱ性౓の高いがん細胞に高発現し、その
૿৩、ਁ५、సҠなどに関༩することが知られている。

BSF VTFE JO NPMFDVMBS JNBHJOH BOE DBODFS UIFSBQZ� RBEJPBDUJWF HPME OBOPQBSUJDMFT DPBUFE XJUI &($( IBT CFFO 
TIPXO UP TQFDJGJDBMMZ UBSHFU QSPTUBUF UVNPS DFMMT UIBU FYQSFTT 6�-R�

"MUIPVHI VOEFSTUBOEJOH UIF IJHI�SFTPMVUJPO TQBUJBM EJTUSJCVUJPO PG GVODUJPOBM GPPE GBDUPST JT JOEJTQFOTBCMF GPS 
FMVDJEBUJOH UIFJS CJPMPHJDBM PS QIBSNBDPMPHJDBM FGGFDUT, UIFSF IBT CFFO OP BOBMZUJDBM UFDIOJRVF UIBU DBO FBTJMZ EFUFDU 
UIF OB�ʇWF NPMFDVMBS MPDBMJ[BUJPO JO NBNNBMJBO UJTTVFT� 8F FTUBCMJTIFE B OPWFM ┭┲ⓤ┷┭┸┹ MBCFM�GSFF JNBHJOH UFDIOJRVF 
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6�-R の発現をノοクダウンしたϚウスϝϥノーϚ細胞
ג #16 をҠ২したϚウスजᙾϞデル実ݧに͓いて、
&($( のઁޱܦऔによるजᙾ੒長཈੍࡞用が 6�-R の
発現཈੍により׬શに્֐されることがࣔされた 6）。こ
うした結果から、6�-R は生体಺に͓ける &($( の߅
がん࡞用を஥հするϨηϓターであることが明らかに
なった。&($( の結合部Ґは 161ô1�0 ൪໨のΞϛノࢎ
残جからなる配列であり 22）、この &($( 結合配列はϥ
ϛニンの結合部Ґ 1�3ô1�8 とྡ઀するとともに、ϓリ
Φンの結合部Ґ 161ô1�9 ともॏෳしている（ਤ 2）。

̏ɽ&($(ͷࡉ๔૿৩཈੍࡞༻を୲͏෼ࢠ

&($( はώτ子ٶᰍがん細胞ג )F-B にରしスτϨス
ϑΝイόーをফࣦさせるとともに、スτϨスϑΝイόー
や細胞分྾ظのऩॖ؀のܗ੒にॏཁなϛΦシンܰ࠯のリ
ンࢎ化Ϩベルを௿Լさせる �）。6�-R の発現を཈੍した
ところ、細胞૿৩཈੍࡞用͓よͼϛΦシンܰ࠯リンࢎ化
Ϩベルの௿Լ࡞用はともに્֐されたことから、6�-R
をհしたϛΦシンܰ࠯のリンࢎ化Ϩベルの௿Լ࡞用がも
たらすスτϨスϑΝイόーのফࣦやऩॖܗ؀੒્֐が
&($( の細胞૿৩཈੍࡞用の一Ҽであることがࣔされ
た。そこで次に 6�-R をհした &($( のシάナル伝ୡ
に 関 ༩ す る 細 胞 ಺ Ҽ 子 の ಉ 定 を ࢼ Έ、FVLBSZPUJD 
FMPOHBUJPO GBDUPS 1 BMQIB（F&'1"）を &($( の細胞૿৩
཈੍࡞用の発現にෆ可ܽな遺伝子として見出した 6）。
F&'1" をա৒発現させたところ、&($( のがん細胞૿
৩཈੍࡞用͓よͼϛΦシンܰ࠯のリンࢎ化Ϩベル௿Լ࡞

用がဏ進したが、これら &($( の࡞用は F&'1" 発現
཈੍によりফࣦした。さらに、#16 細胞を用いたϚウ
スजᙾϞデルに͓いて、ίンτϩール #16 細胞をҠ২
したϚウスでは &($( ౤༩によりजᙾの੒長が્ޱܦ
"されたが、F&'1֐ の発現を཈੍した #16 細胞のजᙾ
੒長はશく્֐されなかったことより、F&'1" は
&($( の細胞૿৩཈੍࡞用を伝ୡする細胞಺分子であ
ることが明らかとなった。

ϛΦシンܰ࠯のリンࢎ化ঢ়ଶはϛΦシンܰ࠯を࣭جと
するΩナーθとϑΥスϑΝターθの྆߬ૉ により調અ
されている。そこで、ϛΦシンϑΥスϑΝターθの׆性
調અαϒϢニοτ（.:151）の関༩について検౼した
結果、&($( はϛΦシンϑΥスϑΝターθ׆性をෛに
調અする .:151 の 5IS696 に͓けるリンࢎ化Ϩベルを
௿Լさせること、また、.:151 の発現཈੍により
&($( による細胞૿৩཈੍࡞用がଛなわれることを見
出した 6）。さらに、&($( のޱܦ౤༩によるजᙾ੒長཈
用も࡞੍ .:151 の発現཈੍により્֐された 。これ
らの結果より、F&'1" ͓よͼ .:151 が &($( の細胞
૿৩཈੍࡞用を伝ୡする細胞಺分子（&($( 知関連ײ
分子）であることがࣔされた（ਤ 3）。
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̐ɽ&($(ͷ͕Μࡉ๔க࡞ࢮ༻を୲͏෼ࢠ

&($( の多発性ࠎ਷ज細胞にରするΞϙτーシス༠
ಋ࡞用が 6�-R によって஥հされていることが報告され
た 8）。そこで 6�-R をհしたΞϙτーシス༠ಋػংにつ
いて検౼したところ、&($( は 6�-R をհして QSPUFJO 
LJOBTF $ EFMUB（1,$Ў）͓よͼࢎ性スϑィンΰϛエリ
ナーθ（B4.BTF）を׆性化することでΞϙτーシスに
関༩する࣭ࢷϥϑτのクϥスタܗ੒を༠ಋすることを見
出した 9）。&($( によって༠ಋされるこうした一連のイ
ベンτは多発性ࠎ਷ज細胞גをϚウスのഎ部ൽԼにҠ২
したजᙾϞデルに͓いてもࢧ持された。さらに、6�-R
から B4.BTFの׆性化にࢸるܦ࿏をৄ細に検౼した結
果、 &($( は 6�-R をհして "LU�/0 合੒߬ૉ（F/04）
を׆性化させることで /0 を࢈生すること、この /0 に
よって׆性化された可༹性άΞニルࢎシクϥーθ

（TPMVCMF HVBOZMBUF DZDMBTF� T($）によって࢈生された
D(.1 が 6�-R から 1,$Ў�B4.BTFの׆性化ならͼに
Ξϙτーシスの༠ಋを஥հするシάナルҼ子として働い
ていることが明らかとなった 10）。つまり、&($( のが
ん細胞க׆ࢮ性の発現には &($( 知Ϩηϓター6�-Rײ
から B4.BTFの׆性化にࢸるܦ࿏に͓いて、ϓϩテインΩ
ナーθ #（QSPUFJO LJOBTF #� "LU）、 F/04、 /0、 T($、 
D(.1、 1,$Ўの֤分子が &($( 知関連分子としてײ
の໾割を୲っていることがࣔされた（ਤ �）。

̑ɽ&($(ͷ߅ΞϨϧΪʔ࡞༻を୲͏෼ࢠ

&($( はώスタϛン์出્࡞֐用をࣔすとともに、
高਌࿨性 *H& 受༰体（'DЏR*）の発現を௿Լさせる 11）。
&($( のώスタϛン์出્࡞֐用͓よͼ 'DЏR* の発現
௿Լ࡞用に͓ける 6�-R の関༩を検౼したところ、6�-R
をノοクダウンしたώτ޷Ԙٿج細胞גでは、&($(
のώスタϛン์出཈੍࡞用͓よͼ 'DЏR* 発現௿Լ࡞用
のいͣれも્֐されたことから、&($( の߅ΞϨルΪー
性発現にも׆ 6�-R が関༩することがࣔされた 12）。ϝν
ル化 &($( を๛෋にؚむ “べに;うき྘஡” のҿ用は
Ֆค症の症ঢ়を؇࿨するが、このϝνル化 &($( の࡞
用にも 6�-R が関༩している 13）。

̒ɽ&($(ͷ߅Ԍ঱࡞༻を୲͏෼ࢠ

άϥムӄ性ەに༝དྷする -JQPQPMZTBDDIBSJEF（-14）
が 5PMM 様受༰体（5-R）� をհして༠ಋするԌ症൓Ԡを
&($( は્֐する。そこでこの્֐ϝΧニζムを検౼
したところ、&($( によるԌ症ϝディエーターの࢈生
߅用は、ϚクϩϑΝージの࡞֐્ 6�-R 体ॲཧや߅
6�-R 発現のノοクダウンにより્֐された 1�）。そこで
6�-R をհした &($( の 5-R� シάナリンά્ߏػ֐
について検౼したところ、5-R� シάナリンάを્֐す
ることが知られている細胞಺Ҽ子 5PMMJQ の発現をٸ଎
に૿Ճさせることを見出した。5PMMJQ の発現を཈੍した
細胞では &($( の 5-R� シάナリンά્֐は࡯؍され
なかったことから、&($( は 6�-R をհして 5PMMJQ の
発現を૿Ճさせることで -14 ༠ಋ性の 5-R� シάナリ
ンάを્֐し、Ԍ症Ԡ౴を཈੍することが明らかとなっ
た（ਤ 5）。&($( はϖϓνυάリΧンの 5-R2 をհし
たԌ症Ԡ౴もಉ様のܦ࿏で્֐する 15）。
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̓ɽ྘஡ΧςΩϯ&($(ײ஌ੑ׆ͷ੍ޚ

"5R" はϝϥノーϚ細胞ג #16 に͓ける 6�-R 発現
ྔならͼに &($( の細胞表໘結合ྔを૿Ճさせるとと
もに、細胞૿৩཈੍׆性を૿強させた 16）。"5R" のこ
うした࡞用はϚウスに #16 細胞をҠ২してܗ੒させた
जᙾに͓いても࡯؍された。"5R" による 6�-R 発現
ྔの૿Ճ࡞用は SFUJOPJD BDJE SFDFQUPS （R"R）α発現の
ノοクダウンによりݮऑする一方、R"RαΞΰニスτ
55/1# も 6�-R の発現ྔを૿Ճさせたことから、R"Rα
Ξΰニスτは &($( 。知ྗを૿強できる可能性があるײ
੒ෆશのたΊにਖ਼常૊৫にはΈられなܗがんは血؅ܗݻ
い௿ࢎૉڥ؀Լにଘࡏして͓り、 この௿ࢎૉڥ؀はがん
のѱ性化やༀࡎ଱性のݪҼとなることが知られている。
そこで、種々のܗݻがん細胞גにରする &($( の߅が
ん׆性に及ぼす௿ࢎૉڥ؀の影響を検౼したところ、が
ん細胞をࢎૉ分ѹ Լにമすとڥ؀ˋ 5 &($( の߅がん
性はফࣦするとともに׆ 6�-R の発現ྔがϓϩテΦιー
ムґଘ的に半ݮするが、大気ѹϨベルに໭すと଎やかに
)$)& 、の発現Ϩベルにճ෮しݩ のがん細胞૿৩཈੍׆
性もճ෮した 1�）。こうした結果は、がん細胞の &($(

ૉೱ౓のࢎする৔ॴ（૊৫）に͓けるࡏ知ྗがそのଘײ
影響を受けることをࣔࠦしている。

&($( によるΞϙτーシス༠ಋ࡞用は 6�-R 陽性の
がん細胞にಛ異的であるが、生ཧ的ೱ౓ではे分に༠ಋ
されない。D(.1 ྔをෛに調અするҼ子として D(.1
の分解߬ૉである 5 ϗスϗジエステϥーθ（1%&5）がܕ
あり、 その発現ྔを検౼したところ、多発性ࠎ਷ज細胞
ではਖ਼常細胞と比較してஶしく高いことを見出した 10）。
そこで、 1%&5 を્֐し D(.1 ྔを૿大させることで
&($( のΞϙτーシス༠ಋ׆性を૿強できるのではな
いかと考え、 D(.1 分解߬ૉ્ࡎ֐を૊Έ合わせたとこ
ろ、 &($( はਖ਼常リンパٿをই֐することなく、多発性
਷ज細胞にରしてࠎ 6�-R ґଘ的なΞϙτーシスを強ྗ
に༠ಋした 10）。また、生ཧ的௿ೱ౓では &($( が細胞
க࡞ࢮ用をશくࣔさなかったңがん、すいଁがん、前ཱ
થがん、ೕがんٸ性ࠎ਷性ന血病の֤細胞גにରし、 
1%&5 )$)& は強ྗにࡎ֐્ の細胞க࡞ࢮ用を༠ಋし
たが、ਖ਼常ώτ上ൽ細胞の૿৩及ͼ生ଘにରしてશく影
響を༩えなかった 10, 18）。

̔ɽ�ੜମ૊৫ʹ͓͚Δ྘஡ΧςΩϯ&($(ͳΒͼ
ʹͦͷ୅ँ෺ͷ෼ࢠΠϝʔδϯά

྘஡ΧテΩンのػ能性発現のϝΧニζムをཧ解するた
Ίには、その୅ँ෺をؚΊて生体૊৫中にどのようにଘ
するのかを知ることはॏཁである。通常、৯඼Ҽ子のࡏ
挙ಈをଊえるにはద੾なඪࣝ化がඞཁとなるが、現ঢ়で
はそのඪࣝのద用分子種に大きな੍ݶがあるとともに、
ඪࣝ化から解析までにཁする労ྗや࣌間的・ίスτ的パ
ϑΥーϚンスもѱく、また、ಈଶ解析にඞਢなඪ的෺࣭
とその୅ँ෺を۠ผして࡞用部Ґでのۭ࣌間ಈଶをಉ࣌
௥੻できない。こうした໰題点をࠀ෰するखஈとして、
૊৫੾ย上の様々な生体分子の分෍をඇඪࣝでಉ࣌可ࢹ
化する࣭ྔ分析イϝージンά技術が஫໨をूΊている。
そこでϚτリοクスࢧԉϨーザー୤཭イΦン化（."-%*）
法にͮجいた࣭ྔ分析イϝージンάのख法を用いて྘஡
ΧテΩン &($( の૊৫಺ඍখྖҬに͓けるೋ次ݩ分෍
情報の可ࢹ化をࢼΈた。&($( のイΦン化に࠷దなϚ
τリοクス（イΦン化助ࡎ）を見出すたΊ、൚用Ϛτリο
クスをؚむ �0 種類以上の化合෺を ."-%*ô50'ô.4
を用いて検ূした結果、/BQIUIBMFOF ༠ಋ体の一種が૊
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৫上の &($( にରする高い検出能をࣔすことを見出し、 
&($( をޱܦ౤༩したϚウスの؊ଁ͓よͼਛଁに͓け
る &($( ͓よͼその୅ँ෺（๊ེࢎ合体やάルクϩン
合体）をಉ࣌にը૾化することにੈքでॳΊて੒ޭ๊ࢎ
した 19）（ਤ 6）。

̕ɽまͱΊ

&($( のײ知システムに関する研究は߅がん࡞用を
୲う 6�-R の発見に୺を発しているが、その後、߅ΞϨ

ルΪー࡞用、߅Ԍ症࡞用、神ܦ細胞อ࡞ޢ
用、血؅಺ൽ調અ࡞用、インスリンײ受性調
અ࡞用、໔Ӹ૿強࡞用など、߅がん࡞用以外
の &($( の生ཧ࡞用にも 6�-R が関༩して
いることが明らかにされ（ਤ �）、6�-R をى
点とするײ知システムが &($( の多࠼なػ
能性発現に関༩している可能性がある。
&($( をओ੒分とする੡ࡎϙリϑェノン &
に߅がん࡞用があることがྟচݧࢼでࣔされ
つつあるが 1）、このϙリϑェノン & の࡞用に
6�-R をհした໔Ӹ૿強࡞用が関༩すること
がۙ࠷報告された 20）。また、 &($( が生体಺
で 6�-R にಛ異的に結合する性࣭をར用し、 
6�-R を高発現する前ཱથがんに࣏ྍༀࡎを
ピンϙインτにूੵさせࡴইするυϥοάデ
リόリーシステムも考Ҋされている 21）。

྘஡ΧテΩン &($( をಛ異的に認ࣝして
Ԡ౴する生体システムがଘࡏし、ײ知システ
ムを୲う&($(ײ知関連分子（6�-R, F&'1", 
.:151, UPMMJQ, "4., F/04, D(.1, 1%&5
など）の発現ྔが &($( の生ཧ࡞用の発現
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抗炎症作用
㻔㻶㻚㻌㻵㼙㼙㼡㼚㼛㼘㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻜㻕㻧㻌㻌㻲㻱㻮㻿㻌㻸㼑㼠㼠㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻝㻕㻧㻌㻮㻮㻾㻯㻌㻔㻞㻜㻝㻞㻕㻕

インスリン感受性調節作用
㻔㻼㼘㼍㼚㼠㼍 㻹㼑㼐㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻜㻕㻘㻌㻭㼙㻚㻌㻶㻚㻌㻼㼔㼥㼟㼕㼛㼘㻚㻌㻯㼑㼘㼘㻌㻼㼔㼥㼟㼕㼛㼘㻚㻌㻔㻞㻜㻜㻥㻕㻘㻌
㻹㼛㼘㻚㻌㻺㼡㼠㼞㻚㻌㻲㼛㼛㼐㻌㻾㼑㼟㻚㻌㻔㻞㻜㻜㻥㻕㻘㻌㻹㼛㼘㻌㻺㼡㼠㼞㻌㻲㼛㼛㼐㻌㻾㼑㼟㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻞㻕㻕

抗がん作用
㻔㻺㼍㼠㼡㼞㼑㻌㻿㼠㼞㼡㼏㼠㻚㻌㻹㼛㼘㻚㻌㻮㼕㼛㼘㻚㻌㻔㻞㻜㻜㻠㻕㻧㻌㻮㼘㼛㼛㼐㻌㻔㻞㻜㻜㻢㻕㻧
㻶㻮㻯㻚㻌㻔㻞㻜㻜㻤㻕㻧㻌㻼㻺㻭㻿㻌㻌㻔㻞㻜㻝㻞㻕㻧㻌㻶㻚㻌㻯㼘㼕㼚㻚㻌㻵㼚㼢㼑㼟㼠㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻟㻕 ）

抗アレルギー作用
㻔㻮㻮㻾㻯㻚㻌㻔㻞㻜㻜㻢㻘㻌㻞㻜㻜㻣㻕㻧㻌㻭㻮㻮㻌㻌㻔㻞㻜㻜㻤㻕㻕

血管内皮調節作用
（㻶㻚㻌㻹㼛㼘㻚㻌㻯㼑㼘㼘㻚㻌㻯㼍㼞㼐㼕㼛㼘㻚㻘㻌㻝㻠㻥㻘㻌㻝㻝㻟㻤㻌㻔㻞㻜㻝㻜㻕㻕

神経細胞保護作用
㻔㻶㻚㻌㻮㼕㼛㼘㻚㻌㻯㼔㼑㼙㻚㻘㻌㻔㻞㻜㻝㻞㻕㻕

㻢㻣㻸㻾䠖⥳Ⲕ䜹䝔䜻䞁 㻱㻳㻯㻳䝉䞁䝃䞊

(*&*

結合

��/5 免疫増強作用
（㻯㼘㼕㼚㻚㻌㻯㼍㼚㼏㼑㼞㻌㻾㼑㼟㻚㻌㻔㻞㻜㻝㻟㻕㻕

ਤ �ɹ�྘஡ΧςΩϯ&($(͸ηϯαʔ��-3 をհͯ͠ଟ࠼ͳੜཧ࡞༻をൃݱ
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強౓に大きな影響を及ぼすことを঺հした。චऀらは
&($( の生ཧ࡞用の発現強౓を生体の「&($( 「知ྗײ
としてଊえ、&($( 知関連分子の発現ྔをײ &($( ײ
知ྗόイΦϚーΧーとし、&($( ・知ྗに関わる৯ײ
生׆श׳や྘஡のҿΈ方に関する研究にऔり૊んでい
る。2012 年に公表された健康ण໋は、શ国一の྘஡生
のঁ性がશ国ݝ஍である੩Ԭ࢈ 1 Ґ、உ性でಉ 2 Ґで
あり、また、੩Ԭֻݝ઒ࢢは国の人ޱ 10 ສ人以上の౎
࠷が（๢比ࢮがんඪ४化）๢཰ࢮに͓けるঁ性のがんࢢ
も௿い஍Ҭ（உ性も 2 ൪໨に௿い）である。ಉࢢにॅࡏ
するॅຽをର৅とした大ن໛なӫཆӸ学調査「ֻ઒スタ
ディ」に͓いて、&($( ׆知関連分子の発現ྔと生ײ
श׳、血ਗ਼パϥϝーター、྘஡のઁऔྔとの関܎を解析
しているが、٤Ԏश׳や྘஡ઁऔྔ、さらには྘஡のઁ
औܗଶ（ந出෺、ค末、ซせてઁऔする৯඼）がそれら
発現ྔと関܎する可能性を見出している。「ֻ઒スタ
ディ」は現ࡏ進ߦ中であり、今後、&($( 知ྗを高Ίるײ
たΊの৯඼や生׆श׳を明らかにしたいと考えている。
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#JTQIFOPM�"�JO�%PNFTUJD�BOE�
*NQPSUFE�$BOOFE�'PPET

٧৯඼தͷϏεϑΣϊール̖؈ͼ༌ೖٴ࢈ࠃ

Տଜɹ༿ࢠ

ॴڀݚҩༀ඼৯඼Ӵੜཱࠃ
৯඼ఴՃ෺෦

:0,0�,"8".63"
�1I�%�
%JWJTJPO�PG�'PPE�"EEJUJWFT

/BUJPOBM�*OTUJUVUF�PG�)FBMUI�4DJFODFT

ビスϑェノール̖（#1"）はओにϙリΧーϘネーτやエϙΩシथࢷのݪྉϞノϚーとして࢖用されるが、ऑい
エスτϩゲン׆性及ͼ生৩・発生ಟ性を有することから಺分ൻかくཚީิ෺࣭に挙げられている。৯඼用ۚଐ؈は
一ൠにビスϑェノール̖をݪྉとするエϙΩシथࢷで಺໘をίーティンάされている。そのたΊ、ίーティンάに
残ଘする未ॏ合のビスϑェノール̖は、٧؈された৯඼にҠߦする可能性がある。

2011ʙ12年にզが国の国٧100؈࢈検体及ͼ༌ೖ٧60؈検体についてビスϑェノールؚ̖有ྔの調査をߦった。
国٧؈࢈ではビスϑェノールؚ̖有ྔの࠷大஋はϋϠシビーϑの 30 OH�H であり、ฏۉ஋は 3�� OH�H であった。
一方、༌ೖ٧؈は高ೱ౓のビスϑェノール̖をؚ有していた。࠷大஋はデϛάϥスιースの 390 OH�H であり、ϗ
ϫイτιース 3�0 OH�H、άϥタンιース及ͼϫタリΨニ 320 OH�H、τϚτスーϓ 2�0 OH�H、ίίナοπϛルク
200 OH�H とଓいた。ฏۉ஋は 5� OH�H であり、国٧؈࢈のฏۉ஋の 15 ഒ以上であった。国٧؈࢈中のビスϑェノー
ルؚ̖有ྔは、༌ೖ٧؈だけでなく、これまでの調査と比較しても有ҙに௿いことがࣔされた。

このビスϑェノール̖の大෯なݮ少は、日本の੡ऀۀ؈がੈքにઌۦけて開発した「ビスϑェノール̖௿؈ݮ」
のී及によるものとਪ測される。ւ外のۚଐ؈についても੡؈技術がվྑされビスϑェノール̖が௿ݮされるなら
͹、ੈք中のそしてզが国のビスϑェノール̖ઁऔྔをさらにݮ少させることが可能である。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

#JTQIFOPM " （#1"）, B TVTQFDUFE FOEPDSJOF EJTSVQUFS, JT VTFE NBJOMZ BT B NPOPNFS JO UIF QSPEVDUJPO PG 
QPMZDBSCPOBUF BOE FQPYZ SFTJOT� .FUBM DBOT GPS GPPE BSF VTVBMMZ DPBUFE XJUI #1"�CBTFE FQPYZ SFTJOT� 5IFSFGPSF, 
SFTJEVBM #1" JO DBO DPBUJOHT UFOET UP NJHSBUF JOUP UIF GPPE XIFO UIF DBO JT IFBUFE EVSJOH DPPLJOH PS TUFSJMJ[BUJPO� 
8F TVSWFZFE UIF #1" DPOUFOU JO 100 EPNFTUJD BOE 60 JNQPSUFE DBOOFE GPPET QVSDIBTFE JO JBQBO� *O UIF EPNFTUJD 
DBOOFE GPPET, UIF IJHIFTU #1" DPOUFOU XBT GPVOE UP CF 30 OH�H JO IBTIFE CFFG TUFX BOE UIF BWFSBHF PG 3�� OH�H� *O 
DPOUSBTU, UIF JNQPSUFE DBOOFE GPPET XFSF GPVOE UP DPOUBJO NVDI IJHIFS #1" MFWFMT� 5IF NBYJNVN #1" DPOUFOU 
XBT GPVOE UP CF 390 OH�H JO EFNJHMBDF TBVDF, 3�0 OH�H JO XIJUF TBVDF, BOE 320 OH�H JO CPUI HSBUJO TBVDF BOE CMVF 
DSBC� 5IF BWFSBHF XBT 5� OH�H, XIJDI XBT 15 UJNFT IJHIFS UIBO UIBU GPVOE JO UIF EPNFTUJD DBOOFE QSPEVDUT� 5IF 
#1" DPOUFOU PG EPNFTUJD DBOOFE GPPET XBT GPVOE UP CF TJHOJGJDBOUMZ MPXFS UIBO UIF MFWFMT GPVOE JO UIF JNQPSUFE 
DBOOFE GPPET PS UIF MFWFMT SFQPSUFE JO PUIFS TVSWFZT� 8F CFMJFWF UIJT ESBNBUJD EJGGFSFODF SFTVMUT GSPN UIF VTF PG 
“#1" SFEVDFE DBOT” XIJDI JBQBOFTF DBO NBOVGBDUVSFST IBWF EFWFMPQFE PWFS UIF QBTU EFDBEF�

ཁɹࢫ
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ビスϑェノール （̖2,2ôCJT（�ôIZESPYZM QIFOZM）QSPQBOF� 
#1"）は 2 個のϑェノール؀をもつ化合෺であり（ਤ 1）、
多数の ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ やݧࢼ ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ׆でऑいエスτϩゲンݧࢼ
性をࣔし、また生৩・発生ಟ性を有することから、಺分
ൻかくཚީิ෺࣭に挙げられている。ビスϑェノール̖
はओにϙリΧーϘネーτやエϙΩシथࢷのݪྉϞノϚー
として࢖用される。そのたΊ、これらを࣭ࡐとするث۩・
༰ثแ૷は未ॏ合や分解༝དྷのビスϑェノール̖をؚ有
して͓り、それらが৯඼にҠߦする可能性がある。

2++2  

ਤ �ɹϏεϑΣϊʔϧ̖ͷߏ଄ࣜ
'JHVSF�� ɹ$IFNJDBM�TUSVDUVSF�PG�CJTQIFOPM�"

ϙリΧーϘネーτは଱೤性や଱িܸ性に༏れ、ඒしい
ޫ୔やޫಁա性を持つ合੒थࢷであり、1990 年୅には
ೕ༮児用やڅ৯用৯ث、΄ೕළなどに多用されていた。
৯ثでは 5ʙ80 �H�H、΄ೕළでは 18ʙ3� �H�H のビス
ϑェノール̖の残ଘがΈられたが、༹出ྔは大部分が定
ք（0�5 OH�N-）以Լであったݶྔ 1）。しかし、ফඅऀのϘ
イίοτなどによりզが国では 2000 年୅ॳΊにはϙリ
ΧーϘネーτ੡の৯ثや΄ೕළは੡଄されなくなった。

一方、エϙΩシथࢷは、エϙΩαイυをもつϨジンと
ϙリΞϛυܥのߗ化ࡎの൓Ԡによりܗ੒されるίϙリ
Ϛーである。࠷も一ൠ的なエϙΩシϨジンがビスϑェ
ノール̖ジάリシジルエーテル（ਤ 2）であり、ビスϑェ
ノール̖とエピクϩルώυリンから合੒される。エϙΩ
シथࢷは、ృྉ、ίーティンάࡎ、઀ணࡎなどに൚用さ
れ、ث۩・༰ثแ૷の分໺ではۚଐ؈や৯ث（はし、わ
んなど）のίーティンάやϥϛネーτϑィルムの઀ணࡎ
などに࢖用される。

৯඼٧؈用のۚଐ؈は、৯඼によるۚଐの෗৯を๷ࢭ
するとともに、ۚଐ༹出による৯඼のԚ染を๷ࢭするた
Ί、一部をআいて઀৮໘をエϙΩシथࢷなどでίーティ
ンάしている。エϙΩシथࢷは、ΨϥスసҠ点（約 105 
ˆ）以ԼではۃΊて҆定であるが、それを超えると結合
が؇Έ、残ଘするビスϑェノール̖が༰қに༹出する。
そのたΊɼۚଐ؈に৯඼をॆరした後、105 ˆ以上でՃ
೤して調ཧやەࡴをߦう٧؈では、し͹し͹ృບ中のビ
スϑェノール̖が৯඼にҠߦする。1990 年୅後半のզ
が国の調査では、٧؈৯඼や؈ҿྉから࠷大で 602 OH�H
のビスϑェノール̖が検出された 2�6）。その後のւ外の
調査でも৯඼΁のビスϑェノール̖のҠߦが報告されて
いる ��11）。またɼ日本人のビスϑェノール̖๫࿐ྔの 90 
ˋ以上が٧؈༝དྷとਪ定されている。

1990 年୅後半にビスϑェノール̖の಺分ൻかくཚ࡞
用がࣾձ໰題となったことから、զが国のۚଐ؈੡଄ۀ
ऀらは「ビスϑェノール̖௿؈ݮ」を開発した 12）。エϙ
Ωシथࢷ中の未ॏ合ビスϑェノール̖ྔの௿ݮ、ίー
ティンάのϙリエνϨンテϨϑタϨーτ੡ϑィルム΁の
୅ସなどのվྑがՃえられた。さらに、日本੡᠒ڠձで
は「ビスϑェノール̖௿؈ݮ」について、ビスϑェノー
ル༹̖出ྔがҿྉ؈で 5 QQC 以Լ、৯用؈で 10 QQC 以
Լという自ओج४をઃ定している。

一方、ւ外では、1990 年୅後半に಺分ൻかくཚ෺࣭
が大きなࣾձ໰題となったものの、ঢ়گは΄とんど変化
することなく௜੩化した。しかし、2008 年に米国国Ո
ಟ性ϓϩάϥム（/51）13）が、ビスϑェノール̖につい
て胎児やೕ༮児౳の神ܦやߦಈ΁の影響に多少の懸念が
ないとはいえないと報告したことからࣾձෆ҆が࠶೩し
た。そこで、Χナダは 2008 年、Ԥभ連合は 2010 年に
ϙリΧーϘネーτ੡΄ೕළのൢച౳をࢭېし、米国৯඼
ҩༀ඼ہ（'%"）は 2010 年に࣭ࡐの୅ସやビスϑェノー
ル̖の௿ݮ化をק告した。ɹ

զが国では、2000 年以߱「ビスϑェノール̖௿؈ݮ」
のී及により、国٧؈࢈৯඼中のビスϑェ
ノールؚ̖有ྔは大෯に௿Լしたとਪ測され
るが、それに関する調査報告は΄とんど発表
されていない。そこで、٧؈৯඼中のビス
ϑェノールؚ̖有ྔの現ঢ়を೺ѲするたΊ
に、զが国のࢢ৔にྲྀ通する国࢈及ͼ༌ೖ؈
٧৯඼中のビスϑェノールؚ̖有ྔの調査を
。ったߦい、これまでの調査との比較をߦ
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̎ɽࠓճͷٴ࢈ࠃͼ༌ೖ٧؈ͷௐࠪ݁Ռ 1�）�

2011ʙ2012 年に東京౎಺のスーパーϚーέοτ౳で、
国٧؈࢈（国಺で੡଄された٧؈）100 検体及ͼ༌ೖ؈
٧ 60 検体をߪೖしࢼྉとした。これらは、ਫ࢈඼、ச
果実、そのଞの調ཧ඼、ίーώー・஡ҿ、ࡊ඼、໺࢈
ྉ、そのଞのҿྉ（୸ࢎҿྉ、果実・໺ࡊҿྉ、ビール、
リΧー、日本ञ）に分類した。な͓、༌ೖҿྉ؈はൢࢢ
඼がۃΊて少なかったことから、今ճの調査ର৅とはし
なかった。֤ࢼྉは಺ඪ४（ビスϑェノール̖ôE16）を
Ճえてϝタノールでந出し、ඞཁにԠ͡て୤ࢷや精੡を
でエνル化し、($�.4ࢎったのち、ジエνルེߦ によ
り分析した。調査結果のうち国࢈及ͼ༌ೖ٧؈に͓ける
ビスϑェノールؚ̖有ྔτοϓ 10 の੡඼を表 1 に、国
ผ検体数、検出ස౓、ビスϑェ܈٧の৯඼؈及ͼ༌ೖ࢈
ノール̖࠷大஋及ͼฏۉ஋ฒͼに定ྔݶքを表 2 にまと

Ίた。

（�）ɹϏεϑΣϊʔϧؚ̖༗ྔτοϓ ��
国٧؈࢈でビスϑェノールؚ̖有ྔが࠷も高かったの

はϋϠシビーϑの 30 OH�H、次いで΄たて֋பਫࣽの 21 
OH�H であった。その΄かに、ਫ࢈඼で � 検体、ச೑඼
で 3 検体、໺ࡊで 1 検体が 10 OH�H を超աした。一方、
༌ೖ٧؈で࠷も高かったのはデϛάϥスιースの 390 
OH�H であり、国٧؈࢈の࠷大஋の 13 ഒであった。次い
でϗϫイτιース 3�0 OH�H、άϥタンιース及ͼϫタ
リΨニ֤ 320 OH�H で � ੡඼が 300 OH�H を超えていた。
さらに、τϚτスーϓ、ίίナοπϛルク、いわし༉௮
けなどがଓき、10 ൪໨のϛネスτϩーネスーϓでも
100 OH�H を超えていた。શ体としてビスϑェノール̖
ؚ有ྔが高い੡඼は調ཧ඼やਫ࢈඼に多く、なかでも༌
ೖの調ཧ඼٧؈には高ೱ౓の੡඼が数多くΈられた。
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٧؈࢈ࠃ ༌ೖ٧؈
/P� ৯඼܈ ඼ɹ໊ #1"�（OH�H） /P� ৯඼܈ ඼ɹ໊ #1"�（OH�H） ༌ग़ࠃ
� ௐཧ඼ ϋϠγϏʔϑ �� � ௐཧ඼ σϛάϥειʔε ��� /�;�
� ਫ࢈඼ ϗλς֋பਫࣽ �� � ௐཧ඼ ϗϫΠτιʔε ��� /�;�
� ச࢈඼ ίϯϏʔϑ �� � ௐཧ඼ άϥλϯιʔε ��� /�;�
� ਫ࢈඼ ͍Θ͠ຯ઻ࣽ �� � ਫ࢈඼ ϫλϦΨχϑϨʔΫ ��� λΠ
� ਫ࢈඼ ͔͓ͭେ౾ࣽ �� � ௐཧ඼ τϚτεʔϓ ��� ถࠃ
� ਫ࢈඼ ま͙Ζ༉௮ �� � Ռɹ࣮ ίίφοπϛϧΫ ��� λΠ
� ਫ࢈඼ Χϥϑτますਫࣽ �� � ਫ࢈඼ ͍Θ͠༉௮ ��� εϖΠϯ
� ச࢈඼ ͱΓ೑ຯ෇ �� � ௐཧ඼ ΦχΦϯάϥλϯεʔϓ ��� ถࠃ
� ச࢈඼ ΍͖ͱΓ �� � ਫ࢈඼ ま͙Ζ༉௮͚ϑϨʔΫ ��� ϕτφϜ
�� ໺ɹࡊ ΞεύϥΨε �� �� ௐཧ඼ ϛωετϩʔω ��� ถࠃ

ද �ɹٴ࢈ࠃͼ༌ೖ٧؈தͷϏεϑΣϊʔϧؚ̖༗ྔτοϓ ��
5BCMF�� ɹ5PQ����PG�#1"�DPOUFOUT�JO�UIF�EPNFTUJD�BOE�JNQPSUFE�DBOOFE�GPPET

৯඼܈ ఆྔݶք
（OH�H）

٧؈࢈ࠃ ༌ೖ٧؈

ମ਺ݕ ग़ස౓ݕ
（ˋ）

େ஋࠷
（OH�H）

ฏۉ஋
（OH�H） ମ਺ݕ ग़ස౓ݕ

（ˋ）
େ஋࠷
（OH�H）

ฏۉ஋
（OH�H）

ਫ࢈඼ � �� �� �� ��� �� �� ��� ��
ச೑඼ � �� �� �� ��� �� ��� �� ��
໺ࡊ� � �� �� �� ��� �� �� �� ��
Ռ�࣮ � � � ��� � �� �� ��� ��
ௐཧ඼ � �� � �� ��� �� ��� ��� ���

ίʔώʔ ŋ஡ � �� �� � ��� ʵ ʵ ʵ ʵ
ͦͷଞҿྉ � �� � �� � ʵ ʵ ʵ ʵ
શɹମ ʵ ��� �� �� ��� ʵ ʵ ʵ ʵ

શମ（আҿྉ） ʵ �� �� �� ��� �� �� ��� ��

ද ��ɹٴ࢈ࠃͼ༌ೖ٧؈தͷϏεϑΣϊʔϧ̖ௐࠪͷまͱΊ
5BCMF�� ɹ4VNNBSZ�PG�CJTQIFOPM�"�TVSWFZ�JO�UIF�EPNFTUJD�BOE�JNQPSUFE�DBOOFE�GPPET



（�）ɹϏεϑΣϊʔϧ̖ݕग़ස౓
国٧؈࢈の検出ස౓は、ਫ࢈඼が 68 ˋと࠷も高く、

次いでச೑඼ 58 ˋ、ίーώー・஡ҿྉ �3 ˋ、໺ࡊ 38 
ˋであった。ਫ࢈඼はいͣれも؈にૉࡐをॆర後Ճ೤調
ཧして͓り、༉௮、ਫࣽ、ຯ઻ࣽなどの調ཧ法やڕ種な
どによる܏向は認Ίられなかった。ίーώー・஡ҿྉで
は検出ස౓は �3 ˋとやや高いが、検出஋はすべて 5 
OH�H 未ຬであり、৯඼の定ྔݶք 5 OH�H をద用すれ͹
検出ස౓は 0 ˋとなる。また、果実及ͼそのଞҿྉは
いͣれの੡඼からもビスϑェノール̖は検出されなかっ
た。国٧؈࢈શ体の検出ස౓は 35 ˋであり、͓よそ
2�3 の੡඼でビスϑェノール̖のؚ有は認Ίられなかった。

一方、༌ೖ٧؈ではச࢈඼と調ཧ඼で検出཰ 100 ˋ、
すなわちすべての੡඼でビスϑェノール̖のؚ有が認Ί
られた。また、໺ࡊで 89 ˋ、ਫ࢈඼でも 80 ˋと高かっ
た。果実ではシϥοϓ௮の੡඼からは検出されなかった
が、ίίナοπϛルクから検出されたたΊ検出཰は 10 
ˋとなった。以上のようにすべての৯඼܈で国٧؈࢈よ
りもはるかに高ස౓にビスϑェノール̖が検出され、શ
体としての検出ස౓は �8 ˋと国٧؈࢈の 2 ഒ以上で
あった。

（�）ɹϏεϑΣϊʔϧؚ̖༗ྔฏۉ஋
国٧؈࢈のビスϑェノールؚ̖有ྔのฏۉ஋は、ਫ࢈

඼が࠷も高く��9 OH�H、次いでச࢈඼6�8 OH�H、໺��1ࡊ 
OH�H であった。調ཧ඼は国࢈でؚ有ྔ࠷大஋をࣔした
ϋϠシビーϑがؚまれるが、そのଞの੡඼が定ྔݶք未
ຬのたΊฏۉでは 2�5 OH�H となった。またίーώー・
஡ҿྉは 1�1 OH�H であり、果実及ͼそのଞҿྉでは 0 

OH�H であった。国٧؈࢈શ体のฏۉ஋は 3�� OH�H、ҿ
ྉ؈をআく৯඼؈のΈでは ��9 OH�H であった。

一方、༌ೖ٧؈では、τοϓ 10 に 6 ੡඼がೖった調
ཧ඼が࠷も高く、ฏۉ஋は 139 OH�H にୡした。次に高
かったのはτοϓ 10 に 3 ੡඼がೖったਫ࢈඼で �6 OH�
H、໺ࡊはฏۉ஋ 35 OH�H であった。ச೑඼は検出཰は
100 ˋと高かったがฏۉ஋は 1� OH�H と比較的௿かっ
た。また、果実は検出された།一のίίナοπϛルクの
ؚ有ྔが高かったたΊ、ฏۉ஋は 20 OH�H となった。༌
ೖ٧؈શ体のビスϑェノールؚ̖有ྔฏۉ஋は 5� OH�H
であり、国٧؈࢈のฏۉ஋ 3�� OH�H の 1� ഒ、ҿྉをআ
いたฏۉ஋ ��9 OH�H の 12 ഒと大෯に高かった。

以上のように、国٧؈࢈と༌ೖ٧؈ではビスϑェノー
ル̖の検出ස౓やؚ有ྔに大きなࠩがあり、国٧؈࢈の
方が༌ೖ٧؈より大෯に௿いことがࣔされた。

̏ɽ͜ΕまͰͷௐࠪ݁Ռͱͷൺֱ

٧৯඼中のビスϑェノールؚ̖有ྔについてはこれま؈
で多くの調査がߦわれてきた。そのうち、զが国のաڈ
の調査として 1999ʙ2001 年に発表された 5 つの報告 2�6）

をまとΊた。これらは 1998ʙ2000 年にࢼྉを࠾औして
͓り、಺分ൻかくཚ෺࣭がࣾձ໰題となった 1990 年୅
後半の日本のঢ়گをࣔしていると考えられる。また、ւ
外の調査としては、αンϓル数が多く٧؈の種類もൣ޿
ғにわたるӳ国（2002）�）、ニュージーϥンυ（2005）8）、
Χナダ（2009）9）、ベルΪー（2010）10）及ͼ米国（2011）
11）の報告をとりあげた。これらの報告に͓けるビスϑェ
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ノールؚ̖有ྔの࠷大஋及ͼฏۉ஋と今ճの国࢈及ͼ༌
ೖ٧؈の調査結果の比較をਤ 3 にࣔした。

これらの調査に͓けるビスϑェノールؚ̖有ྔの࠷大
஋は米国の �90 OH�H（リϑϥイυビーンζ）であるが、
զが国のաڈの調査でも 602 OH�H（അ೑大࿨ࣽ）とか
なり高いؚ有ྔの੡඼が報告されている。また、ニュー
ジーϥンυでは 109 OH�H、ベルΪーは 169 OH�H と比較
的௿かった。今ճの調査に͓ける༌ೖ٧؈中の࠷大஋は
390 OH�H でաڈの日本の࠷大஋の 2�3 ఔ౓であるが、
ӳ国と΄ぼಉ͡で中ఔ౓であった。一方、今ճの国؈࢈
٧中のビスϑェノールؚ̖有ྔの࠷大஋は 30 OH�H であ
り、ւ外で࠷も高かった米国の 1�25 も௿かった࠷、
ニュージーϥンυの 1�3 以Լといͣれの調査結果より
も大෯に௿かった。

ฏۉ஋で比較すると、࠷も高いのはΧナダの �2 OH�H、
ೋ൪໨が米国の 60 OH�H であり、࠷大஋とಉ様に๺米の
2 か国が高かった。それにରしてӳ国は௿く 2� OH�H で
աڈの日本の結果とಉ஋であり、ニュージーϥンυとベ
ルΪーは 1� 及ͼ 16 OH�H とさらに௿かった。今ճの調
査に͓ける༌ೖ٧؈中のฏۉ஋は 5� OH�H で、΄ぼ米国
とಉ͡高い数஋をࣔした。これはニュージーϥンυや米
国から༌ೖされた調ཧ඼がฏۉ஋をԡし上げたたΊであ
る。しかし、国٧؈࢈のฏۉ஋はわͣか3�� OH�Hであり、
ւ外で࠷も高かったΧナダの 1�22 も௿かった࠷、
ニュージーϥンυの 1�� と、࠷大஋とಉ様にいͣれの
調査結果よりも大෯に௿かった。

̐��まͱΊ

զが国でྲྀ通する国࢈及ͼ༌ೖ٧؈৯඼中のビスϑェ
ノールؚ̖有ྔの調査をߦったところ、国٧؈࢈中のビ
スϑェノールؚ̖有ྔは、༌ೖ٧؈と比較して大෯に௿
く、1990 年୅後半の日本やۙ࠷までのւ外の調査と比
較してもۃΊて௿いことがࣔされた。これは日本で開発
された「ビスϑェノール̖௿؈ݮ」のී及によるものと
ਪ測され、٧؈৯඼中のビスϑェノール̖௿ޮݮ果が確
認された。

今ճの調査結果をもとに国࢈及ͼ༌ೖ٧؈からの一日
ઁऔྔをਪ定すると、༌ೖ٧؈の寄༩が高く 12�9 OH�LH
体ॏ � 日となる。ビスϑェノール̖の଱༰ઁऔ （ྔ5%*）
として、Ԥभ৯඼҆શػ関（&'4"）や米国ڥ؀อޢி

（&1"）が 50 �H�LH 体ॏ � 日をઃ定しているが、今ճ
ಘられたਪ定ઁऔྔはその約 1��000 とे分に௿い。ま
た、ビスϑェノール̖の಺分ൻかくཚ࡞用、ಛに௿用ྔ
໰題については、2008 年の /51 報告ॻ 13）や 2010 年の
&'4" や 8)0 のձٞでも΄ぼ൱定されている。そのた
Ί、現ঢ়でも҆શ性に懸念はないと考えられる。

しかし、༰ثแ૷から৯඼΁の化学෺࣭のҠߦは少な
い方が๬ましい。今ճの調査に͓ける国٧؈࢈の結果は、
ίーティ؈٧৯඼中のビスϑェノールؚ̖有ྔがۚଐ؈
ンάのվྑにより大෯に௿ݮできることをࣔしている。
ւ外でも੡؈技術がվྑされ٧؈৯඼中のビスϑェノー
ル̖が௿ݮされるなら͹、զが国の༌ೖ٧؈だけでな
く、ੈք中の٧؈༝དྷのビスϑェノール̖ઁऔྔの大෯
な௿ݮをظ଴することができる。
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ۙ年、健康にରして有ӹなػ能を発現する難ফ化ٵऩ性౶ （࣭難ফ化性Φリΰ౶、౶Ξルίール、৯෺ણҡなど）
が開発され、さま͟まな健康ࢤ向৯඼΁ར用されている。ফ化・ٵऩを໔れた౶࣭は大௎΁౸ୡし、௎಺細ەに
よって୹ࢷ࠯๱ࢎ、୸ࢎΨス、ਫૉΨス、Ξϛノࢎ、ビタϛン、そのଞの未知෺࣭に୅ँされ、一部はە体੒分に
もなる。୹ࢷ࠯๱ࢎはಛ有のػ能を発現するとڞに、॓ओのエネルΪーݯとしてར用される。それΏえ、ফ化・ٵ
ऩされない౶࣭であっても௎಺細ەをհしてエネルΪーを供څしている。そのエネルΪーྔは約 2 LDBM�H である。
このエネルΪーධՁは、௎಺細ەが౶࣭の発߬࣌に࢈生するਫૉΨスがݺ気΁ഉ出されるྔを測定することによっ
てߦうことができる。

一方、ফ化؅には 500ʙ1000 種類、100 ஹ個の௎಺細ەが੗ଉし、௎಺ϑϩーϥ（௎಺細ە૓）をܗ੒している。
௎಺細ەは生໋が஀生してからࢮにࢸるまで変化しながら個々人にಛ有の௎಺ϑϩーϥをܗ੒し、॓ओの健康にਂ
く関わっている。この௎಺ϑϩーϥは性、年ྸ、健康ঢ়ଶ、スτϨス、生ڥ؀׆、৯事಺༰などによって変化する。
難ফ化ٵऩ性౶࣭ઁऔによって୹ࢷ࠯๱ࢎが࢈生されると、ফ化ߢ؅಺がࢎ性になるたΊにࢎ଱性のビϑィζスە
ଐなどの有用ەは૿৩するが、ࢎ性ڥ؀にऑい෗ഊەなどの有ە֐は૿৩できないので、結果的に有用ەの઎有཰
が高くなってফ化ߢ؅಺ڥ؀はվળされる。難ফ化ٵऩ性౶࣭がϓϨόイΦティクスといわれるॴ以である。

難ফ化ٵऩ性౶࣭は様々な有用な生ཧ࡞用をもっているが、௿分子の難ফ化性のΦリΰ౶や౶Ξルίールは、一
౓に大ྔઁऔすると一ա性の高ਁಁѹ性Լཀྵを༠発するというデϝリοτを合わせ持っている。その࠷大無࡞用ྔ
はফ化性や分子ྔなどによって影響されるが、΄とんどফ化されないೋ౶やࡾ౶の࠷大無࡞用ྔは体ॏ 1 LH あた
り 0�3ʙ0�� H である。体ॏ 60 LH の人に͓いては、1 ճઁऔྔが 18ʙ2� H ఔ౓であれ͹高ਁಁѹ性のԼཀྵはಛ異
体࣭でないݶり༠発しない。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 

ཁɹࢫ
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̍��͸じΊʹ

౶࣭には、ফ化・ٵऩされるものとফ化・ٵऩされな
いものがある。ফ化・ٵऩされる౶࣭の୅表的なものは
でん΀んやάルίースで、ফ化・ٵऩされない౶࣭には
৯෺ણҡや難ফ化性Φリΰ౶がある。これまでのӫཆ学
はফ化・ٵऩされる౶࣭をओ題にし、その生体に͓ける
୅ँや生ཧػ能をڭ授してきた。これにରして、ফ化・
ऩされない৯෺ણҡなどはエネルΪーにはならͣ、༨ٵ
な৯඼੒分としてऔりѻわれてきた。しかし、その後ܭ
の研究によって生׆श׳病などのຫ性࣬ױの発症にਂく
関わっていることが明らかになり 1ô3）、そのଘࡏが見௚
されてきた。また、ۙ年その開発が੝んである難ফ化性
Φリΰ౶や౶Ξルίールなどはαϓリϝンτとしても޿
くར用されている。

ここでは、ফ化・ٵऩされない、あるいはফ化・ٵऩ
されにくい多ػ能性のΦリΰ౶や౶Ξルίールに焦点を
あて、これまでにಘられた新しい知見を঺հするとڞ
に、そのอ健ػ能をいかに上खに׆用すれ͹よいかにつ
いて考えてΈたい。

̎ɽಛघͳػೳを࣋ͬͨ৽͍͠౶࣭ͷछྨͱಛ௃

ಛघなػ能を持ったओな౶࣭には、表 1 にࣔしたもの
がある。そのߏ଄やಛ௃によって分類すると、Φリΰ౶、
౶Ξルίール、ر少౶、৯෺ણҡに大ผされる。Φリΰ
౶には、シϣ౶をベースにしたもの、ೕ౶をベースにし
たもの、でん΀ん分解෺をベースにしたもの、天વ২෺
から単཭・ந出したものなどがある。

ϑϥクτΦリΰ౶はシϣ౶の果౶残جに果౶ 1ʙ3 分
子がЌô1,2 結合したΦリΰ౶のࠞ合෺で自વքに޿く
分෍する。現ࡏでは、シϣ౶をݪྉにඍ生෺߬ૉを用い
てۀ޻的に੡଄されている。わが国で࠷ॳに開発された
୅表的なফ化されないΦリΰ౶؁ຯྉで、様々なػ能を
อ有しているたΊにಛ定อ健用৯඼などに޿く࢖用され
ている。Ψϥクτシルスクϩース（ೕ果Φリΰ౶）はシϣ
౶のάルίース残جにΨϥクτース 1 分子がЌô1,� 結
合したফ化されにくいࡾ౶で、その分子ߏ଄はϥクτー
スϢニοτとスクϩースϢニοτの྆方を持ち合わせて
いるたΊにผ໊ϥクτスクϩースともいう。Ϥーάルτ
などにؚまれるが、ۀ޻的にはೕ౶とシϣ౶をݪྉとし
て果౶సҠ߬ૉを࡞用させて੡଄され、ಛ定อ健用৯඼
などの関༩する੒分として޿く用いられている。パϥν

�4VNNBSZ�
RFDFOUMZ, OPOEJHFTUJCMF DBSCPIZESBUFT（EJFUBSZ GJCFS, PMJHPTBDDIBSJEF, TVHBS BMDPIPM FUD�）BSF EFWFMPQFE BDUJWFMZ, 

BOE IBWF CFFO VTFE BMSFBEZ JO IFBMUIZ GPPET� /POEJHFTUJCMF DBSCPIZESBUF XIJDI UIF EJHFTUJPO BOE BCTPSQUJPO BSF 
FTDBQFE JO UIF TNBMM JOUFTUJOF, SFBDIFT UIF MBSHF JOUFTUJOF BOE JT NFUBCPMJ[FE UP TIPSU DIBJO GBUUZ BDJET, DBSCPO 
EJPYJEF, IZESPHFO HBT, BNJOP BDJE, WJUBNJO BOE VOLOPXO NBUFSJBMT� 4IPSU DIBJO GBUUZ BDJET SFWFBM TQFDJBMMZ 
QIZTJPMPHJDBM GVODUJPOT BOE BSF VUJMJ[FE BT BO FOFSHZ TPVSDF PG IPTU� 5IFSFGPSF, FWFO DBSCPIZESBUF XIJDI JT OPU 
EJHFTUFE CZ EJHFTUJWF FO[ZNFT TVQQMJFT UIF FOFSHZ UP UIF IPTU WJB JOUFTUJOBM NJDSPCFT� 5IF BWBJMBCMF FOFSHZ JT 
BQQSPYJNBUFMZ 2 LDBM�H� 5IF BWBJMBCMF FOFSHZ JT FWBMVBUFE VTJOH CSFBUI IZESPHFO UFTU� 

" MPU PG LJOET（500ʙ1000 TQFDJFT）BOE 100 USJMMJPO PG JOUFTUJOBM NJDSPCFT BSF JOIBCJU JO UIF HBTUSPJOUFTUJOBM 
USBDU, BOE NBLF VT UIF JOUFTUJOBM NJDSPGMPSB� *OUFTUJOBM NJDSPCFT BSF UIF JOEJHFOPVT NJDSPGMPSB GSPN CJSUI UP EFBE JO 
JOEJWJEVBM QFSTPO, BOE BSF DPODFSOFE XJUI UIF IFBMUI PG IPTU� 5IF JOUFTUJOBM NJDSPGMPSB JT BGGFDUFE CZ TFY, BHF, 
IFBMUI TUBUVT, TUSFTT, FOWJSPONFOU BOE EJFU� "T UIF TIPSU DIBJO GBUUZ BDJET QSPEVDFE CZ JOUBLF PG OPOEJHFTUJCMF 
DBSCPIZESBUF DBVTF BDJEJD FOWJSPONFOU JO UIF EJHFTUJWF USBDU, UIF CFOFGJDJBM NJDSPCFT TVDI BT ┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱, BOE 
FUD� XIJDI BSF SFTJTUBOU GPS BDJEJD FOWJSPONFOU DBO QSPMJGFSBUF, CVU IBSNGVM NJDSPCFT DBOOPU� "T B SFTVMU, UIF TIBSF 
PG CFOFGJDJBM NJDSPCFT JODSFBTFT BOE UIF FOWJSPONFOU PG EJHFTUJWF USBDU JT JNQSPWFE� 5IFSFGPSF, OPOEJHFTUJCMF 
DBSCPIZESBUF JT DBMMFE BT BO BHFOU PG QSFCJPUJDT�

"MUIPVHI OPOEJHFTUJCMF DBSCPIZESBUF SFWFBMT NBOZ IFBMUI CFOFGJUT, PMJHPTBDDIBSJEF BOE TVHBS BMDPIPM XJUI TNBMM 
NPMFDVMBS XFJHIU IBWF B EFNFSJU XIJDI DBVTFT USBOTJUPSZ PTNPUJD EJBSSIFB JO UIF TVGGJDJFOU JOHFTUJPO� 5IF 
QFSNJTTJCMF BNPVOU XIJDI JT DIBOHFE CZ EJHFTUJCJMJUZ BOE NPMFDVMBS XFJHIU JT 0�3ʙ0�� H�LH CPEZ XFJHIU GPS 
OPOEJHFTUJCMF EJ� BOE USJ�TBDDIBSJEFT�

೉ফԽٵऩੑ౶࣭ͷ௎಺ەࡉΛհͨ͠μΠφϛοΫͳ୅ँͱ݈߁Өڹ

Πϧγʔ No.116  (2014.2)  ― �1



ノースὼは、シϣ౶を異性化した஬ࣃを༠発しない؁ຯ
ྉとして開発されたもので、シϣ౶とಉ様に׬શにফ化
ऩされる。ΧοϓリンάシュΨーὼもಉ様な໨的で開ٵ
発されたফ化性のΦリΰ౶؁ຯྉであるが、現ࡏではあ
まり࢖用されていない。஬ࣃを༠発しない౶࣭؁ܥຯྉ
には౶Ξルίールがあるが、これらはফ化・ٵऩされに
くい性࣭を持っている。

ΨϥクτΦリΰ౶はೕ౶のΨϥクτース残جにΨϥク
τース数分子がЌô1,� 結合した難ফ化性Φリΰ౶で、
όターやνーζを࡞った残ᕓのೕਗ਼をݪྉにしてඍ生෺
༝དྷのЌôΨϥクτシダーθを࡞用させて੡଄されてい
る。ϥクνュϩースはೕ౶をΞルΧリॲཧすることに
よってάルίースが果౶に異性化した難ফ化性ೋ౶で、
異性化ೕ౶ともいう。௎಺細ەをվળするҩༀ඼として
ॳに開発されたものである࠷ �）。

άルίース 2 分子がαô1,1 結合したඇؐݩ౶のτϨ
ϋϩースはきのこ類に多くؚまれ、খ௎೪ບにଘࡏする
τϨϋϥーθによってফ化されてٵऩされる。しかし、
日本人にはτϨϋϥーθ׆性が高い人と௿い人がいるの
で血౶上ঢのఔ౓は異なるが、いͣれ׬શにফ化されて
ऩされるٵ 5）。現ࡏでは、τϨϋϩースはಛघなඍ生෺
߬ૉによってάルίースから҆Ձに੡଄することが可能
になったたΊ、しっとりײを持たせるՃ޻৯඼౳΁޿く
ར用されている。

౶Ξルίールの୅表的なものは、άルίースにਫૉఴ

Ճしてؐݩしたιルビτール͓よͼϚルτースにਫૉఴ
ՃしたϚルντールである。ਫૉఴՃすることによって
ऩされにくくなٵ・ྉよりも؁ຯ౓が૿し、ফ化ࡐݪ
る。ϥベルにؐݩഴժ౶やؐݩਫѿと表ࣔしているのは
Ϛルντールのことである。ιルビτールは生ྔ࢈が࠷
も多い౶Ξルίールで、ڕհ類の࿅り੡඼などに޿くར
用されている。࢛୸౶Ξルίールのエリスリτールは、
଎やかにٵऩされて୅ँされͣに೘中΁ഉᔔされるた
Ί、健康૿進法ではエネルΪーྔは 0 LDBM�H としてऔ
りѻわれている 6）。これらのಛघなػ能を持った؁ຯ౶
࣭は健康ࢤ向৯඼や৯事ྍ法などにもར用されている。
そのಛ௃をཧ解してར用することが؊ཁである。

しない単౶ࡏ少౶とは、自વքに͝くわͣかしかଘر
のことで、その生ཧ࡞用は΄とんど明らかではなかっ
た。ۙ࠷、これらのر少౶はඍ生෺߬ૉを૊Έ合わせて
ޮ཰的に੡଄することが可能となり、άϥムΦーダーか
らΩϩάϥムΦーダーまで供څ可能となったたΊにػ能
性୳ٻの研究がٸ଎に進లしてҩༀ඼や৯඼΁ར用され
るස౓が高くなっている。

ところで、健康૿進法に͓ける౶類（TVHBST）の定ٛ
は、単౶͓よͼೋ౶にݶ定し、ফ化・ٵऩされにくい౶
ΞルίールはؚΊないことになっている。ফ化されない
ϥクνュϩースやηϩビΦースはೋ౶であるのでここで
いう౶類の定ٛに֘当する。また、ϒυウ౶や果౶とは
異なるಛ有の୅ँܦ࿏をもった %ôϓシίースや %ôιル
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䠍䠊䜸䝸䝂⢾
䠍䠅䝅䝵⢾を䝧䞊䝇にしたもの

䝟䝷䝏䝜䞊䝇䠆（37-45）    䝖䝺䝝䝹䝻䞊䝇䠆（37-45） 䜹䝑䝥䝸䞁䜾䝅䝳䜺䞊䠆（50-60） 
䝣䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾（30-60） 䜺䝷䜽䝖䝅䝹䝇䜽䝻䞊䝇（35-65）

䠎䠅ங⢾を䝧䞊䝇にしたもの
䝷䜽䝏䝳䝻䞊䝇（60-70） 䜺䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾（20-40） 

䠏䠅でん䜇ん分ゎ≀を䝧䞊䝇にしたもの
䝖䝷䝝䝻䞊䝇䠆（50） 䝉䝻䝡䜸䞊䝇（30） 䝔䜰䞁䝕䝻䞊䝇（ca.50）
䝀䞁䝏䜸䜸䝸䝂⢾（ⱞ࿡） 䜲䝋䝬䝹䝖䜸䝸䝂⢾（ca.50 ）

䠐䠅ኳ↛᳜≀か䜙の༢㞳䞉ᢳฟ≀を䝧䞊䝇にしたもの
大㇋䜸䝸䝂⢾（ca.70） 䜻䝅䝻䜸䝸䝂⢾（ca.50）

䠎䠊⢾䜰䝹䝁䞊䝹
䜶䝸䝇䝸䝖䞊䝹䠆（75-80） 䜻䝅䝸䝖䞊䝹（ca.100） 䝋䝹䝡䝖䞊䝹（50-60） 䝬䞁䝙䝖䞊䝹（60a70）
䝬䝹䝏䝖䞊䝹（80-95） 䝷䜽䝏䝖䞊䝹（30-40） 䝟䝷䝏䝙䝑䝖（30-40）

䠏䠊ᕼᑡ⢾
D-䝥䝅䝁䞊䝇䠆（70） D-䝍䜺䝖䞊䝇（92） D-䝋䝹䝪䞊䝇（60）

䠐䠊㣗≀⧄⥔
Ỉ⁐性㣗≀⧄⥔ 不⁐性㣗≀⧄⥔

�ɹফԽ・ٵऩ͞ΕΔ΋ͷɻ（ɹɹ）಺ͷ਺஋͸γϣ౶ʹରすΔ؁ຯ౓ɻ



Ϙースなどのر少౶は単౶であるたΊ、生体ར用されに
くいにも߆らͣ౶類の定ٛに֘当する。しかし、౶類

（TVHBST）の定ٛは、ফ化・ٵऩされて生体ར用される
ϒυウ౶や果౶などの単౶ならͼにシϣ౶やϚルτース
などのೋ౶を૝定しているので、౶類の定ٛがໃ६して
いることになる。米国やϤーϩοパ連合（&6）が౶類

（TVHBST）の定ٛをఏࣔした当࣌、難ফ化性ೋ౶やر少
౶などが৯඼ૉࡐとして࢖用されることを૝定しなかっ
たたΊにこのようなໃ६した結果をটくことになったも
のと思われる。厚生労働省は米国や &6 の౶類（TVHBST）
の定ٛをそのまま用いているが、今のところのվ定のಈ
きは見られない。今後、ໃ६したՃ޻৯඼が঎඼化され
る可能性がある。

̏ɽ�೉ফԽٵऩੑ౶࣭ͷ௎಺ەࡉをհͨ͠୅ँ
ͱ୅ँ࢈෺ʹΑΔػೳੑ

ऩされないΦリΰ౶や౶Ξルίーٵ・たちは、ফ化ࢲ
ルをは͡Ί、৯෺ણҡやϨジスタンτスターνなどの難
ফ化ٵऩ性౶࣭を৯事からઁり、またফ化؅から分ൻさ
れる೪液にも難ফ化ٵऩ性౶࣭がଘࡏしている。これら
難ফ化ٵऩ性౶࣭はখ௎を通աして大௎΁౸ୡし、そこ
に੗ଉする௎಺細ەによって発߬を受け、ਣࢎ、ϓϩピΦ
ンࢎ、ཙࢎなどの୹ࢷ࠯๱ࢎのଞ、୸ࢎΨス、ਫૉΨス、

ϝタンΨス、Ξϛノࢎ、ビタϛン、そのଞ未知෺࣭など
に୅ँされる。一部はە体੒分にもऔりࠐまれる（ਤ 1）�）。

これらの生੒෺のうち୹ࢷ࠯๱ࢎは大௎からٵऩされ
て֤૊৫にӡ͹れ、ࢎ化されてエネルΪーを࢈生する。
したがって、ফ化・ٵऩされない౶࣭であっても௎಺細
として寄༩している。日ݯをհして॓ओのエネルΪーە
常生׆に͓いてઁऔする৯事੒分のうち௎಺細ەによる
発߬をհしてエネルΪー供څに寄༩している੒分がଘࡏ
するが、その寄༩཰は 10 ˋఔ౓ではないかと考えられ
ている 8）。ただし、難ফ化ٵऩ性౶࣭が௎಺細ەにར用
されるときに୸ࢎΨスやϝタンΨスが生੒されるたΊに
エネルΪーଛࣦが൐うので、難ফ化ٵऩ性౶࣭の有ޮエ
ネルΪーྔはফ化・ٵऩされる౶࣭に比べて少なくな
る。ফ化ٵऩ性౶࣭が約 � LDBM�H であるのにରして、難ফ
化ٵऩ性౶࣭は約半分の 2 LDBM�H ఔ౓とされている �, 9）。

௎಺細ەの発߬生੒෺である୹ࢷ࠯๱ࢎ（ਣࢎ、ϓϩ
ピΦンࢎ、ཙࢎ）は࠷ऴ的にはエネルΪーݯとしてར用
されるが、ಛ有なػ能を発現することが明らかになって
いる（表 2）10ô12）。今後も新しいػ能の発見がظ଴できる
ものと考える。୹ࢷ࠯๱ࢎの生体಺に͓ける挙ಈは、ಛ
有のػ能をもちながら࠷ऴ的にエネルΪーݯとしてར用
されるタンパク࣭と類ࣅしている。また、௎಺細ەが生
੒するਫૉΨス、Ξϛノࢎ、ビタϛン、そのଞの未知෺
࣭がಛ有のػ能を発現する可能性はे分に考えられる。
これらについては今後の研究՝題である。
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̐ɽ�೉ফԽٵऩੑ౶࣭ͷੜମར༻ࢦඪͳΒͼʹΤω
ϧΪʔධՁࢦඪͱͯ͠ͷؾݺਫૉΨεͷҙٛ

シϣ౶やでん΀んなどのফ化ٵऩ性౶࣭の生体ར用は、
血౶やインスリンをࢦඪにしてධՁすることができる。し
かし、ফ化؅Լ部に͓いてػ能を発現する難ফ化ٵऩ性
౶࣭については、ػ能ධՁࢦඪがないたΊにख付かͣに
いた。ஶऀは、௎಺細ەをհして様々なػ能を発現する難
ফ化ٵऩ性౶࣭の体಺ಈଶをධՁするࢦඪとして、௎಺
細ەがফ化؅Լ部に౸ୡした౶࣭を発߬するときに࢈生
するਫૉΨスにண໨し、そのଥ当性を様々な֯౓から検౼
してػ能ධՁࢦඪにར用できることを明らかにした 13ô15）。

ফ化されるシϣ౶やでん΀んなどをઁऔすると血౶஋

͓よͼ血中インスリンೱ౓が上ঢするが、これらの౶࣭
はখ௎でফ化・ٵऩされて大௎΁౸ୡしないのでਫૉΨ
スは࢈生されͣ、ݺ気にഉ出されることもない（ਤ 2）16）。
これにରして、ফ化・ٵऩされないϑϥクτΦリΰ౶な
どをઁऔした৔合には、単౶が༡཭しないので血౶஋や
血中インスリンೱ౓はશく൓Ԡしない。しかし、௎಺細
気΁ഉ出される。すݺ生するਫૉΨスが࢈が発߬࣌にە
なわち、౶࣭の生体ར用ࢦඪに血౶஋と血中インスリン
Ԡ౴にՃえてݺ気ਫૉΨスഉ出をऔりೖれることによっ
て、ফ化・ٵऩされない౶࣭をؚΊた૯౶࣭の生体ར用
をਖ਼当にධՁすることが可能になる。

血౶஋、血中インスリンೱ౓ならͼにݺ気ਫૉΨスഉ
出ྔは、ઁऔした౶࣭のফ化・発߬・ٵऩのఔ౓にґଘ
する生体ར用ঢ়گによって変ಈするので、これをਖ਼当ධ
ՁするたΊにྟচのྖҬにऔりೖれるඞཁがあると考え
ている。ྫえ͹、でん΀んはফ化・ٵऩされる౶࣭とし
てѻわれているが、その一部を઎ΊるϨジスタンτス
ターνはফ化されͣに大௎΁౸ୡして௎಺細ەによる発
߬を受けてར用される。౶࣭の見かけ上のফ化ٵऩ཰に
は発߬・ٵऩによってར用される分もؚまれているが、
気ਫૉΨスを測定することによってこれを۠ผするこݺ
とが可能になる。血౶や血中インスリンは౶࣭ઁऔ後
15ʙ120 分で൓Ԡするが、ݺ気ਫૉΨスの൓Ԡはফ化؅
Լ部に౸ୡ後であるので 120ʙ150 分以߱になる。血౶
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図� 㞴消໬䛚よ䜃消໬性⢾㉁を䜂とにᦤྲྀさせた時の⾑⢾な䜙䜃に䜲䞁䝇䝸䞁分Ἢと
࿧気Ỉ⣲䜺䝇᤼ฟの関ಀ
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஋やインスリンೱ౓に比べて測定࣌間が長くなるので؍
。ඪであることは確かであるࢦしにくい࡯

一方、ফ化・ٵऩされる౶࣭のエネルΪーྔは � 
LDBM�H であるが、௎಺細ەによって発߬・ٵऩされる難
ফ化ٵऩ性౶࣭のエネルΪーྔは、簡ศなධՁ法が確ཱ
されていないたΊに未定であった。ஶऀは、ফ化・ٵऩ
されない౶࣭は௎಺細ەによって発߬され、エネルΪー
生するので࢈をࢎ๱ࢷ࠯となる୹ݯ 0 LDBM�H ではない
ことをओுしてきた。そして、その有ޮエネルΪーྔは
約 2 LDBM�H になることをఏࣔした 6, �, 9）。このج本的な考
え方にͮجく難ফ化ٵऩ性౶࣭の
エネルΪーධՁ結果が健康૿進法
のӫཆ表੍ࣔ౓に用いられている

（表 3）。
௎಺細ەによって難ফ化ٵऩ性

౶࣭から生੒された୹ࢷ࠯๱ࢎ
は、大௎からٵऩされて؊ଁやے
೑などの૊৫に͓いてࢎ化され、
エネルΪーを࢈生する。エネル
Ϊー࢈生ྔは୹ࢷ࠯๱ࢎ生੒ྔに
ґଘするたΊ、エネルΪーྔをධ
ՁするたΊには難ফ化ٵऩ性౶࣭
が௎಺細ەにར用されるఔ౓を明
らかにするඞཁがある。ݺ気ਫૉ

Ψスഉ出ྔは௎಺細ەによる難ফ化ٵऩ性౶࣭の発߬の
ఔ౓にґଘして変ಈするので、発߬のఔ౓のࢦඪにな
る。つまり、難ফ化ٵऩ性౶࣭の有ޮエネルΪーྔをධ
Ձするに当たっては、ઌͣその౶࣭の発߬のఔ౓をධՁ
するたΊにݺ気ਫૉΨスഉ出ྔを測定するඞཁがある。
この考え方は、ফ化・ٵऩの֓念にରԠするものとして
発߬・ٵऩの֓念がಋೖされることによっては͡Ίて੒
りཱつものである（ਤ 3）�）。この発߬・ٵऩの֓念をಋ
ೖしないと、ӫཆ学に͓いてઆ明できない事৅がଘࡏす
ることを認ࣝするඞཁがある。
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̑ɽ�ϓϨόΠΦςΟΫεͱͯ͠ͷ೉ফԽٵऩੑ
౶࣭ͷػೳੑ

たちのফ化؅には、500ʙ1,000ࢲ 種類、100 ஹ個も
の௎಺細ەが੗Έついて௎಺ϑϩーϥ（௎಺細ە૓とも
いう）をܗ੒している。その中には ┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐや
┐┥┧┸┳┦┥┧┭┰┰┹┷ ଐなどの有用ە、大௎ەや෗ഊەなどの有
ஈはྑいこともѱいこともしないが体調ෆྑのී、ە֐
ときなどにѱいことをする日࿨見ەなどがଘࡏする。௎
಺細ەは生໋が஀生してからࢮにࢸるまでফ化؅に੗ଉ
してಛ有の௎಺ϑϩーϥをܗ੒し、॓ओの健康にਂく関
わっている。この௎಺ϑϩーϥは性、年ྸ、健康ঢ়ଶ、
スτϨス、生ڥ؀׆、৯事಺༰などによって変化する。

難ফ化ٵऩ性౶࣭は௎಺ϑϩーϥをվળし、ফ化ߢ؅
಺をྑ޷なঢ়ଶにして॓ओに޷౎合な影響をもたらすと
考えられている。難ফ化ٵऩ性౶࣭が௎಺細ەによる発
߬を受けると୹ࢷ࠯๱ࢎが生੒される。この୹ࢷ࠯๱ࢎ
はফ化ߢ؅಺をࢎ性に܏けるたΊに、ࢎ଱性である
┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐや ┐┥┧┸┳┦┥┧┭┰┰┹┷ ଐなどの有用ەは૿৩
することができるが、ࢎ性ڥ؀にऑい有ە֐は૿৩でき
なくなり、結果的に有用ەの઎有཰が高くなってߢ؅಺
にऑいڥ性؀ࢎなどもەݪなঢ়ଶとなる。病޷がྑڥ؀
ので、┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐなどが༏੎なڥ؀Լでは૿৩で
きないので発病しにくくなる。

ਤ � は、高ྸऀ΁ϥクτスクϩース（ೕ果Φリΰ౶）
を体ॏ 1 LH あたり 0�19 H ઁऔさせたとき、有用ەの
┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐの઎有཰が૿え、有ە֐ଐがݮ少する
ことをࣔしている 1�）。この࣌、インυールやスΧτール
などの෗ഊ࢈෺もݮ少するので、ഉᔔ෺やΦナϥなどの
ѱषがܰݮされる。৸たきり高ྸऀがೖӃしている࿝人

病Ӄや高ྸऀ෱ࢪࢱઃを๚໰したとき、そのࢪઃにಛ有
のܹࢗ的なषいをݧܦした人は少なくないと思われる。
このಛ有のܹࢗ的なषいはࢪઃೖऀډの௎಺ϑϩーϥが
よくないことにىҼしていると考える。ಛに、ഉᔔ෺で
Ԛ染された͓むつなどが௚͙にަ׵されないこともこの
ѱषを助長しているものと思われる。このような高ྸऀ
΁難ফ化性Φリΰ౶を 1 日 3ʙ� H ઁऔさせると௎಺ϑ
ϩーϥがվળされてಛ有のѱषはվળされるにҧいな
い。ۙ年、ݘやೣなどのϖοτをۭॅډ間でՈ଒ಉવに
間に͓けるϖοτのۭॅډ。っている人が少なくないࣂ
ഉᔔ෺にىҼするѱषをܰݮするたΊに、難ফ化性Φリ
ΰ౶が΄とんどのϖοτࣂྉにՃえられている。難ফ化
性Φリΰ౶の௎಺ϑϩーϥվળޮ果をར用した事ྫであ
る。また、ஶऀらは、#BOHMBEFTI %IBLB のスϥム֗ࢢ
のখ児 150 人（܈ݧࢼ �5 人、ϓϥηϘ܈ �5 人）にϑ
ϥクτΦリΰ౶ 2 H またはϒυウ౶ 2 H をスϙーπҿྉ
に༹解して、6 か月間ຖ日ઁऔさせ、੒長・発ҭやԼཀྵ
に及ぼす影響を࡯؍した。その結果、ϑϥクτΦリΰ౶
ઁऔによってԼཀྵのఔ౓がվળされることが൑明した

（ਤ 5）18）。ϑϥクτΦリΰ౶ઁऔによって௎಺ϑϩーϥ
がվળされたことにىҼすると考えている。

一方、難ফ化ٵऩ性౶࣭が௎಺細ەをհして࿝化཈੍
に関わっている可能性も出てきた。ஶऀらは࿝化ଅ進Ϟ
デルϚウス 4".18 ΁ϑϥクτΦリΰ౶または৯෺ણҡ

（άルίϚンナン）を長ظ間ઁऔさせると、࿝化に൐う
によ؍に、ಈ෺の外ڞԱ・学श能の௿Լが஗Ԇするとه
る࿝化ࢦ数も明らかに௿஋をࣔすことを࡯؍している。
また、࿝化に൐って೴に஝ੵするΞϛϩイυЌタンパ
ク࣭が௿஋をࣔすことも࡯؍している。この࣌、௎಺細
であるەのうち有用ە ┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐが૿Ճし、有֐
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であるە ┇┰┳┷┸┶┭┨┭┹┱ ଐがݮ少した。さらに、通常Ϛウ
ス（௎಺細ەอ有）と無ەϚウスに高ࢷ๱৯をઁऔさせ
ると、通常Ϛウスはࢷ๱が૿えてංຬになり、଱౶能が
௿Լしたが、無ەϚウスではそのような現৅はىこらな
かったという報告もある 19, 20）。ۙ年、Ϥーϩοパや米国
に͓いてϓϩόイΦティクスやϓϨόイΦティクスと࣬病
に関する研究が੝んにߦわれるようになり、௎಺細ەが
健康や࣬病に௚઀的あるいは間઀的に関わっているとい
う報告が஝ੵされている。しかし、どのようなەがどの
ようなϝΧニζムで関わっているかは明らかでない。今
後の研究によって明らかになるものとظ଴している。

̒ɽ�೉ফԽٵऩੑ౶࣭ઁऔʹΑΔಁਁߴѹੑԼ
ཀྵͱ࠷େ無࡞༻ྔ

難ফ化性Φリΰ౶や౶Ξルίールは分子ྔがখさいの
で、一౓に大ྔઁऔすると一ա性の高ਁಁѹ性Լཀྵを༠
発する。その࡞用ϝΧニζムはೕ౶ෆ଱症とಉ͡と考え
られている。つまり、ফ化・ٵऩされない౶࣭が大ྔに
大௎΁౸ୡすると、ਁಁѹがܹٸに上ঢして大ྔのਫ分
を๊えࠐむたΊにԼཀྵを生͡る（ਤ 6）�）。天વの৯෺ણ
ҡは高分子のたΊ大ྔઁऔしても高ਁಁѹ性Լཀྵは༠発
されない。しかし、天વૉࡐをݪྉにして人޻的に合੒
しているฏۉ分子ྔ 2,000 前後の৯෺ણҡૉࡐは、௿分
子౶࣭をあるఔ౓ؚ有しているので大ྔઁऔすると高ਁ
ಁѹ性Լཀྵを༠発することがある。

難ফ化ٵऩ性౶࣭を࢖用したՃ޻৯඼を࡞る৔合に
は、どれくらいのྔまでઁऔしても高ਁಁѹ性Լཀྵを༠

発しないかを明らかにして͓くඞཁがある。表 � は、֤
種単౶、Φリΰ౶の࠷大無࡞用ྔをまとΊたものであ
る。ಉ一ॏྔをઁऔした৔合には௿分子౶࣭の方がਁಁ
ѹを高Ίるので、࠷大無࡞用ྔはখさくなる。また、࠷
大無࡞用ྔは౶࣭のফ化ٵऩのఔ౓によって異なる。ྫ
え͹、ೋ౶であるτϨϋϩースはτϨϋϥーθによって
Ώっくりফ化されるので、ফ化されないಉ͡ೋ౶のϥク
νュϩースに比べると࠷大無࡞用ྔは大きい。΄とんど
ফ化・ٵऩされないೋ౶やΦリΰ౶の࠷大無࡞用ྔは、
体ॏ 1 LH あたり 0�3ʙ0�� H である。体ॏ 60 LH の人で
は 1 ճઁऔྔが 18ʙ2� H 以಺であれ͹、ಛ異体࣭でな
いݶりԼཀྵは༠発されない。また、Լཀྵにରする଱性は
உ性よりもঁ性の方が強い܏向にあるたΊ、࠷大無࡞用
ྔはঁ性の方が大きい。

̓ɽ೉ফԽٵऩੑ౶࣭ͷ্खͳར༻๏

いろいろな難ফ化ٵऩ性౶࣭や౶Ξルίールの؁ຯྉ
がՃ޻৯඼΁ར用されている。֤Ճ޻৯඼΁の難ফ化ٵ
ऩ性౶࣭のఴՃྔはڐ༰ྔ以Լにઃܭされているが、い
くつかのこのような৯඼を૊Έ合わせてઁऔするとڐ༰
ྔをΦーόーするのでཹҙがඞཁである。この࣌の࠷大
無࡞用ྔは૬৐ޮ果ではなく૬Ճޮ果である 21）。また、
一౓にઁऔした࣌にԼཀྵなどのෲ部症ঢ়が生͡た৔合は
2ʙ3 ճに分割してઁऔすれ͹Լཀྵは༠発しなくなる。
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ਤ �ɹ�#BOHMBEFTI ͷখࣇϔϑϥΫτΦϦΰ౶（��H）を
�͔݄ؒઁऔͤͨ࣌͞ͷԼཀྵ঱ͷվળޮՌ

'JHVSF�� ɹ�*NQSPWFNFOU�PG�EJBSSIFB�CZ�GSVDUPPMJHPTBD�
DIBSJEF�（��H）�GFFEJOH�GPS���NPOUIT�JO�ZPVOH�
DIJMESFO�BU�#BOHMBEFTI�TMVN

図� %DQJODGHVKのᑠඣ䜈䝣䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾䠄��J䠅を6䞃᭶㛫ᦤྲྀさせた時のୗ
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図6 㞴消໬྾཰性⢾㉁ᦤྲྀによる⦆ୗస⏝の機ᗎ

ᑠ⭠㏻㐣

大⭠฿㐩

䠄ᮍ消໬䞉ᮍ྾཰䠅

䠄⢾㉁、▷㙐⬡⫫㓟➼の発㓝生ᡂ≀䠅

㞴消໬྾཰性⢾㉁のᦤྲྀ

ୗ ⑩

ᾐ㏱ᅽ᪼ୖࡢᾐ㏱ᅽ᪼ୖࡢ

ਤ �ɹ೉ফԽٵऩੑ౶࣭ઁऔʹΑΔ؇Լ࡞༻ͷػং
'JHVSF�� ɹ�.FDIBOJTN�PG�PTNPUJD�EJBSSIFB�JOEVDFE�CZ�

OPOEJHFTUJCMF�BOE�PS�OPOBCTPSCBCMF�TBD�
DIBSJEF



ਁಁѹのܹٸな上ঢが཈੍されるからである。さらに、
一౓のઁऔྔをݮらして �ʙ� 日間かけてঃ々に૿ྔす
ると、࠷ॳのઁऔྔになってもԼཀྵなどのෲ部症ঢ়を生
͡なくなる。その౶࣭を発߬分解する௎಺細ەが૿Ճし
て଎やかに分解するからである。

難ফ化ٵऩ性౶࣭の上खなઁऔ方法をまとΊると以Լ
のようになる。

ᶃ一౓に大ྔをઁऔしない。
ɹ 高ਁಁѹ性Լཀྵなどを༠発する可能性があるので、

ਪ঑されたྔをຖ日܁りฦしઁऔすることである。
ᶄ 類ࣅした౶࣭がؚまれる৯඼は૊Έ合わせてઁऔし

ない。
ɹ ௎಺ϑϩーϥをվળする໨的の難ফ化性Φリΰ౶に

はいろいろな種類がある。Φリΰ౶の種類がҧうか
らといって૊Έ合わせてઁऔするඞཁはない。1 つ
の৯඼にؚまれる౶࣭はڐ༰ྔ以Լであっても、ෳ
数ઁऔするとڐ༰ྔをΦーόーすることがある。

ᶅแ૷の表ࣔをよくಡんで࢖用する。
ɹ 表ࣔにはઁऔ໨的やઁऔ໨ඪྔなどをࡌهしている

ので९कすることである。たくさん৯べたからと
いって生ཧޮ果が強く発現するものではない。

ᶆ໨的とする生ཧ࡞用に合わせて׆用する。
ɹ ໨的や用్によってఴՃする難ফ化ٵऩ性౶࣭の種

類が異なるので、自分が໨的とする৯඼を選ぶこと
である。

̔ɽ͓ΘΓʹ

ஶऀは、難ফ化性Φリΰ౶や౶Ξルίールや৯෺ણҡ
などのফ化・ٵऩされない、あるいはۃΊてফ化・ٵऩ
されにくい౶࣭の研究を約 �0 年間やってきた。そして、
今、この研究を通して、またӫཆ学研究ऀとして思うこ
とは、健康をอ持・૿進するたΊには 2 つの໨的のたΊ
に৯඼੒分のิڅがඞཁであるということである。 1
つは、生໋׆ಈҡ持のたΊのӫཆૉิڅであり、もう 1
つは有用ەを૿৩し、有ە֐を཈੍するたΊのϓϨόイ
Φティクスのิڅ（難ফ化ٵऩ性౶࣭など）である。ࢲ
たちは、生໋׆ಈをҡ持するたΊにӫཆૉを常にิڅす
るとಉ࣌に、ڞଘする௎಺細ەを健康ҡ持・૿進のたΊ
上खに׆用するඞཁがある。
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ද �ɹ�೉ফԽٵऩੑ؁ຯ౶࣭ͷҰաੑԼཀྵʹରすΔ࠷େ無࡞༻ྔ�
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SJEFT�GPS�USBOTJUPSZ�PTNPUJD�EJBSSIFB�JO�IFBMUIZ�TVCKFDUT

⏨性

䜶䝸䝇䝸䝖䞊䝹
䜻䝅䝸䝖䞊䝹
䝋䝹䝡䝖䞊䝹
䝬䞁䝙䝖䞊䝹
䝍䜺䝖䞊䝇
䝬䝹䝏䝖䞊䝹
䝷䜽䝏䝖䞊䝹
䝟䝷䝏䝙䝑䝖
ங⢾
䝖䝺䝝䝻䞊䝇
䝉䝻䝡䜸䞊䝇
䝷䜽䝏䝳䝻䞊䝇
DFAϪ
1-䜿䝇䝖䞊䝇
䜺䝷䜽䝖䝅䝹䝇䜽䝻䞊䝇
4’䜺䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾
6’䜺䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾
䜻䝅䝻䜸䝸䝂⢾
䝣䝷䜽䝖䜸䝸䝂⢾
䜲䝋䝬䝹䝖䜸䝸䝂⢾
大㇋䜸䝸䝂⢾

⏑࿡⢾㉁ ᭱大↓స⏝㔞（g/kg య㔜）
ዪ性

0.46
0.37
0.24         0.15a

0.18
-
- 0.3a

0.25
0.3a

-
-
-
-
0.16
0.25
- 0.6b

0.28c

0.3e

0.12f

- 0.3c

>1.5c

0.64c

0.68
0.42
0.27          0.3a

0.24
0.25
0.30          0.3a

0.34
-
0.71
0.65
0.36
0.32
0.22
0.34
0.8            0.6b

0.14c

0.3e

-
0.34          0.4c

-
0.96c

༢⢾

஧⢾

䜸䝸䝂⢾
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シリーズ
～世界の動向や調査研究結果から今後を読み解く～『我が国における栄養表示制度』

Ԙᖒɹ৴ྑ
ফඅऀி৯඼දࣔاը՝৯඼දࣔௐࠪ׭

৯඼のػ能性表ࣔについては、৯඼Ӵ生法及ͼ健康૿進法に͓いて、ಛ定อ健用৯඼及ͼӫཆػ能৯඼をআき、
෺について、米国࢈৯඼及ͼ೶ྛਫ޻能৯඼以外のՃػされている。このような中、ಛ定อ健用৯඼及ͼӫཆࢭې
ダイエタリーαϓリϝンτ੍౓をࢀ考に、国ではなくۀا౳の੹೚に͓いて科学的ࠜڌのもとにػ能性表ࣔができ
る新たな方ࡦを検౼し、ฏ੒ 26 年౓中に新੍౓を開࢝することが、ฏ੒ 25 年 6 月にֳܾٞ定された。しかし、
米国ダイエタリーαϓリϝンτ੍౓はফඅऀのޡ認をটく可能性があるとのࢦఠもある。そこで、ফඅऀிでは、
৯඼表੍ࣔ౓をॴ؅するཱ৔として、また、ফඅऀߦ੓の「଩औり໾」のཱ৔として、新੍౓が、ফඅऀのޡ認を
টかない、自ओ的かつ合ཧ的な঎඼選択にࢿするものとなるよう、৯඼のػ能性表ࣔのಡΈऔりに関するফඅऀ調
査を現ࡏ進Ίている。ফඅऀிとしては、この調査結果をもとに新੍౓Ҋͮくりを進Ί、有ࣝऀや国ຽの੠を޿く
ௌきつつ、新੍౓のࡦ定、ߦࢪにつなげていきたいと考えている。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

*O JBQBO, GVODUJPO DMBJNT BSF OPU QFSNJUUFE GPS GPPET FYDFQU GPMMPXJOH UXP DBUFHPSJFT VOEFS UIF 'PPE 4BOJUBUJPO 
"DU BOE UIF )FBMUI 1SPNPUJPO "DU� 'PPE GPS 4QFDJGJFE )FBMUI 6TFT BOE 'PPE XJUI /VUSJFOU 'VODUJPO $MBJNT� 
6OEFS TVDI B TJUVBUJPO, UIF $BCJOFU EFDJEFE JO JVOF, 2013, UIBU (PWFSONFOU PG JBQBO EFWFMPQ BOE TUBSU B OFX 
TZTUFN XIJDI FOBCMF NBOVGBDUVSFT UP NBLF GVODUJPO DMBJNT GPS QSPDFTTFE GPPE BOE GSFTI GPPE BDDPSEJOH UP UIF 
TDJFOUJGJD FWJEFODF�CBTFE TVCTUBOUJBUJPO VOEFS UIF SFTQPOTJCJMJUZ, XJUI SFGFSFODF UP UIF TZTUFN PG EJFUBSZ 
TVQQMFNFOUT JO UIF 64 （*NQMFNFOUBUJPO CZ UIF FOE PG .BSDI 2015）� )PXFWFS, UIF 64 TZTUFN IBT CFFO QPJOUFE PVU 
UIBU JU NJHIU NJTMFBE DPOTVNFST� 5IF $POTVNFS "GGBJST "HFODZ （$""） IPMET KVSJTEJDUJPO PWFS UIF GPPE MBCFMMJOH 
TZTUFN BOE UBLFT MFBE SPMF JO TUFFSJOH BENJOJTUSBUJPO PG DPOTVNFST` BGGBJST�  5IFSFGPSF, $"" JT OPX DPOEVDUJOH B 
DPOTVNFS TVSWFZ SFHBSEJOH GVODUJPO DMBJN MJUFSBDZ JO JBQBOFTF DPOTVNFST JO PSEFS UP FOTVSF UIBU UIF OFX TZTUFN 
XJMM OPU NJTMFBE DPOTVNFST BOE DBO MFBE UIFN UP SBUJPOBM BOE TQPOUBOFPVT GPPE DIPJDFT� $"" XJMM ESBGU UIF OFX 
TZTUFN CBTFE PO UIF TVSWFZ GJOEJOHT, BOE BJNT UP EFWFMPQ BOE TUBSU UIF OFX TZTUFN IFBSJOH PQJOJPOT GSPN FYQFSUT 
BOE UIF QVCMJD�

ཁɹࢫ

ফඅऀͷ݈߁΍৯඼બ୒ʹ໾ཱͭ੓ͮ͘ࡦΓͷ؍఺͔Β͑ߟΔ
ୈ̐ճ

l/VUSJUJPO�-BCFMMJOH�4ZTUFNT�r6TJOH�%BUB�PO�$VSSFOU�
5SFOET� BOE�3FTFBSDI� GSPN�BSPVOE� UIF�8PSME� UP�
1SFEJDU�UIF�'VUVSFz
��ɹ$POTJEFSBUJPO� GPS�1PMJDZ�%FWFMPQNFOU� UP� -FBE�
$POTVNFST�UP�)FBMUIJFS�'PPE�$IPJDFT�BOE�#FUUFS�)FBMUI

/0#6:04)*�4)*0;"8"
$POTVNFS�"GGBJST�"HFODZ�'PPE�-BCFMMJOH�%JWJTJPO


(SPVQ�-FBEFS
�'PPE�-BCFMMJOH�(SPVQ�PO
�)FBMUI�1SPNPUJPO�"DU

γϦʔζ　ʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ୈ̐ճ　ফඅऀͷ݈߁΍৯඼બ୒ʹ໾ཱͭ੓ͮ͘ࡦΓͷ؍఺͔Β͑ߟΔ
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̍ɽ͸じΊʹ

本シリーζも今ճ（� ճ໨）で࠷ऴճをܴえることと
なった。これまでの 3 ճでは、「੍౓૑ઃからٛ຿化に
向けたこれまでのऔ૊をৼりฦる」、「ফඅऀの認ࣝ౳実
ଶから考える」、「事ऀۀのこれまでのऔ૊実ଶや໾割か
ら考える」のॱに、ӫཆ表੍ࣔ౓の検౼の歩Έと、ӫཆ
表ࣔٛ຿化に向けた今後の方向性について৮れてきた。

今ճは「ফඅऀの健康や৯඼選択に໾ཱつ੓ͮࡦくり
の؍点から考える」という表題のもと、ফඅऀࢹ点に
ཱった੓ཱࡦҊのたΊに、ߦ੓がどのような考えやϓϩ
ηスで検౼を進Ίるかについて、௚ۙの事ྫをもとに঺
հしたい。な͓、今ճऔり上げる事ྫはӫཆ表੍ࣔ౓で
はなく、৯඼のػ能性表੍ࣔ౓に関するものである。こ
の点について予Ί͓ڐしいただけると޾いである。

̎ɽ�৯඼ͷ৽ͨͳػೳੑද੍ࣔ౓ʹؔすΔֳٞ
ܾఆ

৯඼のػ能性表ࣔについては、現ࡏ、৯඼Ӵ生法及ͼ
健康૿進法に͓いて、อ健ػ能৯඼（ಛ定อ健用৯඼及
ͼӫཆػ能৯඼）をআき、ࢭېされている。また、ҩༀ
඼以外の੡඼にҩༀ඼的ޮ能ޮ果をඪᒗした৔合は、ༀ
事法に఍৮する可能性もある。このようなഎܠから、อ
健ػ能৯඼以外の৯඼については、ػ能性੒分のؚ有ྔ
に関する表ࣔはできても、ػ能性に関する表ࣔはできな
いঢ়گとなっている。

ಛ定อ健用৯඼については、ݪଇとして࠷ऴ੡඼（ਃ
੥඼）͝とに有ޮ性と҆શ性に関するώτݧࢼがඞཁと
なる。それΏえ、ྫえ͹、࠷ऴ੡඼を用いたώτݧࢼを
ଘ࿦จをϨビューしてطう୅わりに関༩੒分に関するߦ
も、ಛ定อ健用৯඼としてのਃ੥ཁ݅をຬたすことはで
きない。このたΊ、ಛ定อ健用৯඼੍౓では、表ࣔڐ可
のਃ੥にあたり、ώτݧࢼの実ࢪに૬当のίスτがかか
る点が、ಉ੍౓の໰題点として、ओに「いわΏる健康৯
඼」の関ऀ܎からかͶてよりࢦఠされてきた。

また、ӫཆػ能৯඼については、現ߦのର৅੒分が
12 種類のビタϛンと 5 種類のϛネϥルにݶ定されてい
ること、また、ػ能性表ࣔの಺༰もॴ定の定ܕจ以外に
は認Ίられていないことから、事ऀۀଆにとって૑ҙ޻
෉の༨஍が少ないとのࢦఠがあった。

このような中、「国の੒長・発ల、国ຽ生׆の҆定・
向上及ͼ׆ࡁܦಈ׆性化΁のݙߩ」を໨的とした੍نվ
ֵձٞがฏ੒ 25 年̍月に発଍し、数ある検౼߲໨の一
つとして「一ൠ健康৯඼のػ能性表ࣔを可能とする࢓૊
Έの੔උ」に関するٞ࿦がߦわれた。そして、その結果、

「ಛ定อ健用৯඼、ӫཆػ能৯඼以外のいわΏる健康৯
඼をは͡Ίとするอ健ػ能を有する੒分をؚむՃ޻৯඼
及ͼ೶ྛਫ࢈෺について、ػ能性の表ࣔを༰認する新た
な方ࡦをそれͧれ検౼し、結࿦をಘる」こと、また、「そ
の۩体的な方ࡦについては、ຽ間が有しているノウϋウ
を׆用する؍点から、その৯඼のػ能性について、国で
はなくۀا౳が自らその科学的ࠜڌをධՁした上でその
能を表ࣔできる米国のダイエタリーαϓリϝンػ及ͼࢫ
τの表੍ࣔ౓をࢀ考にし、ۀا౳の੹೚に͓いて科学的
能性を表ࣔできるものとし、かつ、一定ػのもとにڌࠜ
のルールのԼでՃ޻৯඼及ͼ೶ྛਫ࢈෺それͧれについ
て、҆શ性の確อ（生࢈、੡଄及ͼ඼࣭の؅ཧ、健康ඃ
૊Έとすること࢓情報のऩू）もؚΊたӡ用が可能な֐
を念಄に検౼をߦう」ことがܾ定された。また、そのス
έジュールを「ฏ੒ 25 年౓検౼、ฏ੒ 26 年౓結࿦・ા
ஔ（Ճ޻৯඼、೶ྛਫ࢈෺とも）」することなどがࣔさ
れた（「੍نվֵ実ܭࢪը」（ฏ੒ 25 年 6 月 1� 日ֳٞ
ܾ定））1）。

ところで、本ࢽのಡऀにあっては、ֳܾٞ定の持つҙ
ຯについて、あまりイϝージが༙かないという方も多い
かもしれない。そこでएׯの解આをߦうと次のようにな
る。すなわち、ֳܾٞ定とは಺ֳでܾ定された方਑のこ
とであり、ݪଇとして後の಺ֳにもޮྗが及ぶたΊ、そ
のҙຯするところはۃΊてॏい。ֳܾٞ定については֓
Ͷこのように͝ཧ解いただきたい。

今ճのֳܾٞ定により、本݅について୲当省ிとされ
たফඅऀி、厚生労働省、೶ྛਫ࢈省の 3 省ிは、ֳٞ
ܾ定にࣔされた方਑ฒͼにスέジュールにैい、৯඼の
新たなػ能性表੍ࣔ౓（以Լ、新੍౓）ͮくりに向けて
ඞཁなۀ࡞を進Ίていくこととなった。中でもফඅऀி
は৯඼表੍ࣔ౓をॴ؅するཱ৔として、新੍౓のઃܭに
͓いて中৺的な໾割を୲うこととなった。

̏ɽถࠃͷμΠΤλϦʔαϓϦϝϯτͷද੍ࣔ౓

前ड़のと͓り、新੍౓の検౼に͓いてࢀ考にすべきと
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されたのは、米国のダイエタリーαϓリϝンτ（以Լ、
%4）の表੍ࣔ౓である。では、この੍౓とは一体どの
ようなものであろうか。

米国に͓ける৯඼のػ能性表੍ࣔ౓の֓ཁを表 1 に、
%4 ੍౓の֓ཁをਤ 1 にそれͧれࣔす。中でも %4 ੍౓

のಛ௃として࠷もॏཁなのは、米国৯඼ҩༀ඼ہ（以Լ、
'%"）が定Ίた一定のルールのもと、事ऀۀ੹೚でߏ
଄ʗػ能表ࣔをߦえるという点である。ただし %4 ੍౓
では、࣬病リスク௿ݮ表ࣔのように࣬病໊をؚむ表ࣔは
されている（ビタϛンࢭېଇとしてݪ $ ܽ๡に༝དྷす
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表示の✀㢮 チ認可の୺య ไᗘのྡ⛠ ไᗘのᴫ要 表示౛

疾病䝸䝇䜽ప
ῶ表示

ᅜ䠄㣗品་⸆
品ᒁ䠖)'$䠅

䝦䝹䝇䜽䝺䞊
䝮
䠄+HDOWK &ODLPV䠅

ᰤ㣴ᡂ分、䛭の௚ᡂ分、
≉ᐃの㣗生ά、㐠ື➼と
疾病䝸䝇䜽పῶの関連性
に関する表示

ᑓ㛛ᐙの㛫に十分な⛉Ꮫ
的なྜពにᇶ䛵くもの

健康的な㣗事の୍⎔として、
適ษな䜹䝹䝅䜴䝮と䝡䝍䝭䞁'
をᦤྲྀするとྠ時に㌟యάື
を行うことで、䛭のᚋのே生
に䛚䛡る㦵⢒㧼⑕の䝸䝇䜽を
పῶすることがあります。

᮲௳௜䛝䝦
䝹䝇䜽䝺䞊
䝮䠄4XDOLILHG�
+HDOWK &ODLPV���
4+&䠅

ᰤ㣴ᡂ分、㣗品と疾病䝸䝇
䜽పῶの関連性に関する
᮲௳௜䛝表示。䝦䝹䝇䜽
䝺䞊䝮よりも⛉Ꮫ的᰿ᣐ䝺
䝧䝹がపいものとして、⛉
Ꮫ的᰿ᣐ䝺䝧䝹にᛂ䛨た
機能表示䠄%䡚'䝺䝧䝹の
䠏ẁ㝵䠅

䝉䝺䞁は前❧⭢がんの䝸䝇䜽
をపୗさせる可能性がありま
す。ᮏ䜽䝺䞊䝮に関する⛉Ꮫ
的᰿ᣐはỴᐃ的なものではあ
りません。䛭の䝺䝡䝳䞊にᇶ
䛵いて、)'$は䝉䝺䞁が前❧

⭢がんの䝸䝇䜽をపୗさせる
可能性があることにはྠពし
ていません。

構造䠋機能
表示

୍ᐃのつไの
ୗ、事ᴗ者の
⮬ᕫ責௵

䝎䜲䜶䝍䝸䞊
䝃䝥䝸䝯䞁䝖
䠄'LHWDU\
6XSSOHPHQW���'6䠅

)'$䜈のᒆฟ⩏ົ、)'$
によるಶูᑂ査をཷ䛡て
いない旨の表示⩏ົ➼、
୍ᐃのつไのୗ、事ᴗ者
の⮬ᕫ責௵に䛚いて機能
表示が可能
ヲ⣽はḟの䝨䞊䝆ཧ↷

図䠍をཧ↷

ද �ɹถࠃʹ͓͚Δ৯඼ͷػೳੑද੍ࣔ౓ͷ֓ཁ
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䕿䕿䕿䛻౑⏝䛧䛶䛔䜛ཎᩱ䛿䚸㛵⠇䛾ಟ
᚟䛻ᚲせ䛺ᇶ♏ⓗせ⣲䠄building blocks䠅
䜢స䜚ฟ䛩䛣䛸䚸③䜏䜔⅖⑕䜢ᢚไ䛩䜛䛣
䛸䜢ຓ䛡䚸㛵⠇䜔⤖ྜ⤌⧊䛾೺ᗣ䜢ಁ㐍
䛩䜛䛣䛸䛻ᐤ୚䛧䜎䛩䚹䛭䛧䛶䛣䜜䜙䛾ാ䛝
䛻䜘䜚䚸ືస䛾ᰂ㌾ᛶ䜔⮬⏤ᗘ䛜ྥୖ䛩
䜛䜘䛖䛻䛺䜚䜎䛩䚹䕿䕿䕿䛿䚸䛒䛺䛯䛾⏕ά
䛜෌䜃ᴦ䛧䛟䛺䜛䛾䛻ᙺ❧䛱䜎䛩䚹

事ᴗ者の⮬ᕫ責௵で機能性の表示が可
能䠄た䛰し、疾病䝸䝇䜽పῶ表示は⚗止䠅

䕿 㣗品ᙧ≧は、㘄๣、䜹䝥䝉䝹、⢊
ᮎ、䝋䝣䝖䝆䜵䝹、ᾮయ➼の䝃䝥䝸䝯
䞁䝖に㝈ᐃ

䕿 ㈍኎ᚋ、��᪥௨ෆに)'$にᒆฟ
が必要

䕿 ᪂つᡂ分を౑⏝するሙྜは、㈍
኎前��᪥までに)'$に⏦ㄳが必要

䕿 有害事象発生時の連絡先の表示
が必要

䕿 有害事象発生時は、事ᴗ者は
)'$にᑐし、㏿䜔かに㏻࿌を行う⩏
ົ䠄さ䜙に䛭のᚋ、��Ⴀᴗ᪥௨ෆに
㏣ຍሗ࿌⩏ົ䠅

䕿 有害事象᝟ሗは)'$の䜴䜵䝤䝃
䜲䝖ୖでබ表

䕿 製品䝸䝁䞊䝹はཎ๎、事ᴗ者の௵
ពとされているが、)'$の要ồも可
能

䛣䛾⾲♧䛿㻲DA䛻䜘䛳䛶ホ౯䛥䜜䛯䜒䛾䛷
䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹
䛣䛾〇ရ䛿䛔䛛䛺䜛⑓Ẽ䛾デ᩿䚸ฎ⨨䚸἞
⒪䚸ண㜵䜢┠ⓗ䛸䛧䛯䜒䛾䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹

ᅜの評価をཷ䛡たものではない旨ཬ䜃

疾病の治療➼を目的としたものではない旨
の表示が必須

≉ᚩ䐟 ≉ᚩ䐠

≉ᚩ䐡

ਤ �ɹμΠΤλϦʔαϓϦϝϯτ੍౓ͷ֓ཁ
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るյ血病や、ナイΞシンܽ๡に༝དྷするϖϥάϥ౳、ӫ
ཆૉに関するݹయ的ܽ๡症については、米国国಺に͓け
る当֘ܽ๡症の発生ঢ়گについてซهすることを৚݅
に、そのࡌهが認Ίられている）。

また、%4 ੍౓のಛ௃として、ൢച後のಧ出੍がಋೖ
されている点もॏཁである。これは、%4 ੡඼のうちߏ
଄ʗػ能表ࣔを͓ߦうとするものについては、ൢച後
30 日以಺に '%" にಧ出なけれ͹ならないというもので
ある。な͓、੡඼情報のൢച前のಧ出は、新ن੒分（/FX 
%JFUBSZ *OHSFEJFOUT（/%*））を࢖用しないݶり、ݪଇ
としてෆཁとされている（஫ɿ199� 年 10 月 15 日以前
に米国಺でൢച実੷のなかった੒分については、当֘੒
分の҆શ性ධՁを事ऀۀがߦい、ൢച �5 日前までにそ
の結果を '%" にਃ੥するඞཁがある）。このたΊ事ۀ
ऀଆにとっては、個ผڐ可ܕのような事前੍نの੍౓に
比べると、開発ίスτを཈えられるというར点があると
されている。

ଞ方、%4 ੍౓には種々の໰題点もࢦఠされている。
ྫえ͹ %4 ੍౓には、有ޮ性の実ূに関する事ऀۀ向け
のࢦ਑ 2）が用ҙされているが、ߏ଄ʗػ能表ࣔの実ূに
ඞཁなエビデンスの考え方がέーススタディࣜܗでࣔさ
れて͓り、९कすべき事߲がඞͣしも明確にはࣔされて
いない。このたΊಉࢦ਑は、事ऀۀのዞҙ的な解ऍを׬

શにはഉআできないものとなっている。事実、米国อ健
෱ࢱ省࡯؂૯؂ࣨが 2012 年に公表した調査報告ॻに͓い
ても、%4 ੡඼にはエビデンスがෆे分なものが多く、ফ
අऀのޡ認をটく可能性౳がࢦఠされている（表 2, 3）3, �）。

̐ɽ৽੍౓ʹݕ͚ͨ޲౼

ফඅऀிとしては、৯඼のػ能性表੍ࣔ౓はফඅऀར
ӹにつながるものであるべきとの؍点から、新੍౓の検
౼に当たっては、҆શ性や有ޮ性がे分に୲อされるこ
とが前ఏであり、かつফඅऀのޡ認やそれに൐う診ྍػ
ձのҳࣦ౳をটくものであってはならないと考えている。

られたスέジュールの中で新੍౓の検౼をޮ果的にݶ
進ΊるたΊには、関連情報や知見を、ॳಈのஈ֊でいか
に多くूΊるかがݤとなってくる。

そこで今ճ、ফඅऀிでまͣணखしたのは、%4 ੍౓
の֓ཁの೺Ѳである。ֳܾٞ定がなされる前、すなわち
ߦ能性表੍ࣔ౓に関するٞ࿦がػվֵձٞで৯඼の੍ن
われているஈ֊から、関連法ྩ、報告ॻ、จݙ౳のӳޠ
จに໨を通し࢝Ίるとともに、ઐ໳ՈにώΞリンάをݪ
い、当方で持ち合わせている情報がਖ਼しいかの確認ߦ
と、࠷新情報のऩूに౒Ίた。また、これとฒߦして、
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有ຠ性のᐇドにあたり⪃៖す䜉䛝とされているⅬが、
十分に⪃៖されていない可能性

保健福祉省監察総監室が、య㔜ῶᑡཬ䜃免␿機能に関する製品䠄ϭ2ϳ品䠅を
ᑐ象に表示の適ษ性を調査した⤖ᯝ、

 事ᴗ者か䜙ᥦฟされた䝠䝖◊✲䠄ϱϱϳ௳䠅のう䛱、有ຠ性に関する表示ෆᐜのᐇド
に㔜要な䠐䛴のほⅬを඲て⪃៖したと⪃䛘䜙れるものは、䠍䛴もなかった。

䠄有ຠ性に関する事ᴗ者ྥ䛡䜺䜲䝎䞁䝇に示されている䠐䛴のほⅬ䠅

z表示のព࿡
z表示と䛭の䜶䝡䝕䞁䝇との関連性
z䜶䝡䝕䞁䝇の㉁
z䜶䝡䝕䞁䝇の総ྜ性䠄dŽƚĂůŝƚǇ�ŽĨ��ǀŝĚĞŶĐĞ䠅※

※関連◊✲に䛴いては、⫯ᐃ的䞉ྰᐃ的ෆᐜをၥ䜟䛪、඲て᳨ウし、総ྜ的ほⅬか䜙⫯ᐃ的とい䛘る
か䛹うかをุ断すること

 事ᴗ者か䜙ᥦฟされた䝠䝖◊✲䠄ϱϱϳ௳䠅のう䛱、ྰᐃ的䝕䞊䝍であったのは䜟䛪か
䠐％であり、ϰϵ％はᙜヱ製品のᦤྲྀが᝿ᐃされる㞟ᅋとは␗なる㞟ᅋをᑐ象とし
ていた。

ʢग़యʣ DeQaSUNenU PG )eaMUh anE )VNan 4eSWJDeT, 0GGJDe PG *nTQeDUPS (eneSaM, DJeUaSy 4VQQMeNenUT� 
4USVDUVSe�'VnDUJPn CMaJNT 'aJM 5P .eeU 'eEeSaM 3eRVJSeNenUT ʢ8aThJngUPn, D.C.� 0DUPCeS ����ʣ.



認にはどのようなものがޡ能性表ࣔに関するফඅऀのػ
あるかについて、ྫえ͹ 1VC.FE でダイエタリーαϓ
リϝンτの .F4) 用ޠ（஫ɿ関連用ޠの表現のҧいに
関܎なく、関連࿦จを࿙れなく検ࡧするたΊの౷੍ޠの
こと。ྫえ͹ 1VC.FE には、ダイエタリーαϓリϝン
τについて “%JFUBSZ 4VQQMFNFOUT” という .F4) 用ޠ
が用ҙされて͓り、“%JFUBSZ 4VQQMFNFOUTʦNIʧ” とೖ
ྗして検ࡧすると、1VC.FE にऩࡌされたダイエタリー
αϓリϝンτに関する࿦จをશて検ࡧすることができ
る。）と “DPOTVNFS” をֻけ合わせるなどして関連࿦จ
の検ࡧもߦった。しかし、%4 ੍౓に͓けるߏ଄ʗػ能
表ࣔがফඅऀにどのようなޡ認をもたらすかについて、
զが国にとって௚઀的にࢀ考となるような࿦จは検ࡧさ
れなかった。

このたΊ、ফඅऀிとしては、%4 ੍౓のような表ࣔ
をզが国にಋೖした৔合の一ൠফඅऀに͓けるޡ認可能
性の೺Ѳと、ಉ੍౓の՝題੔ཧ౳を໨的とした調査を、
自らܭըし、その調査でಘられた知見を新੍౓ͮくりに
生かしていく΄かはないと൑断した。ただしফඅऀிの
ϚンパϫーにはݶりがあるたΊ、この調査については、
ফඅऀிが調査ܭըのݪҊをࣔした上で、ฏ੒ 25 年౓
事ۀとして、૯合ධՁམࡳ方ࣜにより外部ҕୗすること

とした。

̑ɽௐࠪۀࣄͷઃܭ

調査ܭըをཱてる際は、調査の໨的がԾઆの生੒なの
か、それともԾઆの検ূなのかによって、選ぶべき調査
のタイϓが異なる。ݪଇとして、前ऀであれ͹࣭的調査
を、後ऀであれ͹ྔ的調査を選ぶのが一ൠ的である。

前߲でもड़べたと͓り、今ճは、事ऀۀ੹೚でߏ଄ʗ
能表ࣔがなされた৯඼について、ফඅऀがどのようなػ
൓Ԡをࣔすのか、զが国にとって有用となる知見が΄と
んどないঢ়گにあった。このたΊ、ফඅऀிとしては、
まͣは࣭的調査をߦい、ফඅऀのҙ見をৄ細にௌऔした
後、次に࣭的調査でಘられたԾઆをྔ的調査で検ূする
という 2 ஈ֊のϓϩηスがඞཁと考えた。また、新੍౓
の検౼に向けては、前ड़のと͓り、%4 ੍౓に関する法
ྩ、報告ॻ、จݙ౳のऩू、੔ཧ、࿨༁ۀ࡞にՃえて、
ಉ੍౓の՝題੔ཧをߦわなけれ͹ならない。そこで、本
調査事ۀは、ᶃ ৯඼のػ能性表ࣔのಡΈऔりに関する
ফඅऀ調査（࣭的調査及ͼྔ的調査）、ᶄ %4 ੍౓に関
する՝題౳੔ཧ――の 2 本ཱてのߏ੒とすることとし
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不適正な表示により、消費者の誤認を招く可能性

前掲の保健福祉省監察総監室による調査では、

 ７％の製品で、記載が必須である免責表示※が不表示であった。

※ 構造/機能表示を行う製品には、「この表示はFDAによって評価されたものではありません。
この製品はいかなる病気の診断、処置、治療、予防を目的としたものではありません。」との
旨の免責表示が必要。

 20％の製品で、疾病に関する表示がなされていた。

前掲の保健福祉省監察総監室による調査では、20％の製品で、有害事象発生時の
連絡先が表示されていなかった。

有害事象発生時の連絡先が不表示であり、
健康被害の拡大防止が十分に図れない可能性

ʢग़యʣ DeQaSUNenU PG )eaMUh anE )VNan 4eSWJDeT, 0GGJDe PG *nTQeDUPS (eneSaM, DJeUaSy 4VQQMeNenUT� 
CPNQanJeT .ay #e DJGGJDVMU 5P -PDaUe Jn an &NeSgenDy ʢ8aThJngUPn, D.C.� 0DUPCeS ����ʣ.

ʢग़యʣ DeQaSUNenU PG )eaMUh anE )VNan 4eSWJDeT, 0GGJDe PG *nTQeDUPS (eneSaM, DJeUaSy 4VQQMeNenUT� 
4USVDUVSe�'VnDUJPn CMaJNT 'aJM 5P .eeU 'eEeSaM 3eRVJSeNenUT ʢ8aThJngUPn, D.C.� 0DUPCeS ����ʣ.



た。な͓、ᶃの結果については、学術的Ձ஋の؍点から
も޿く公表されるべきとの考えから、学術࿦จとしての
公表もࢹ໺にೖれて調査ܭըをཱてることとした。この
たΊ、ᶃの調査಺༰については、大学౳一定ਫ४の研究
関に͓けるྙཧҕһձの事前ঝ認をಘるとともに、ରػ
৅ऀのインϑΥームυίンηンτをಘることを、事ۀ受
ୗऀにٻΊることとした。

（�）৯඼ͷػೳੑදࣔͷಡΈऔΓʹؔすΔফඅऀௐࠪ
1）࣭的調査（άルーϓώΞリンά）
 ɹάルーϓώΞリンάでは、ফඅऀのޡ認を๷͙新た
なػ能性表੍ࣔ౓のあり方（表ࣔ方法౳）に関するج
ૅ的知見をಘることを໨的に、ػ能性表ࣔにରするޡ
認཰が高いと૝定されるूஂ（高ྸऀ、病ऀ、妊婦、
ೕ༮児のอऀޢ、未੒年ऀ౳）をର৅に、࠷௿ 6 ά
ルーϓ（֤άルーϓ 5 ໊ఔ౓）からҙ見をௌくことと
した。今ճ、ޡ認཰が高いと૝定されるूஂをର৅に
したのは、このようなूஂでもޡ認がىこらないよう
な੍౓とすれ͹、そのଞ一ൠফඅऀのޡ認も๷͙こと
ができ、結果的にফඅऀの自ओ的かつ合ཧ的な঎඼選
択にࢿする表੍ࣔ౓になると考えたからである。
 ɹな͓、άルーϓώΞリンάにあたっては、少なくと
も以Լの߲໨について調査することとした。
（Ξ ）国（米国の੍౓にあっては、'%"）によって

ධՁされたものではないࢫの表ࣔ及ͼ病気の診
断、࣏ྍ、予๷を໨的としたものではないࢫの表
ࣔ（以Լ、国の໔੹表ࣔ౳）について、จ言の಺
༰、表ࣔ৔ॴ、จࣈの大きさ౳がద੾かどうか。
۩体的には、%4 ੡඼の࿨༁൛をෳ数種類用ҙし
た上でҙ見をௌく。また、ಛ定อ健用৯඼及ͼӫ
ཆػ能৯඼の੡඼をෳ数種類用ҙし、国が関༩す
るこれらの੡඼とޡ認しないような国の໔੹表ࣔ
౳のࡏり方についてҙ見をௌく。

（イ ）ػ能性の表ࣔがされている঎඼について、ফඅ
ऀはどのఔ౓のエビデンスがあると認ࣝするの
か。۩体的には、%4 ੡඼の࿨༁൛ฒͼにಛ定อ
健用৯඼及ͼӫཆػ能৯඼の੡඼をෳ数種類用ҙ
し、これらの੡඼のػ能性表ࣔについて、┭┲ⓤ┺┭┸┶┳
のデータにͮجき表ࣔされていると認ࣝするの
か、ಈ෺を用いた ┭┲ⓤ┺┭┺┳ のデータにͮجき表ࣔ
されていると認ࣝするのか、ώτݧࢼによるデー
タにͮجき表ࣔされていると認ࣝするのか、とい

う点౳についてҙ見をௌく。また、ػ能性の表ࣔ
がߦわれる঎඼について、࠷௿どのఔ౓のエビデ
ンスがඞཁと考えるかについてもҙ見をௌく。

（ウ ）様々なエビデンスϨベルの৯඼のػ能性を、ޡ
認なくかつ分かりやすくফඅऀに伝えるには、ど
のようなจ言、表ࣔ方法であるべきか。

2）ྔ的調査（インターネοτ調査）
 ɹάルーϓώΞリンάでಘられたૅج的知見のଥ当性
を検ূし、新੍౓のたたき୆Ҋにつなげていくことを
໨的に、ػ能性表ࣔのޡ認཰が高いと૝定されるूஂ
をؚむूஂ（3,000 人ఔ౓で、զが国の人ߏޱ੒に合
わせたものとする）をର৅に、インターネοτ調査を
能৯ػうこととした。ซせてಛ定อ健用৯඼、ӫཆߦ
඼、「いわΏる健康৯඼」のར用実ଶについても調査
することとした。

（�）%4੍౓ʹؔすΔ՝୊౳੔ཧ
新੍౓の検౼をద੾かつޮ཰的にߦうたΊに、%4 ੍

౓（/%*、(FOFSBMMZ RFDPHOJ[FE BT 4BGF（(R"4）੒分、
有֐事৅発生࣌の報告・リίール౳に関する੍౓をؚ
む）に関する関連法ྩ、ࢦ਑の΄か、関連Ϩϙーτ、࿦
จの࿨༁をߦうとともに、当੍֘౓の՝題としてࢦఠさ
れている点について੔ཧすることとした。

̒ɽ�ௐࠪۀࣄͷ࣮ࢪͱ৽੍౓ʹޙࠓ͚ͨ޲ͷݕ
౼༧ఆ

本調査事ۀについては、૯合ೖࡳの結果、ࣜגձࣾイ
ンテージリαーνが受ୗすることとなった。ฏ੒ 25 年
12 月現ࡏ、ಉࣾはফඅऀிとີに連བྷをऔりつつ、֤
調査の実ࢪに向け、४උを進Ίているところである。

な͓、ফඅऀிは、厚生労働省及ͼ೶ྛਫ࢈省のྗڠ
のもと、ฏ੒ 25 年 12 月 20 日に、学ࣝऀݧܦ、ফඅऀ
ஂ体、事ऀۀの୅表౳をަえた「৯඼の新たなػ能性表
੍ࣔ౓に関する検౼ձ」（座長ɿদᖒ༎次・大ࡕ大学໊
༪ڭ授、一ൠஂࡒ法人ॅ༑病ӃӃ長）のୈ 1 ճձ合を開
した࠵ 5）。ফඅऀிとしては、ಉ検౼ձを月 1 ճఔ౓開
し、ฏ੒࠵ 26 年Նࠒまでに報告ॻをऔりまとΊたいと
考えている。そして、その後、報告ॻを౿まえた新੍౓
Ҋをফඅऀҕһձにࢾり、パϒリοクίϝンτのௌऔを
て、ฏ੒ܦ 26 年౓末までに新੍౓をߦࢪしていく予定
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である。

̓ɽ͓ΘΓʹ

੓ཱࡦҊをする上でॏཁなのは、ݶられた࣌間や予
知ط、Ϛンパϫーの中、関連情報をޮ཰的にऩूし、ࢉ
のものと未知のもの、଍りているものとෆ଍しているも
のを଎やかに見ۃΊていくことではないかと思われる。
しかし、それにも૿してॏཁなのは、は͡Ίに໨ඪを明
確にした上で、どのような方々にྗڠをґཔするかもؚ
Ίて、໨ඪを確実にୡ੒できるܭըを、いかにスピーυ
を持ってཱてていくかということではないかと思われײ
る。ただし、このことはߦ੓ಛ有のものではܾしてなく、
ྫえ͹֤ۀاがϛοシϣンやビジϣン、ܦӦઓུ౳に
ଇって、Ϛーέティンάϛοクスを଎やかにかつ໖ີに
にҠしていくϓϩηスと、実は΄とߦஙし、ண実に実ߏ
んど変わらないのではないかとචऀは考えている。

新੍౓について、いろいろなҙ見があることはे分ঝ
知している。ফඅऀிとしては、「ফඅऀߦ੓の『଩औ
り໾』として、ফඅऀがओ໾となって、҆৺して҆શで
๛かに฻らすことができるࣾձを実現する」というϛο
シϣンのもと、有ࣝऀや国ຽの੠を޿くௌきながら、ফ
අऀのޡ認をটかない、自ओ的かつ合ཧ的な঎඼選択に
する表੍ࣔ౓をつくるたΊに、あらΏる౒ྗを੯しまࢿ
ないॴଘである。新੍౓に向けたফඅऀிのऔ૊に、͝
ཧ解、͝ྗڠをいただけると๬外のتͼである。

ʻࢿߟࢀྉʼ

ը（ฏ੒ܭࢪվֵ実੍ن  （1  25 年 6 月 1� 日 ֳܾٞ定）� 
IUUQ���XXX8�DBP�HP�KQ�LJTFJ�LBJLBLV�LBJHJ�
QVCMJDBUJPO�13061��JUFN1�QEG

 2）  'PPE BOE %SVH "ENJOJTUSBUJPO� (VJEBODF GPS 
*OEVTUSZ� 4VCTUBOUJBUJPO GPS %JFUBSZ 4VQQMFNFOU 
$MBJNT .BEF 6OEFS 4FDUJPO �03（S）（6）PG UIF 
'FEFSBM 'PPE, %SVH, BOE $PTNFUJD "DU� IUUQ���XXX�
GEB�HPW�GPPE�HVJEBODFSFHVMBUJPO�HVJEBODFEPDVNFOUT
SFHVMBUPSZJOGPSNBUJPO�EJFUBSZTVQQMFNFOUT�
VDN0�3200�IUN

 3）  0GGJDF PG *OTQFDUPS (FOFSBM, %FQBSUNFOU PG )FBMUI BOE 
)VNBO 4FSWJDFT� %JFUBSZ TVQQMFNFOUT� 4USVDUVSF�

GVODUJPO DMBJNT GBJM UP NFFU GFEFSBM SFRVJSFNFOUT� 
IUUQT���PJH�IIT�HPW�PFJ�SFQPSUT�PFJ�01�11�00210�QEG

 �）  0GGJDF PG *OTQFDUPS (FOFSBM, %FQBSUNFOU PG )FBMUI BOE 
)VNBO 4FSWJDFT� %JFUBSZ TVQQMFNFOUT� $PNQBOJFT 
NBZ CF EJGGJDVMU UP MPDBUF JO BO FNFSHFODZ� IUUQT���
PJH�IIT�HPW�PFJ�SFQPSUT�PFJ�01�11�00211�QEG

 5）  ফඅऀி � ୈ̍ճ৯඼の新たなػ能性表੍ࣔ౓に関
す る 検 ౼ ձ（ ฏ ੒ 25 年 12 月 20 日 ）ɽ IUUQ���XXX�
DBB�HP�KQ�GPPET�JOEFY19�IUNM

199� 年ɹ明࣏大学จ学部จ学科ɹଔۀ

 ຯのૉθネϥルϑーρࣜגձࣾɹೖࣾ

2001 年ɹ東京೶ۀ大学Ԡ用生෺科学部ӫཆ科学科にࣾձ人ೖ学

200� 年ɹ東京೶ۀ大学大学Ӄ೶学研究科ത࢜前ظ՝ఔɹमྃ

2011 年ɹԬࢁ大学大学Ӄҩࣃༀ学૯合研究科ത࢜՝ఔɹमྃ

 Ԭࢁ大学大学Ӄҩࣃༀ学૯合研究科助ڭ

 厚生労働省 ೖ省（9 月）

 ফඅऀி৯඼表ࣔ՝（現ɿ৯඼表ࣔاը՝）に出向（10 月）

 ফඅऀி৯඼表ࣔاը՝ɹ৯඼表ࣔ調査׭（現৬）

ུྺ
Ԙᖒɹ৴ （ྑ͓͟͠ΘɹͷͿΑ͠）؅ཧӫཆ࢜ɺത （࢜ҩֶ）
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-POH�5FSN�*NQBDU�PG�$PNNVOJUZ�#BTFE�*OGPSNBUJPO
�
&EVDBUJPO�BOE�$PNNVOJDBUJPO�"DUJWJUJFT�PO�'PPE�)ZHJFOF�
BOE�'PPE�4BGFUZ�#FIBWJPST�JO�7JFUOBN��"�-POHJUVEJOBM�4UVEZ

ϕτφϜʹ͓͚Δ৯඼Ӵੜɾ҆શߦಈʹର͢Δ
஍Ҭʹࠜͨ͟͠ڭҭɾ׆ൃܒಈͷ௕ظతޮՌ

∁སɹٱඒࢠ

*-4*�+BQBO�$)1
αΠΤϯςΟϑΟοΫɾϓϩάϥϜϚωʔδϟʔ

,6.*,0�5","/"4)*
4DJFOUJGJD�1SPHSBN�.BOBHFS

*-4*�+BQBO�$)1

എܠɿ్上国に͓いて、Ԛ染されたਫや৯඼のઁऔは、子供がԼཀྵ症をҾきىこすओなཁҼとなっている。ベτ
ナムに͓いて、஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈをߦうことが、อऀޢのద੾な৯඼Ӵ生・҆શߦಈを持ଓ的に実ફ
するたΊの有ޮな方法になりಘる可能性がある。本研究の໨的は、৯඼Ӵ生・҆શߦಈにରする஍Ҭにࠜ͟したڭ
ҭ・ܒ発׆ಈの長ظ的ޮ果を検ূすることである。
ํ๏ɿϋノイ߫外のϑイクンଜにて、6 か月から 5 にରして࣭（ऀޢอ）未ຬの子供と子供のੈ話をするՈ଒ࡀ

໰ࢴを用いた調査をߦった。本研究のデザインは、܁りฦしのԣ断研究である。2 年間で 3 ճの調査をߦった。ベー
スϥイン調査は、2006 年 1 月に実ࢪした（125 ໊）。次に、5 か月間のࢀՃܕϓϩάϥム、ଓいて � か月間のڭҭ・
�し、200ࢪ発հೖϓϩάϥムを実ܒ 年 1 月に 1 ճ໨のධՁをର৅にߦった（132 ໊）。さらに、1 年間の自ཱڭܕҭ・
後、2008ࢪ発ϓϩάϥムを実ܒ 年 1 月に 2 ճ໨のධՁをߦった（185 ໊）。อऀޢのద੾な৯඼Ӵ生・҆શߦಈの
実ફ཰、ڭҭ・ܒ発׆ಈのΧόー཰、子供のԼཀྵ症ጶױ཰について、ベースϥインから 1 ճ໨ධՁ΁の変化、なら
ͼに 1 ճ໨ධՁから 2 ճ໨ධՁ΁の変化を検౼した。また、2 ճ໨ධՁ࣌に͓いて、多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈを
վળするのに有ޮなڭҭ・ܒ発׆ಈを検౼するにあたり、ॏճؼ分析をߦった。
݁Ռɿ子供のԼཀྵ症ጶױ཰は、ベースϥイン࣌に 21�6 � であったが、1 年໨ධՁ࣌に͓いて ��6 ˋに有ҙにݮ

少し（1�0�002）、2 ճ໨ධՁ࣌まで௿いጶױ཰をҡ持していた（5�9 ˋ）。৯඼Ӵ生・҆શߦಈ 1� ߲໨のうち、11
߲໨が 2 ճ໨ධՁ࣌までにվળした。τイϨの後のखચいは 1 ճ໨ධՁ࣌ならͼに 2 ճ໨ධՁ࣌の྆方の࣌点に
͓いてվળが認Ίられた。1 ճ໨ධՁ࣌に有ҙなվળが認Ίられたのは、৯඼҆શߦಈ 3 ߲໨であった。一方、2
ճ໨ධՁ࣌に有ҙなվળが認Ίられたのは、৯඼Ӵ生ߦಈ � ߲໨であった。ਫ؅ཧ૊合によるϑリοϓνャーτを
用いたڭҭ・ܒ発׆ಈは、より多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈの実ફに有ҙに関連していた。
݁࿦ɿベτナムをؚむ్上国でߦわれるਫ・公ऺӴ生分໺のϓϩάϥムでは、ϑリοϓνャーτ౳の持ちӡͼが

可能な個ผڭҭࡐڭを用いた׆ಈを૊Έࠐむことで、持ଓ的なڭҭ・ܒ発׆ಈが実現し、多数の৯඼Ӵ生・҆શߦ
ಈをվળさせることがࣔࠦされた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�
#BDLHSPVOE� *OHFTUJPO PG DPOUBNJOBUFE XBUFS PS GPPE JT B NBKPS DPOUSJCVUPS UP DIJMEIPPE EJBSSIFB JO EFWFMPQJOH 

DPVOUSJFT� *O 7JFUOBN, UIF VTF PG DPNNVOJUZ�CBTFE JOGPSNBUJPO, FEVDBUJPO BOE DPNNVOJDBUJPO（*&$）BDUJWJUJFT DPVME 

ཁɹࢫ
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̍ɽഎܠ

৯඼をӴ生的・҆શにอつことは、子供がԼཀྵ症にײ
染するリスクをݮらすのにॏཁな໾割を果たす 1, 2）。৯
඼をӴ生的・҆શにอつたΊのߦಈは、大きく分けて 2
つに分類される。1 つ໨は、ੴݨを࢖ったखચいを実ફ
しਗ਼ܿにอつことである 3）。2 つ໨は、৯඼を৯べた࣌
に健康ඃ֐をىこさないよう৯඼を҆શにอつことであ
る �, 5）。しかしながら、อऀޢのෆద੾な৯඼Ӵ生・҆
શߦಈは、日常生׆の中で子供がԼཀྵ症をҾきىすݪҼ
となり、発ల్上国のΈならͣ、ઌ進国に͓いても子供
の健康をڴかす大きな໰題である 6）。このような身ۙに
જむԼཀྵ症を予๷するたΊの有ޮなରࡦは、΄とんどの
৔合、高౓な技術をඞཁとしない。Ոఉでできる簡単で
ಈを実ફすることにより、子ߦ本的な৯඼Ӵ生・҆શج
供のԼཀྵ症を予๷できることが知られている �, 8, 9）。しか
しながら、これらのߦಈをվળするのは༰қではない 10）。

1990 年୅中ࠒから、৯඼Ӵ生・҆શߦಈをվળする
たΊに、様々な方法やखஈを用いたڭҭ・ܒ発׆ಈがߦ
われてきた 11）。ैདྷ、ڭҭ・ܒ発׆ಈは、ର৅とするߦ
ಈとରԠするϝοηージをߜり、いくつかのखஈを用い

て情報を伝ୡする方法が用いられてきた 12）。一方、஍Ҭ
にࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈをऔりೖれた研究では、多数
のߦಈをվળのର৅とし、多数のϝοηージをఏ供した
としてもैདྷの方法とಉ様のߦಈվળޮ果がಘられるこ
とがࣔされている �, 13）。しかしながら、৯඼Ӵ生・҆શ
ಈをվળするにあたߦ点で多数の؍ಈという྆方のߦ
り、஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈの長ظ的なޮ果を検
౼した研究はない。

ベτナムはۙ年のٸ଎なࡁܦ੒長により、2009 年に
はԼҐ中ॴಘ国となった。しかしながら、อऀޢのෆద
੾な৯඼Ӵ生・҆શߦಈは、5 未ຬの子供がԼཀྵ症をࡀ
発症するཁҼである 1�, 15, 16）。様々な੓෎૊৫が連ܞし、
৯඼Ӵ生・҆શߦಈをվળするたΊに஍Ҭにࠜ͟したڭ
ҭ・ܒ発׆ಈにऔ૊んでいる。しかし、これまでベτナ
ムで実ࢪされてきたڭҭ・ܒ発׆ಈにはいくつかのܽ点
があることがࢦఠされている 1�）。ྫ え͹、֦੠ثを࢖い、
τοϓダウン的に一方的な情報ఏ供をߦう点、また࠷も
情報をඞཁとしているอऀޢまでڭҭ・ܒ発׆ಈがߦき
౉らない点である。さらに、ベτナムでは、多数の৯඼
Ӵ生・҆શߦಈをվળし、ҡ持させるたΊの有ޮなڭ
ҭ・ܒ発׆ಈを検౼した研究はߦわれていない。このよ

CF B TVTUBJOBCMF TUSBUFHZ UP JNQSPWF GPPE IZHJFOF BOE GPPE TBGFUZ CFIBWJPST� 5IJT TUVEZ UIVT FYBNJOFE UIF MPOH�
UFSN JNQBDU PG DPNNVOJUZ�CBTFE *&$ BDUJWJUJFT PO GPPE IZHJFOF BOE GPPE TBGFUZ CFIBWJPST�
.FUIPET� *O UIJT MPOHJUVEJOBM TUVEZ, XF JOUFSWJFXFE DBSFHJWFST PG DIJMESFO BHFE CFUXFFO TJY NPOUIT BOE GPVS 

ZFBST JO TVCVSCBO )BOPJ� #BTFMJOF EBUB XFSF DPMMFDUFE JO JBOVBSZ 2006（O � 125）� "GUFS DPOEVDUJOH *&$ 
JOUFSWFOUJPOT, XF DPMMFDUFE B 1TU TFU PG FWBMVBUJPO EBUB JO JBOVBSZ 200�（O � 132）� 5P FYBNJOF UIF MPOH�UFSN JNQBDU 
PG UIF JOUFSWFOUJPOT, XF UIFO DPMMFDUFE B 2OE TFU PG FWBMVBUJPO EBUB JO JBOVBSZ 2008（O � 185）� $IBOHFT JO DIJMEIPPE 
EJBSSIFB QSFWBMFODF, *&$ DPWFSBHF, BOE GPPE IZHJFOF BOE GPPE TBGFUZ CFIBWJPST XFSF BTTFTTFE PWFS B UXP�ZFBS 
QFSJPE VTJOH CJWBSJBUF BOE MPHJTUJD SFHSFTTJPO BOBMZTFT� &GGFDUJWF *&$ DIBOOFMT XFSF EFUFSNJOFE UISPVHI NVMUJQMF 
MJOFBS SFHSFTTJPO BOBMZTJT�
3FTVMUT� $IJMEIPPE EJBSSIFB XBT TJHOJGJDBOUMZ SFEVDFE GSPN 21�6 � BU CBTFMJOF UP ��6 � BU UIF 1TU QPTU�

JOUFSWFOUJPO FWBMVBUJPO（1 � 0�002）, BOE UP 5�9 � BU UIF 2OE FWBMVBUJPO� "NPOH 1� GPPE IZHJFOF BOE GPPE TBGFUZ 
CFIBWJPST NFBTVSFE, B UPUBM PG 11 CFIBWJPST XFSF JNQSPWFE PS NBJOUBJOFE CZ UIF 2OE FWBMVBUJPO� )BOEXBTIJOH BGUFS 
UPJMFU VTF XBT TJHOJGJDBOUMZ JNQSPWFE BU CPUI FWBMVBUJPO QPJOUT� 0WFSBMM, 3 GPPE TBGFUZ CFIBWJPST BOE � GPPE IZHJFOF 
CFIBWJPST XFSF GPVOE UP IBWF TJHOJGJDBOUMZ JNQSPWFE BU UIF 1TU BOE BU UIF 2OE FWBMVBUJPOT, SFTQFDUJWFMZ� 'MJQ DIBSU 
DPNNVOJDBUJPO BENJOJTUFSFE CZ DPNNVOJUZ HSPVQT XBT JEFOUJGJFE UP CF UIF NPTU FGGFDUJWF *&$ DIBOOFM GPS FGGFDUJOH 
CFIBWJPS DIBOHF（1 � 0�018）�
$PODMVTJPOT� 'MJQ DIBSU DPNNVOJDBUJPO BENJOJTUFSFE CZ DPNNVOJUZ HSPVQT JT FGGFDUJWF GPS JNQSPWJOH NVMUJQMF GPPE 

IZHJFOF BOE GPPE TBGFUZ CFIBWJPST JO TVTUBJOBCMF XBZT, BOE TIPVME CF JODMVEFE JO XBUFS BOE IFBMUI QSPNPUJPO QSPHSBNT�

5BLBOBTIJ ,, 2VZFO %5, -F )PB /5, ,IBO /$, :BTVPLB J, FU BM� （2013） -POH�5FSN *NQBDU PG $PNNVOJUZ�
#BTFE *OGPSNBUJPO, &EVDBUJPO BOE $PNNVOJDBUJPO "DUJWJUJFT PO 'PPE )ZHJFOF BOE 'PPE 4BGFUZ #FIBWJPST JO 
7JFUOBN� " -POHJUVEJOBM 4UVEZ�ⓤ└┐┳┗ⓤ┓┒┉ 8（8）� F�065�� EPJ�10�13�1� KPVSOBM�QPOF�00�065� からసࡌ
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うな研究՝題にऔり૊むことは、国際ࢧԉϓϩάϥムの
ような外部のࢧԉがऴྃした後もର৅஍Ҭに͓いて持ଓ
可能なڭҭ・ܒ発׆ಈを見出すのにॏཁなことである。

̎ɽ໨త

本研究の໨的は、多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈにରする
஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈの長ظ的ޮ果վળを検ূ
することである。

̏ɽํ๏

（�）�ର৅ऀٴͼௐࠪํ๏
ର৅஍Ҭは、ベτナムのϋノイ߫外のϑイクンଜであ

る。2006 年࣌の人ޱは約 3,900 人であった。ର৅ऀは、
6 か月から 5 未ຬの子供と子供のੈ話をするՈ଒（อࡀ
りฦしのԣ断研܁、である。本研究のデザインは（ऀޢ
究である。2 年間で 3 ճの調査をߦった。ベースϥイン
調査は、2006 年 1 月に実ࢪした。次に、5 か月間のࢀ
Ճܕϓϩάϥム、ଓいて � か月間のڭҭ・ܒ発հೖϓϩ
άϥムを実ࢪし、200� 年 1 月に 1 ճ໨のධՁをߦった。
さらに、1 年間の自ཱڭܕҭ・ܒ発ϓϩάϥムを実ࢪ後、
2008 年 1 月に 2 ճ໨のධՁをߦった。

（�）�஍Ҭʹࠜͨ͟͠ڭҭ・׆ൃܒಈ
஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈは、ଜの診ྍॴが؅ཧ

する 5 未ຬの子供のリスτからಛ定したࡀ 6 か月から 5
した（ਤࢪશһをର৅に実ऀޢ未ຬの子供及ͼอࡀ 1）。
ϓϩάϥムܕՃࢀ （1

ಈの׆ϓϩάϥムでは、まͣ、஍Ҭにࠜ͟したܕՃࢀ
୲いखとなる人ࡐを見出し、ਫ؅ཧ૊合を結੒した。次
に、อऀޢとのάルーϓディスΧοシϣン及ͼベースϥ
イン調査結果をجに、վળର৅とする৯඼Ӵ生・҆શߦ
ಈを選定し、ڭҭ・ܒ発׆ಈのϝοηージをܾ定した。
さらに、஍Ҭの人ࡐػࢿ、ࡐの有ޮ׆用を考ྀし、5 種
類のڭҭ・ܒ発खஈ（ϫークシϣοϓ、ニューζϨター、
֦੠ثによる์ૹ、ࣔܝ൘、ϑリοϓνャーτ（ډࣳࢴ
ࣜഔ体））を選定した（ਤ 2）。
発հೖϓϩάϥムܒ・ҭڭ （2

ಈߦ発հೖϓϩάϥムでは、৯඼Ӵ生・҆શܒ・ҭڭ
のվળが子供のԼཀྵ症を予๷するというϝοηージとと
もにいくつもの実ફ的なΞυόイスを、5 種類のڭҭ・
ಈのվળをਤった。ϫークߦ、発खஈにより伝ୡしܒ
シϣοϓは、ベτナム国ཱӫཆ研究ॴの৬һが講ࢣを຿
Ί、2 ճ開࠵した。それͧれ約 2�0 ໊のอऀޢのࢀՃを
ಘた。ニューζϨターは、ベτナム人ऀهのऔࡐからಘ
たଜの情報及ͼ৯඼Ӵ生・҆શߦಈの情報をࡌܝし、3
ճ発ߦした。֦੠ثからは、ि 2 ճ、৯඼Ӵ生・҆શߦ
ಈの情報を์ૹした。ࣔܝ൘については、定ظ的にࣔܝ
෺をషりସえ、情報ఏ供をߦった。ϑリοϓνャーτは、
"3 ൑Χϥー6 ຕ௲りを 2 種類࡞੒した。ਫ؅ཧ૊合に
ରし、ϑリοϓνャーτを用いたܒ発׆ಈの方法に関す
るτϨーニンάをߦい、持ଓ的な׆ಈがߦえるよう࢓૊
Έを࡞った。
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3） 自ཱڭܕҭ・ܒ発ϓϩάϥム
自ཱڭܕҭ・ܒ発ϓϩάϥムでは、ਫ؅ཧ૊合がల開

するڭҭ・ܒ発ϓϩάϥムをҡ持し、อऀޢのద੾な৯
඼Ӵ生・҆શߦಈの強化をਤった。

（�）�࣭໰ථ
ベτナムอ健省が類ࣅの調査に用いた࣭໰ථをجに、

8)0 及ͼベτナムอ健省の৯඼Ӵ生・҆શߦಈࢦ਑を
とのάルーϓऀޢরし࣭໰を௥Ճした。さらに、อࢀ
ディスΧοシϣンからಘた情報を࣭໰ථに൓өさせた。
࣭໰ථは、ᶃ อऀޢのଐ性、ᶄ ਫの࢖用ঢ়گ、ᶅ 子供
のԼཀྵ、ᶆ ৯඼Ӵ生・҆શߦಈ、ᶇ ڭҭ・ܒ発׆ಈの
調査߲໨をؚΈ、予උ調査によりอऀޢが࣭໰のҙਤを
ཧ解できるか確認した。

（�）�ௐ߲ࠪ໨
ओཁޮ果ࢦඪは、৯඼Ӵ生・҆શߦಈであった。1�

߲໨の৯඼Ӵ生・҆શߦಈのうち 10 ߲໨は、ੴݨによ
るखચい、� ߲໨は৯඼Ӵ生ߦಈであった。これらの߲
໨を個ผにධՁするのとฏߦして、૯合的にධՁするた
Ίに、ద੾なߦಈには 1 点、ෆద੾なߦಈには 0 点を
割り当て、ಘ点化した。ೋ次的ޮ果ࢦඪは、子供のԼཀྵ
症ጶױ཰であった。๫࿐変数は、本研究のϓϩάϥムか
らఏ供した 5 つのڭҭ・ܒ発׆ಈखஈ及ͼϚスϝディΞ
からの情報であった。ಠཱ変数は、อऀޢのଐ性、ਫの

。であったگ用ঢ়࢖

（�）�σʔλऩू
࣭໰ථを用いたインタビュー調査は、研究ػྗڠ関で

あるベτナム国ཱӫཆ研究ॴの৬һをޏ用し、࣭໰ථに
関する研म実ࢪ後にߦった。

（�）�αϯϓϧαΠζ
ద੾な৯඼Ӵ生・҆શߦಈの実ફ཰について、25 ˋ

のࠩ異を検出するたΊに、調査ຖにඞཁαンϓル数を
120 ໊とਪ定した（検出ྗ 80 ˋ、৴པਫ४ 95 ˋ）。

（�）�ղੳํ๏
஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈのର৅となったอऀޢ

は、ଜશ体で、ベースϥイン࣌ɿ298 ໊、1 ճ໨ධՁ࣌ɿ
320 ໊、2 ճ໨ධՁ࣌ɿ356 ໊であった。࠷ऴ的にデー
タ解析に用いた調査ࢀՃऀ数は、ベースϥイン࣌ɿ125
໊（�2 ˋ）、1 ճ໨ධՁ࣌ɿ132 ໊（�1 ˋ）、2 ճ໨ධ
Ձ࣌ɿ185 （໊52 ˋ）であった。ڭҭ・ܒ発׆ಈのΧόー
཰、৯඼Ӵ生・҆શߦಈの実ફ཰、子供のԼཀྵ症ጶױ཰
の変化については、単変ྔ解析後、ϩジスティοクճؼ
分析をߦい、ベースϥインから 1 ճ໨ධՁ΁の変化、な
らͼに 1 ճ໨ධՁから 2 ճ໨ධՁ΁の変化を検౼した。
2 ճ໨ධՁ࣌に͓いて、より多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈ
をվળするのに有ޮなڭҭ・ܒ発׆ಈを検౼するにあた
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1）  ワークショップ

示൘ܝ （4

2） χューズレター

5） フリップνャート

3） ֦੠ث



り、ॏճؼ分析をߦった。౷ܭ解析には、4144 7FS�13�0 
GPS 8JOEPXT を用い、有ҙਫ४は 5 （̀྆ଆ検定）とした。

（�）�ྙཧత഑ྀ
本研究は、東京大学研究ྙཧ৹査（ঝ認൪߸ 1329）

及ͼベτナム国ཱӫཆ研究ॴのঝ認をಘて実ࢪした。ま
た、อऀޢ及ͼ子供の研究ࢀՃについては、研究のझࢫ
及ͼൿີอ持に関するઆ明後、ಉҙॻ΁のαインをಘた。 

̐ɽ݁Ռ

（�）�อऀޢͷಛ௃
3 ճの調査に͓いて、อऀޢのଐ性に関するओなࢦඪ

は類ࣅしていたが、อऀޢのタイϓ、৬ۀ、Ո଒һの人
数に͓いては、ࠩ異が認Ίられた。

（�）�ਫͷ࢖༻ঢ়گ
3 ճの調査を通して、ҿྉਫ、ྉཧ用ਫ、調ཧ用ਫ、

ચড়用ਫという生׆にඞཁなਫは、ओにਫॲཧࢪઃから
ಘて͓り（83�8 ˋʙ86�� ˋ）、े分なྔのਫをಘている
ことが認Ίられた（60 リοτルʗ人ʗ日以上）。

ಈͷΧόʔ཰׆ൃܒ・ҭڭ�（�）
ϚスϝディΞからの情報をಘているอऀޢは、1 ճ໨

ධՁ࣌にฏۉ 13�9 ˋ、2 ճ໨ධՁ࣌にฏۉ 20�� ˋであっ
た。本ϓϩάϥムからఏ供した 5 つのڭҭ・ܒ発׆ಈख
ஈから情報をಘているอऀޢは、1 ճ໨ධՁ࣌にฏۉ
�5�9 ˋ、2 ճ໨ධՁ࣌にฏۉ 6��6 ˋであった（表ུ）。
また、5 つのڭҭ・ܒ発׆ಈखஈのうち 1 ճ໨ධՁ࣌及
ͼ 2 ճ໨ධՁ࣌ڞに、ฏۉ 3 種類のڭҭ・ܒ発खஈか
ら情報をಘていた。

（�）�৯඼Ӵੜ・҆શߦಈͷมԽ
৯඼Ӵ生・҆શߦಈ 1� ߲໨のうち、11 ߲໨が 2 ճ໨

ධՁ࣌までにվળした（ਤ 3 、�）。τイϨの後のखચい
は 1 ճ໨ධՁ࣌ならͼに 2 ճ໨ධՁ࣌の྆方の࣌点に
͓いてվળが認Ίられた（1 ճ໨ɿ22�0 ˋから 33�3 （̀1 
� 0�001）、2 ճ໨ɿ33�3 ˋから 53�8 （̀1 � 0�002）。1 ճ
໨ධՁ࣌に有ҙなվળが認Ίられたのは、৯඼҆શߦಈ
3 ߲໨であった。一方、2 ճ໨ධՁ࣌に有ҙなվળが認
Ίられたのは、৯඼Ӵ生ߦಈ � ߲໨であった。৯඼҆શ
実ફ཰がۉಈはશ体的に、ベースϥイン࣌点でฏߦ
�5�5 ˋと高く、1 ճ໨ධՁ࣌にはฏۉ 88�� ˋに૿Ճし、
2 ճ໨ධՁ࣌にはฏۉ 91�� ˋをҡ持していた（ベース
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ϥインからは 16�3 ϙインτの上ঢ）。 ৯඼Ӵ生ߦಈは
શ体的に、ベースϥイン࣌点でฏۉ実ફ཰がฏۉ 21�3 
ˋと௿く、1 ճ໨ධՁ࣌に͓いてもฏۉ 22�9 ˋと૿Ճ
が認Ίられなかったが、2 ճ໨ධՁ࣌に͓いてはฏۉ
3��9 ˋに૿Ճにした（ベースϥインからは 16�� ϙイン
τの上ঢ）。ಘ点化した 1� ߲໨の৯඼Ӵ生・҆શߦಈ
のうち、ベースϥインではฏۉ ��96 ߲໨の৯඼Ӵ生・
҆શߦಈが実ફされていた（表ུ）。̍ճ໨ධՁ࣌では、
5�50 ߲໨（1 � 0�0��）、2 ճ໨ධՁ࣌には、��23 ߲໨と
有ҙに૿Ճした（Q � 0�001）。

཰ױͷԼཀྵ঱ጶڙࢠ�（�）
ベースϥイン࣌に 21�6 ˋであった子供のԼཀྵ症ጶױ

཰は、1 年໨ධՁ࣌に͓いて ��6 ˋに有ҙにݮ少し（1 
� 0�002）、2 ճ໨ධՁ࣌まで௿いጶױ཰をҡ持していた

（5�9 �）（ਤུ）。

（�）�ޮՌతͳڭҭ・ൃܒखஈ
2 ճ໨ධՁ࣌に͓いて、ޮ果的なڭҭ・ܒ発खஈを検

౼した結果、ਫ؅ཧ૊合によるϑリοϓνャーτを用い
たڭҭ・ܒ発׆ಈは、より多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈの
実ફに有ҙに関連していた（1 � 0�018）（表 1）。また、े
分なྔのਫをಘているอऀޢは、より多数の৯඼Ӵ生・
҆શߦಈの実ફに有ҙに関連していた（1 � 0�019）。さら
に、いくつかのڭҭ・ܒ発׆ಈを૊Έ合わせることは、多
数の৯඼Ӵ生・̓ શߦಈの実ફには関連していなかった。

̑ɽ࡯ߟ

本研究では、多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈのվળが認Ί
られた。多数のߦಈにண໨することは、20 ߲໨のखચ
い・ਫ・Ӵ生ߦಈのうち 1� ߲໨のվળをࣔした研究に
よりࢧ持されている 13）。また、ߦಈのվળは知ࣝのվળ
とは異なり、ಛに஍Ҭࣾձの通念（4PDJBM OPSN）の変
化によりもたらされることがࣔࠦされている 13, 18）。本研
究に͓いても多数のߦಈվળには、஍Ҭࣾձの৯඼Ӵ
生・҆શߦಈにରする࢟੎の変化が影響しているものと
ਪ࡯する。本研究で࠾用した多くのϝοηージをఏ供す
る方法は、ઌߦ研究によりࢧ持されて͓り、本研究に͓
いても多数のߦಈվળに寄༩したとਪ࡯する �）。さらに、
Ξϓϩーν及ͼάルーϓディスΧοシϣンによܕՃࢀ
り、վળର৅とするߦಈを選定したことも多数の৯඼Ӵ
生・҆શߦಈのվળにつながったものと考える �, 18）。

実ફ཰が௿いߦಈは、持ଓ的なڭҭ・ܒ発׆ಈがඞཁ
になるたΊ、஍Ҭにࠜ͟した׆ಈが有ޮである。஍Ҭに
ࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈに͓いては、஍Ҭに͓いて֩と
なる૊৫を࡞ること、஍Ҭにطଘするࡐػࢿを׆用する
こと、֩となる૊৫の人һにରして、ڭҭ・ܒ発の実ࢪ
方法について、研मをߦうことがॏཁとなる 9, 11）。

本研究では、ਫ؅ཧ૊合が自ཱڭҭ・ܒ発ϓϩάϥム
ったϑリοϓνャーτによる情報ఏ供が、多数ߦ間にظ
の৯඼Ӵ生・҆શߦಈを実ફするのに࠷も有ޮなڭҭ・
、ಈであることが認Ίられた。ϑリοϓνャーτは׆発ܒ
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情報ఏ供ऀとௌऺとの௚઀的なίϛュニέーシϣンを൐
うର໘ࣜの情報ఏ供にҐஔ付けられる。このような情報
ఏ供खஈは、ద੾なߦಈを実ફするར点についてのཧ解
がಘやすいたΊ有ޮであることがࣔࠦされている 18）。

本研究のݶքとして、ओにԼهの 3 点が挙げられる。
自ݾਃ告によるճ౴であるたΊ、ա大に思い出してճ౴
した可能性を൱定できない。また、ରর܈をઃ定してい
ないたΊ、ଞϓϩジェクτによる影響を受けた可能性が
൱定できない。さらに、1 つのଜで実ࢪされた研究であ
るたΊ、ଞ஍Ҭに͓けるԠ用性を今後検౼するඞཁがあ
る。

以上のようなݶքがあるものの、本研究にはいくつか
の強Έもある。まͣ、本研究の 2 年໨に、ਫ؅ཧ૊合が
ओಋする 1 年間の自ཱڭܕҭ・ܒ発׆ಈのظ間をઃ定し
たこと、またこのظ間に多数の৯඼Ӵ生・҆શߦಈの実
ફ߲໨数の૿Ճをࣔしたことである。次に、܁りฦしの
ԣ断研究デザインを࠾用したことにより、調査ຖに異な
るอऀޢからデータをऩूすることができ、ଜの実ঢ়や
様々なཁҼを൓өした上で、ଜにॅࡏするอऀޢのશ体
的な৯඼Ӵ生・҆શߦಈがվળしたことをࣔしたことで
ある。࠷後に、ベτナム国ཱӫཆ研究ॴという੓෎ػ関
をパーτナーとして実ࢪした研究であるたΊ、研究の੒
果が国のࡦࢪにऔりࠐまれる可能性が高いことである。

̒ɽ݁࿦

஍Ҭにࠜ͟したڭҭ・ܒ発׆ಈは、৯඼Ӵ生と৯඼҆
શを૊Έ合わせた多数のߦಈをվળすることがࣔされ
た。ਫ؅ཧ૊合が実ࢪしたϑリοϓνャーτを用いたՈ
ఉ๚໰によるڭҭ・ܒ発׆ಈは、஍Ҭに͓いて持ଓ可能
なڭҭ・ܒ発׆ಈであることがࣔされた。ベτナムをؚ
む్上国でߦわれるਫ・公ऺӴ生分໺のϓϩάϥムで
は、ϑリοϓνャーτ౳の持ちӡͼが可能な個ผڭҭڭ
発ܒ・ҭڭむことで、持ଓ的なࠐಈを૊Έ׆を用いたࡐ
、ಈをվળさせߦಈが実現し、多数の৯඼Ӵ生・҆શ׆
子供のԼཀྵ症のݮ少にݙߩできることをظ଴する。

ˎ ɹˎ ɹˎ

「イルシー」ࢽ /P� 11�（2013 年）で報告した *-4* 
JBQBO $)1 の׆ಈのうち、1SPKFDU 48"/ɿ4BGF 8BUFS 
BOE /VUSJUJPO（҆શなਫの供څとӫཆอ健ڥ؀のվળ）
ϑェーζ 1 にてऩूしたデータを解析し࡞੒した࿦จが
2013 年 8 月にΦーϓンΞクηス・ジャーナル 1-04 
0/& から出൛された。48"/ の࠷ॳの実ࢪଜとなった
1ଜに͓いて2年間௥੻し、৯඼Ӵ生・̓ શߦಈ及ͼڭҭ・
。ಈの持ଓ性のଆ໘について検౼したものである׆発ܒ
（当ߘݪは、本ࢽ΁の寄ߘにあたり、上ه࿦จを日本
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⾲1 2ᅇ┠ホ౯᫬ࡿࡅ࠾࡟ከᩘࡢ㐺ษ࡞㣗ရ⾨⏕࣭Ᏻ඲⾜ືᐇ㊶ࡢỴᐃせᅉ
Table 1 Determinants of the greater number of proper FHFS behaviors at the 2nd evaluation

ಀᩘࢱ࣮࣋ ᶆ‽ㄗᕪ 3್*1

᭷ຠ࡞ᩍ⫱࣭ၨⓎάື᳨ࡢウ (n=183)*2

ᗜⶶ෭ࢆ᭷ಖࡋ࡚࠸ࡿ180.0224.0721.0

Ỉฎ⌮᪋タࡽ࠿༑ศ࡞㔞ࡢỈࢆᚓ࡚ࡿ࠸ (60ਁ/ே/᪥௨ୖ) 0.172 0.385 0.019

ࡿ࠸ᚓ࡚ࢆ᝟ሗࡽ࠿ࢺ࣮ࣕࢳࣉࢵࣜࣇ 0.174 0.352 0.018

ウ᳨ࡢᩍ⫱࣭ၨⓎάືࡢᩘ「 (n=183)*2

෭ⶶᗜࢆಖ᭷ࡿ࠸࡚ࡋ 0.147 0.427 0.046

ᮍṓ5‶ࡢ౪Ꮚࡀ௨ே2ୖ࠸ࡿ990.0974.0121.0

Ỉฎ⌮᪋タࡽ࠿༑ศ࡞㔞ࡢỈࢆᚓ࡚ࡿ࠸ (60ਁ/ே/᪥௨ୖ) 0.149 0.382 0.041

「ᩘࡢάⓎၨ࣭⫱ᩍື࠿ࡽሗ᝟ࢆᚓ࡚࠸ࡿ270.0901.0131.0

*1� 㔜ᅇᖐศᯒ ኚᩘῶᑡἲ
*2� ಖㆤ⪅ࡢᒓᛶࠊỈࡢ౑⏝≧ἣࡿࡼ࡟࢔࢕ࢹ࣓ࢫ࣐ࠊᩍ⫱࣭ၨⓎάືࡢࡽ࠿࣒ࣛࢢࣟࣉࠊᩍ⫱࣭ၨⓎάືࢆᢞ
ධࡢ࡚࡭ࡍࠋኚᩘࡢ㹎್0.1ࡀ௨ୗ࡛ࡲࡿ࡞࡟ኚᩘࢆῶᑡࠋࡓࡋ࡜ࣝࢹࣔ⤊᭱ࠊࡏࡉ
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��UI�*OUFSOBUJPOBM�$POHSFTT�PG�/VUSJUJPO（*$/）BOE�
*-4*�&VSPQF�0SHBOJTFE�8PSLTIPQ�PO�l-PX�HSBEF�
*OGMBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHF��#JPNBSLFST�
BOE�.PEVMBUJPO�CZ�%JFUBSZ�4USBUFHJFTz

*-4*�&VSPQF ϫーΫシϣοϓ l-PX�HSBEF�
*OqBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHFzͱ
ୈ ��ճࡍࠃӫཆֶձ

ɹོ࢘ޱࢁ
*-4*�+BQBO ௕ہ຿ࣄ

3:6+*�:"."(6$)*
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

国際ӫཆ科学連合（*6/4）ओ࠵のୈ 20 ճ国際ӫཆ学ձ（*$/）が、スϖインのάϥナダにて、2013 年 9 月 15
日ʙ20 日まで開࠵された。� 年に 1 ౓の開࠵であり、ӫཆ分໺の国際ձٞとして࠷大のものである。ҼΈに前ճは、
タイ・όンίクで開࠵され、*-4* 4&"R（東ೆΞジΞ஍Ҭࢧ部）が中৺となり、ϒース、ηοシϣンをऔり࢓੾っ
ていたが、今ճは、*-4* &VSPQF を中৺に *-4* として、科学ηοシϣン、ならͼにϒースのऔりまとΊをߦった。
次ճୈ 21 ճは、201� 年ΞルθンνンのϒエノスΞイϨスでの開࠵がܾまっていた。今ճのձٞでは、その次のձٞ
開࠵৔ॴをܾΊることになって͓り、2021 年のୈ 22 ճ *$/ は日本開࠵にܾまった。ӫཆをॏཁな׆ಈྖҬとして
いる *-4* JBQBO としては、日本国಺でのӫཆ研究の׆࠶性化をਤるඞཁがあり、さらに *-4* ϑΝϛリーのऔりま
とΊ໾というϛοシϣンもഎෛうඞཁがある。当વ、ࡒ੓的なαϙーτのඞཁ性も考ྀしなけれ͹ならない。今ճの
ձٞには、*-4* ϑΝϛリーとして、Ԥभ、中国、日本、ϒϥジルの֤ࢧ部の事຿ہ長、東ೆΞジΞ、Ξルθンνンの
ձ長ならͼに本部からのࢀՃがあった。本ձٞと、それにઌཱち*-4* &VSPQFが開࠵したϫークシϣοϓ “-PX�HSBEF 
*OGMBNNBUJPO� " )JHI�HSBEF $IBMMFOHF � #JPNBSLFST BOE .PEVMBUJPO CZ %JFUBSZ 4USBUFHJFT” のུ֓をԼهする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

5IF *6/4 20UI *OUFSOBUJPOBM $POHSFTT PG /VUSJUJPO（*$/）XBT IFME JO (SBOBEB, 4QBJO GSPN 4FQUFNCFS 16UI UP 
20UI�  5IJT *$/ JT IFME PODF FWFSZ GPVS ZFBST BOE JT UIF MBSHFTU JOUFSOBUJPOBM DPOGFSFODF JO UIF GJFME PG /VUSJUJPO�  

5IF MBTU UJNF XBT IFME JO #BOHLPL, 5IBJMBOE BOE *-4* 4&"R IBT UBLFO UIF MFBE JO NBOBHJOH UIF CPPUI BOE 
TDJFOUJGJD TFTTJPO SFMBUFE UP *-4*�  "U UIJT UJNF, *-4* &VSPQF IBT DPNQMFUFMZ NBOBHFE UIF *-4* TDJFOUJGJD TFTTJPOT 
BOE PVS *-4* CPPUI�  *U XBT EFDJEFE UIBU OFYU *$/ XPVME CF IFME JO #VFOPT "JSFT, "SHFOUJOF JO 201��

"U UIJT DPOGFSFODF, JU IBT CFFO EFDJEFE UIBU 5PLZP XJMM IPTU UIF 22OE *$/ $POHSFTT JO 2021�  4JODF POF PG PVS 
HPBMT JT UP GVSUIFS UIF VOEFSTUBOEJOH PG TDJFOUJGJD JTTVFT SFMBUFE UP OVUSJUJPO, *-4* JBQBO OFFET UP QSPNPUF UIF 
SFOPWBUJPO PG OVUSJUJPO SFTFBSDI JO JBQBO BOE UBLF B SFTQPOTJCJMJUZ GPS TVNNBSJ[JOH UIF *-4* BDUJWJUJFT UP UIF 
DPOHSFTT� *U TIPVME CF SFBMJ[FE UIBU XF XPVME CF SFRVJSFE DPOTJEFSBUJPO PG B DFSUBJO MFWFM PG GJOBODJBM TVQQPSUT�

"U UIJT DPOHSFTT, UIFSF BSF TFWFSBM *-4* &YFDVUJWF %JSFDUPST GSPN &VSPQF, 'PDBM 1PJOU JO $IJOB, #SB[JM, 4&"R 
BOE JBQBO, BOE BMTP TPNF *-4* 1SFTJEFOUT GSPN 4&"R BOE "SHFOUJOF�  5IJT JT NZ SFQPSU PVUMJOFT UIJT $POHSFTT BT 
XFMM BT *-4* &VSPQF PSHBOJTFE XPSLTIPQ PO “-PX�HSBEF�*OGMBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHF� ┆┭┳┱┥┶┯┩┶┷ⓤ┥┲┨ⓤ
┑┳┨┹┰┥┸┭┳┲ⓤ┦┽ⓤ┈┭┩┸┥┶┽ⓤ┗┸┶┥┸┩┫┭┩T”� XIJDI�UPPL QMBDF QSJPS UP UIF PGGJDJBM PQFOJOH PG UIF $POHSFTT� 

ཁɹࢫ
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̍ɽ*-4*�&VSPQF ϫʔΫγϣοϓ

*-4* &VSPQF 8PSLTIPQ
“-PX�HSBEF *OGMBNNBUJPO� " )JHI�HSBEF $IBMMFOHF � 
#JPNBSLFST BOE .PEVMBUJPO CZ %JFUBSZ 4USBUFHJFT”

日ɿ2013ظ 年 9 月 15 日  
৔ॴɿ )PUFM .BDJB RFBM %F -B "MIBNCSB
ɹɹ（スϖイン・άϥナダ）
ओ࠵ɿ *-4* &VSPQF 0CFTJUZ BOE %JBCFUFT 5BTL 'PSDF
 ,ɿ *-4* &VSPQF .FUBCPMJD *NQSJOUJOH 5BTL 'PSDF࠵ڞ

*-4* /PSUI "NFSJDB, *-4* 4PVUIFBTU "TJB, *-4* 
#SB[JM

ʻϓϩάϥϜʼ

IOUSPEVDUJPO BOE #BDLHSPVOE

Welcome and opening of the worLshop
D. #ÂnÂti
 ILSI Europe
 #E

Introduction and obKectives of the worLshop
S. Vinoy
 Mond⒔le[ International
 FR

Inflammation: Friend or foe 
A.M. Minihane
 6niversity of East Anglia
 6K

SFTTJPO �� IOGMBNNBUJPO JO ADVUF BOE $ISPOJD %JTFBTFT

1.1 Low-grade inflammation in cardiometabolic syndrome and diabetes
H. Roche
 6niversity College Dublin
 IE

1.2 Gut-systemic inflammatory aYis
K. Tuohy
 Fonda[ione Edmund Mach
 IT

1.3 Immune adaptation in the central nervous system in response to systemic infections
J. Teeling
 6niversity of Southampton
 6K

SFTTJPO �� %JFUBSZ .PEVMBUJPO PG IOGMBNNBUJPO

2.1 Dietary fat
 carbohydrates and inflammation
E. #laaL
 Maastricht 6niversity
 NL

2.2 Micronutrients and inflammation
M. Fenech
 CSIRO
 A6

2.3 Plant bioactives
 inflammation and ageing
D. Vau[our
 6niversity of East Anglia
 6K

2.4 Early life nutrition and inflammation
H.J. McArdle
 6niversity of Aberdeen
 6K

SFTTJPO �� 5SBOTMBUJPO PG 3FTFBSDI JOUP PVCMJD )FBMUI #FOFGJU BOE NPWFM PSPEVDUT

3.1 #iomarLers of inflammation in human nutrition studies
P. Calder
 6niversity of Southampton
 6K

3.2 Low-grade inflammation and health claims
#. Kremer
 TNO Quality of Life
 NL

SFTTJPO �� %JTDVTTJPO BOE 8SBQ�6Q

4.1 Wrap-up and closing remarLs
W. Russel
 6niversity of Aberden
 6K
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（�）*OUSPEVDUJPO�BOE�CBDLHSPVOE
1）8FMDPNF BOE PQFOJOH PG UIF XPSLTIPQ

%� #ÂOÂUJ
（*-4* &VSPQF, #FMHJVN）

事຿ہ長である %S� #ÂOÂUJ から *-4* &VSPQF の科学
׆ಈの進Ί方、ઐ໳ՈάルーϓによるタスクϑΥース׆
ಈ、その情報発৴について঺հ。今ճのシンϙジウムの
ओ ࠵ で あ る *-4* &VSPQF 0CFTJUZ BOE %JBCFUFT 5BTL 
'PSDF の׆ಈ、ならͼにڞ通テーϚにͮجいた *-4* ࢧ
部間のྗڠ体੍についても報告。 
2）*OUSPEVDUJPO BOE PCKFDUJWFT PG UIF XPSLTIPQ

4� 7JOPZ
（.POE⒔MF[ *OUFSOBUJPOBM, 'SBODF）

0CFTJUZ BOE %JBCFUFT 5BTL 'PSDF の໨的は、ᶃ ᶘܕ
౶೘病、ංຬ、৺ଁ୅ँػ能ෆશ症の進ߦの࢓૊Έを知
る、ᶄ それら࣬病の予๷、؅ཧに͓けるӫཆ（ओཁӫ
ཆૉ、ඍྔӫཆૉ、২෺όイΦ׆性੒分౳）の໾割を明
らかにする、ᶅ 技術、όイΦϚーΧーのֵ新、健康強
調表ࣔを実ূするώτհೖݧࢼに͓ける有ޮ性ධՁの
νェοク、である。本ϫークシϣοϓの໨的は、Ԍ症ঢ়
ଶに͓ける血ᕶや૊৫の࠷新όイΦϚーΧーデータのఏ
供である。健康なঢ়ଶや病気リスクを持つঢ়ଶに連ಈす
るܰ౓Ԍ症όイΦϚーΧーධՁやԌ症ϚーΧーの新見
ࣝ、ならͼにݶ定ݧࢼにଓくෳ合Ԍ症ϚーΧーに焦点を
当てている。
3）*OGMBNNBUJPO� 'SJFOE PS GPF 

"� .� .JOJIBOF
（6OJWFSTJUZ PG &BTU "OHMJB, 6,）

Ԍ症はఢຯ方ʁɹԌ症とはԿかʁɹ生དྷ໔ӸとదԠ໔

Ӹのどちらであるかという՝題。Ԍ症とは、多数の׭ث、
૊৫タイϓ、๛෋な化学Ԍ症性ϝディエーターの૬࡞ޓ
用をؚむෳࡶな୅ँϓϩηスである。

Ԍ症のফࢄは、単なるԌ症ϓϩηスのఀࢭではなく能
ಈ的աఔである。また、ຫ性ܰ౓Ԍ症はຫ性࣬ױをඃっ
たϗスτの病ཧ的ಛ௃である。Ԍ症はංຬやա৒ࢷ๱૊
৫に൐う୅ँ調અো֐のཁҼとなる。

୅ँ的には健康と認ࣝされる “健康ංຬタイϓ” に分
類され、୅ँ的にෆ健康ංຬタイϓより૊৫Ԍ症൓Ԡが
௿いと定ٛされるάルーϓが૿Ճしている。

（�）�4FTTJPO���� *OGMBNNBUJPO� JO� BDVUF� BOE�DISPOJD�
EJTFBTFT

1） -PX�HSBEF JOGMBNNBUJPO JO DBSEJPNFUBCPMJD 
TZOESPNF BOE EJBCFUFT

)� RPDIF
（6OJWFSTJUZ $PMMFHF %VCMJO, *SFMBOE）

๱ઁऔと遺伝ཁҼが合わさりϝタࢷ、本Ծઆとしてج
Ϙリοクシンυϩームになると考えられる。ϝタϘの進
用を調査。ϝタϘのリスクཁ࡞ޓに͓けるそれらの૬ߦ
Ҽを調査するԤभ無࡞ҝ৯事հೖ（&/&)1*-）ݧࢼに
ついて঺հ。Ծઆとして、ංຬを༠ಋする高ࢷ๱৯は、
)%-（高比ॏリϙタンパク）ػ能をݮ少させ、ࢷ๱Ԍ
症がओཁな )%- 。となる֐能性োػ
2）(VU�TZTUFNJD JOGMBNNBUPSZ BYJT

,� 5VPIZ
（'POEB[JPOF &ENVOE .BDI, *UBMZ）

શ身性Ԍ症ঢ়ଶに͓ける௎಺ඍ生෺૓、Ԍ症の影響に
ついて঺հ。৯事ઁऔパターンの変化（੢༸化すなわち
エネルΪー、ࢷ๱（ಛに๞࿨ࢷ๱）、ಈ෺性タンパク、
精੡౶のઁऔྔが多く、果෺、໺ࡊ、৯෺ણҡ、ϙリ
ϑェノール、ϛネϥル、ビタϛンのઁऔྔが少ない）が
もたらす໔Ӹ、୅ँ関連࣬病（৯඼ෆ଱症、৯඼ΞϨル
Ϊー、ංຬ、がん、神ױ࣬ܦ、ஒโ、ᓔ病౳）について
આ明。19�0 年୅からܹٸに自ݾ໔Ӹ性࣬ױのጶױ཰が
上ঢしてきた。ಛに๛かな国に、その܏向がΈられる。
௎಺ಟૉ症、Ԍ症やຫ性࣬ױに͓ける৯事調અ（ビϑィ
ζスઁەऔ）のޮ果。໔Ӹ調અޮ果をもたらす ("#"

（ЍôΞϛノཙࢎ）の影響（ίϨステϩール௿ݮ、ステϩー
ルٵऩ્֐౳）についてઆ明。またՃྸに൐う異常な௎
಺ඍ生෺૓の影響についても঺հ。
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3） *NNVOF BEBQUBUJPO JO UIF DFOUSBM OFSWPVT TZTUFN JO 
SFTQPOTF UP TZTUFNJD JOGFDUJPOT

J� 5FFMJOH
（6OJWFSTJUZ PG 4PVUIBNQUPO, 6,）

໔Ӹシステムは೴と情報ަ׵しているかʁɹ健康ঢ়ଶ
に͓けるશ身性Ԍ症の結果とはԿかʁɹՃྸに͓けるຫ
性શ身性Ԍ症、またはՃྸ関連神ױ࣬ܦの結果とはԿ
かʁ

病気はײ染にରする通常の൓Ԡであり、໔Ӹ細胞を࡞
る液性ϝディエイターにより༠発される。

ΞルπϋイϚー病の進ߦとશ身性Ԍ症との関܎、ಉ࣌
にए年で健康な೴と病気または࿝ྸ化೴とのҧいを঺
հ。νϑスەのશ身ײ染によるಈ෺実ݧから、ᶃ 長ظ
ݪ߅性化（ओཁ૊৫ద合׆ଓ಺ൽ細胞のܧ .)$ ᶘ � 表
現ܕ変化）、ᶄ 血液೴関໳のಁա性変化、ᶅ ϛクϩά
リΞの׆性化、ϓϥイϛンά、ᶆ 長ظԌ症性αイτΧ
イン生੒、ᶇ 認知ػ能の௿Լ、が൑明してきた。ܰ౓
શ身性ײ染はϛクϩάリΞのϓϥイϛンάをটき、長ظ
的なશ身性Ԍ症がՃྸ関連࣬ױの発症をটいているのか
もしれない。೴血؅の׆性化をؚむϝΧニζムは೴血液
関໳のಁա性、血ᕶタンパクのҲ出を૿Ճさせた。શ身
性Ԍ症にଓく中਻神ױ࣬ܥܦ΁のന血ਁٿ५を૿Ճさせ
るが、࣬病進ߦにରする໾割はෆ明である。

（�）4FTTJPO����%JFUBSZ�NPEVMBUJPO�PG�JOGMBNNBUJPO
1）%JFUBSZ GBU, DBSCPIZESBUFT BOE JOGMBNNBUJPO

&� #MBBL
（.BBTUSJDIU 6OJWFSTJUZ, 5IF /FUIFSMBOET）

性との関߅ɿԌ症とインシュリン఍֐能োػ๱૊৫ࢷ
っߦ๱細胞ではԌ症は無く、通常の୅ँをࢷ通常の。܎
ている。ංຬの進ߦに൐い、異常ං大ࢷ๱細胞になり、
Ԍ症、ࢎ化スτϨス、୅ँো֐を生͡、࠷ऴ的に末ধイ
ンシュリン఍߅性を発症する。৯事ઁऔの後、一࣌的な
Ԍ症とࢎ化スτϨスの上ঢが見られ、࣬病リスク（౶೘
病や৺ଁ血ױ؅࣬）の上ঢと関連しているというূڌが
૿えてきている。高ࢷ๱৯や高血౶が৯後Ԍ症を૿長し
ている。৯事とԌ症、࣬病の関܎について঺հした。研
究データによると৯後血౶や࣭ࢷ血症をݮ少させる健康
的な৯事ࣜܕは、ܰ౓Ԍ症ϚーΧーೱ౓をݮ少させてい
る。ٸ性৯後Ԍ症とಉ様に、ຫ性Ԍ症も࣬病リスクの૿
大に関連している。血౶や࣭ࢷ血症の上ঢ、結果として
生͡るࢎ化スτϨスや಺ൽ細胞ػ能ো֐ならͼに౶೘

病、そして৺ଁ血؅合ซ症΁とಋく。௿血౶や௿࣭ࢷ血
症൓Ԡをಋく৯事に関しては、より無࡞ҝ化比較৯事հ
ೖݧࢼがඞཁである。それにより、Ԍ症によってಋかれ
る࣬病に͓ける୸ਫ化෺や࣭ࢷの໾割について、結࿦を
ಋき出せる。
2）.JDSPOVUSJFOUT BOE JOGMBNNBUJPO

.� 'FOFDI
（$4*R0, "VTUSBMJB）

ඍྔӫཆૉのܽ๡・ա৒は、異常なԌ症൓ԠをҾきى
こすかもしれない。ඍྔӫཆૉは、໔Ӹػ能もؚΊた数
多くの生化学աఔでิҼ子または࣭جとしてඞཁとされ
る。࠷新の੒果によると、Ճྸに൐うຫ性Ԍ症の૿Ճは、
࿝化をҾきىこす %/" ଛইの૿Ճの結果かもしれない
と考えられる。ۃ୺に୹いテϩϝΞやテϩϝΞ配列やそ
のଞの染色体エリΞ中の未म෮ %/" ଛইにより༠ಋさ
れるӬଓ的な %/" ଛই൓Ԡは、細胞࿝化をಋき、いわ
Ώる細胞࿝化に関連した分ൻ現৅（4"41）を༠ಋする。
4"41 の多くの੒分は、௚઀的、間઀的にԌ症をଅ進
している。Ԍ症൓Ԡػ能の੍ޚ方法をཧ解したり、ඍྔ
ӫཆૉのܽ๡やա৒を๷͙たΊに৯事ઓུによるώτ細
胞に͓ける %/" ଛইの๷ޚ方法をཧ解したりすること
は、࣬病予๷にとってج本的にॏཁである。%/" ଛই
や異常なԌ症൓Ԡを予๷するたΊに৯事ઁऔج४

（%R7T）をܾ定することは、ॏཁࢹされるべきである。
3）1MBOU CJPBDUJWFT, JOGMBNNBUJPO BOE BHFJOH

%� 7BV[PVS
（6OJWFSTJUZ PG &BTU "OHMJB, 6,）

1960 年୅、ੈքの 65 はޱ以上人ࡀ 1�5 ԯ人であった
が、2010 年には 5 ԯ人に૿Ճした。今日、3,500 ສ人
以上が認知症を๊えて͓り、その数は 2050 年に 1�15 ԯ
人に૿Ճすると予測されている。

࿝ྸ೴は、学शならͼにهԱো֐に強く関連し、๨
れっΆい೴となる。ただし、ܰ౓ຫ性Ԍ症を൐うՃྸは
多くの࿝人で無症ঢ়のままでいる可能性もある。神ܦԌ
症が૿大すると、೴神ܦのద੾なػ能をࠞཚさせること
になる。多種多様な೴の׆性෺࣭の一つがϑϥϘノイυ
であり、そのݯىは、ϑルーπ、໺ࡊ、஡、シτϥス、
੺ϫイン、ίίΞ、ベリーである。طに数多くの࿦จが
出൛されて͓り、ϑϥϘノイυが໔Ӹ調અ性෺࣭であ
り、߅Ԍ症性෺࣭であることをࣔしている。しかしなが
ら、΄とんどશての研究は、超生ཧ学的ೱ౓でߦわれた
┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ 、であってݧࢼ定ݶであり、ಈ෺Ϟデルでのݧࢼ
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ώτհೖݧࢼのデータはෆे分なものである。したがっ
てӸ学研究や前向き無࡞ҝ化ݧࢼがඞཁとされている。
�）&BSMZ MJGF OVUSJUJPO BOE JOGMBNNBUJPO

)� J� .D"SEMF
（6OJWFSTJUZ PG "CFSEFFO, 6,）

胎児の生ҭに͓けるӫཆ、そのଞの外的影響෺のޮ果
について঺հ。まͣഏの生ҭにண໨した。数多くの研究
から、出生体ॏがܰいとᄶଉが多く見られ、体ॏがॏく
಄ғが大きいとՖค症、ൽෘԌが多くなることがわかっ
た。ϝΧニζムはෆ明である。

妊৷中の母਌の৯事（ビタϛン & ઁऔ）と༮児のᄶ
໐۩合についての報告がある。ビタϛン & ઁऔが少な
いとഏػ能が௿Լし、ᄶ໐、ᄶଉの割合が上ঢ。

妊婦ංຬの胎児΁の影響では、ᶃ ࡏ胎ि数が大きい
（-("）妊婦の૿Ճ、ᶄ ࡏ胎ि数がখさい（4("）妊
婦の૿Ճ、ᶅ 子ᚉ前症（妊৷中ಟ症）の૿Ճ、ᶆ 子ଙ
のංຬリスク૿Ճ、ᶇ ϝタϘリοクシンυϩームの૿
Ճ、が言われている。細胞ػ能は、Ӭଓ的変化を༩える
ӫཆ学的、そのଞのスτϨスにରして影響を受けやすい
のだろう。そのスτϨスを༩えるものは、Ԍ症パスを通
͡て影響を༩えるのだろう。母਌と発ҭ中の胎児との間
のόϥンスの中৺にαイτΧインがある。

（�）�4FTTJPO����5SBOTMBUJPO�PG� SFTFBSDI� JOUP�QVCMJD�
IFBMUI�CFOFGJU�BOE�OPWFM�QSPEVDUT

1） #JPNBSLFST PG JOGMBNNBUJPO JO IVNBO OVUSJUJPO 
TUVEJFT

1� $BMEFS
（6OJWFSTJUZ PG 4PVUIBNQUPO, 6,）

ώτӫཆ研究に͓けるԌ症ධՁに用いられるόイΦ
ϚーΧーについての考࡯。Ԍ症の 5 つのओཁαインは、
発೤、発੺、जれ、᙭௧、ػ能ো֐である。Ԍ症が関܎
する࣬病としては、関અリュウϚν、Ξテϩーム性ಈ຺
イベンτ、௵ᙾ性ܥ性৺血؅ٸ、病ࢯ化症、クϩーンߗ
大௎Ԍ౳が挙げられる。液性ϚーΧーとしては、αイτ
ΧインʗέϞΧイン、ٸ性ظタンパク࣭、઀ண分子、Ξ
ディϙΧインがある。血液細胞ϚーΧーとしては、૯ന
血ٿ数、૯޷中ٿ数、૯ 5 細胞数、૯ٿࢎ޷数、૯単
数がある。これらのϚーΧー単ಠ、あるいはෳ数のٿ
ϚーΧーを૊合せたものもؚΊ、健康ঢ়ଶ、Ԍ症ঢ়ଶを
表すࢦඪとなるかどうかʁɹそれを実ূするたΊに、健
康なώτをର৅としたԌ症൓Ԡݧࢼに用いられた౤༩Ϟ

デルがいくつか報告されている。ུ֓すると、ᶃ ٸ性
Ԍ症は、߃常性ҡ持にܽかせない通常の生ཧ൓Ԡである
が、ຫ性化した৔合、Ԍ症は病的ঢ়ଶの一Ҽとなる、ᶄ 
一ൠ的な液ঢ়、血液細胞ϚーΧーはಛ定されている、ᶅ 
性、ຫ性Ԍ症աఔでಉ͡ϚーΧーが関༩して͓り、こٸ
れらのաఔを۠ผするखཱてには࢖用できない、ᶆ Ԍ
症ϚーΧーのϨベルに影響を༩えるたくさんの外Ҽ性、
಺Ҽ性म০Ҽ子がある、ᶇ ౤༩ϞデルにରするԌ症൓
Ԡやճ෮ྗは、҆定ঢ়ଶでのϚーΧーのධՁに比べて、
Ԍ症ঢ়ଶに͓いて、よりහײでҙຯのあるࢦඪとなるか
もしれない、ᶈ ౤༩ݧࢼやධՁのඪ४化がඞཁである、
ᶉ ౤༩ݧࢼにଓくಈଶ解析にૅجをஔいた多数のԌ症
ϚーΧーの૊Έ合わせが、Ԍ症の࠷も有ӹなόイΦϚー
Χーになるかもしれない。
2）-PX�HSBEF JOGMBNNBUJPO BOE IFBMUI DMBJNT

#� ,SFNFS
（5/0 2VBMJUZ PG -JGF, /-）

ංຬのຮԆは現୅ࣾձに͓けるओཁな健康໰題であ
る。୅ँෆߧۉから後ظ合ซ症΁の進ߦに൐うओཁϓϩ
ηスの一つは、ຫ性ܰ౓Ԍ症である。したがって、ܰ౓
Ԍ症を予๷したり੍ޚしたりすることは、健康৯඼や৯
඼੒分にରするັྗあるඪ的ޮ果になりಘるようだ。߅
Ԍ症生෺׆性ӫཆૉ（ビタϛン ༉Тô3ڕ、$ 、྘஡ϙ
リϑェノール、リίピン、ビタϛン &、Ϩスベϥτϩル）
のϛοクスによるซ用ྍ法を঺հ。ಈ෺ݧࢼの੒果をώ
τݧࢼ΁どのようにల開するか、さらにその੒果を健康
強調表ࣔのデータԠ用に向けて、どうධՁしていくか。

௎や໔Ӹػ能に関連する健康強調表ࣔに͓ける科学的
ཁٻ事߲の &'4" Ψイダンスは、Ԍ症ϚーΧーの変化
Ϩベルに、࣬病リスク௿ݮ強調表ࣔに関連した有ӹなޮ
果があることをࣔしている。

ܰ౓Ԍ症に͓けるόイΦϚーΧー研究の 2 つの進Ί方
ᶃɹ όイΦϚーΧーの発見ɿどのようにܰ౓Ԍ症をධ

Ձするかʁ
ɹ ɹ関連ݧࢼ法の有ޮ性ධՁ、Ԍ症ಛ有のόイΦϚー

Χーಛ௃の確認
ᶄɹ όイΦϚーΧーの開発ɿそれらのόイΦϚーΧー

のਖ਼当性をどのようにཱূし、受༰するか。
ɹ ɹόイΦϚーΧーの開発に͓けるイノベーシϣン

Ϊャοϓがある。ྫえ͹Ԍ症分໺に͓いて 519 のό
イΦϚーΧーが発見されても、ྟচ的ਖ਼当性ূ明で
31 になってしまう。さらに診断検査まで౸ୡする
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のは 5 つ΄どである。ஈ֊に͓けるΪャοϓをいか
に考えていくかが今後の໰題である。

（�）4FTTJPO����%JTDVTTJPO�BOE�XSBQ�VQ
1） 8SBQ�VQ BOE DMPTJOH SFNBSLT

8� RVTTFM
（6OJWFSTJUZ PG "CFSEFO, 6,）

今ճのαテϥイτシンϙジウムの໨的は、
ᶃ 健康体、病気に͓けるܰ౓Ԍ症のॏཁ性を強調
ᶄ   ओཁӫཆૉ、ඍྔӫཆૉ、ӫཆૉ以外によるܰ౓

Ԍ症の৯事調અに関するൣ޿なจݙを࠶ධՁ
ᶅ   ϝタϘリοクシンυϩーム౳のリスクのόイΦϚー

ΧーとしてԌ症ϚーΧーのแ括的な֓؍をࣔす
όイΦϚーΧーの֓؍として、
ᶃ どのϚーΧーがܰ౓Ԍ症を表すか
ᶄ   ٸ性Ԍ症とຫ性Ԍ症の໰題、ܰ౓Ԍ症とॏ౓Ԍ症

の໰題
ᶅ ෳ合的Ԍ症ϚーΧーのॏཁ性
次のステοϓとしてԼهを予定している。
ᶃ 当日のϓϨθンࢿྉの公開
ᶄ ձٞ報告の公開
ᶅ ձٞ಺༰の学術ࢽࡶ΁の౤ߘ

̎ɽୈ ��ճࡍࠃӫཆֶձ（*$/）

日ɿ2013ظ 年 9 月 15ʙ20 日
৔ॴɿUIF (SBOBEB $POGFSFODF BOE &YIJCJUJPO $FOUSF
ɹɹ（スϖイン・άϥナダ）

ʻϓϩάϥϜʼ

ৄ細は以Լのウェϒαイτをࢀরのこと。
（IUUQ���JDO2013�DPN�QBHFT�GJOBM�QSPHSBN）

（�）0QFOJOH�-FDUVSF
ʲ5IF /FX 4VTUBJOBCMF %FWFMPQNFOU (PBMT BOE /VUSJUJPOʳ

%S� .BSJB /FJSB
（8)0, 4XJU[FSMBOE）

今ճの 0QFOJOH -FDUVSFS を຿Ίられたのは、8)0 の
%S� .BSJB /FJSB（%JSFDUPS, 1VCMJD )FBMUI BOE &OWJSPONFOU）
であった。൴ঁは、「新たな持ଓ可能な開発໨ඪとӫཆɿ
健康と子どもの発ҭো֐」に焦点を当てている。۩体的

な಺༰としては、2000 年に࠾択されたϛϨニΞム開発
໨ඪɿ.%(T は、ಛに発ల్上国に向けられたものであ
り、新たな開発໨ඪは、શての開発ステージに向けられ
たものとする。શੈք੓ࡦの方向性に影響を及ぼすもの
とする。持ଓ可能な開発の中৺に「健康」をҐஔ付ける。
健康は、人間中৺で、ݖརにͮجいた、แ括的でߧฏな
開発がୡ੒しようとする໨ඪのओཁࢦඪでもある。健康
໨ඪのୡ੒には、様々な分໺に͓ける੓ࡦのटඌ一؏性
とڞ通の໰題解ܾがඞཁとされる。持ଓ可能な৯෺、೶
࢈生ۀαービスをҡ持しつつ೶ܥは、様々な生ଶࡦ੓ۀ
システムのޮ཰վྑを໨ඪとする。ӫཆࢦඪは、௿ӫཆ
とա体ॏの૒方を൓өし、৯඼とӫཆอোの持ଓ可能な
パターンܗ੒に向かって進むべきである、といったもの
である。

発ҭෆྑが 2015 年以߱の持ଓ的開発໨ඪのୡ੒ධՁ
のたΊの確ݻたる健康ࢦඪになる強ྗなཧ༝がある。し
たがってখ児発ҭෆྑはখ児の健康のΈならͣ、人々の
ࣾձ的、ࡁܦ的開発のࢦඪとなる。

*$/ ૯ձ本ձٞ

（�）14�ô���(MPCBM�/VUSJUJPO�4USBUFHZ
$IBJS� *CSBIJN &MNBEGB

（6OJWFSTJUZ PG 7JFOOB, "VTUSJB）
1） 5IF QMBDF PG GPPE TFDVSJUZ BOE OVUSJUJPO JO UIF 

HMPCBM EFWFMPQNFOU EFCBUF
JVMJFU "MQIBOF
（'"0, *UBMZ）

ϛϨニΞム開発໨ඪの一つ໨（.%(1）は、「ۃ౓の
ශࠔとٌծの๾໓」である。ٌծ๾໓のスピーυが、ශ
๾໓のスピーυより஗れている現ঢ়にある。2011ʙࠔ
13 年、ੈքで 8��2 ԯ人、つまり 8 人に 1 人がຫ性的な
ٌえにۤしんでいるとਪ定されている。実は、2010ʙ
2012 年の数8�68、ࣈ ԯ人と比べてݮ少している。発ల
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్上国શ体としては、.%(1 について大きな進లが見
られていることになる。աڈ 21 年間にわたるݮ少が
2015 年までଓけ͹、ӫཆෆྑ有病཰は໨ඪにୡするこ
とになる。ここで໰題になるのが、஍Ҭによるࠩが生͡
ていることである。

৯事からのエネルΪー供څのෆे分さでࣔされる「ӫ
ཆෆྑ」と発ҭෆྑの༮児の割合で表わされる「௿ӫཆ」
はڞଘするものであるが、زつかの国では、௿ӫཆの割
合がかなりӫཆෆྑ有病཰より高くなっている。こう
いった国々では、৯ྐ҆શอূのӫཆ的ଆ໘をվྑする
たΊ、ӫཆ強化のհೖがॏཁである。それは、೶ۀ、健
康、Ӵ生、ਫ供څそしてಛにঁ性をターゲοτとしたڭ
ҭに͓けるհೖである。
2） (PBMT, UBSHFUT BOE JOEJDBUPST GPS UIF QPTU 2015 

EFWFMPQNFOU BHFOEB
-FTMJF &MEFS

（8PSME #BOL, 64"）
2013 年 2 月にӫཆに関する 1PTUô2015 開発՝題につ

いて、ઐ໳Ոからの報告ॻがఏ出された。
ɹ・ 子どもの௿体ॏは、ґવとしてࢮ๢ならͼに 5 未ࡀ

ຬの子どもの身体োݪ֐Ҽのτοϓである。一方、
ա体ॏ、ංຬが開発్上国でさえٸ଎に૿えてきて
いる。

ɹ現ࡏの .%( から学んだこと。
ɹ・ ӫཆは、ߠ定的、൱定的結果の྆方を݉Ͷたٌծの

๾໓（.%(1）の中の҉໧の໨ඪとなっている。
ɹ しかし、ӫཆは、ٌծやශࠔとಉϨベルでの஫໨を

受けることはなかったと認ࣝされている。
ɹ次の .%( のシナリΦとして

ᶃ ӫཆとして一つの໨ඪ
ᶄ   健康、ਫと公ऺӴ生、೶ڭ、ۀҭ౳、多くの部໳

の໨ඪにӫཆが関܎している
ᶅ 上هೋつの選択ࢶを連ܞしつつ௥ٻする
ᶆ ӫཆをශࠔ๾໓໨ඪの一部としてҡ持する

が考えられている。
1PTUô2015 のӫཆに関する༏ઌࢦඪは、ᶃ 身体測定

。ඪであるࢦඪ、ᶅ ඍྔӫཆૉࢦඪ、ᶄ ৯඼ઁऔࢦ
現0(8、ࡏ では、(MPCBM UBSHFUT 2025 として、2025

年までの໨ඪ、ಛに妊婦、ೕ༮児ӫཆのվྑに焦点を当
てた 6 つの໨ඪをܝげている。その໨ඪୡ੒のたΊ、よ
りඞཁとされている࢓事が「データऩूのたΊのシステ
ムとखஈのվྑ」であるとઆ明。

3） RFEVDJOH TUVOUJOH� UBSHFUT, DPNNJUNFOUT, SPBENBQ 
BOE BDIJFWFNFOUT

8FSOFS 4DIVMUJOL
（6/*$&', 64"）

2011 年にੈքで、5 未ຬのࡀ 1�65 ԯ人（26 ˋ）が੒
長્֐をඃっている。この数ࣈは、1990 年の 2�53 ԯ人
から 35  少したことになる。ただし、ΞϑリΧ（36ݮˋ
ˋ）やΞジΞ（2� ˋ）といった高ጶױ཰Ϩベルの஍Ҭ
では、公ऺӴ生の໰題が残って͓り、このことが認ࣝさ
れないままになっている。ੈքの੒長્֐の子どもの
90 ˋ以上がΞジΞとΞϑリΧに฻らしている。

੒長્֐が໰題になっている �3 か国のうち 15 か国
（όンάϥディシュ、ネパール、エルαルόυル、ϋイ
ν、ϖルー、ΞϑリΧ 10 か国）では、2000 年以དྷ、ٸ
଎にվྑされてきている。エνΦピΞではઓུとして、
৯ྐ҆શอো、ӫཆ、健康؅ཧに஫ྗし、੒長્֐をݮ
少させ、ରࡦが࠷もうまくいっている国の一つとなっ
た。また、ϖルーでは、ҩྍै事ऀのڭҭにྗをೖれて
վྑにつなげた。このように国、஍Ҭに合ったରԠϓϩ
άϥムがඞཁである。
�）/VUSJUJPO TFOTJUJWF BHSJDVMUVSF

4FBO ,FOOFEZ
（*OUFSOBUJPOBM 'VOE GPS "HSJDVMUVSBM %FWFMPQNFOU

（*'"%）, *UBMZ）
*'"% は、஍方のශࠔ૚がශࠔをࠀ෰できるようにす

ることを໨ඪとしている。*'"% 事ۀは、よりӫཆに配
ྀするඞཁがある。ӫཆに配ྀするということは、ӫཆ
に͓ける *'"% ԉ助׆ಈのޮ果を࠷大にすることと考
えている。*'"% ϓϩジェクτ中のӫཆ関連׆ಈに͓い
てඞཁとしているのは、ᶃ ӫཆに配ྀしたࢁଜৼڵ事
を持ったίンαル֨ࢿうߦϓϩジェクτのデザインをۀ
タンτのリスτ、ᶄ ৄ細なઃܭπール、である。೶࡞
、੒࡞ըܭ਑（ӫཆࢦಋࢦ、をӫཆに向けさせるようۀ
その۩現化）を࡞੒している。

（�）4QFDJBM�-FDUVSF（3PPN�#）
ʦ4XFFUOFTT, TBUJBUJPO, BOE TBUJFUZʧ

'� #FMMJTMF
（6OJWFSTJUZ 1BSJT 13, 'SBODF）

؁ຯならͼに؁ຯ受༰体のػ能、೴の׆性化との関܎
について঺հ。ώτは༮年ظから؁ຯに޷ҙをࣔすこと
が知られている。年ྸとڞに؁ຯ΁のࣥணはݮ少してい
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く。個人間には؁ຯにରする大きなҧいがあるが、それ
は、性ผ、年ྸ、遺伝的Ҽ子、ຽ଒性、個人の৯ݧܦに
よるものである。؁ຯの৯ཉܹࢗはよく知られ、多くの
৯඼やҿྉの͓いしさに寄༩している。しかし、৯事࣌
間に͓ける؁ຯは、્֐的影響を及ぼしている。؁ຯઁ
औの後、؁ຯにରする޷Έは௿Լする。ҿྉからઁऔさ
れたエネルΪーは、৯ཉʗຬෲϝΧニζムによってਖ਼し
く認ࣝされていないたΊ、ຬෲײのܽ๡ということにつ
ながっていると考えられる。

（�）�14�ô���&OFSHZ�#BMBODF�BOE�"DUJWF�-JWJOHʗ*-4*�
&VSPQF

$IBJST� JBNFT 0� )JMM
（"OTDIVU[ )FBMUI BOE 8FMMOFTT $FOUFS, 6OJWFSTJUZ PG 

$PMPSBEP "OTDIVU[ .FEJDBM $BNQVT, 64"）
.BSDFMB (PO[BMF[�(SPTT

（1PMZUFDIOJD 6OJWFSTJUZ PG .BESJE, 4QBJO）
1） 1FSTQFDUJWF PO UIF *OGMVFODF PG EJFU�GPPE DPOTVNQ�

UJPO PO FOFSHZ CBMBODF
(SFHPSJP 7BSFMB .PSFJSBT

（6OJWFSTJUZ PG $&6 4BO 1BCMP, 4QBJO）
エネルΪーόϥンスの研究は、ώτの੒長や体ॏに͓

ける৯事の౷合的影響、身体׆ಈならͼに遺伝ཁҼを考
えることになる。体ॏ؅ཧに͓いて、エネルΪーີ౓と
いう比較的新しい考え方がॏཁなཁҼになってきてい
る。ಛにこの 20 年、ڥ؀の変化により座ってߦうۀ࡞
が૿Ճし、身体׆ಈが௿Լしている一方、エネルΪーೱ
౓の高く、ϙーシϣンαイζの大きい৯事が૿Ճしてい
る。ただしద当な方法࿦が確ཱされていないたΊ、֤々
のߦҝがどのఔ౓、体ॏ૿Ճに寄༩しているか、国Ϩベ
ルでのデータがෆ଍している。またエネルΪーόϥンス
に͓ける個々の৯事੒分の໾割については知られていな
い。ある種の生෺׆性を有するӫཆૉはエネルΪーόϥ
ンスに影響を及ぼす可能性がࣔࠦされている。
2） $PNQMFYJUZ PG NFUIPEPMPHJFT GPS TUVEZJOH FOFSHZ 

CBMBODF
%BWJE "MMJTPO

（6OJWFSTJUZ PG "MBCBNB, #JSNJOHIBN, 64"）
エネルΪーόϥンスの研究は、ಛघで難しい໰題をؚ

んで͓り、方法࿦のෳࡶさがある。໰題というのは、؀
して܎によってエネルΪーফඅのҧいがあることに関ڥ
いる。したがって、方法࿦も՝題によって変化させなけ

れ͹ならない。関連ཁҼとして、αンϓルαイζ、ίン
τϩール৚݅の選択、ಛに測定໰題がある。
3）1IZTJDBM "DUJWJUZ� *NQBDU PO .PSCJEJUZ BOE .PSUBMJUZ

4UFWFO #MBJS
（6OJWFSTJUZ PG 4PVUI $BSPMJOB, 64）

身体׆ಈのࢮ๢཰とጶױ཰΁の影響について঺հ。
座っているश׳について࿦ٞ。ద౓にӡಈし、健康な人
に比べ、座って͹かりでෆ健康な人は、健康ঢ়ଶに͓よ
そ 2 ഒのリスクがあることを考えれ͹、人ޱ寄༩ݥة౓

（1"R）は、高いことになる。
現ࡏ、શੈքに͓けるࢮ๢ݪҼに઎Ίるඇ伝染性࣬病

による割合は、65 � になっている。そのことはࡁܦϩ
スにもつながっている。5 ສ人以上の௥੻Ӹ学調査によ
ると、௿健康ঢ়ଶの 1"R は 16ʙ1� ˋࢮ๢཰の上ঢを
もたらす。この数ࣈは、૝定されるリスク中、࠷も高い
஋である。ྫえ͹ංຬによるࢮ๢཰の上ঢは 2ʙ3 ˋで
ある。したがって身体ӡಈを૿やす૯合ϓϩάϥムは、
公ऺӴ生上、ۃΊてॏཁである。
�） 1FSTQFDUJWF PO UIF *OGMVFODF PG 1IZTJDBM "DUJWJUZ PO 

&OFSHZ #BMBODF
JPIO #MVOEFMM

（6OJWFSTJUZ PG -FFET, 6,）
エネルΪーόϥンスの؍点で、身体׆ಈの影響のུ֓

を঺հ。
身体׆ಈは、エネルΪーফඅだけではなくエネルΪー

ઁऔにも影響を及ぼしている。ྫえ͹、身体׆ಈしてい
るঢ়ଶから座る࣌間の長い生׆श׳に変わった৔合、৯
事श׳はなかなかద合できͣ体ॏ૿Ճをもたらすという
データがある。一方、身体ӡಈが体ॏ૿Ճをもたらす৔
合もある。しかしながら、身体ӡಈは、血ѹ௿Լ、৺ഥ
数、血ᕶインシュリンϨベル、಑ғ（಺ଁࢷ๱）のݮ少
といった明らかな健康ޮ果をもたらし、৺ଁ血؅の健康
を૿進させている。

（�）14�ô���5IF�SPMF�PG�OVUSJUJPO�JO�IFBMUIZ�BHJOH
$IBJST� "OUPOJB 5SJDIPQPVMPV

（6OJWFSTJUZ PG "UIFOT .FEJDBM 4DIPPM, )FMMFOJD )FBMUI 
'PVOEBUJPO, (SFFDF）

(SFHPSJP 7BSFMB .PSFJSBT
（6OJWFSTJUZ PG $&6 4BO 1BCMP, 4QBJO）

1） /VUSJUJPO BOE PTUFPQPSPUJD GSBDUVSFT JO UIF FMEFSMZ� 
*OTJHIU GSPN UIF $)"/$&4 QSPKFDU
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7BTJMJLJ #FOFUPV
（6OJWFSTJUZ PG "UIFOT .FEJDBM 4DIPPM, (SFFDF）

๢཰ࢮ、཰ױは、ಛにઌ進国に͓いて、࿝人のጶંࠎ
のॏཁなݪҼとなっている。さらにંࠎは、長ظにわた
る௧Έやػ能ো֐、能ྗো֐、生׆の࣭の௿Լのॏཁな
ᱷ症に関連しૈࠎ、の大部分はંࠎҼである。࿝人のݪ
ている。ૈࠎᱷ症や関連ંࠎは、遺伝子とڥ؀の૬࡞ޓ
用にىҼする。༮児ظから੨年ظの間、ӫཆは࠷大ྔࠎ
のୡ੒や後年のૈࠎᱷ症予๷にॏཁな໾割を果たしてい
る。しかしながら、ૈࠎᱷ症予๷に͓けるӫཆҼ子がど
のように寄༩しているかは、΄とんど未知である。ある
種の৯඼、ओཁӫཆૉ、ඍྔӫཆૉや৯事パターンが、
な寄༩をし֐の発生に有ӹな、あるいは有ંࠎᱷ症ૈࠎ
ているようだ。米国とԤभでίンιーシΞム（$)"/$&ɿ
$POTPSUJVN PO )FBMUI BOE "HFJOH� /FUXPSL PG $PIPSU JO 
&VSPQF BOE UIF 6OJUFE 4UBUFT）をܗ੒し、ূڌにͮج
くఏ言、࿝人΁のհೖݧࢼಋೖのҝにඞཁとなる科学的
知ࣝをू約しようとしている。
2）#JPNBSLFST BOE OVUSJUJPO

&VHFOF )J. JBOTFO
（/BUJPOBM *OTUJUVUF GPS 1VCMJD )FBMUI 

BOE UIF &OWJSPONFOU, 5IF /FUIFSMBOET）
$)"/$& ϓϩジェクτについて঺հ。$)"/$& は、

� つのຫ性࣬ױάルーϓ（がん、৺ଁ血ױ؅࣬と౶೘病、
、に焦点をあて（ױ能と精神࣬ػ認知、ંࠎᱷ症とૈࠎ
࿝人にରしてどのཁҼがओな࣬病ෛ୲のݪҼになってい
るかを調べた。όイΦϚーΧーのηοτが࿝人の健康予
知として働くことを確認した。τータルで、1,300 αン
ϓルを測定した。数あるόイΦϚーΧーの಺、ࢎ化スτ
Ϩス・όイΦϚーΧーとビタϛンが஫໨されている。
3）25ôIZESPYZWJUBNJO % MFWFMT BOE NPSUBMJUZ

JPTF .BOVFM 0SEPOF[ .FOB
（(FSNBO $BODFS RFTFBSDI $FOUSF, (FSNBOZ）

血ਗ਼中の 25ô ώυϩΩシビタϛン % Ϩベル（25（0)）%）
がࢮ๢཰と関܎するとの報告があるが、Ԥभॾ国の比較
データがܽམしている。そこで $)"/$& で分析をߦう
こととした。50 以上のࡀ 25,000 人をର৅とした実ݧで
あり、今ճの報告は、その಺の、υイπでߦわれた
&45)&R（8,938 ໊、9�5 年）ݧࢼについてであった。
9�� ໊がࢮ๢し、その಺ 228 ໊が৺ଁ血338、ױ؅࣬ ໊
ががんで๢くなった。25（0)）% のϨベルとの関܎を確
認。その結果、௿ 25（0)）% Ϩベルと৺ଁ血ױ؅࣬もؚ

Ίた࣬ױとの強い関連性があった。།一がんのࢮ๢཰と
は૬関が無かった。ଞの $)"/$& 、結果を合わせݧࢼ
今ճの報告結果と比較する。

（�）414�ô���4BUJFUZ
$IBJST� JPIO &� #MVOEFMM

（*OTUJUVUF PG 1TZDIPMPHJDBM 4DJFODFT, 6OJWFSTJUZ PG 
-FFET, 6,）

"TDFOTJPO .BSDPT
（*NNVOPOVUSJUJPO RFTFBSDI (SPVQ, *OTUJUVUP EFM 'SJP 

PG $4*$, 4QBJO）
1） 1"R5 ᶗ� 4BUJFUZ� 'SPN BQQFUJUF TDJFODFT UP GPPE 

BQQMJDBUJPO
ᶃ   4BUJFUZ SFHVMBUJPO BOE NFBTVSFNFOU� -JOLJOH QIZTJPM�

PHZ BOE CFIBWJPS
JPIO &� #MVOEFMM

（*OTUJUVUF PG 1TZDIPMPHJDBM 4DJFODFT, 6OJWFSTJUZ PG 
-FFET, 6,）

ຬෲײは、৯ཉ؅ཧにॏཁな໾割を୲う大੾なաఔで
ある。৯事のྔやճ数を؅ཧしている。๞৯は、৯事の
ऴྃに関わる一方、ຬෲײは、৯事ઁऔ、৯べたいとい
うཉٻのڋ絶に関わっている。ॏཁなことには、ຬෲは、
৯べる事の認知的、֮ײ的、生ཧ学的؍点の׆ಈを表し
ている。ຬෲのۙ࠷の研究は、߃常࡞用とշָ࡞用૒方
のධՁをؚんでいる。ୈೋੈ୅のຬෲπールϘοクスは、
ۭෲや๲ຬ޷、ײΈとෆ଍、৯඼選択をؚんでいる。ຬ
ෲの࣌ܧ変化は、ॏཁであり、৯後ظ間は、ҧったظ間
で分けられている。ӫཆ学的にಛ有な৯඼は、異なるຬ
ෲパターンを༠発し、ಛผな࣌間ܦաでফ化؅から৯ཉ
ଅ進ϖϓνυの์出をಋいている。これらのデータを৺
ཧ的、ߦಈ൓Ԡに結ͼ付けることが、ۙ࠷のओཁな科学
的௅ઓになっている。
ᶄ   %FWFMPQNFOU PG B TBUJFUZ QBOFM BT B OFX NFUIPE UP 

TDSFFO TBUJFUZ FOIBODJOH GPPET
4PQIJF 7JOPZ

（/VUSJUJPO RFTFBSDI, .POEFM⒔[ *OUFSOBUJPOBM R�%, 
'SBODF）

৯඼ձࣾにとってຬෲײを༠ಋする৯඼は、大きな௅
ઓの一つである。そこでຬෲײをධՁする新しい方法を
開発した。この方法について、ᶃ ࠶現性があるか、ᶄ 
ຬෲײや৯඼ઁऔに関して、ࠄ෺੡඼のࣝผが可能か、
を確認することを໨的として、܇࿅を受けた 16 人のパ
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ネリスτによるධՁを実ࢪした結果、ࢀর੡඼にରする
ධՁの࠶現性があった。֮ײ分析方法とຬෲײのධՁを
結合した方法は࠶現性があり、ࣝผྗのある方法であ
り、৯඼のスクリーニンάに通常࢖用できると考える。
ਝ଎性があり҆Ձな本法は、数多くの৯඼のϥンΩンά
に有用な方法と言える。
ᶅ 4BUJFUZ BOE JUT CFOFGJUT UP UIF DPOTVNFS

.BSJPO )FUIFSJOHUPO
（%FQBSUNFOU PG #JPQTZDIPMPHZ, *OTUJUVUF PG 

1TZDIPMPHJDBM 4DJFODFT, 6OJWFSTJUZ PG -FFET, 6,）
ফඅऀは、๲ຬײ、ຬ଍ײ、ຬෲײを༠ಋする৯඼を

ཉしている。৯඼ۀاは、ۭෲをίンτϩールし、体ॏ
を؅ཧするたΊ、ຬෲײをࣔࠦする表ࣔを付けた੡඼開
発によりফඅऀのڵຯにରԠしようとしている。

ただしҩༀ඼とはҧい、৯඼の৯ཉݮ少ޮ果は比較的
ࠣ少である。୹ظຬෲޮײ果のূڌはूまりつつあるが、
長ޮظ果では΄とんど研究は無く、体ॏ΁の持ଓ的ޮ果
はまだ΄とんどない。

今日、ফඅऀの表ࣔཧ解に関する研究によると、この
ような੡඼は、体ॏ؅ཧの一ཌྷを୲うだけであり、ྔݮ
の解ܾࡦにはならないという認ࣝを持っている。৯෺ણ
ҡ、タンパク࣭を๛෋に有する৯඼、あるいはຬෲײを
༠ಋするػ能性੒分を有する৯඼は、୹ظ৯ཉޮ果を超
えた有ӹ性を確認するՁ஋がある。
2）1"R5 ᶘ� 4BUJFUZ� /FX JOTJHIUT

ᶃ   .FDIBOJTNT PG BQQFUJUF SFHVMBUJPO� " SPMF PG UIF HVU 
NJDSPCJPUB 

/BUIBMJF .� %FM[FOOF
（6OJWFSTJUF $BUIPMJRVF EF -PVWBJO, #FMHJVN）

௎಺に定ணする 1,01� 種のඍ生෺は、௎಺ඍ生෺૓と
してޚ能を੍ػ生し、ॏཁな生ཧ学的ڞ͹れ、॓ओとݺ
いる。無ەネζϛとײ染ネζϛの比較研究から、৯඼ઁ
औとエネルΪーઁऔの྆方ともが௎಺ඍ生෺のଘࡏに影
響を受けることが分かった。イψリン様ϑルクタンをઁ
औしたංຬಈ෺に͓いて、৯ཉෆৼϖϓνυの૿Ճ、৯
ཉ૿進ϖϓνυのݮ少が͓きている。ංຬネζϛに͓け
るϓϨόイΦティクスの௎಺分ൻػ能調અは、ফ化؅಺
分ൻ細胞（- 細胞）の数の上ঢや௎಺ඍ生෺の変化に関
連するޮ果をؚんでいる。いくつかの実ݧデータから、
௎಺ඍ生෺は神ܦ಺分ൻػ能੍ޚにհࡏし、৯ཉに影響
を及ぼすことが൑明してきた。したがって、新نӫཆ໨
ඪとして৯඼ઁऔߦಈো֐を੍ޚするたΊ、௎಺ඍ生෺

૓を考えることができる。

（�）�14�ô��ɹ/FX�#JPNBSLFST�GPS�IFBMUI�DMBJNT�NBEF�
PO�GPPE

$IBJST� .B -VJTB #POFU 1JOB
（6OJWFSTJUZ PG UIF #BMFBSJD *TMBOET, 4QBJO）

-MVJT "SPMB
（$5/4, 6OJWFSTJUBU RPWJSB * 7JSHJMJ, 4QBJO）

1） #JPNBSLFST PG CFOFGJU GPS IFBMUI DMBJNT NBEF PO 
GPPE� UIJT JT UIF DIBMMFOHF

"OESFV 1BMPV
（6OJWFSTJUZ PG UIF #BMFBSJD *TMBOET（6*#）

BOE $*#&RPCO, 4QBJO）
健康ଅ進৯඼੒分のજࡏ的ޮ果のධՁに͓いて、確ݻ

たるόイΦϚーΧーのಉ定はۃΊてॏཁである。Ԥभに
͓いて࠷もٞ࿦され、ෳࡶになっているϔルスクϨーム
関連法نにも関܎してくる。ϔルスクϨームに関しては、
&'4" によってධՁされた΄んのわͣかなリスクҼ子
があるだけであり、زつかの生ཧػ能にରする有用なό
イΦϚーΧーは無く、ଞのػ能にରしてはૣظのόイΦ
ϚーΧーがඞཁとされている、という໰題に௚໘してい
る。このόイΦϚーΧーのܽ೗が、৯඼部໳に͓けるϔ
ルスクϨームにͮجいた付ՃՁ஋の੔ཧ֦大のओなো֐
となっている。さらに、生෺ҩ学ྖҬで࢖用されている
࣬病όイΦϚーΧーのΈにཔらͣ、生ཧػ能や߃常性౷
合をҡ持するόイΦϚーΧーに新たに焦点を合わせるこ
とがఏҊされている。
2） 4USFTT DIBMMFOHFT BT UPPMT GPS CJPNBSLFS JEFOUJGJDB�

UJPO
4VTBOOF ,MBVT

（(FSNBO *OTU� PG )VNBO /VUSJUJPO（%*G&）, /VUIFUBM, 
(FSNBOZ � &WFSU WBO 4DIPUIPSTU, 8BHFOOJOHFO 

6OJWFSTJUZ, 5IF /FUIFSMBOET）
Ԥ भ ҕ һ ձ が ࡒ ੓ α ϙ ー τ し て い る #*0$-"*.

（#JPNBSLFST PG RPCVTUOFTT PG .FUBCPMJD )PNFPTUBTJT 
GPS /VUSJHFOPNJDT�EFSJWFE )FBMUI $MBJNT NBEF PO 
'PPE）の໨的は、࠷దな健康ঢ়ଶをҡ持する߃常性ػ
能の৴པ性ධՁを通͡た新しい健康όイΦϚーΧーの開
発である。ڥٯԼで߃常性をҡ持する能ྗは、健康Ճྸ
にとってॏཁであるというԾ定にͮجいている。ಈ෺Ϟ
デルを用い、ӫཆෛՙ、生体エネルΪーෛՙݧࢼをߦっ
た。高ࢷ๱৯ෛՙݧࢼでは、細胞֦ுのૣظϚーΧーと
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してインϓリンティンά遺伝子࢈෺（.FTU）がಉ定され
た。ಉ様に生体エネルΪーෛՙݧࢼにより、ώτに͓ける
健康ՃྸのόイΦϚーΧーのಉ定に౒Ίている。
3） 1FSJQIFSBM #MPPE $FMMT BT TPVSDF PG CJPNBSLFST

1BVMB 0MJWFS � $BUBMJOB 1JDP
（6OJWFSTJUZ PG UIF #BMFBSJD *TMBOE（6*#）

BOE $*#&RPCO, 4QBJO）
診断πールの開発に͓いて末ধ血単֩細胞（1#.$）

のར用が進Ίられて͓り、ӫཆ研究で有用であることが
ࣔされている。1#.$ 中、ΩーとなるエネルΪー୅ँ
遺伝子の発現は、؊ଁやࢷ๱૊৫のようなଞの಺ଁでى
こっている変化を൓өし、৯事ঢ়ଶのܹٸな変化にରԠ
して変化している。

1#.$ 遺伝子発現は、異なる৯事ઁऔや৯Ӥ性ංຬ
によっても影響を受けている。৯事੒分中のओཁӫཆૉ
૊੒もまた 1#.$ 遺伝子発現に影響を༩えている。ಉ
͡Χϩリーでもภ৯（ࢷ๱とタンパク࣭に෋む৯事）を
すると、エネルΪー୅ँや໔ӸԠ౴をؚむいくつかの୅
࿏関連遺伝子の発現を変えることを見つけた。このܦँ
ように、1#.$ は、ࢷ๱症、ංຬ進ߦに関܎するૣظ
少を൐う୅ँճ෮やภ৯ઁऔのόݮ体ॏ、ߧۉ常性ෆ߃
イΦϚーΧーのૉとしてར用できるかもしれない。その
ことは、ංຬの発症を予見したり、予๷したりするखஈ
につながる可能性がある。
�） RFBEJOH UIF QBUUFSOT PG FOEPHFOPVT EBNBHF UP UIF 

QSPUFJOT BT OFX CJPNBSLFST
1BVM 5IPSOBMMFZ � /BJMB RBCBOJ

（6OJWFSTJUZ PG 8BSXJDL（68"）, 6,）
ώτ૊৫ならͼに体液中のタンパクは、絶えͣ自発的

な౶化、ࢎ化、ニτϩ化൓Ԡを受け、௿Ϩベルの౶化、
化、ニτϩ化付Ճ෺を生੒している。そして、タンパࢎ
ク࣭分解は、ϑリー付Ճ෺とݺ͹れる౶化、ࢎ化、ニτ
ϩ化Ξϛノࢎを೘中にഉ出することになる。したがって、
ϑリー付Ճ෺の೘中ഉ出ྔは、身体શ体の౶化、ࢎ化、
ニτϩ化ଛইのਪྔとなる。҆定ಉҐ体رऍ分析࣭ྔ分
析液体クϩϚτάϥϑィー（-$ô.4�.4）が、タンパク
の౶化、ࢎ化、ニτϩ化付Ճ෺測定のྑ࠷の方法である。

もしम০の଎౓が一定ならタンパクम০の割合は、タ
ンパクの半ظݮに比ྫすることになり、タンパクのଛই
ఔ౓が血ᕶϓϩテΦϛクス変化の୅ཧϚーΧーとなる。
౶化、ࢎ化、ニτϩ化付Ճ෺の定ྔ的測定は、有֐なタ
ンパクम০、Ճྸや࣬病によるタンパクのෆ׆化۩合、

୅ँ੍ޚ、タンパク࣭の୅ँճస、ਛػ能や身体のػ能
にରするമ࿐ఔ౓の情報をఏ供している。
5） 5IF DBSOJUJOF GBNJMZ BT CJPNBSLFST PG NFUBCPMJD 

IFBMUI JO UIF JOUFSWFOUJPO TUVEJFT VTJOH PNFHB 3 BOE 
5;%T

JBO ,PQFDLZ
（*OTUJUVUF PG 1IZTJPMPHZ, "DBEFNZ PG 4DJFODFT PG 

UIF $[FDI RFQVCMJD（"4$R）, $[FDI RFQVCMJD）
ᶘܕ౶೘病の࣏ྍで৯事、ϥイϑスタイル、ༀཧ学的

հೖは考ྀされるべきである。自વにଘࡏするТô3 ࢷ
๱ࢎは、౶೘病ऀױ৯の健康੒分とΈなされている。こ
れらの࣭ࢷは、࣭ࢷ௿Լ、Ԍ症௿ݮ、৺࣬ױ発症௿ݮと
して働いている。߅౶೘病ༀ（5IJB[PMJEJOFEJPOFT�5;%T）
とТô3 。ったߦをݧࢼซ用によるޮ果を見るಈ෺ࢎ๱ࢷ
その結果、血ᕶ中のΞシルΧルニνン（"$）Ϩベルの
変化を࡯؍。

血ᕶ中の "$ ϓϩϑΝイルの変化は、୅ँঢ়ଶの確実
なϚーΧーとして働くと考えられる。
6） 5IF DIBMMFOHF PG WBMJEBUJOH CJPNBSLFST JO IVNBOT� 

UIF #*0$-"*.4 BQQSPBDI
#SJHJUUF 8JOLMIPGFS�RPPC � JPIBOOFT RPPC

（,BSM 'SBO[FOT 6OJWFSTJUZ PG (SB[（6/*(SB[）� 
.FEJDBM 6OJWFSTJUZ PG (SB[（.6(）, "VTUSJB）

#*0$-"*.4（ニューτリゲノϛクス༝དྷの健康強調
表ࣔ৯඼にରする୅ँ߃常性όイΦϚーΧーの҆定性）
ϓϩジェクτの໨的は、ಈ෺、ώτݧࢼを通͡て୅ँ変
化にରԠした生化学変化をࣔすόイΦϚーΧーީิをಉ
定することである。ಛに、߃常的な҆定性を有するόイ
ΦϚーΧーに焦点を当てている。ٸ性・ຫ性の変ಈにԠ
͡て୅ँϓϩηスのػ能的ฏߧを੍ޚしたりҡ持したり
する能ྗを、生໋体がいかにうまくอっているかという
ことをࣔしている。これらの໨的をୡ੒するたΊ、෯޿
いϞデルや方法࿦が選択されている。それらはԣ断的な
研究を通͡て数ඦのαンϓルにద用されている。これら
の結果は、今後のώτݧࢼに͓けるόイΦϚーΧーに自
৴を持って解ऍできるようにするであろう。
�）#JPNBSLFST PG *OGMBNNBUJPO

1IJMJQ $� $BMEFS
（*OTUJUVUF PG )VNBO /VUSJUJPO, 4DIPPM PG .FEJDJOF, 

6OJWFSTJUZ PG 4PVUIBNQUPO（64PUPO）, 6,）
Ԍ症は、多くの࣬病に現れるಛ性である。ංຬのよう

な୅ँػ能ো֐は、Ԍ症੒分をもؚんでいると認ࣝされ
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ている。ࢷ๱૊৫はԌ症ϝディエイターを์出し、ϝ
ディエイターの॥؀ೱ౓は、ංຬࢦ数とともに૿Ճし、
通常体ॏの人よりもංຬऀの方が高い஋をࣔす。さらに、
外科ख術や生׆様ࣜの変化による体ॏݮ少は、血ྲྀ中の
Ԍ症ϝディエイターのೱ౓のݮ少と関連している。ࢷ๱
૊৫಺部に͓いて、ࢷ๱細胞と࣪५性Ԍ症細胞の྆ऀ
は、Ԍ症ϝディエイターの合੒と分ൻの໾割を୲ってい
る。これらϝディエイターの಺、زつかは 5/' の様に
性を༠ಋしている。৯඼߅部や末ধでインシュリン఍ہ
੒分は多ذに࿱ってԌ症に影響を༩えていることが知ら
れている。一ൠに、健康な৯事のパターンやそのパター
ンのΩー੒分の高ઁऔは、௿Ԍ症と関連している。ංຬ
やᶘܕ౶೘病で֦大される৯後Ԍ症൓Ԡがある。৯後Ԍ
症൓Ԡは৺血ܥ؅リスク૿Ճに関連して͓り、श׳的な
৯事やその৯事の中身に影響されているといえる。

（�）�14�ô���1SPNPUJOH�IFBMUIZ�HSPXUI�BOE�QSFWFOUJOH�
DIJMEIPPE�TUVOUJOH（8)0）

$IBJS� 'SBODFTDP #SBODB
（8PSME )FBMUI 0SHBOJ[BUJPO, 4XJU[FSMBOE）

1） 1SPNPUJOH IFBMUIZ HSPXUI BOE QSFWFOUJOH DIJMEIPPE 
TUVOUJOHrB 8)0 JOJUJBUJWF

"EFMIFJE 0OZBOHP
（8)0, 4XJU[FSMBOE）

ੈքอ健ػ関（8)0）は、2012 年の૯ձ（8)"）で、
5 未ຬの発ҭෆྑの子供の数をࡀ 2010 年から 2025 年
までに 。げたܝ少させるという໺৺的な໨ඪをݮˋ �0
ϋイϨベルな੓࣏的ાஔとಉ様、ূجڌ൫をஙき、ઓུ
をચ࿅し、֤国に技術的ԉ助をఏ供するたΊ、科学的ί
ϛュニティ͓よͼ開発ίϛュニティ಺でิ׬的औり૊Έ
がߦわれている。またビルゲイπஂࡒからのԉ助により、
8)0 はいわΏる )FBMUI (SPXUI 1SPKFDU を実ࢪしてい
る。その໨ඪの一つは、発ҭෆྑのݮ少という՝題΁の
औり૊Έを実ફする国にରしてखஈや࿮૊Έを開発する
ことである。
2） 1SPNJTJOH JOUFSWFOUJPOT BOE SFTFBSDI BSFBT JO DPN�

QMFNFOUBSZ GFFEJOH BOE IFBMUIZ HSPXUI QSPNPUJPO
,JN .JDIBFMTFO

（6OJWFSTJUZ PG $PQFOIBHFO, %FONBSL）
ශしいӫཆঢ়ଶ、܁りฦしのײ染౳のෳ合ޮ果によ

り、ੈք中で 1�65 ԯ人の子供が発ҭෆྑにؕっている。
生後 6ʙ2� か月に૬当するิ׬৯ظ間は、一生֔の発

ҭෆྑにରしてײ受性の高いॏཁなظ間である。
৯のӫཆՁをվྑするたΊ׬৯の実ફ、またはิ׬ิ

のհೖݧࢼは、௚઀的、間઀的な発ҭෆྑཁҼを考ྀし
なけれ͹ならない。ิ׬৯は健康的な੒長と発ҭをࢧԉ
する中৺的ཁҼの一つである。ઢܗ੒長がߦき٧まった
੒長ෆྑは、ײ染にରしײ受性が高くなり、神ܦ認知ػ
能がଛなわれて͓り、様々なೖり૊んだݪҼҼ子やഎܠ
Ҽ子から生͡ているのかもしれない。健康的な੒長をଅ
進する૯合的、学際的なऔり૊Έをܭըするには、発ҭ
ෆྑのഎܠཁҼを஫ҙਂくධՁし、研究やܭըや੓ࡦは
情報ఏ供されるべきである。
3） .POJUPSJOH $IJME (SPXUI BOE *OGBOU BOE :PVOH 

$IJME 'FFEJOH QSBDUJDFT
.FSDFEFT EF 0OJT

（8)0, 4XJU[FSMBOE）
ੈքอ健૯ձ（8)"）は、2025 年までのୡ੒໨ඪと

して 6 つのάϩーόルӫཆ໨ඪにͮجいたܾٞを 2012
年 5 月に࠾択した。6 つとは、

ᶃ   2025 年までに 5 未ຬ༮児の発ҭෆྑをࡀ ݮˋ �0
少させる

ᶄ 出࢈年ྸのঁ性のශ血症を 少させるݮˋ 50
ᶅ ௿出生体ॏ児を 少させるݮˋ 30
ᶆ খ児ංຬを૿Ճさせない
ᶇ   ࠷ॳの 6 月間の׬શ母ೕҭ児の割合を࠷௿ 50 ˋま

で૿Ճさせる（現ࡏは 38 ˋ）
ᶈ   ૫せた子供の割合を 5 ˋにݮ少または現ঢ়ҡ持（現

はࡏ 8 ˋ）
である。

ಛにᶃ 発ҭෆྑに஫໨すると、2025 年までに �0 ˋ
少させるということは、ຖ年ݮ 少させることをݮˋ 3�9
ҙຯし、2010 年に 1�� ԯ人いる発ҭෆྑの子供の数を
2025 年までに約 1 ԯ人にまでݮらすことである。今の
ϖースでは、2025 年に 1�2� ԯ人（26 ˋݮ）にしかな
らないঢ়گにある。

άϩーόル໨ඪを֤国の໨ඪにҠߦさせるには、ӫཆ
解析データ、リスクҼ子の܏向、人ޱಈ向、ӫཆ੓ࡦの
開発、実ફݧܦ、อ健੍౓開発について考ྀするඞཁが
ある。国Ոن໛で発ҭෆྑにऔり૊むたΊ、ӫཆհೖࢼ
の開発にࢹըやӫཆॏܭいた多部໳のͮجにڌূ、はݧ
。されなけれ͹ならない׬ิ
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（�）14�ô���/VUSJUJPO�QSPGJMJOH（8)0）
$IBJST� $IJ[VSV /JTIJEB

（%FQBSUNFOU PG /VUSJUJPO GPS )FBMUI BOE %FWFMPQNFOU, 
8)0, 4XJU[FSMBOE）

JPBP #SFEB
（8)0 RFHJPOBM 0GGJDF 'PS &VSPQF, 1SPHSBNNF 

.BOBHFS, /VUSJUJPO, 1IZTJDBM "DUJWJUZ BOE 0CFTJUZ 
1SPHSBNNF, %FONBSL）

1） 8)0`T XPSL PO EFWFMPQJOH HVJEJOH QSJODJQMFT BOE 
NFUIPEPMPHJDBM GSBNFXPSL GPS EFWFMPQJOH PS BEBQUJOH 
OVUSJFOU QSPGJMF NPEFMT

$IJ[VSV /JTIJEB
（8)0, 4XJU[FSMBOE）

ӫཆૉϓϩϑΝイルは、
ᶃ   ৯඼のӫཆૉϨベル、ઁऔした৯඼のώτ健康΁

の影響についての情報ఏ供
ᶄ   ৯事վળを໨的とした公ऺӴ生հೖݧࢼをԉ助す

るπール
ᶅ   ৯඼にͮجいた৯事ࢦ਑（'PPE #BTFE %JFUBSZ 

(VJEFMJOFT� '#%(T）にద合
ᶆ   ద用する஍Ҭや国の৯事ࢦ਑をิ׬し、৯事に関

するק告ୡ੒に͓いて、国಺当ہにར用
という໨的のୡ੒につながっている。

ӫཆૉϓϩϑΝイルの਽ܕは、৯඼の分類、ϥンク付け
のΞルΰリζムであり、ଞの૬ҧするϞデルとの比較やܥ
౷的なධՁがඞཁである。ଈڵのϞデル開発では結果とし
てໃ६をಋき、ターゲοτのফඅऀにࠞཚをಋくことにな
る。上هίンηϓτを考ྀし、“8)0 (VJEJOH 1SJODJQMFT 
BOE 'SBNFXPSL .BOVBM GPS UIF %FWFMPQNFOU BOE 
*NQMFNFOUBUJPO PG /VUSJFOU 1SPGJMF .PEFMT”を࡞੒した。

次のステοϓとして、Լه 3 点を考えている。
ᶃ 国のܧଓ的なαϙーτ
ᶄ 国の現஍ݧࢼ後のϚニュΞルのमਖ਼、࠷新化
ᶅ ౷一化したϞデル開発

2） /VUSJFOU QSPGJMJOH UP EFWFMPQ B NPEFM GPS NBSLFUJOH 
GPPE BOE OPO�BMDPIPMJD CFWFSBHFT UP DIJMESFO� 
&YQFSJFODFT BOE MFTTPOT MFBSOFE GSPN /PSXBZ

"SOIJME )BHB RJNFTUBE
（/PSXFHJBO %JSFDUPSBUF PG )FBMUI BOE 4PDJBM "GGBJST, 

/PSXBZ）
ノルウェーに͓けるӫཆのߦಈܭը（200�ʙ2011）

で焦点が当てられたのは、少年ए年ऀにରするෆ健康な

৯඼のએ伝を੍ݶする߲໨のಋೖである。Ҿきଓき出さ
れたҩྍอ健αービスの国Ոܭըでは、少年ए年ऀ΁の
ෆ健康な৯඼のϚーέティンάを੍ݶする新法نを考ྀ
した。2011 年 3 月の࣌点で、少年、ए年ऀ΁のෆ健康
৯඼、ҿྉのϚーέティンάを新法نとして੍ݶする可
能性を୳るϫーΩンάάルーϓが૊৫化された。

ᶃ ৯඼の定ٛ、ӫཆૉϓϩϑΝイルϞデルの࡞੒。
ɹ・ طଘϞデルのධՁ、どのように৯඼をクϥス分け

するか、結果の比較。
ɹ・ 新Ϟデル開発。8)0 ӫཆૉϓϩϑΝイルϚニュ

Ξル（૲Ҋ）をج本とする。
ᶄ 簡ུ化したӫཆૉϓϩϑΝイリンάϞデルの開発。
ɹJ）໨的
 JJ） Χόーする৯඼、আ外৯඼、৯඼Χテΰリー数

のܾ定
 JJJ）どんなӫཆૉをؚೖするか、ࢀর数஋の選択
 JW）ӫཆૉ点数、ᮢ஋のઃ定
ᶅ   2012 年に公ࣜٞڠϓϩηスをܦて、मਖ਼ϓϩϙーザ

ル࡞੒。2013 年 2 ճ໨の公ࣜٞڠϓϩηスを実ࢪ。
ᶆ 2013 年ノルウェーϞデルを開発。

3） /VUSJFOU QSPGJMJOH UP EFWFMPQ B NPEFM GPS GSPOU PG 
QBDL MBCFMMJOH� $VSSFOU JTTVFT BOE DPOTJEFSBUJPOT

.BSZ - `"CCF
（%FQBSUNFOU PG /VUSJUJPOBM 4DJFODFT, 'BDVMUZ PG 

.FEJDJOF, 6OJWFSTJUZ PG 5PSPOUP, $BOBEB）
৯඼関連のຫ性病の割合が૿Ճし、શੈքのࢮ๢ऀの

60 ˋを઎Ίている。ශऑな৯生׆がリスクཁҼのम০
Ҽ子となっている。ӫཆ表ࣔは、ফඅऀにରしては公ऺ
Ӵ生の؍点で৯඼選択のิ助をߦうことになり、৯඼੡
଄ऀには੡඼のվྑをଅ進することになる。แ૷৯඼の
ӫཆ情報ఏ供ࣜܗの一つとしてแ૷の前໘表ࣔを঺հ。
前໘ӫཆ表ࣔは、੡඼のओཁなӫཆ学的ಛ௃について単
७化したӫཆ情報をఏ供している。ӫཆϓϩϑΝイルϞ
デルは、ӫཆ૊੒にͮجいた੡඼の“健康にରするྑさ”
の૯合的ධՁであり、੡඼間での個々のӫཆϨベルに͓
ける上Լ比較を認Ίている。แ૷の前໘表ࣔに͓けるӫ
ཆૉϓϩϑΝイルϞデルを開発するにあたり考ྀすべき
� ߲໨を঺հした。

ᶃ   แ૷前໘表ࣔの໨的ɿ୭をର৅とするか。どんな
健康ঢ়ଶを結果とするか。

ᶄ 一つのӫཆૉに焦点を当てるかෳ数か。
ᶅ   ࢀর数஋ɿج本とする৯඼のྔをいくつにするか。
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αービンάαイζがҧう৔合をどうするか。
ᶆ   ࠾点システムɿج४に未ୡ、ج४を超えていると

いう表هにするか。分類ผ࠾点か、点数方ࣜか。
ᶇ   分類数ɿશ৯඼をಉ͡方ࣜで点数付けするのか、ɹ

আ外৯඼をઃけるか。
ᶈ 方ࣜのଥ当性ධՁ。
ᶉ ద当なϞデル選択のॏཁ性。
以上のことを考ྀして、ӫཆૉϓϩϑΝイリンάϞデ

ルを࡞੒するඞཁがある。
�） /VUSJFOU QSPGJMJOH UP EFWFMPQ B NPEF GPS SFHVMBUJOH 

IFBMUI BOE OVUSJUJPO DMBJN� &YQFSJFODFT BOE MFTTPOT 
MFBSOFE GSPN 4PVUI "GSJDB

&EFMXFJTT 8FOU[FM�7JMKPFO
（$FOUSF PG &YDFMMFODF GPS /VUSJUJPO, 'BDVMUZ PG )FBMUI 

4DJFODFT, /PSUI�8FTU 6OJWFSTJUZ, 4PVUI "GSJDB）
ೆΞϑリΧでは、 “վྑ৯඼表ࣔを通͡て、より健康

的な৯事श׳をਪ進する” ことを໨ඪに 200� 年 � 月に
৯඼表ࣔに関する法ن૲Ҋを࡞੒。ӫཆ、健康強調表ࣔ
を伝える৯඼のద೚性をܾΊるべく、科学的ূڌにͮج
く方法をఏ供するӫཆૉϓϩϑΝイリンάϞデル

（/1.）ಋೖを検౼。طଘのϞデル（ӳ国Ϟデルから߽
भ・ニュージーϥンυϞデル）を検౼し、ೆΞϑリΧ൛
/1. を࡞੒。その際、1 つの؍点として、ೆΞϑリΧ
に͓けるܧଓ性を考ྀ。5 つの検ূをߦった。

ᶃ   ৯඼をૅجにஔいた৯事ࢦ਑ɿ/1. による৯඼の
クϥス分けをαϙーτ。

ᶄ   ϥンΩンάɿೆΞϑリΧӫཆઐ໳Ոによる୅表的
データηοτ࡞੒と৯඼Ξイテムのϥンク付け。

ᶅ   ৯事඼࣭ࢦ਑によるೆΞϑリΧの健શな৯事と
/1. 分類৯඼との関܎を検ূ。

ᶆ   ઢܭܗը法ɿཧ࿦的に健康的な৯事は、ӫཆ、健康
強調表ࣔをࡌهした的確な৯඼によってのΈ可能。

ᶇ   ৯඼վྑɿ/1. はߏ੒のଥ当性をࣔした。
上ه 5 つの検ূをもって、関ऀ܎ձ （ٞ3� ஂ体、5� 個人）
を開࠵し、/1. 。用をཧ解し、ԉ助している࢖
5） *T JU QPTTJCMF UP EFWFMPQ B HMPCBM OVUSJFOU QSPGJMF NPEFM 

.JLF RBZOFS
（#SJUJTI )FBSU 'PVOEBUJPO )FBMUI 1SPNPUJPO RFTFBSDI 

(SPVQ, %FQBSUNFOU PG 1VCMJD )FBMUI, 6OJWFSTJUZ PG 
0YGPSE, 6,）

ӫཆૉϓϩϑΝイリンάとは、࣬病予๷、健康ਪ進に
関連するཧ༝で、ӫཆ૊੒にͮجき৯඼の分類、ϥンク

付けをする科学である。ᶃ ӫཆૉϓϩϑΝイリンάの本
࣭を֓આ、ᶄ ӫཆૉϓϩϑΝイリンά࢖用についてઆ明、
ᶅ ӫཆૉϓϩϑΝイリンάϞデルの開発、検ূ、ᶆ ଞの
Ϟデルとの比較結果、子供にରする৯඼ൢചの੍ޚにର
しどういったద当な方法があるか、ᶇ 1 つのӫཆૉϓϩ
ϑΝイリンάでશてにద用する、શての国に当てはΊる
ことが可能かについてٞ࿦、ᶈ ӫཆૉϓϩϑΝイリンά
にରし、より一؏したऔり૊Έをߦう方ࡦについてٞ࿦。

（��）14�ô���'PPE�"MMFSHZʗ*-4*�&VSPQF
$IBJST� $MBSF &� /� .JMMT

（*OTUJUVUF PG *OGMBNNBUJPO BOE RFQBJS, 5IF 6OJWFSTJUZ 
PG .BODIFTUFS, 6,）

%JBOB #BOBUJ
（*OUFSOBUJPOBM -JGF 4DJFODFT *OTUJUVUF &VSPQF, #FMHJVN）
1） *OUSPEVDUJPO UP *-4*`T 'PPE "MMFSHZ QSPHSBNT BU 

UIF EJGGFSFOU CSBODIFT
%JBOB #BOBUJ

（*-4* &VSPQF, #FMHJVN）
৯඼ΞϨルΪーはॏཁ性の高

い໰題である。ΞϨルゲンのޮ
果的な؅ཧは、未だにओཁな科
学的難題である。本講ԋでは、
なͥզ々は৯඼ΞϨルΪーを؅
ཧするඞཁがあるのか、৯඼Ξ
ϨルΪーの؅ཧには実際にどう
いうҙຯがあるのか、予๷表ࣔ
の࢖用・ޮ果についてどのよう
に考えられているか、について࿦ٞした。

ଓいて *-4* &VSPQF ৯඼ΞϨルΪータスクϑΥースの
。ಈを঺հした׆

・ ϫークシϣοϓ「'SPN 5ISFTIPMET UP "DUJPO MFWFMTɿ
ᮢ஋からରࡦϨベル」の開࠵

・ ઐ໳Ոάルーϓ「৯඼ΞϨルΪーにద用する科学的
「४ج

・ ઐ໳Ոάルーϓ「Ճ޻ॲཧとΞϨルΪー性の関܎」
・ Ԥभҕһձとのڞಉϓϩジェクτɿ৯඼ΞϨルゲン

とΞϨルΪーリスク؅ཧにରする౷合的Ξϓϩーν
（J'"".）

2）"MMFSHFOT QSFWBMFODF
$MBSF &� /� .JMMT

（5IF 6OJWFSTJUZ PG .BODIFTUFS, 6,）

%S��%JBOB�#BOBUJ
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30 年前には୭も「৯඼ΞϨルΪー」という言༿をฉ
くことはなかった。現ࡏ、ΞϨルΪーऀױอޢのたΊ、
ΞϨルΪー表ࣔ法نや新ن৯඼にରするෳࡶなリスクධ
Ձがある。しかし、৯඼ΞϨルΪーを؅ཧするにはෆ଍
するデータをิうඞཁがある。Ԥभで৯඼ΞϨルΪーױ
ऀはԿ人いるかという໰いにରし、自ݾ診断症ঢ়をؚΊ
るとその数ࣈは、3ʙ35 ˋという変ಈした数ࣈになる。
しかし、診断खॱにԊった研究結果からಋき出すと、そ
の数஋は 1ʙ�ˋとなる。そのجとなったزつかのίϗー
τ研究を঺հ。
3） 1SPCBCJMJTUJD SJTL BTTFTTNFOU JO TFUUJOH BMMFSHFO 

UISFTIPMET
4UFWF 5BZMPS

（'PPE "MMFSHZ RFTFBSDI � RFTPVSDF 1SPHSBN, 
6OJWFSTJUZ PG /FCSBTLB, 64"）

として、ᶃ ੈքϨベルで৯඼ΞϨルΪーگのঢ়ۙ࠷
はԿඦສものফඅऀに影響を༩えている、ᶄ ΞϨル
Ϊー൓Ԡの症ঢ়は、ॏಞな৔合、࣌に生໋をڴかす৔合
もある、ᶅ #JH 8 ৯඼（$PEFY での表ࣔର৅඼໨ 8 ࡐݪ
ྉをؚむ৯඼）で৯඼ΞϨルΪー発症数の 90 � を઎Ί
る、ᶆ #JH 8 ৯඼以外では஍Ҭಛ異৯඼に஫ҙがඞཁで
ある、ᶇ །一の予๷法は、৯඼ΞϨルゲンをআڈしたಛ
ผ৯඼をઁऔすることである、ᶈ ৯඼ۀاのରԠはこの
20 年で大きく変化してきたが、ੈքベースでΈると一க
したରԠとはなっていない、ᶉ 公ڞอ健ػ関は表ࣔରࡦ
をߦって͓り、法نとしてのᮢ஋ઃ定はߦっていない。

θϩᮢ஋の໰題点の認ࣝから、ݶ定されたᮢ஋ઃ定΁
のಈきが࢝まった。米国では、'%" ᮢ஋ϫーΩンάά
ルーϓをઃஔし、2006 年の報告ॻにてᮢ஋ઃ定につい
てࢍ੒するも、現ঢ়のデータではෆे分との結࿦を出し
ている。そこで、ྟচデータのऩूをߦい、2010 年ピー
ナοπでのᮢ஋ઃ定に૨͗ணけた。その後もデータのू
ੵをଓけ、ࢀর用ྔ（RFGFSFODF EPTFɿ一日当たりのઁ
औྔ）をઃ定した（表 1）。
�） 5IF $POTVNFS QFSTQFDUJWF�-JWJOH XJUI VODFSUBJOUZ

"VESFZ %VOO (BMWJO
（$PSL 6OJWFSTJUZ )PTQJUBM, *SFMBOE）

Ξイルϥンυで実ࢪされた՛子の調査によると “NBZ 
DPOUBJO” と表ࣔされている৯඼22඼໨中1඼໨、“4IBSFE 
GBDJMJUZ” 表ࣔ 3 ඼໨中 1 ඼໨、“NJOPS JOHSFEJFOU” 表ࣔ
8 ඼໨中 0 ඼໨に、֘当੒分が実際ؚまれていた。予๷
的表ࣔが一૚ෆ҆をૡきཱてることになっている৔合が

ある。έーススタディーを通͡て、৯඼ΞϨルΪーにର
しڞ通したऔり૊Έ・ઓུを࡞り上げるたΊに解ܾすべ
き໰題をಉ定して͓り、� つのテーϚが出された。

・৯඼ΞϨルΪーとڞに生きることの現実性
・όϥンスのҡ持
・リスク؅ཧのײ৮と調੔
・ᮢ஋の情報ަ׵
৯඼ΞϨルΪーとڞに生き、੒長する༮児のいるՈ଒

にରして、ෆ確実性（あいまいさ）はਂࠁな৺ཧ的影響
を༩えている。しかしながら、実࣭的なհೖݧࢼはෆ確
実性をݮ少し、生׆の࣭をվྑするものである。ᮢ஋の
受༰性は次の様なઓུの実ࢪを通͡て高Ίられていく。

・明നで৴用ある一؏した表ࣔ
・ᮢ஋についてのཧ解と認知の向上
・ᮢ஋に͓ける個人とूஂ間のより強いつながり

5）1SPUFJO BMMFSHFOJDJUZ
(SFHPSZ 4� -BEJDT

（%V1POU $PNQBOZ, 64"）
৯඼ΞϨルΪー関連の࣬病進ߦには、2 つのཁૉが関

的ཁҼである。そのڥしている。遺伝的ཁҼと؀܎ 2 つ
のཁҼについてઆ明。ଓいて೶ۀόイΦ技術について঺
հ。࡞੡されるタンパクΞϨルΪー性関連の健康リスク
についてઆ明。ᶃ طଘΞϨルゲンまたはަࠩ൓Ԡ性タ
ンパクのଞのࠄ෺΁のҠಈ、ᶄ 新たな৯඼ΞϨルゲン
の૑଄、ᶅ طଘΞϨルゲンのྔ的૿大または変ߋ、が
考えられる。そこで、೶ۀόイΦ技術で࡞੒された੡඼
の҆શ性ධՁシステムについてઆ明。結࿦として、ᶃ 
ಋೖされた遺伝子から࡞੒されるタンパクがΞϨルゲン
となる可能性はۃΊて௿い、ᶄ ط知または૝定される
ΞϨルゲンのҠಈを検知する࠷దな方法が੔っている、
ᶅ όイΦ技術༝དྷの৯඼がΞϨルΪーを༠発する可能性
を確定するたΊ、「ূڌをॏΈ付けするऔり૊Έ」を࠾用。

ද �ɹ৯඼ΞϨϧήϯͷ3FGFSFODF�EPTF ͷઃఆ
5BCMF�� ɹ3FGFSFODF�EPTFT�PG�GPPE�BMMFSHFO

"MMFSHFO .H�1SPUFJO�-FWFM
1FBOVU ���
.JML ���
&HH ����

)B[FMOVU ���
4PZ ���
8IFBU ���

0UIFS�5SFF�/VUT ���
4FTBNF ���

$SVTUBDFBO�4IFMMpTI ���
'JTI ���
.VTUBSE ����
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（��）�414�ô����4BUJFUZ��6NBNJ� UBTUF�DPNQPVOET� UP�
DPOUSPM�BQQFUJUF（"KJOPNPUP）

$IBJS� (BSZ #FBVDIBNQ
（.POFMM $IFNJDBM 4FOTFT $FOUFS, 64"）

1）*OUSPEVDUJPO UP VNBNJ UBTUF
(BCSJFMMB .PSJOJ

（6OJWFSTJUZ PG (BTUSPOPNJD 4DJFODFT,  *UBMZ）
化学֮ײとしてのうまຯについて঺հ。化学֮ײをհ

した知֮システム、言ޠとしてのຯ֮。うまຯを༠ಋす
る .4(、ΞスパϥΪンࢎԘ、֩ࢎについてもઆ明。ま
た、うまຯ受༰体の発見、うまຯが৯事の͓いしさをվ
ྑすることをઆ明。
2） 5IF FGGFDU PG GSFF HMVUBNBUF JO JOGBOU GPPE QSFGFS�

FODF BOE JOUBLF
(BSZ #FBVDIBNQ

（.POFMM $IFNJDBM 4FOTFT $FOUFS, 64"）
本ຯとしてのうまຯについて঺հ。生後ج 2 か月くら

いのೕ児も、すでに大人とಉ様にάルタϛンࢎのਫ༹液
よりスーϓベースを༹かしたうまຯ༹液を޷むことが分
かってきた。৯඼中のうまຯを޷むという൓Ԡは、母ೕ
に多くؚまれる༡཭άルタϛンࢎのຯ（うまຯ）のशಘ
が関༩していると言える。そこで、༡཭άルタϛンࢎが
ೕ༮児の৯事ઁऔやຬෲײにどのように影響を及ぼすか
は௎಺の受༰体ࢎした。その結果、༡཭άルタϛンݧࢼ
の働きにより、ຬෲײを༠ಋすることがࣔࠦされた。つ
まり、うまຯ化合෺はߢޱ಺のຯ֮受༰体と௎಺の受༰
体の૒方をܹࢗし、༮児の৯事ઁऔならͼにຬෲײを੍
。しているのであろうޚ
3）1SPUFJO BOE UIF DPOUSPM PG GPPE BOE FOFSHZ JOUBLF

%BOJFM 5PNF
（"HSP1BSJT5FDI, 'SBODF）

生෺にとってタンパクઁऔのඍ調੔はॏཁなことであ
る。࣭、ྔともに見事に؅ཧされなけれ͹ならない。৯
事中にଘࡏするタンパクྔは異なることから、タンパク
ઁऔのෆ଍、ա৒をどのように؅ཧしているのかがॏཁ
なことである。しかし、そのシステムについてはまだ
解っていない。ಈ෺はඞਢΞϛノࢎがෆ଍している৯事
を検出する能ྗを持っている。ಉ様に௿タンパク৯の৔
合は、ઁऔྔを૿Ճさせることもߦっている。タンパク
シάナルや߃常性やշָシステムをよりཧ解するには、
৯Ӥઁऔに͓ける৯඼タンパクの影響をे分にઆ明でき
なけれ͹ならない。

�）4FOTPSZ�FOIBODFNFOU PG BQQFUJUF BOE TBUJFUZ
.BSUJO :FPNBOT

（6OJWFSTJUZ PG 4VTTFY, 6,）
ຬෲݧܦは、́ とんどӫཆઁऔによって発生する৴߸の

結果であるが、ઁ औした৯事の׭能඼ （࣭TFOTPSZ RVBMJUZ）
は、ӫཆૉが༠ಋするຬෲײを調અしているというূڌ
がۙ࠷見つかってきている。৯ཉとຬෲײに͓ける֮ײ
؁ຯ、Ԙຯ、うまຯのような、෩。࡯の影響について考ܹࢗ
ຯを૿Ճさせる֮ײ෺࣭はશて৯ཉܹࢗを生Έ出す。೪
性やクリーϛー෩ຯ、うまຯなどは、ӫཆ分の৴པできる
予測Ҽ子であり、これらはӫཆઁऔにରするຬෲײを助
長しているようである。このように、ある種の֮ײಛ性
は৯ཉと৯ཉの੍ݶ（ຬෲײから）という྆方のػ能を
ࣔしている。
5） 5BTUF BOE TPEJVN SFEVDUJPO� " DIBMMFOHF GPS QVCMJD 

IFBMUI
"EBN %SFXOPXTLJ

（1JFSSF FU .BSJF $VSJF 6OJWFSTJUZ, 1JUJF�4BMQFUSJFSF 
)PTQJUBM (SPVQ 1BSJT 7*, 'SBODF）

΄とんどの人はա৒のナτリウムをઁऔして͓り、Χ
リウムはे分ではない。8)0 Ψイυϥインによるとナ
τリウムの一日ਪ঑ઁऔྔは 2H 未ຬとされ、一方、Χ
リウムは少なくとも 3�51H のઁऔをਪ঑している。άル
タϛンࢎԘが、͓いしさをҡ持しながら৯඼中のナτリ
ウムྔݮに寄༩していることを঺հ。

（��）�14�ô����.JDSPOVUSJFOUT�GPSUJGJDBUJPOT��4DJFODF�BOE�
TUSBUFHJFT�GPS�QVCMJD�IFBMUI�JNQSPWFNFOU�JO�"TJB

1）*OUSPEVDUJPO BOE 8FMDPNF
.S� 5BLBTIJ 5PHBNJ

（*-4* JBQBO $)1, JBQBO）

.JDSPOVUSJFOU�'PSUJGJDBUJPO

ඍྔӫཆૉ強化৯඼がӫཆૉܽ๡をܰݮしたり、ӫཆ
ঢ়ଶや健康ঢ়ଶのվળにޮ果的な方法であることが認ࣝ
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されている。強化৯඼
ϓϩジェクτ自体、科
学研究から新نビジネ
スまで、֤種の׆ಈを
ؚんでいる。科学研究
では、強化ϓϩάϥム
の有ޮ性・ޮ果をূ明
する科学的ূڌをఏ供

しなくてはならない。実ࢪஈ֊では、੓࣏的ҙ思の֫ಘ
やۀىՈ的ビジネスઓུの確ཱがඞཁとされる。そのա
ఔでは、多くのઐ໳分໺にわたるݧܦとޮ果的なҙ思ૄ

通がඞཁとされる。
*-4* ならͼに *-4* JBQBO $)1 では、*-4* ΞジΞࢧ

部やఏػܞ関とྗڠして、৯඼強化ߏ૝、ϓϩάϥムの
科学的ૅجを確ཱし、ΞジΞॾ国のࢢ৔でమ強化ࡦを実
。してきたࢪ
2） .JDSPOVUSJFOUT BOE 'PPE 'PSUJGJDBUJPO� 4USBUFHJD BOE 

1SBDUJDBM *TTVFT
.S� (FPGGSZ 4NJUI

（*-4* 4PVUIFBTU "TJB RFHJPO, 4JOHBQPSF） 
ビタϛンやϛネϥルのઁऔྔがෆे分な人々は多く、

それらの੒分を強化した৯඼は、ઁऔෆे分な人をݮ少
させる有ޮな方法である。しかしながら、強化৯඼の実
用化はし͹し͹஗れ、໰題が残っている。1990 年まで、
Ԥभの一部の国や米国、߽भ、ΧナダだけがϤウૉをे
分にઁऔしていた。Ϥウૉ強化৯Ԙを用いたੈք的なϓ
ϩάϥムにより、Ϥウૉܽ๡がܶ的にݮ少した。しかし、
いまだにزつかの国では、Ϥウૉ強化৯Ԙはखにೖらな
いでいるのが現ঢ়である。৯඼強化自体はݪཧ上、単७
であるが、実用化の໰題やઓུの໰題によって、し͹し
͹ޮ果的な結果をಘられていないঢ়گにある。஫ҙਂい
実຿とܧଓ的な結果のϞニターがॏཁである。
3） ("*/`T (MPCBM 4USBUFHZ PO 'PPE 'PSUJGJDBUJPO UP 

*NQSPWF 1VCMJD )FBMUI � "TJB )JHIMJHIUT
%S� RFHJOB .PFODI�1GBOOFS

（("*/, 4JOHBQPSF） 
("*/ では、ΞジΞ஍Ҭでز

つかの৯඼ӫཆ強化ϓϩάϥム
を実ࢪしている。国ՈϨベルま
で֦大された大ن໛なものだけ
ではなく、మ強化米の予උ的研
究も実ࢪしている。("*/ ϓϨ

ϛοクス޻৔により、強化するඍྔӫཆૉの඼࣭をଛな
うことなく強化අ用をݮ少させることが可能になりつつ
ある。

インυネシΞでは、合ಉ調ୡ方法によりビタϛン "
のඅ用を 。少させることができているݮˋ �1
�） $IJOB� *SPO�GPSUJGJFE 4PZ 4BVDF � "O "TTFTTNFOU PG 

10 :FBST PG 1PMJDZ BOE #VTJOFTT %FWFMPQNFOU
%S� JVOTIFO )VP

（$IJOB $%$, $IJOB）
中国では、మܽ๡症ならͼにమ

ܽ๡症ශ血が、まだओཁӫཆෆ
ྑ໰題の一つとして残っている。
中国では、ে༉が޿く࢖用され
ていることから、మ強化ে༉が
మܽ๡を੍ޚするओཁ方ࡦの一
つとして࠾用された。஍方自࣏
体とে༉੡଄ձࣾとのڞಉۀ࡞
として�省で実ࢪされた。その際、
健康ڭҭもϚスϝディΞのྗڠのもと実ࢪされた。3 年
以಺に 5,000 ສ人がమ強化ে༉を࢖用し、ශ血症が 30 
。少したݮˋ
5） 7JFUOBN� *SPO�GPSUJGJFE 'JTI 4BVDF � &WBMVBUJOH BOE 

"EPQUJOH B 4VDDFTTGVM .PEFM
1SPG� -F 5IJ )PQ

（/BUJPOBM *OTUJUVUF PG /VUSJUJPO 7JFUOBN, 7JFUOBN）
ベτナムでもమܽ๡症、మܽ๡

症ශ血が大きな໰題の一つと
なっている。ベτナムでは、80 
ˋ以上の人がڕেを調ຯྉとし
て࢖用していることから、మ強
化ڕেを用いた。("*/ のαϙー
τを受け、16 省で஍方公ऺӴ生
ઐ໳Ոのྗڠのもと、実ࢪされ
た。6 か月以಺にమ強化ڕেの࢖
用は૿Ճし、20ʙ�9 のঁ性では、ශ血の発症が、ฏࡀ
でۉ 。少したݮˋ 30
6） $BNCPEJB� *SPO�GPSUJGJFE 'JTI 4BVDF r 1SPHSFTT 

BOE %FWFMPQNFOU
.T� 5IFBSZ $IBO

（R"$)", $BNCPEJB）
ΧンϘジΞでは、మ強化ে༉、ڕেによるϓϩジェク

τを 200�ʙ2009 年に実ࢪし、強化৯඼࢖用ऀと未࢖用%S��3FHJOB�.PFODI�
1GBOOFS

（BQBO�$)1+�*4-*）࢘و্ށ

%S��+VOTIFO�)VP

1SPG��-F�5IJ�)PQ

*-4*�&VSPQF ϫʔΫγϣοϓ l-PX�HSBEF�*OqBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHFz ͱୈ ��ճࡍࠃӫཆֶ会

��―Πϧγʔ No.116  (2014.2)



ऀでශ血ঢ়گを比較してශ血割合のݮ少を確認した。
2010 年 � 月に開࠵されたϫークシϣοϓにてΧンϘジΞに
͓けるශ血ጶױ཰ݮ࡟ઓུのܧଓ・֦大が合ҙされた。
現ࡏ、మ強化ে༉、ړেのશ国ల開が進Ίられている。
�） 1IJMJQQJOFT� *SPO�GPSUJGJFE RJDF r -FTTPOT -FBSOU, 

0QQPSUVOJUJFT BOE $IBMMFOHFT
%S� .BSJP 7� $BQBO[BOB

（'/R*, 5IF 1IJMJQQJOFT）
ϑィリピン੓෎は、2000 年に

৯඼強化法をܾ定。米のような
ओ৯΁のమ強化ٛ຿化がن定さ
れた。࢖用したమ強化米は、色、
ਫ分、మؚྔが、10 か月間のอ
ଘ҆定を確認。学ߍ児ಐをର৅
にߦった有用性ݧࢼで、ශ血割
合のݮ少を確認（100 ˋˠ 33 
ˋ）。మ強化米の঎ۀ化には、

強ྗな੓࣏的ࢧԉとιーシャルϚーέティンά׆ಈがۃ
Ίてॏཁである。खࠒなՁ֨のҡ持と公的・ࢲ的ஂ体か
らのऀྗڠの関༩をҡ持することがమ強化米のܧଓ的な
供څのओཁなཁҼである。現ࡏ、強化米ී及の׆ಈを進
Ίている。

̏ɽ͓ΘΓʹ

*-4* として、ӫཆ分໺は׆ಈの中৺にਾえている。
前ճ 200� 年にόンίクで開࠵された際、*-4* 4&"R
が中৺となって *-4* った。今ճもߦಈの঺հを׆
*-4* &VSPQF が中৺になって、事前ϫークシϣοϓもؚ
Ί、ηοシϣンならͼにϒースをઃけ、*-4* ಈの঺׆
հに౒Ίていた。2021 年の *$/ が日本で開࠵されるこ
とがܾ定され、*-4* JBQBO としてもӫཆ分໺での׆ಈ
を一૚׆性化させなけれ͹ならないと͡ײた。今ճの
*-4* &VSPQF の׆ಈをࢀরし、今後 8 年ܭըで考えるこ
ととなる。その前ஈ֊として、2015 年にԣ඿で開࠵され
るΞジΞӫཆձٞに向けた׆ಈ、ಉ年に予定されている
*-4* JBQBO ୈ � ճ「ӫཆとエイジンά」国際ձٞをどの
ように進ΊるかもؚΊ、ண実な׆ಈを進Ίていきたい。

1983 年ɹ東๺大学大学Ӄཧ学研究科ത࢜՝ఔ前ظɹमྃ

1983 年ɹຯのૉࣜגձࣾೖࣾɹૅج研究ॴ配ଐ

1992 年ɹ東๺大学大学Ӄത࢜߸औಘ

1993 年ɹຯのૉࣜגձࣾ੡඼ධՁࣨ

1999 年ɹຯのૉࣜגձࣾԤभ本部パリ事຿ॴ

2001 年ɹ米国ຯのૉϫシンτン %$ 事຿ॴ

2005 年ɹຯのૉࣜגձࣾ඼࣭อূ部

2011 年ɹ*-4* JBQBO 事຿ہ長

ུྺ
ɹོޱࢁ （࢘΍ま͙ͪɹΓΎ͏じ）ത （࢜ཧֶ）

%S��.BSJP�7��$BQBO[BOB

*-4*�+BQBO ϙελʔ

*-4*�+BQBO ϒʔε

*-4* Ճऀࢀ෦ɺ本෦͔Βͷࢧ֤

*-4*�&VSPQF ϫʔΫγϣοϓ l-PX�HSBEF�*OqBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHFz ͱୈ ��ճࡍࠃӫཆֶ会
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4ZNQPTJVN�PO�l1PMJDZ�$POTJEFSBUJPOT�GPS�&YQBOTJPO�
PG�'VODUJPO�$MBJNT�UP�%SJWF�#FUUFS�$POTVNFS�6OEFS�
TUBOEJOH�PG�%JFUBSZ�4VQQMFNFOU�#FOFGJUT�JO�+BQBOz

೔ຊʹ͓͚Δӫཆิॿ৯඼ͷ๏੍ن
ࠂシϯϙδ΢Ϝใࡍࠃ

຤໦ɹҰ෉

Ұൠࣾஂ๏ਓࡍࠃ�ӫཆ৯඼ڠ会ʢ"*'/ɿΞΠϑΝϯʣ
ઐ຿ཧࣄ

,";60�46&,*
$IJFG�&YFDVUJWF�0GGJDFS

5IF�(FOFSBM�*ODPSQPSBUFE�"TTPDJBUJPO�
PG�*OUFSOBUJPOBM�'PPET���/VUSJUJPO

2013 年 10 月 � 日、東京に͓いて、「日本に͓けるӫཆิ助৯඼有用性のফඅऀཧ解ଅ進を໨的とした表֦ࣔ大
のたΊの੓ࡦ検౼ձ」 をテーϚとして、一ൠࣾஂ法人国際ӫཆ৯඼ڠձ（"*'/ɿΞイϑΝン）ˎ 1 ͓よͼࡏ日米国
঎޻ձٞॴ（"$$J）ˎ 2 のओ࠵でシンϙジウムが開࠵された。本シンϙジウムの໨的は、国際ಈ向を౿まえたػ能
性表ࣔ関連法نのཧ解をଅ進することにある。日本のӫཆิ助৯඼は、現ঢ়では一؏した੍نがされて͓らͣ、੓
෎は新しいΨイυϥインのࡦ定をߦっている。このػձに、ػ能性表ࣔによってফඅऀにどのようなԸܙがあるか
について焦点を当て、有用性実ূのたΊには੒分のػ能性科学的ࠜڌར用のਪ進がඞཁであり、米国・Ԥभ、Ξη
Ξンॾ国౳のւ外のಈ向やଞࢢ৔の事ྫなどの情報を、実際に体ݧしているւ外ԋऀをটき、日本੓෎が国際的な
੓ࡦτϨンυにͮجいてػ能性表ࣔを֦大するうえでԿを੝りࠐむඞཁがあるのかを明確化した。本シンϙジウム
の֓ཁについて報告する。また、本シンϙジウムのϓϩάϥムを表にࣔす

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

0O 0DUPCFS �, 2013, JO 5PLZP, "*'/ （5IF (FOFSBM *ODPSQPSBUFE "TTPDJBUJPO PG *OUFSOBUJPOBM 'PPET � 
/VUSJUJPO）BOE "$$J （"NFSJDBO $IBNCFS PG $PNNFSDF JO JBQBO）DP�IPTUFE B TZNQPTJVN VOEFS UIF UIFNF 
PG “QPMJDZ DPOTJEFSBUJPOT GPS FYQBOTJPO PG GVODUJPO DMBJNT UP ESJWF CFUUFS DPOTVNFS VOEFSTUBOEJOH PG EJFUBSZ 
TVQQMFNFOU CFOFGJUT JO JBQBO”�  5IF BJN PG UIJT TZNQPTJVN XBT UP QSPNPUF VOEFSTUBOEJOH PG UIF GVODUJPO DMBJN 
SFMBUFE MFHJTMBUJPO XJUI UIF JOUFSOBUJPOBM USFOET JO NJOE� $VSSFOUMZ, UIFSF JT OP DPIFSFOU SFHVMBUJPO TZTUFN GPS 
EJFUBSZ TVQQMFNFOU JO JBQBO� 5IFSFGPSF, UIF HPWFSONFOU JT JO UIF QSPDFTT PG GPSNVMBUJPO PG OFX HVJEFMJOFT� *U JT 
JNQPSUBOU UP QSPNPUF VUJMJ[BUJPO PG TDJFOUJGJD FWJEFODF TIPXJOH UIF GVODUJPOBMJUZ PG UIF DPNQPOFOU UP TVCTUBOUJBUF 
UIF IFBMUI CFOFGJU� 5ISPVHI UIF TZNQPTJVN, XF JOUFOEFE UP DMBSJGZ DPNQPOFOUT UIBU UIF JBQBOFTF HPWFSONFOU TIPVME 
JODPSQPSBUF JOUP UIF TZTUFN JO PSEFS UP FYQBOE UIF GVODUJPOBM DMBJN CBTFE PO UIF JOUFSOBUJPOBM USFOET PG SFHVMBUJPO 
XJUI B GPDVT PO UIF DPOTVNFS CFOFGJUT PG MBCFMJOH GVODUJPOBM DMBJNT� 'PS UIJT QVSQPTF, XF IBWF JOWJUFE GPSFJHO 
TQFBLFST XIP IBWF JOGPSNBUJPO PO JOUFSOBUJPOBM USFOET BOE IBWF FYQFSJFODFE QSBDUJDBM DBTFT JO UIF DPVOUSJFT TVDI 
BT 64, &VSPQFBO BOE "4&"/ DPVOUSJFT�

ཁɹࢫ
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�ϓϩάϥϜ�

日࣌ɿ2013 年 10 月 � 日
৔ॴɿステーシϣンίンϑΝϨンス東京
ओ࠵ɿ一ൠࣾஂ法人国際ӫཆ৯඼ڠձ（"*'/）、ࡏ日米国঎޻ձٞॴ（"$$J）
ձٞڠۀ࢈ɿ健康৯඼࠵ڞ
後ԉɿࣜגձࣾࡁܦۀ࢈新ฉࣾ

開会のѫࡰ
຤໦一෉

（῏国際栄養食品ڠ会 専務理事）

（会 専務理事ڠ国際栄養食品῏）લセッション座長：຤໦一෉ޕ

ফඅ者について – ৘報に基ͮいたબ୒のඞཁ性
ඒܙ生ו

（ެӹ社ஂ法人日本ফඅ生活アドバイβー・コンサルタントڠ会 食生活特別委員会෭委員長）

新たな機能性表示制度に向けたݕ౼のํ向性
Ԙᖒ৴ྑ

（ফඅ者ி・食品表示اը課 食品表示調査׭）

ফඅ者の健康増進におけるۀ界の役割、ۀ界にඞཁなݯࢿとはʁ
関ޱ༸一

（健康食品産ڠۀ議会会長 日本水産᷂ࣥ行役員）

日本におけるサプリメントの科学的࣮ূ
৿下ཽ一

（大ࡕ大学大学Ӄҩ学研究科 ྟচ遺伝子࣏ྍ学د付講座教त）

基調講演 – վֵのඞཁ性
加౻উ৴

（಺ֳ׭๪෭長׭）

（界ஂ体࿈合会ۀ国際栄養補ॿ食品）セッション座長：Michelle Stoutޙޕ

サプリメント研究の೉しさと能力について
Dr. Paul Coates

（ถ国国ཱӴ生研究ॴμイエタリーサプリメント研究ࣨ部長）

栄養補ॿ食品およびߏ଄・機能ڧ調表示の科学的根拠
Dr. Manfred Eggersdorfer

（グローχンήン大学（オランμ）ҩ学部健康加齢センター教त）

最ۙのਪҠに対するแׅ的評価、および世界中で現在ద用されているॏཁなモσル：ݧܦஙに関する国際ߏ制࿮組みのن
PatricL Coppens
 M.Sc.

（Ԥभ栄養補ॿ食品ڠ会（FSE）科学σΟレクター Ԥभ栄養補ॿ食品ڠ会 ৗ೚理事）

ถ国：栄養補ॿ食品のߏ଄・機能ڧ調表示を許可するためのنଇと࿮組み
Rend Al-Mondhiry
 EsR.

（ถ国栄養評議会法務୲౰（CRN 6S））

アセアン諸国：ASEAN における୯一ࢢ৔ܗ成をഎܠとした健康ڧ調表示ガイドラインҊの原ଇとཁ݅
;ubaidah Mahmud
 M.Sc.

（アセアンࡁܦ౷合サプリメントۀ࡞部会科学委員会委員長 ϒルネイް生লҩༀ品サービス局上ڃ科学୲౰׭）

ด会のѫࡰ
ఱケ੉੖৴

（ถ国঎工会議ॴ サプリメント委員会委員長 ῏国際栄養食品ڠ会理事）
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̍ɽ日本ͷফඅऀ・ۀք

シンϙジウムでは、まͣ日本ফඅ生׆Ξυόイザー・
ίンαルタンτڠձのו生ܙඒࢯが、ফඅऀの໨ઢか
ら、1）ػ能性のఔ౓に関して科学的ࠜڌにͮجく情報
をఏ供しফඅऀの৯඼選択に໾ཱてる、2）合ཧ的な৯
඼選択を๦げるޡ認を๷͙、3）日本人の健康ҡ持૿進
に寄༩する、という3点がඞཁとૌえた。ۀքଆからは、
健康৯඼ٞڠۀ࢈ձのձ長である関ޱ༸一ࢯが、“自ࣾ
঎඼のඞཁ情報のॆ実と的確な情報伝ୡの検౼はඞਢで
あると考えている” とड़べた。

̎ɽ日ԤͷΞΧσϛΞ

学քからは、大ࡕ大学の৿Լཽ一ڭ授、άϩーニンゲ
ン大学（Φϥンダ）のエοΨースυーϑΝーڭ授（1SPG� 
.BOGSFE &HHFSTEPSGFS）が、どのように科学的実ূを
考えるかについて科学的見஍からٞ࿦した。ػ能性表ࣔ
はҩༀ඼のようなޮ能や࣬病にରするޮ果の表ࣔでは
ない。科学的ཪ付けがे分であれ͹、ػ能性表ࣔを認Ί
る੍౓によってҙࣝが高まり、公ऺӴ生໘の認ࣝも変わ
る可能性がある。また、ۙ࠷、米国ӫཆධٞձ（$R/ 
64）が、ӫཆิ助৯඼の様々なઁऔがҩྍඅに及ぼす
影響を調査したところ、ӫཆิ助৯඼のར用が૿えたこ
とにより、米国ではҩྍඅがݮ࡟される可能性があると
いう新たな知見を঺հした。ӫཆิ助৯඼をਪ঑Ϩベル
で࢖用した৔合に予測される健康໰題のݮ少、͓よͼ७
ҩྍඅࢧ出ݮ࡟の可能性をࢉ出した結果は、ӫཆิ助৯

඼の࢖用と、現ࡏ・今後の生׆の࣭を向上させる੓ࡦ
（個々人の࣬ױ予๷）、͓よͼそれに൐うҩྍඅݮ࡟の可
能性を強くࣔࠦするものである。

̏ɽถࠃͷۀք

米国のۀքஂ体である $R/ô64 のΞルϞンディリー
ห࢜ޢ（RFOE "M�.POEIJSZ, &TR�）は、米国のӫཆิ助
৯඼のػ能性表ࣔについて֓આし、“身体のߏ଄やػ能
に及ぼすӫཆิ助৯඼のޮ果、ある੡඼が࡞用する際の
生෺学的ػং、ӫཆෆ଍による࣬ױに関連したར点、あ
るいはӫཆや੒分のઁऔによるશ体的な健康についてࣔ
すことができる” と解આした。また 能性表ࣔは、৴ػ“
པできる科学的ࠜڌによってཪ付けられなけれ͹ならな
いとಉ࣌に、ਅ実を伝え、ޡ解をটくようなものであっ
てはならない。ӫཆิ助৯඼のൢചଅ進のたΊに࢖用
する৔合の表ࣔには、当֘表ࣔが「米国৯඼ҩༀ඼ہ

（'%"）によってධՁされていないこと」、͓よͼ「Կ
らかの࣬ױを診断、࣏ྍ、࣏༊または予๷することが当
֘ӫཆิ助৯඼の໨的ではないこと」をࣔす੡඼ϥベ
ルのهड़もಉ࣌に表ࣔしなけれ͹ならない” とのことで
あった。な͓、'%" ͓よͼ連๜औҾҕһձ（'5$）は
いͣれも、ӫཆิ助৯඼表ࣔの分໺で確ݻとしたแ括的
関のػ֤、してྗڠにີۓ関はػ྆、ଇをઃけて͓りن
ಈが一؏したものになることを確実にして׆ࢪଇ実ن
いる。'%" は、ӫཆิ助৯඼の҆શ性にରしてઐଐ؅
を有し、੡඼ϥベルの表ࣔにରしてもओな੹೚をෛݖ׋
う。'5$ は、޿告の表ࣔにରしてओな੹೚をෛう。さ
らに、ӫཆิ助৯඼ۀքは、ӫཆิ助৯඼表ࣔのࢢ৔؂
をすることのॏཁ性を認੍نの強化に関連して、自ओࢹ
ࣝし、ӫཆิ助৯඼の޿告表ࣔのਅ実性とਖ਼確性にରす
るফඅऀの৴པを高Ί、ۀք಺での公ਖ਼ڝ૪をଅすこと
を確認した。その۩体的なରԠࡦとして、米国ӫཆධ
ٞձ、ならͼに米国঎事վળڠձのશ米޿告৹査ہは、
2006 年౓に自ओϓϩάϥムをࡦ定し、ӫཆิ助৯඼や
。を強化しているࢹ告の؂޿能性৯඼のػ

̐ɽԤभͷۀք

Ԥभ健康৯඼ڠձのίοϖンࢯ（1BUSJDL $PQQFOT）は、
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こうした֤国のنଇの૬ҧを౿まえたうえで、“֤
੍౓でのऔり૊Έは、ओとして R$5（無࡞ҝྟ
চݧࢼ）にͮجく絶ର的なҼ果関܎Ξϓϩーνか
ら、よりશ体࿦的Ξϓϩーν΁と進లしてきた
が、࠷も進లした੍౓では、ݶ定的健康強調表
ࣔも認Ίている。そのཧ༝は、ҩༀ඼の৔合のよ
うに絶ର科学のΈにґڌすると、ࣔすことのでき
るརӹのൣғが大෯にॖখされるとಉ࣌に、イノ
ベーシϣンやফඅऀ情報に関しても強ྗなෆ҆ࡐ
ྉになるからである” とした。その上で、以Լの
ような助言をఏࣔしたɿ
⿠ ӫཆิ助৯඼のػ能性表ࣔに関するنଇは、

中খۀاもػ能性表ࣔをߦうことができるよ
うに、また、イノベーシϣンをਪ進するたΊにも、
。後ಧ出を認Ίるൢࢢ

⿠ ࢖用৚݅もؚΊた一ཡ表やϞノάϥϑとして一ൠ的
な方法でঝ認することができ、ൢࢢ後ಧ出ٛ຿や、
(.1（੡଄؅ཧ͓よͼ඼࣭؅ཧに関するج४）९
कの؅ཧにͮجいて、نଇを実ޮ的に実ࢪする。

⿠ 一ൠに公ਖ਼ଥ当と認Ίられた৚݅をຬたしていない
ͮج有の研究にݻ能性表ࣔ、あるいはձࣾや੡඼ػ
くػ能性表ࣔについては、イノベーシϣンのたΊの
インηンティϒとして認可੍౓を実ࢪしてもよい。

⿠ ػ能性表ࣔは、様々なϨベルの科学的ূڌによって
ཱূされうる。࡯؍的ূڌや伝౷的用్をؚむূڌ
をධՁし、ূڌを৻ॏに考ྀすることがۃΊてॏཁ
である。ূڌのϨベルにԠ͡て、ػ能性表ࣔを認可
する際のద੾なจ言について合ҙすれ͹よい。

̑ɽΞηΞϯͷߦ੓

ϒルネイ国厚生省ҩༀ඼αービスہの上ڃ科学୲当׭
でありΞηΞンࡁܦ౷合ӫཆิ助৯඼ۀ࡞部ձ科学ҕһ
ձҕһ長のϚϑムーυࢯ（;VCBJEBI .BINVE）は、Ξ
ηΞンの法نଇを঺հし、“ର৅とするར用ऀに、ڐ༰
可能なػ能性表ࣔと、その֤々にରԠするϨベルのจݙ
͓よͼ科学的実ূに関するΨイダンスのΈならͣ、ӫཆ
ิ助৯඼のಛ定のػ能性表ࣔを実ূするたΊにඞཁな有
ޮ性データに関するΨイダンスもఏ供して͓り、ػ能性
表ࣔの実ূにඞཁな情報を੝りࠐむことでΨイυϥインは
さらにॆ実し、վྑされたものとなっている” とड़べた。

̒ɽ日本ͷߦ੓（ফඅऀி）

現ࡏの日本の՝題͓よͼ国際的なঢ়گを౿まえて、ฏ
੒ 25 年 6 月 1� 日にֳܾٞ定された日本ڵ࠶ઓུの方
਑にͮجき、米国のӫཆิ助৯඼（ダイエタリーαϓリ
ϝンτ）੍౓をࢀ考にしてࡦ定された、新たなػ能性表
੍ࣔ౓の方向性について、ফඅऀிのԘᖒ৴ྑ୲当׭が
֓આした。その中で明確にしたことは、“「ۀا౳の੹೚
に͓いて科学的ࠜڌをもとにػ能性を表ࣔできる」新た
なػ能性表੍ࣔ౓とし、ಛ定อ健用৯඼のような個ผ৹
査をඞཁとしない” 点である。これは、৯඼のػ能性表
੍ࣔ౓に͓ける大きなస׵と言え、今年౓より検౼を開
࢝し、དྷ年౓中に結࿦をಘて、新੍౓をߦࢪする。また、
今ճのֳܾٞ定には、ۀا౳の੹೚に͓いて೶ྛਫ࢈෺
のػ能性表ࣔを可能にすることもࣔされている。Ԙᖒ୲
当׭はさらに、“ଞ方、米国の੍౓については、約 20 年
のݧܦがありながらも、米国੓෎಺からも種々の໰題点
がࢦఠされているたΊ、ফඅऀிでは厚生労働省、೶
ྛਫ࢈省とともに、҆શ性の確อを大前ఏとしたうえ
で、有ޮ性やద੾な表ࣔのあり方について検౼をߦって
いる。このうち、有ޮ性やద੾な表ࣔのあり方に関して
は、今年౓中にফඅऀҙ向調査をߦい、ػ能性表ࣔのޡ
認཰が高いと思われるूஂをؚむ一ൠফඅऀをର৅に、
ΊるエビデンスϨベルや表ࣔのಡΈऔりٻ能性表ࣔにػ
౳に関するૅج的知見をಘる。そして、この結果౳をも
とに、有ࣝऀの検౼の৔でٞ࿦し、新੍౓をࡦ定してい
く予定” とड़べた。
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̓ɽまͱΊ

伝౷的に、健康のҡ持૿進には৯඼、৯඼中のӫཆૉ
がॏཁな໾割をもっていることが、ݧܦ的͓よͼ科学的
にも明確になっている。ۙ年の遺伝子解析技術౳にΈら
れるように科学技術の進లは໨֮ましく、৯඼中のӫཆ
ૉ以外の多様な੒分が健康ҡ持૿進あるいは࣬病予๷・
࣬病のリスク௿ݮに単ಠ͓よͼʗあるいはଞの੒分と૬
がಘられるようにڌ用している科学的ূ࡞ʗ૬৐的にޓ
なってきた。これらの有ӹな事実をফඅऀに伝えるたΊ
の有ޮなͻとつの方法として、৯඼΁の健康強調表ࣔと
いう֓念がੈք的に認ࣝされ、੍੍ن౓として多くの国
でӡ用されるようになってきた。զが国でもอ健ػ能৯
඼（ಛ定อ健用৯඼・ӫཆػ能৯඼）、ಛผ用్৯඼に、
上ه表ࣔが可能となっている。しかしながら、現ঢ়の੍
౓では、これらの情報಺༰がෆे分である上に、登録ख
ଓきに長ظ間をཁし、ඞཁܦඅも多ֹに上り、ࢢ৔΁の
ਝ଎なఏ供ができにくいというࢦఠがされている。この
ようなঢ়گԼで、ฏ੒ 25 年 � 月に健康強調表ࣔのվֵ
をうながす੍نվֵձٞからの౴ਃにରして、ֳܾٞ定
がなされた。

քが認ࣝしてۀに関するւ外のಈきは੍ن能表ࣔػ
いても、学քやߦ੓が認ࣝしていないことが多々ある。
よって、本シンϙジウムでは、ফඅऀの໨ઢも考ྀにೖ
れつつ、健康強調表੍ࣔ౓に関するւ外の׆ಈに関して
情報ڞ有をし、日本のߦ੓・科学ऀ・ফඅऀஂ体が௚઀
౼ٞする৔をઃ定し、ߦ੓関ऀ܎のঢ়گ೺Ѳや今後の׆
ಈの助けとなることを໨ࢦした。また日本にదした੍ن
࿮૊ΈのΦϓシϣンとద੾な科学的ࠜڌについて౼ٞで
きたと思われる。

Ճࢀ後に、米国、Ԥभ、ΞηΞン、日本国಺から͝࠷
いただいた講ԋऀや関ऀ܎౳͓よͼ開࠵に͝ྗڠいただ
いたஂ࠵ڞ、ۀاࢍڠ体の方々にۘんでँҙを表したい。

ˎ �：Ұൠࣾஂ๏ਓࡍࠃ�ӫཆ৯඼ڠձ（"*'/）
ɹ日本のফඅऀにӫཆิ助৯඼や健康৯඼を供څす
る事ऀۀのஂ体であり、ϝンόーとして、日米͓よ
ͼそのଞの国々の大ۀاからখۀاまでࢀՃしてい
る。ڠձの໋࢖は、日本のফඅऀなら୭でも健康૿
進に໾ཱつӫཆิ助৯඼や健康৯඼を、確実にೖख
できるڥ؀を࡞ることにある。国಺のෳ数ある事ۀ
ऀのஂ体の಺では、࠷も国際的なネοτϫークを有

する。ੈքの 50 を超える事ஂऀۀ体がձһである
国際ӫཆิ助৯඼連合（*"%4"）に͓ける日本か
らの།一のࣥߦҕһஂ体である。1999 年にઃཱさ
れた。
IUUQ���XXX�BJGO�PSH�
ˎ （+$$"）ձٞॴ޻঎ࠃ日ถࡏ：�
ɹ"$$J は、日米のࡁܦ関܎のさらなる進ల、ձ
һ͓ۀاよͼձһ׆ಈのࢧԉ、そして日本に͓ける
国際的なビジネスڥ؀の強化౳を໨ඪとし 19�8 年
にઃཱされた。今日では、�0 数か国の約 1,000 ࣾ
を୅表する、2,�00 ໊を超えるϝンόーを有してい
る。"$$J は૑ઃ以དྷ、੓ࡦఏ言׆ಈ・情報・ネο
τϫーΩンάを通͡て、日米྆国のϝンόーやٸ଎
に੒長する国際ࢢ৔に有ޮなػձやརӹをఏ供して
きた。この強Έは、"$$J にରする高いධՁにつな
がっている。ϝンόーによって、ϝンόーのたΊに
ӡӦされる׬શにಠཱした঎޻ձٞॴとして、今日
では日本で࠷も影響ྗのある外国ஂࡁܦ体の 1 つと
なっている。また、"$$J は日本のւ外ビジネスί
ϛュニティーにڞ通のརӹや໨的を明確にし、実現
するたΊの、ॏཁな৔となっている。"$$J には、
ӫཆิ助৯඼（ダイエタリーαϓリϝンτ）ҕһձ
をؚΊ 60 を超えるҕһձがあり、औりѻう分໺は
多ذにわたっている。
IUUQ���XXX�BDDK�PS�KQ�

19�3 年ɹ෋ࢁ大学大学Ӄༀ学研究科म࢜՝ఔɹमྃ

19�3 年ɹ日本ϩシュࣜגձࣾೖࣾ、研究ॴ配ଐ

198� 年ɹ日本ϩシュࣜגձࣾ化学඼本部

1996 年ɹビタϛン޿報ηンター・ηンター長݉຿

199� 年ɹϩシュ・ビタϛン・ジャパンࣜגձࣾにసଐ（分ࣾ化）

ɹɹɹ ɹビタϛン޿報ηンター・ηンター長ܧଓ

2002 年ɹϩシュ・ビタϛン・ジャパンࣜגձࣾୀࣾ

2002 年ɹ健康日本 21 ਪ進ϑΥーϥム事຿ہ長

200� 年ɹ*-4* JBQBO 事຿ہ次長

2006 年ɹ一ൠࣾஂ法人国際ӫཆ৯඼ڠձઐ຿ཧ事

ུྺ
຤໦ɹҰ෉（す͖͑ɹ͔͓ͣ）
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3FQPSU�PO�8PSLTIPQ�PO�/FX�#SFFEJOH�5FDIOJRVFT�
GPS�3FHVMBUPSZ�$POTJEFSBUJPOT

ּҪɹඒࢠܙ

σϡϙϯࣜג会ࣾ
όΠΦςΫϊϩδʔۀࣄ෦　ۀࣄ෦௕

.*&,0�,"4"*
�1I�%�
4S��.BOBHFS


#JPUFDIOPMPHZ�"GGBJST�BOE�3FHVMBUPSZ
�+BQBO
%V1POU�,BCVTIJLJ�,BJTIB

持ଓ可能な೶ۀの実現と生࢈性向上のたΊに඼種վྑが果たす໾割は大きい。ݹくからߦわれてきたަ配ҭ種に
Ճえ、1996 年には遺伝子૊׵え技術により඼種վྑされた࡞෺がॳΊて঎࠿ۀഓされるなど、この数े年の間に
඼種վྑ技術は大きく進歩してきた。またۙ࠷では、「新ҭ種技術（/#5）」とݺ͹れる新しい技術も೶ۀ現৔に
Ճわろうとして͓り、Ԥभҕһձ（&VSPQFBO $PNNJTTJPO� &$）や߽भ・ニュージーϥンυ৯඼ج४ػ関（'PPE 
4UBOEBSET "VTUSBMJB /FX ;FBMBOE� '4"/;）に͓いては、新ҭ種技術に関するϫークシϣοϓが開࠵されるなど、
これらの技術をར用してվྑされた඼種が遺伝子૊׵え২෺としての੍نର৅となるかどうかについてのٞ࿦が高
まってきている。さらに、日本の೶ྛਫ࢈省がྗڠࡁܦ開発（%$&0）ߏػ事຿ہとڞにఏҊし、新ҭ種技術の
科学的情報を֤国でڞ有するたΊのϫークシϣοϓも201�年2月10日にϑϥンスのパリで開࠵される予定である。

これらのಈきを受け、米国、&$、ΦースτϥリΞ、日本で情報をڞ有することを໨的に、*-4* JBQBO、日本ҭ
種学ձ -.0 ҕһձ、日本学術ৼڵձ࢈学ྗڠ研究ҕһձୈ 160 ҕһձ、日本学術ৼڵձ࢈学ྗڠ研究ҕһձୈ
1�8 ҕһձ、ஜ೾大学遺伝子実ݧηンターが「২෺の新ҭ種技術に関するϫークシϣοϓʵ੍ن໘からの考͓࡯よ
ͼ検౼」と題するϫークシϣοϓを 2013 年 10 月 15 日に東京でڞಉ開࠵し、国಺外のୈ一人ऀによる׆発なٞ࿦
がߦわれた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

1MBOU CSFFEJOH QMBZT B TJHOJGJDBOU SPMF UP BDDPNQMJTI TVTUBJOBCMF BHSJDVMUVSF BOE JODSFBTF QSPEVDUJWJUZ JO 
BHSJDVMUVSF�  #SFFEJOH IBT CFFO ESBTUJDBMMZ BEWBODFE JO UIF QBTU GFX EFDBEFT, TVDI UIBU DSPQT EFSJWFE GSPN (. 
UFDIOPMPHZ XFSF GJSTU DPNNFSDJBMJ[FE JO 1996�  RFDFOUMZ, OFX QMBOU CSFFEJOH UFDIOJRVFT IBWF TUBSUFE UP CF VTFE JO 
BHSJDVMUVSF BOE EJTDVTTJPO PO XIFUIFS PS OPU WBSJFUJFT EFSJWFE GSPN DFSUBJO OFX UFDIOJRVFT GBMM UIF TDPQF PG UIF 
(.0 MFHJTMBUJPOT JT VOEFSXBZ�  &VSPQFBO $PNNJTTJPO BOE 'PPE 4UBOEBSET "VTUSBMJB /FX ;FBMBOE SFTQFDUJWFMZ 
IFME B XPSLTIPQ PO OFX QMBOU CSFFEJOH UFDIOJRVFT�  *O BEEJUJPO, JBQBOFTF .JOJTUSZ PG "HSJDVMUVSF, 'PSFTUSZ BOE 
'JTIFSJFT UPHFUIFS XJUI 0&$% 4FDSFUBSJBU QSPQPTFE UP IPME BOPUIFS XPSLTIPQ PO OFX QMBOU CSFFEJOH UFDIOJRVFT, 
XIJDI XJMM CF IFME JO 1BSJT, 'SBODF JO 'FCSVBSZ 10UI 201��

ཁɹࢫ

*-4*�+BQBOɺ೔ຊҭछֶձ-.0ҕһձɺ೔ຊֶज़ৼڵձୈ���ҕһձɺ೔ຊֶज़ৼڵձ
ୈ���ҕһձɺஜ೾େֶҨ఻ݧ࣮ࢠηϯλーڞಉ։࠵ϫーΫシϣοϓ

ʮ২෺ͷ৽ҭछٕज़ʹؔ͢ΔϫーΫシϣοϓ
ʵ੍ن໘͔Βͷ͓࡯ߟΑͼݕ౼ʯใࠂ

*-4*�+BQBOɺ೔ຊҭछֶ会 -.0ҕһ会ɺ೔ຊֶज़ৼڵ会ୈ���ҕһ会ɺ೔ຊֶज़ৼڵ会ୈ���ҕһ会ɺஜ೾େֶҨ఻ݧ࣮ࢠηϯλʔڞಉ։࠵ϫʔΫγϣοϓ
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人が೶ߞを࢝Ίたのは、今から 1 ສ年以上前、一આに
よると 1 ສ 5,000 年も前のことと言われている。以དྷ、
りやすいも࡞、たちの૆ઌは、よりऩྔの多いものࢲ
の、ඒຯしいもの、ӫཆՁの高いもの౳々をٻΊて、඼
種のվྑをߦってきた。一ྫを挙げると、ੈքࡾ大ࠄ෺
の一つであるτウϞϩίシは、ݩل前 5,000 年もの昔か
らطに人のखにより࠿ഓされるようになり、վྑにվྑ
をॏͶて今日ࢲたちが໨にする࢟になっている。τウϞ
ϩίシの૆ઌ種テΦシンτは、今でもϝΩシίからάΞ
テϚϥにかけて自生しているが、テΦシンτの種子を見
て、現ࡏのτウϞϩίシをイϝージできる人は少ないの
ではないだろうか。このように、昔から຺々とଓけられ
てきた২෺の඼種վྑは、ۙ年の২෺૊৫ഓཆ学、分子
生෺学、遺伝子޻学の進歩をഎܠとして、1960 年୅の

「྘のֵ໋」をൽ੾りにඈ༂的な進歩を਱げた。1996 年
には、遺伝子૊׵え技術を用いて඼種վྑされた࡞෺が
ॳΊて঎࠿ۀഓされた。「より࡞りやすく」というئい
を実現するたΊにվྑされた֐஬఍߅性やಛ定のআ૲ࡎ
に଱性を持つ඼種は、2012 年にはੈք 28 か国で 1 ԯ
�,030 ສϔクタール࠿ഓされるまでになったが、զが国
に͓いてはফඅऀのෆ҆ײもあり、受༰が進んでいない
のが現ঢ়である。その一方で、ۙ࠷஫໨をूΊているの
が、/FX QMBOU #SFFEJOH 5FDIOJRVFT（/#5）とݺ͹れ
る新ҭ種技術である。

新ҭ種技術の進歩とڞに、これらの新しいҭ種技術を
ར用してվྑされた඼種が、遺伝子૊׵え২෺としての
ର৅となるかどうかについてのٞ࿦も高まってきて੍ن
いる。そのたΊ、Ԥभҕһձ（&VSPQFBO $PNNJTTJPO� 
&$）は 200� 年にۀ࡞部ձをઃཱし、以Լの 8 種類の
技術をར用してվྑされた඼種が遺伝子૊׵え২෺とし
ての੍نର৅となるかどうか、検౼を࢝Ίた。
⿠ ;JOD GJOHFS OVDMFBTF （;'/）UFDIOPMPHZ （;'/ô1, 

;'/ô2 BOE ;'/ô3）
⿠ 0MJHPOVDMFPUJEF EJSFDUFE NVUBHFOFTJT （0%.）
⿠ $JTHFOFTJT BOE JOUSBHFOFTJT

⿠ R/"�EFQFOEFOU %/" NFUIZMBUJPO （RE%.）
⿠ (SBGUJOH （PO (. SPPUTUPDL）
⿠ RFWFSTF CSFFEJOH
⿠ "HSP�JOGJMUSBUJPO （"HSP�JOGJMUSBUJPO “TFOTF TUSJDUP”, 

BHSP�JOPDVMBUJPO, GMPSBM EJQ）
⿠ 4ZOUIFUJD HFOPNJDT

検౼結果は、2011 年に報告ॻ “/FX QMBOU CSFFEJOH 
UFDIOJRVFT, 4UBUF�PG�UIF�BSU BOE QSPTQFDUT GPS DPNNFSDJBM 
EFWFMPQNFOU” として公表されている 1）。その後 2011 年
9 月には、&6 がओ࠵し、Ξルθンνン、Φースτϥリ
Ξ、Χナダ、&6、日本͓よͼೆΞϑリΧがࢀՃしてϫー
クシϣοϓがߦわれ、新ҭ種技術を੍ن໘からどのよう
に考えるか、֤国が一ॹに話し合いを進Ίることのॏཁ
性が確認された 2）。また、2012 年 5 月には、߽भ・ニュー
ジーϥンυ৯඼ج४ػ関（'PPE 4UBOEBSET "VTUSBMJB 
/FX ;FBMBOE� '4"/;）も新ҭ種技術に関するϫーク
シϣοϓを開࠵し、;'/ô1 ͓よͼ ;'/ô2 を用いてվ
ྑされた࡞෺は、遺伝子૊׵え৯඼としての੍نのର৅
外であるとの結࿦が発表されている 3）。さらに、日本の
೶ྛਫ࢈省がྗڠࡁܦ開発（%$&0）ߏػ事຿ہとڞ
にఏҊし、新ҭ種技術の科学的情報を֤国でڞ有するた
Ίのϫークシϣοϓが 201� 年 2 月 10 日にϑϥンスの
パリで開࠵される。

これらのಈきを受け、本「২෺の新ҭ種技術に関する
ϫークシϣοϓʵ੍ن໘からの考͓࡯よͼ検౼」は、新
ҭ種技術を࢖用した২෺ҭ種の進లঢ়گと੍نに関し
て、米国、&$、ΦースτϥリΞ、日本で情報をڞ有す
ることを໨的に、*-4* JBQBO、日本ҭ種学ձ -.0 ҕһ
ձ、日本学術ৼڵձ࢈学ྗڠ研究ҕһձ஍Ҭڥ؀・৯
のたΊの২෺όイΦୈݯࢿ・ྐ 160 ҕһձ、日本学術ৼ
研究ҕһձ২෺分子デザインୈྗڠ学࢈ձڵ 1�8 ҕһձ、
ஜ೾大学遺伝子実ݧηンターがڞಉ開࠵したものである。

̎ɽϫʔΫγϣοϓ֓ཁ

ϫークシϣοϓは、2013 年 10 月 15 日のޕ後 1 ࣌か

RFGMFDUJOH PO UIFTF DJSDVNTUBODFT, *-4* JBQBO IFME B 8PSLTIPQ PO /FX 1MBOU #SFFEJOH 5FDIOJRVFT PO 0DUPCFS 
15UI, 2013 JO 5PLZP UPHFUIFS XJUI 5IF -.0 $PNNJUUFF PG JBQBOFTF 4PDJFUZ PG #SFFEJOH, 5IF 160 � 1�8 
$PNNJUUFF PG UIF JBQBO 4PDJFUZ GPS UIF 1SPNPUJPO PG 4DJFODF, BOE (FOF RFTFBSDI $FOUFS 6OJWFSTJUZ PG 5TVLVCB� 
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ら 6 ࣌ 15 分まで、ステーシϣンίンϑΝϨンス東京に
て開࠵された。以Լにࣔしたϓϩάϥムのと͓り、3 つ
のηοシϣンからߏ੒されている。

ηοシϣンᶗでは、「/#5 の進ల」として、ॳΊに、
Ϥーϩοパで新ҭ種技術の検౼に当ॳからܞわられてい
る *OTUJUVUF GPS 1SPTQFDUJWF 5FDIOPMPHJDBM 4UVEJFT, &$
の .BSJB -VTTFS をܴえ、上ड़のࢯ 2011 年 9 月に &6 
ओ࠵で開࠵されたϫークシϣοϓに͓けるٞ࿦の಺༰を
中৺に、࠷新の新ҭ種技術を用いた開発ঢ়گなどについ
て͓話し௖いた。ଓいて、米国ダウ・Ξάϩαイエンス
の (BSZ RVEHFST ߩにରする඼種վྑの࢈から৯ྐ૿ࢯ
ݙ と ;'/ や 5SBOTDSJQUJPO BDUJWBUPS�MJLF FGGFDUPS 
OVDMFBTF� 5"-&/ ౳に関して、ؠख大学の٢઒৴޾ઌ
生から২෺ R/" ウィルスをར用したリンΰの開Ֆଅ進
౳に関して、それͧれ新ҭ種技術の実用化に向けたར用
ྫについての঺հがあった。

ηοシϣンᶘは、「੍ن໘での考࡯検౼」として、Φー
スτϥリΞから 2012 年のϫークシϣοϓにઐ໳Ոとし
てࢀՃされたΩャンベϥ大学の "OESFX #BSUIPMPNBFVT
に、2012ࢯ 年 5 月に開࠵されたϫークシϣοϓに͓け
るٞ࿦の಺༰を͝঺հ௖いた。また、ٸᬎདྷ日がऔりࢭ
Ί に な っ た、0&$% の “)BSNPOJ[BUJPO PG RFHVMBUPSZ 
0WFSTJHIU JO #JPUFDIOPMPHZ” 部ձのٞ長でもある米ۀ࡞
国೶຿省の 4BMMZ -� .D$BNNPO に୅わり、ҵ৓大学ࢯ
のཱ઒խ࢘ઌ生から米国࡯ࢹの結果をجに米国に͓ける
上੍ن࿮૊Έ、ಛに新ҭ種技術にରする検౼ಈ向や੍ن
の൑断のϙインτについて͝঺հを௖いた。

ηοシϣンᶙの「パネル౼࿦」では、ஜ೾大学のాח
തઌ生から新ҭ種技術の開発ঢ়͓گよͼ日本に͓けるن
੍の࿮૊Έについての現ঢ়の͝঺հの後、講ԋऀとϫー
クシϣοϓࢀՃऀによる׆発なٞ࿦がߦわれた。

ʻϓϩάϥϜʼ
13：00ô13：10 開会ѫࡰ

ོ࢘ޱࢁ
（ILSI Japan 事務局長）

セッションⅠ：N#T の進ల
座長ʀ大ᖒɹྑ（ஜ೾大学生໋ܥڥ؀教त）

13：10ô13：50 N#T の֓ཁとن制໘での࡯ߟ
Dr. Maria Lusser

（先୺科学技術研究ॴ）
（Institute for Prospective Technological Studies）

EC
13：50ô14：30 ২物育छにおける N#T の࣮用化に向けたར用ྫ

Dr. Gary Rudgers
（μウ・アグロサイエンス社）

（Dow AgroSciences）
14：30ô15：10 ২物育छにおける২物 RNA ウΟルスのར用

٢઒৴޾
（手大学೶学部教तؠ）

15：10ô15：30 ܜٳ
セッションⅡ：ن制໘でのݕ࡯ߟ౼

座長ʀ 大ᖒɹྑ（ஜ೾大学生໋ܥڥ؀教त）
15：30ô16：10 オーストラリアにおける N#T を࢖用した২物の最新の状گと関࿈ن制に関する࡯ߟ

Prof. Andrew #artholomaeus
（キャンベラ大学ༀ学部教त）

（School of Pharmacy
 6niversity of Canberra）
16：10ô16：50 ถ国におけるن制࿮組みと「新しい育छ技術」

ཱ઒խ࢘
（ҵ৓大学೶学部஍Ҭڥ؀科学科教त）

16：50ô17：00 ܜٳ
セッションⅢ：パネル౼࿦

座長ʀాחɹത（ஜ೾大学教त ）
17：00ô18：00 全講演者および座長
18：00ô18：10 ด会のѫࡰ

৿ɹਔࢤ
（名ݹ԰大学大学Ӄ生໋೶学研究科教त、
日本学術ৼڵ会第 178 委員会෭委員長）
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̏ɽηογϣϯ ***ʮύωϧ౼࿦ʯͷまͱΊ

パネル౼࿦では、以Լの 5 つのϙインτをݩに、新ҭ
種技術の੍ن໘の検౼がٞ࿦された。

ᶃ 検出やࣝผが可能であるか൱か
ᶄ   ϓϩηスベースで൑断するか、੡඼ベースで൑断

するか、またはผの൑断ج४をઃけるのか
ᶅ ナνュϥルΦΧϨンスとの比較
ᶆ どのように国際的な੔合性をऔってΏくか
ᶇ どのようにফඅऀのཧ解をಘてΏくか

͍ͯͭʹग़΍ࣝผ͕ՄೳͰ͋Δ͔൱͔ݕ（�）
ॳΊに֤パネリスτから֤国のঢ়گについてのઆ明が

あった。&6 に͓いては、新ҭ種技術をར用してվྑさ
れた࡞෺の検出やࣝผが可能か൱かについて 2010 年に
ධՁされて͓り、;'/ô3 ͓よͼ DJTHFOFTJT、 JOUSBHFOFTJT、
HSBGUJOH （PO (. SPPUTUPDL）については、そのܥ౷の知
見があれ͹検出やࣝผが可能、;'/ô1,2 ͓よͼ 0%.
についてはݪଇとして検出は可能であるがࣝผはෆ可
能、RE%. ͓よͼ SFWFSTF CSFFEJOH については検出も
ࣝผもෆ可能との結果が 2011 年に発表された報告ॻに
、されている。米国では、検出やࣝผが可能か൱かはࡌه
その੡඼が੍نର৅となるか൱かの൑断ج४になってい
ない。また、ΦースτϥリΞでは、҆શ性についての懸
念がない৔合、੡඼の঎඼化後に検出やࣝผができない
技術は੍نのର৅とはなっていない。

Ϩࢎ֩、Ճऀからは、「検出可能かどうかについてࢀ
ベルでの残ଘについて考ྀすべきなのか、遺伝子がૠೖ
されたかどうかで൑断するのかについてڵຯがある」「֩
の残ଘで考えるにしても、残ଘがないことを୭がどのࢎ
ように確認するのかについては、֤国でҙ見が分かれる
と思われる」「米国では、੡඼の҆શ性はそれをൢചす
るۀاが੹೚を持つというج本֓念がしっかり確ཱされ
ている」౳のҙ見が出された。

（�）�ϓϩηεϕʔεͰ൑断すΔ͔ɺ製඼ϕʔεͰ൑断
すΔ͔ɺまͨ͸ผͷ൑断ج४をઃ͚Δͷ͔ʹ͍ͭͯ

&6 では、遺伝子૊׵え技術についてಛผな੍نをઃ
定している国については、੍نର৅ൣғをϓϩηスベー
スで൑断している。一方で、όイΦテクノϩジー੡඼に
ಛผな੍نをઃ定していない国もある。また、Χナダで
はリスクධՁがඞཁか൱かを “OFX USBJUT（新しい࣭ܗ）”

かどうかで൑断している。いͣれにしても、リスクධՁ
は科学的にߦわれ、どのような技術が࢖われたかは科学
的ධՁには影響しない。米国では、ج本的に੡඼ベース
で੍نର৅ൣғをܾΊているが、米国೶຿省はϓϩηス
ベースで੍نର৅となるか൱かをܾΊている。Φースτ
ϥリΞでは、遺伝子૊׵えの੍نはϓϩηスベースであ
るがリスクධՁはその੡඼の࣭ܗにͮجいてߦわれてい
る。日本に͓いても、Χルタϔナ法はϓϩηスベースで
ର৅ൣғをܾΊているが、リスクධՁ自体は੡඼੍ن
ベースでߦっている。

શ体として、Կを੍نର৅にするのかについては、ϓ
ϩηスベースで考えている国と、੡඼ベースで考えてい
る国があるものの、リスクධՁを੡඼ベースで考えるこ
とはੈքでڞ通しているҹ৅であった。

（�）φνϡϥϧΦΧϨϯεͱͷൺֱʹ͍ͭͯ
ナνュϥルΦΧϨンスと一ޱに言っても、Կを比較ର

রに用いるのか、あるいはまたゲノム上にはҧいがあっ
たとしても、それが本当にҙຯのあるҧいかどうかを൑
断することが大੾であるという見解が多くを઎Ίた。こ
れらのٞ࿦を受けて、新ҭ種技術をར用して࡞られた੡
඼とナνュϥルΦΧϨンスの੡඼の比較を୭がߦうの
か、またその結果を୭がどのように確認するのかについ
ても、さらなる検౼がඞཁとのҙ見が出された。

（�）ͲͷΑ͏ʹࡍࠃతͳ੔߹ੑをऔͬͯΏ͔͘ʹ͍ͭͯ
ओに以Լのようなҙ見が出された。201� 年 2 月に予

定されている 0&$% のϫークシϣοϓが、国際的੔合
性に向けての大੾な一歩になると考えられる。また、い
くつかの国がઌߦして新ҭ種技術のѻいについてܾ定し
てΏくものと考えらる。現ࡏの遺伝子૊׵え技術に関す
る੍نは、残念ながらリスクベースのධՁにはなってい
ない。新ҭ種技術についてはリスクベースでධՁをߦう
ことができるように、まͣ 0&$% ౳で新ҭ種技術に関
わる૝定されるリスクを൑定するところから࢝Ίて、ੈ
քڞ通のΞϓϩーνができるようにすることが大੾である。

（�）ͲͷΑ͏ʹফඅऀͷཧղをಘͯΏ͔͘ʹ͍ͭͯ
ফඅऀஂ体の中には新ҭ種技術を、遺伝子૊׵え技術

をର৅とした੍نをಀれるたΊの技術として൱定的にଊ
えているところもある。今後、これらのফඅऀஂ体が新
ҭ種技術についてどのような見解を表明するのかによ
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り、新ҭ種技術の੍نのあり方も影響を受ける可能性が
あり、ૣいஈ֊からফඅऀに向けた情報発৴をߦうこと
が大੾であるとのίϝンτが出された。これにରし、科
学のਪ進には、色々なٞ࿦が出てくることは当વ予測さ
れることであり、ੈ࿦にܴ合するܗで੍نを考えるので
はなく、科学的にリスクベースでධՁを考え、৴念を
持って科学的な道ےをઆ明すべきであるとのҙ見が出さ
れた。

̐ɽまͱΊ

今ճのϫークシϣοϓは、日本͓よͼւ外から新ҭ種
技術に関するୈ一人ऀを講ࢣとして͓টきし、またパネ
ル౼࿦ではࢀՃऀからのੵۃ的な発言も寄せられ、ॆ実
した಺༰となった。新ҭ種技術についてのཧ解をਂΊる
ことができただけでなく、今後、新ҭ種技術としてリス
τされている一つ一つの技術について、どのように੍ن
を੔ཧしてΏくのかを考えるྑいػձとなった。๯಄に
ड़べたように、人は೶ߞを࢝Ίて以དྷͣっと඼種վྑを
ଓけてきて͓り、今日の๛かな৯生׆は、ઌ人たちの౒
ྗによりࢧえられている。೶ۀ現৔では、ੈք人ޱの૿
Ճに൐い、さらなる生࢈性の向上と持ଓ可能な೶ۀの実
現がٻΊられている。その໨ඪをୡ੒するたΊに඼種վ
ྑが果たす໾割は大きい。ैདྷのަ配ҭ種からಥવ変異
ҭ種΁、そして細胞༥合、遺伝子૊׵え技術΁と඼種վ
ྑの技術は進歩してきた。そして今、新ҭ種技術とݺ͹
れる新しい技術が೶ۀ現৔にՃわろうとしている。パネ
ル౼࿦の࠷後にҙ見が出されたように、新しい科学技術
のಋೖに際して色々なٞ࿦やফඅऀからのෆ҆の੠が上
がるのは当વのことであろう。そうであれ͹こそ、新ҭ
種技術についてこれからも学ͼ、これらの技術でվྑさ
れた඼種の૝定されるリスクが、ैདྷの඼種վྑ技術に
より࡞られた඼種のリスクを超えるものではないか൱か
を、科学的にධՁすることが大੾であることをվΊて気
ͮかされたϫークシϣοϓであった。

ʻߟࢀจݙʼ

 1） IUUQ���GUQ�KSD�FT�&6REPD�JR$639�1�QEG
 2）  IUUQ���XXX�TDJFODFEJSFDU�DPN�TDJFODF�BSUJDMF�QJJ�

418�16�8�13000186

 3）  IUUQ���XXX�GPPETUBOEBSET�HPW�BV�QVCMJDBUJPOT�
%PDVNFOUT�/FX�201MBOU�20#SFFEJOH�20
5FDIOJRVFT�208PSLTIPQ�20RFQPSU�QEG�TFBSDI��/F
X�QMBOU�CSFFEJOH�UFDIOJRVFT�RFQPSU�PG�B�XPSLTIP
Q�IPTUFE�CZ�

1982 年ɹ東京学ܳ大学ڭҭ学部ॳ౳ڭҭ科ɹଔۀ

198� 年ɹ千༿大学Ԃܳ学部೶ܳ化学科म࢜՝ఔɹमྃ

198� 年ʙ1988 年ɹ日本Ϟンαンτࣜגձࣾ生෺科学研究ॴ

1991 年ɹ  米国ノースΧϩϥイナभཱ大学 $SPQ 4DJFODF %FQBSUNFOU 

ത࢜՝ఔɹमྃ

1992 年ʙ199� 年ɹ日本Ϟンαンτࣜגձࣾ登録՝

1998 年ʙ現ࡏɹデュϙンࣜגձࣾ

ɹɹɹɹ（現৬）όイΦテクノϩジー事ۀ部事ۀ部長

ུྺ
ּҪɹඒࢠܙ（͔͍͞ɹΈ͑͜）
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5IF 35UI 4FTTJPO PG UIF $PEFY $PNNJUUFF PO /VUSJUJPO BOE 'PPET GPS 4QFDJBM %JFUBSZ 6TFT （$$/'4%6） XBT 
IFME JO #BE 4PEFO BN 5BVOVT, (FSNBOZ GSPN � UP 8 /PWFNCFS 2013� 5IF $PNNJUUFF XBT BUUFOEFE CZ 26� EFMFHBUFT 
SFQSFTFOUJOH 6� .FNCFS $PVOUSJFT, POF .FNCFS 0SHBOJ[BUJPO （&6） BOE 33 *OUFSOBUJPOBM 0SHBOJ[BUJPOT （/(0T）� 

5IF $PNNJUUFF BHSFFE�
⿠ UP BEWBODF UP 4UFQ 5 UIF 1SPQPTFE %SBGU RFWJTJPO PG UIF $PEFY (FOFSBM 1SJODJQMFT GPS UIF "EEJUJPO PG &TTFOUJBM 

/VUSJFOUT UP 'PPET （$"$�(- 9ô198�）, 
⿠ UP GPSXBSE UIF /R7ôR GPS 1SPUFJO UP CF JODMVEFE JO UIF $PEFY (VJEFMJOFT PO /VUSJUJPO -BCFMMJOH GPS BEPQUJPO,
⿠ UP SFUBJO BU 4UFQ � UIF RFWJFX PG UIF $PEFY 4UBOEBSE GPS 'PMMPX�VQ 'PSNVMB （$0%&9 45"/ 156ô198�）,
⿠ UP SFUVSO UP 4UFQ 2�3 GPS SFESBGUJOH, DPNNFOUT BOE GVSUIFS EJTDVTTJPO BU UIF OFYU TFTTJPO UIF 1SPQPTFE %SBGU 

"EEJUJPOBM PS RFWJTFE /VUSJFOU RFGFSFODF 7BMVFT GPS -BCFMMJOH 1VSQPTFT JO UIF $PEFY (VJEFMJOFT PO /VUSJUJPO 
-BCFMMJOH BOE UIF 1SPQPTFE %SBGU "NFOENFOU PG UIF 4UBOEBSE GPS 1SPDFTTFE $FSFBM�#BTFE 'PPET GPS *OGBOUT 
BOE :PVOH $IJMESFO （$0%&9 45"/ ��ô1981） UP JODMVEF B /FX 1BSU # GPS 6OEFSXFJHIU $IJMESFO,

3FQPSU�PG�UIF���UI�4FTTJPO�PG�UIF�$PEFY�$PNNJUUFF�PO�
/VUSJUJPO�BOE�'PPET�GPS�4QFDJBM�%JFUBSZ�6TFT

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճίーσοΫεӫཆɾಛघ༻్৯඼෦ձใࠂ

඿໺ɹ߂ত
*-4*�+BQBO ಛผސ໰

)*30",*�)"."/0
"EWJTPS

*-4*�+BQBO

4VNNBSZ
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̍ɽ͸じΊʹ

ୈ 35 ճӫཆ・ಛघ用్৯඼部ձձٞが、2013（ฏ੒
25）年11月�日（月）から8日（ۚ）までυイπ、όου・
κーデン・Ξム・タウψス（RBNBEB )PUFM, #BE 4PEFO 
BN 5BVOVT）で、また、本ձٞにઌཱち 11 月 2 日（౔）に、
৯඼΁のඞਢӫཆૉ௥ՃのたΊのίーデοクス一ൠݪଇ

（$"$�(- 9ô198�）のमਖ਼ఏҊ（ٞ題 �）に関するۀ࡞
部ձձٞが開࠵された。

�Ճऀは、6ࢀ か国੓෎͓よͼ &6、33 国際ػ関͓よ
ͼ /(0 から合ܭ 26� ໊、日本੓෎୅表ஂとして、ফඅ
ऀி৯඼表ࣔاը՝ 1 ໊、厚生労働省健康ہがんରࡦ・

健康૿進՝ 2 ໊、೶ྛਫ࢈省ফඅ・҆શہফඅ・҆શର
՝ࡦ 1 ໊、テクニΧルΞυόイザー2 ໊のܭ 6 ໊がࢀՃ
した。な͓、੓෎୅表ஂ以外の日本からのࢀՃऀは、国
際生໋科学研究ߏػ（*-4* JBQBO）2 ໊、国際ҿྉۀ޻
ձ（*$#"）໊̍、国際ダイエタリーʗϑーυαϓリڠ
ϝンτڠձ連合（*"%4"）2 ໊、国際Ξϛノࢎ科学ڠ
ձ（*$""4）1 ໊͓よͼ国際ڠಉ૊合ಉໍ（*$"）よ
り 2 ໊のܭ 8 ໊であった。以Լに、ओなٞ題に関する
౼ٞ಺༰͓よͼ結࿦をཁ約したʤRFQPSU PG UIF 5IJSUZ 
'JGUI 4FTTJPO PG UIF $PEFY $PNNJUUFF PO /VUSJUJPO BOE 
'PPET GPS 4QFDJBM %JFUBSZ 6TFT （ R&1 1��/'4%6）ʥ。

⿠ UP TVCNJU UP UIF $PNNJTTJPO B QSPQPTBM GPS OFX XPSL PO 1PUFOUJBM /R7 GPS 1PUBTTJVN JO RFMBUJPO UP UIF RJTL PG 
/$%, BOE

⿠ UP FTUBCMJTI BO FMFDUSPOJD 8PSLJOH (SPVQ UP QSPWJEF SFDPNNFOEBUJPOT GPS UIF $PNNJUUFF PO UIF BDUJPOT BOE UIF 
OFYU TUFQT BOE B SFWJTFE MJTU�

5IF $PNNJUUFF XFMDPNFE UIF PGGFS CZ ;JNCBCXF BOE 4PVUI "GSJDB UP EFWFMPQ B EJTDVTTJPO QBQFS BOE QSPKFDU 
EPDVNFOU PO B EFGJOJUJPO PG #JPGPSUJGJDBUJPO PS #JPGPSUJGJFE 'PPET GPS DPOTJEFSBUJPO BU UIF OFYU TFTTJPO�

̎ɽୈ ��ճձٞͷओͳٞ୊ͱ݁Ռ
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2（C）'"0�8)0 からの報告事߲
3 ɽ  ίーデοクスӫཆ表ࣔΨイυϥインに͓ける表ࣔ໨的のӫཆࢀরྔ（/R7）の௥Ճʗվ定ఏҊ（ステοϓ

� ɹ˰ 2�3 、ి子ۀ࡞部ձ）
� ɽ  ৯඼΁のඞਢӫཆૉ௥ՃのたΊのίーデοクス一ൠݪଇのमਖ਼ఏҊ（ステοϓ � ɹ˰ 5 、ి子ۀ࡞部ձ）ɹ
5 ɽ  ೕ༮児用ࠄ෺Ճ޻৯඼のج֨ن४に新たに௿体ॏ用の 1BSU # をؚΊるたΊの新ۀ࡞نఏҊ（ステοϓ � ɹ

˰ 2�3 、ి子ۀ࡞部ձによる 1BSU # ఏҊॻの࠶४උ）ɹ
6 ɽ  ϑΥϩーΞοϓ・ϑΥーϛュϥ（཭ೕ後の調੔৯඼）֨نのվ定ఏҊ（ステοϓ � ɹ˰ � ҡ持、ి子ۀ࡞部ձ）
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8 ɽ  ඇײ染性࣬ױ（/$%）のリスクに関わるΧリウムの Q/R7 に関する౼ٞࢿྉ（˰新ۀ࡞نఏҊをୈ 3� ճ

$"$ ҕһձ૯ձにࢾる、ి子ۀ࡞部ձのઃஔ）
9 ɽ  #JPGPSUJGJDBUJPO に関する౼ٞࢿྉ（˰次ճ部ձձٞに向けた౼ٞࢿྉの࡞੒͓よͼ新ۀ࡞نఏҊॻの࡞੒）
10ɽ  そのଞの事߲͓よͼ今後のۀ࡞
11ɽ  次ճձٞの開࠵日ఔ͓よͼ৔ॴ
12ɽ  ٞ 事録の࠾択



ٞ୊ �ɽٞ୊ͷ࠾୒：
ٞ題 � について、11 月 2 日（౔）のۀ࡞部ձձٞの

報告ॻ（$R% 1）の࡞੒͓よͼࢀՃ国による検౼のたΊ
の࣌間がඞཁとして、本ձٞ 2 日໨（11 月 5 日）の౼
ٞとすること、ٞ題 3 の後にٞ題 � を౼ٞすること、
そのଞのٞ題についてはݪҊの通り合ҙした。ただし本
報告ॻはٞ題ॱにهड़した。

ٞ୊ �（B）ɽ�ίʵσοΫεҕһձ૯ձ͓Αͼଞͷ෦ձ͔
Βͷ෇ୗ߲ࣄ：

"ɽίʵσοΫεҕһձ૯ձͰͷ࠾୒͓Αͼ෇ୗ߲ࣄ
⿠ 年長ೕ児͓よͼ年少༮児用ิ助৯඼のΨイυϥイン

（$"$�(- 08ô1991）のվ定ఏҊについて、৯඼表
ࣔ部ձ（$$'-）からのमਖ਼ఏҊにͮجき一部मਖ਼
の上ステοϓ 8 のૠޠ択したが、米国が新たな用࠾
ೖにରしཹอした。

⿠ ๞࿨ࢷ๱ࢎとナτリウムの /R7 について、ステο
ϓ 8 択したが、ϑィリピン͓よͼϚϨーシΞがཹ࠾
อした。

⿠ 一ൠ国ຽをର৅としたඇײ染性࣬ױのリスクと関わ
りのあるӫཆૉの /R7 定とビタϛン、ϛネϥルࡦ
の /R7 -'$$、ଇの౷合についてݪ定の一ൠࡦ か
らのमਖ਼ఏҊをؚΊてステοϓ 5�8 。択した࠾

⿠ ίーデοクスӫཆ表ࣔΨイυϥイン（$"$�(- 
2ô1985）に͓ける表ࣔ໨的の /R7 の௥Ճʗվ定ఏ
Ҋについて、一部मਖ਼の上ステοϓ 5�8 択した࠾
が、ベニンがཹอした。

#ɽଞͷ෦ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ
ίʔσοΫε・ΤάθΫςΟϒձٞ（$$&9&$）より、

ٞ題 3 ͓よͼٞ題 5 の౼ٞଅ進と現実的なۀ࡞ス
έジュールのࡦ定がٻΊられた。

෼ੳ・αϯϓϦϯά๏෦ձ（$$."4）より、ಛघ用్
৯඼͓よͼೕ児用調੔ೕの分析法がঝ認された。な
͓、τϥンスࢷ๱（"'5）ࢎについては後ड़の
$$'- の߲でまとΊた。

৯඼ఴՃ෺෦ձ（$$'"）ΑΓ：
⿠ ಉ部ձձٞจॻ $R%2 の RFDPNNFOEBUJPO 6, OPUF 

55 （4JOHMZ PS JO DPNCJOBUJPO, XJUIJO UIF MJNJUT GPS 
TPEJVN, DBMDJVN, BOE QPUBTTJVN TQFDJGJFE JO UIF 
DPNNPEJUZ TUBOEBSE）のద用に関するরձについて
$$/'4%6 部ձは、┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┪┳┶ⓤ┍┲┪┥┲┸ⓤ┊┳┶┱┹┰┥ⓤ┥┲┨ⓤ
┊┳┶┱┹┰┥┷ⓤ ┪┳┶ⓤ┗┴┩┧┭┥┰ⓤ┑┩┨┭┧┥┰ⓤ└┹┶┴┳┷┩┷ⓤ ┍┲┸┩┲┨┩┨ⓤ ┪┳┶ⓤ

┍┲┪┥┲┸┷ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ┗┘┅┒ⓤ⓻⓶ô⓵⓽⓼⓵）に関܎するશての
ଇに͓いて、ྔ的͓よͼن (.1 ४がద用されるج
とした。

⿠ ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┪┳┶ⓤ┇┥┲┲┩┨ⓤ┆┥┦┽ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ┗┘┅┒ⓤ⓻⓷ô
⓵⓽⓼⓵）に͓けるԼهのナτリウムの࢖用ج४のద用
に関するরձについて $$/'4%6 部ձは、ಉナτ
リウムの࢖用ج४は ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ ┪┳┶ⓤ└┶┳┧┩┷┷┩┨ⓤ┇┩┶┩┥┰⓱
┆┥┷┩┨ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ┪┳┶ⓤ┍┲┪┥┲┸┷ⓤ┥┲┨ⓤ┝┳┹┲┫ⓤ┇┬┭┰┨┶┩┲ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ
┗┘┅┒ⓤ⓻⓸ô⓵⓽⓼⓵）にもద用されるとした。

4UBOEBSE�GPS�$BOOFE�#BCZ�'PPET�（$0%&9�45"/�
��ô����）
����� 5IF UPUBM TPEJVN DPOUFOU PG UIF QSPEVDUT TIBMM 
OPU FYDFFE 200 NH /B�100H DBMDVMBUFE PO UIF 
SFBEZ�UP�FBU CBTJT JO BDDPSEBODF XJUI EJSFDUJPOT GPS 
VTF� 5IF BEEJUJPO PG TBMU （/B$M） UP GSVJU QSPEVDUT 
BOE EFTTFSU QSPEVDUT CBTFE PO GSVJU JT OPU QFSNJUUFE�
����� $JUSJD BDJE BOE TPEJVN TBMU   0�5 H BOE XJUIJO 
UIF MJNJU GPS TPEJVN JO TFDUJPO 3�1�3

5'" ϑϦʔڧௐදࣔʹ͍ͭͯ：これまでのܦҢを以Լ
にまとΊた。

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦ �CCFL から CCNFSDUに対し、TFAフリー強調表示
の要件の策定に関する助言を求められていたが、これ
についても、当該要件の策定を支持する意見、飽和脂
肪酸のレベルと関連付けることに対する賛否、「フリー」
の解釈は各国で異なるとの意見、TFAが問題になっ
ているのは数か国のみであるとの意見等、様々な意見
が示された。また、サービング当たり表示についても、
消費者にとって重要な目安となり支持する意見、サー
ビングサイズが規定されていない国にあっては、逆に
消費者の誤認を招くとして反対する意見が示された。

◦�部会では、TFAフリー強調表示の策定については、
CCFL でもまだ決定していない旨説明があったことか
ら、CCNFSDUとしては、CCFL が TFAフリー強調
表示の策定を決定した後に、当該要件について検討す
ることで合意した。

ୈ ��ճ $$."4（����）ΑΓ
◦ �CCFL からの要請により、CCNFSDU は CCMAS�に
対しTFA分析法に関する諮問を行った。

◦ �IDF および ISO より、乳製品、乳児用調整乳および
大人の栄養製品における、TFAを含む脂肪酸の分析
法が開発中であり、2014 年に公表予定。

◦ �AOCS より、TFA用にAOCS�Ce�1J-07 を開発し、現
在Collaborative�study が進行中。

◦�以上のことから CCMAS としては、現時点では、
TFAに関する新たな分析法の承認は行わないとした。

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�複数の国からTFAフリー強調表示の策定を支持する意
見が表明され、WHOからも、TFAはGlobal�Monitoring�
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Framework�for�NCDs にとって重要な指標であり、
TFAの削減は最新のNCD�Action�Plan�2013-2020 に
おいても優先活動とされていることから、支持が表明
された。
◦�一方他の代表からは、TFAフリー強調表示より SFA
（飽和脂肪酸）の低減の方が優先度は高い、あるいは
TFAの強調表示は、SFAとの関わりで検討するべき
であるとする意見、反対にTFAと SFAは関わりが
無いとする意見等が表明された。
◦部会としては、TFA フリー強調表示の科学的基準
（CCNFSDU）および分析方法（CCMAS）が策定さ
れた場合には、同表示基準の策定を行うとして、
CCNFSDUに TFAフリー強調表示の基準策定を諮問
することで同意した。

⿠ $$'-からの 5'" ϑリー強調表ࣔのج४ࡦ定のࢾ໰
について、$$/'4%6 部ձは、ઌͣ 8)0 の /6("(

（/VUSJUJPO (VJEBODF &YQFSU "EWJTPSZ (SPVQ）の報
告（201� ）がඞཁであること。さらに、Χナダが
ಉ報告の಺༰をؚΊて次ճձٞのたΊの౼ٞจॻを
。੒することで合ҙした࡞

ٞ୊ �（C）ɽ'"0�8)0͔Βͷใ߲ࣄࠂ：
'"0͔Βͷใ߲ࣄࠂ：
⿠ %JFUBSZ QSPUFJO RVBMJUZ FWBMVBUJPO JO IVNBO OVUSJUJPO� 

RFQPSU PG BO '"0 &YQFSU $POTVMUBUJPO, '"0 'PPE 
BOE /VUSJUJPO 1BQFS 92（'"0, 2011）͓よͼその
後の技術ۀ࡞部ձの׆ಈについて報告した。

⿠ 1SPUFJO RVBMJUZ のධՁに関し、これまでの 1%$""4
（QSPUFJO EJHFTUJCJMJUZ�DPSSFDUFE BNJOP BDJE TDPSF）
から %*""4（EJHFTUJCMF JOEJTQFOTBCMF （DPSSFDUFE） 
BNJOP BDJE TDPSF）に変ߋする݅を検౼するたΊ、
2013 年 8 月、5FDIOJDBM 8PSLTIPQ PO 1SPUFJO 2VBMJUZ 
&WBMVBUJPO に関するઐ໳Ոをืूした。

⿠ 2013 年 5 月の $$'-に͓いて、'SPOU PG 1BDL OVUSJUJPO 
MBCFMJOH に関する情報ఏ供のたΊのηοシϣンを開
。した࠵

ɹ（ IUUQ���XXX�XIP�JOU�OVUSJUJPO�FWFOUT�2013@'"0@
8)0@XPSLTIPQ@GSPOUPGQBDL@OVUSJUJPOMBCFMMJOH�FO�）

8)0͔Βͷใ߲ࣄࠂ：
⿠ /6("( の %JFU BOE )FBMUI に関する 4VCHSPVQ の

ձٞが 2013 年 3 月に中国ߌभ、10 月にデンϚーク、
ίϖンϋーゲンで開࠵され、๞࿨ࢷ๱（"'4）ࢎ
͓よͼτϥンスࢷ๱（"'5）ࢎに関する࠷新の

TZTUFNBUJD SFWJFXT ͓よͼ BWBJMBCMF FWJEFODF のධՁ
をߦった。その後 8)0 に͓けるಉ報告ॻのϨ
ビューの後に公表される（࣌ظ未定）。

⿠ 2013 年 9 月、スϖイン άϥナダで開࠵されたୈ
20 ճ国際ӫཆ学ձٞ（*OUFSOBUJPOBM $POHSFTT PG 
/VUSJUJPO）に͓いて、/VUSJFOU 1SPGJMJOH に関する
ηοシϣンを開࠵した。

ɹ（IUUQ���XXX�XIP�JOU�OVUSJUJPO�UPQJDT�TFNJOBS@194FQU 
2013@(SBOBEB4QBJO�FO�）

⿠ 8)0 4UBUFNFOU PO 'PMMPX�VQ 'PSNVMB が 2013 年
� 月に公表された（ৄ細はٞ題 6 にهड़した）。

ٞ୊ �ɽ��ίʔσοΫεӫཆදࣔΨΠυϥΠϯ（$"$�(-�
�ô����）ʹ ͓͚Δදࣔ໨తͷӫཆࢀর （ྔ/37）
ͷ௥ՃʗվఆఏҊ（εςοϓ �）：

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�値の適切性が認められた pNRVs（ビタミン K、B1 、
B2 、B6 、B12 、ナイアシン、葉酸、パントテン酸、ビ
オチン、カルシウム、ヨウ素）、およびナイアシンと
葉酸の変換係数についてはステップ 5/8 として進める
こと、また他の値については電子作業部会でさらに検
討を行うこととし、ステップ 3として次回部会で検討
することで合意した。

7JUBNJOT�BOE�.JOFSBMT� /37Tô3� 栄養素等表示基準値
（日本：2005）�

7JUBNJOT�
Vitamin�K�（µg）� ��� 70�
Thiamin�（mg）� ���� 1.0�
Riboflavin�（mg）� ���� 1.1�
Niacin�（mg�NE）� ��� 11�
Vitamin�B6�（mg）� ���� 1.0�
Folate�（µg�DFE）� ���� 200�
Vitamin�B12�（µg）� ���� 2.0�
Pantothenate�（mg）� �� 5.5�
Biotin�（µg）� ��� 45�
.JOFSBMT�
Calcium�（mg）� �
���� 700�
Iodine�（µg）� ���� 90

◦�部会としては、オーストラリアを座長国とする電子作
業部会を立ち上げ、①ビタミンA、D、E、C、マグネ
シウム、セレン、鉄、亜鉛のNRVs-Rと変換係数に関
する追加／改訂原案の提言、②たんぱく質に係るNRV
の検討とNRV-R改訂案の提言、③RASB定義の検討
と最終定義案の提言等を付託事項として、NRVs に係
る作業を行っていくことで合意した。

⿠ ΦースτϥリΞ座長より、ి子ۀ࡞部ձによる検౼
結果の報告（$9�/'4%6 13�35��）があり、13 ߲
໨の RFDPNNFOEBUJPOT がࣔされたが、これら 13 ߲
໨の RFDPNNFOEBUJPOT については未だϝンόー国
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にはίϝンτのたΊのճ付がなされていなかったこ
とから、部ձձٞに͓いては、2 、3ô1 、� 、5 、
11 、13 についてのΈ検౼し、そのଞは次ճձٞで
検౼することがఏҊされ、ྃঝされた。

⿠ RFDPNNFOEBUJPO 1�  /PNJOBUFE RFDPHOJ[FE 
"VUIPSJUBUJWF 4DJFOUJGJD #PEJFT （R"4#T） について
もಛに౼ٞはされなかったが、現ࡏԼهリスτがࣔ
されている。今後のి子ۀ࡞部ձに͓いて、ߋに௥
Ճの可能性がある。

4DJFOUJGJD�#PEJFT�/PNJOBUFE�BT�
3"4#�

4VQQPSUJOH�(PWFSONFOU�
PS�"VUIPSJUZ�

&VSPQFBO 'PPE 4BGFUZ "VUIPSJUZ 
（&'4"） &VSPQFBO 6OJPO 

*OTUJUVUF PG .FEJDJOF （*0.） 6OJUFE 4UBUFT PG 
"NFSJDB� $BOBEB 

*OUFSOBUJPOBM ;JOD /VUSJUJPO 
$POTVMUBUJWF (SPVQ （*;J/$(） 5IBJMBOE� 6/*$&' 

/BUJPOBM )FBMUI BOE .FEJDBM 
RFTFBSDI $PVODJM � /FX ;FBMBOE 
.JOJTUSZ PG )FBMUI（/).R$�.0)） 

/FX ;FBMBOE� "VTUSBMJB 

/BUJPOBM *OTUJUVUF PG )FBMUI BOE 
/VUSJUJPO （/*)/） JBQBO 

5FDIOJDBM 8PSLJOH (SPVQ PO 
/VUSJUJPOBM (VJEFMJOFT （58(） .BMBZTJB 

3��：��用ޠ CJPBWBJMBCJMJUZ（生体ར用཰）を BCTPSQUJPO（ٵ
ऩ཰）に変ߋする。

3��ô�：��BWFSBHF %*R7T（%BJMZ *OUBLF RFGFSFODF 7BMVFT）
のద用について、以Լの通り合ҙした。

・ /R7ôR のࢉܭはέース・όイ・έースによる。すな
わち、R"4# からಘられた /R7ôR の஋がಉ౳の生ཧ
学的な結࿦からಘられ、その஋がۙࣅしたものである
৔合は、これらのฏۉ஋とすることが可能であり、そ
うでない৔合には、࠷もద੾な஋、ྫえ͹࠷も新しく
ධՁされた஋を選択するべきである。
3��：��たんͺく （࣭H�LH C�X��EBZ）͓ よͼ 3��：ಉ（H�EBZ）ɿ
・たんͺく࣭の /R7ôR のࡦ定に際し、8)0�'"0 の

%*R7 0�83 H�LH C�X��EBZ ͓よͼ SFGFSFODF NFBO BEVMU 
CPEZ XFJHIU として 60 LH を用い、/R7ôR を 50 H�EBZ

（�0�83 ʷ 60）とࢉ出した。な͓、QSPUFJO RVBMJUZ に関
するཁૉを /R7ôR Ҋするか൱かにつצ定に際してࡦ
いては、未だ検౼にे分な情報がಘられていないとし
て、צҊしないこととした。/R7ôR 50 H�EBZ は現ߦ
とಉ一であり、そのࢫ、ୈ 3� ճ $"$ ҕһձ૯ձ

（201�）にఏҊすることとした。

3���：��R"4#（RFDPHOJ[FE "VUIPSJUBUJWF 4DJFOUJGJD 
#PEZ）の定ٛの検౼ɿ

・ $PNQFUFOU "VUIPSJUJFT という用ޠの࢖用についてҙ
見がަわされ、ҙຯをより明確にするたΊ $PNQFUFOU 
/BUJPOBM BOE�PS RFHJPOBM "VUIPSJUJFT とすることとした。

・ R"4# の定ٛについて以Լの通りとし、(FOFSBM 1SJODJQMFT
（$"$�(- 2ô1985）� %FGJOJUJPO 2�5 としてૠೖするこ
とをୈ 3� ճ $"$ ҕһձ૯ձ（201�）にఏҊするこ
とで合ҙした。

'PS UIF QVSQPTF PG FTUBCMJTIJOH $PEFY /VUSJFOU 
RFGFSFODF 7BMVFT, B SFDPHOJ[FE, BVUIPSJUBUJWF, 
TDJFOUJGJD CPEZ PUIFS UIBO '"0 BOE�PS 8)0 JT BO 
PSHBOJ[BUJPO TVQQPSUFE CZ B DPNQFUFOU OBUJPOBM BOE�
PS SFHJPOBM BVUIPSJUZ UIBU QSPWJEFT JOEFQFOEFOU, 
USBOTQBSFOU, BVUIPSJUBUJWF BOE TDJFOUJGJD BEWJDF PO 
EBJMZ JOUBLF SFGFSFODF WBMVFT UISPVHI QSJNBSZ 
FWBMVBUJPO PG UIF TDJFOUJGJD FWJEFODF VQPO SFRVFTU 
BOE GPS XIJDI TVDI BEWJDF JT SFDPHOJ[FE UISPVHI JUT 
VTF JO UIF EFWFMPQNFOU PG QPMJDJFT JO POF PS NPSF 
DPVOUSJFT�
コーデックス NRV 策定の目的のため、RASB とは、
FAO/WHO以外で、権限を有する国および／または地
域の機関によって支持された組織であり、一つまたは複
数の国の政策立案に用いるため、その求めに応えて、科
学的根拠の基本的な評価（primary�evaluation）に基づき、
DIRVに関する独立した、透明性のある、権威ある科学
的助言を提供する。

3���：��(FOFSBM 1SJODJQMF 3�2�1�1（"OOFY, $"$�(- 
2ô1985）߲については、201� 年ి子ۀ࡞部ձに
͓いて検౼することとした。

⿠� ࡦεέδϡʔϧͷۀ࡞తͳ（SFBMJTUJD）࣮ݱͷޙࠓ
ఆʹ͍ͭͯ͸ɺҎԼͷ௨Γमਖ਼͠ɺ�ʙ�� ͷࣇྸ݄
/37Tô3 ʹ͍ͭͯͷݕ౼։࢝͸ɺ࣍ճձٞͰͷݕ
౼ͱͨ͠（εςοϓ ���）ɻ

$$/'4%6 $PNNJTTJPO

*��(FOFSBM�1PQVMBUJPO

/R7TôR GSPN CBUDI 2 （WJUBNJO $, 
;JOD, *SPO, 4FMFOJVN, .BOHBOFTF, 
.PMZCEFOVN, BOE 'MVPSJEF ）� 
TVQQPSUJOH JOGPSNBUJPO� BNFOEFE 
(FOFSBM 1SJODJQMFT

���� ����

/R7TôR GSPN CBUDI 2� /R7TôR 
GSPN CBUDI 3 （WJUBNJO ", %, &, 
1IPTQIPSVT, $ISPNJVN, .BHOFTJVN, 
$PQQFS, $IMPSJEF）� TVQQPSUJOH 
JOGPSNBUJPO

���� ����

/R7TôR GSPN CBUDI 3� TVQQPSUJOH 
JOGPSNBUJPO ���� ����
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**���ô���NPOUIT

(FOFSBM 1SJODJQMFT� /R7TôR 
（VOTQFDJGJFE） ���� ����

/R7TôR （VOTQFDJGJFE） ���� ����

ٞ୊ �ɽ��৯඼΁ͷඞਢӫཆૉ௥ՃͷͨΊͷίʔσοΫεҰ
ൠݪଇ（$"$�(-��ô����）ͷमਖ਼ఏҊ（εςοϓ�）：

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�総論的に、一般原則の対象に特殊用途食品を含めるか
どうか、章によっては必須栄養素の義務的添加と任意
添加を明確に書き分けるべきか等について議論が行わ
れたが、いずれの事項についても結論が得られず、今
後検討を行っていくこととなった。一般原則の枠組み
についても様々な議論が行われたが、いずれの事項に
ついても結論または合意は得られなかった。
◦�部会としては、討議文書の準備や次回部会での検討に
向けて、カナダを座長国、ニュージーランドを共同座
長国とする電子作業部会を立ち上げることとし、ス
テップ 3として次回部会で検討することおよび次回会
議に先立ち物理的作業部会の開催を合意した。

⿠ ۀ࡞部ձձձٞが 11 月 2 日（౔）ޕ前 9 ࣌ 30 分
より開࠵された。その結果（$R%1）を受け、本ձ
ٞに͓いて以Լの߲໨͝とに検౼した。

*OUSPEVDUJPO
���4DPQF
・ 本ݪଇは、ビタϛン・ϛネϥルϑーυ αϓリϝンτ

をআくશての৯඼にద用し、ಛघ用్৯඼をؚむ。
���%FGJOJUJPOT�
・ 2�1 &TTFOUJBM /VUSJFOU, 2�2 4VCTUJUVUF 'PPE, 2�3 

/VUSJUJPOBM &RVJWBMFODF, 2�� RFTUPSBUJPO, 2�5 
.BOEBUPSZ OVUSJFOU BEEJUJPO, 2�6 7PMVOUBSZ OVUSJFOU 
BEEJUJPO について߲໨͝とに౼ٞし、合ҙした（2�5
͓よͼ 2�6 ߲についてはʤ ʥ）。

・ な͓、'PSUJGJDBUJPO については、本ݪଇでは࢖われて
いないことから、よりٛ޿の "EEJUJPO PG /VUSJFOUT を
用いることとした。ただし、'PSUJGJDBUJPO という用ޠ
は現زࡏつかの国では用いられていることから、その
 することとした（5IF EJGGFSFOU UZQFT PGࡌه஫に٭ࢫ
BEEJUJPO PG OVUSJFOUT GPS UIF QVSQPTFT EFTDSJCFE JO 
UIFTF 1SJODJQMFT NBZ CF EFTDSJCFE CZ UIF UFSN 
bGPSUJGJDBUJPO ` JO DFSUBJO .FNCFS $PVOUSJFT�）。
���(FOFSBM�1SJODJQMFT�
・ 3�1 'VOEBNFOUBM 1SJODJQMFT, 3�1�1 &TTFOUJBM OVUSJFOUT 

NBZ CF BQQSPQSJBUFMZ BEEFE UP GPPET GPS UIF QVSQPTF 

PG DPOUSJCVUJOH UP（ඞਢӫཆૉは、以Լの事߲に寄༩
することを໨的として、৯඼にద੾にఴՃされる）�
・ 国ຽに͓ける一つまたはෳ数のඞਢӫཆૉܽ๡症の

予๷、リスク௿ݮあるいはվળ、
・ 国ຽに͓ける一つまたはෳ数のඞਢӫཆૉのઁऔෆ

଍のリスク௿ݮあるいはվળ、
・ 一つまたはෳ数のඞਢӫཆૉのඞཁ性͓よͼʗある

いはそのઁऔਪ঑に合க、
・ 健康のҡ持あるいは૿進、͓よͼʗあるいは、
・ ৯඼のӫཆ的な࣭のҡ持あるいは向上

・ 3�2 4FMFDUJPO PG OVUSJFOUT BOE %FUFSNJOBUJPO PG 
BNPVOUT, 3�3 4FMFDUJPO PG GPPET, 3�� 5FDIOPMPHJDBM 
BTQFDUT, 3�5 .POJUPSJOH について߲໨͝とに౼ٞし、
合ҙした（3�5�2 ӫཆૉఴՃのධՁのख法ʗΞϓϩー
νについてはʤ ʥ）。
�ɽ��1SJODJQMFT� GPS� 4QFDJGJD� 5ZQFT� PG� "EEJUJPO� PG�
&TTFOUJBM�/VUSJFOUT

・ ��1 .BOEBUPSZ "EEJUJPO PG &TTFOUJBM /VUSJFOUT UP 
"EESFTT B %FNPOTUSBUFE 1VCMJD )FBMUI /FFE, ��2 
"EEJUJPO PG &TTFOUJBM /VUSJFOUT GPS RFTUPSBUJPO, ��3 
"EEJUJPO PG &TTFOUJBM /VUSJFOUT GPS /VUSJUJPOBM 
&RVJWBMFODF について߲໨͝とに౼ٞし、合ҙした

（��3�3 ߲についてはʤ ʥ）。
⿠� ౼ٞͷ݁Ռɺ͔ͭزͷʤɹʥ͸ͨͬ࢒΋ͷͷɺେ෦

෼ͷͱ͜ΖͰ߹ҙ͕ಘΒΕͨ͜ͱ͔Βɺεςοϓ �
ʹਐΊɺୈ �� ճ $"$ҕһձ૯ձ（����）ʹఏҊ
すΔ͜ͱͰ߹ҙͨ͠ɻ

ٞ୊ �ɽ��ೕ༮ࠄ༺ࣇ෺Ճ޻৯඼ͷج֨ن४（$0%&9�
45"/���ô����）ʹ৽ͨʹ௿ମॏ༻ͷ 1BSU�#�
をؚΊΔͨΊͷ৽ۀ࡞نఏҊ（εςοϓ �）：

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�討議文書が回付されたのは部会会議直前であったこと
から、討議文書の検討には事前に時間が必要との意見
や、低体重になるリスクのある小児向けの食品は規格
の Part�A で対処できるのではないかとの意見が数か
国から示された。

◦ �WHOは、Part�B として提案されている規格の範囲
（scope）をより明確化する必要があり、低体重は－1
標準偏差以上か－2標準偏差以上かを問わず、発育不
全（stunting）とるい痩（wasting）が複合したもの
であり、発育不全とるい痩の小児に必要な食事は同一
ではないと指摘した。

◦�さらにWHOは、CX/NFSDU�12/34/10 に示されてい

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫεӫཆɾಛघ༻్৯඼෦会報ࠂ

Πϧγʔ No.116  (2014.2)  ― ��



る低体重リスクのある小児はある地域では全ての小児
に該当し、現行規格で対処できる可能性があること、
また、インドが取り組みたいのはおそらく、身長体重
比（weight-for-height）がWHOの小児成長基準（WHO�
child�growth�standards）の中央値に対し－3から－2
標準偏差（SD）の中等度急性栄養失調の小児ではな
いかと指摘した。
◦�部会としては、インドを座長国、ボツワナを共同座長
国とする電子作業部会を立ち上げ、部会での指摘事項
をもとに規格原案の改訂を行っていくこと、また、修
正原案を電子作業部会に差し戻し、ステップ 3として
次回部会で議論することで合意した。

⿠ インυ座長よりి子ۀ࡞部ձのまとΊが報告（$9�
/'4%6 13�35�6）され、ର৅としている௿体ॏ

（VOEFSXFJHIU）とは、年ྸ体ॏ比（XFJHIU�GPS�BHF）
ʵ 2 ඪ४ภࠩ（4%）とし、1BSU # がΧόーするओ
ཁなϙインτは、B） $FSFBM $POUFOU, C） .JOJNVN 
QSPUFJO DPOUFOU, D） &OFSHZ EFOTJUZ であるとした。

⿠ 8)0 は、前ճձٞとಉ様、௿体ॏの定ٛについて
われて࢖ってޡのର৅にରして֨ن解があり、本ޡ
いるとࢦఠした。௿体ॏと発ҭෆશやるい૫は、そ
のॏ症౓のఔ౓の໰題ではなく、それͧれӫཆࣦ調
の結果であり、それらにはӫཆࣦ調のタイϓによる
異なったࢦඪがあり、ʵ14%、ʵ24%、ʵ34%は、
単に、௿体ॏや発ҭෆશ、るい૫のॏ症౓のࢦඪで
ある。௿体ॏは、発ҭෆશとるい૫がෳ合したもの
であり、発ҭෆશとるい૫のখ児にඞཁな৯事はಉ
一ではないとࢦఠした。

⿠ さらに 8)0 は、中౳౓ٸ性ӫཆࣦ調のখ児の৯事
؅ཧについては、طにੈք的に合ҙされたݪଇがあ
り、খ児੒長ج४（8)0 DIJME HSPXUI TUBOEBSET）
とは身長体ॏ比（XFJHIU�GPS�IFJHIU）の中ԝ஋にରし
ʵ 34% からʵ 24% とし、୅ସ৯඼（TVQQMFNFOUBSZ 
GPPET）のӫཆૉのߏ੒についてఏҊしている（8)0 
5FDIOJDBM /PUF, 2012）。現ࡏ発ҭෆશのখ児の৯事
؅ཧに関するੈք的な合ҙは無く、௿体ॏの多くは
発ҭෆશにҼることから、この様なখ児にとってエ
ネルΪーີ౓の高い৯事はӫཆঢ়ଶをվળせͣ、ա
体ॏやංຬといったߋなるӫཆ໰題をىこしかͶな
いとし、1BSU # としてఏҊされている֨نのൣғ

（TDPQF）をより明確化するඞཁがあるとした。
⿠ ࢀՃ国の多くは 8)0 のҙ見をࢧ持し、1BSU # ن

֨のൣғ（TDPQF）をより明確化するඞཁがある。
あるいは、本ۀ࡞中ࢭのҙ見を表明した。

⿠ زつかの国からは 1BSU # には֨ن 1BSU " とڞ通
の部分が多く、1BSU " のमਖ਼でྑいのではとする
ҙ見、あるいは 1BSU " は健康なখ児をର৅として
いる一方、1BSU # は௿体ॏという健康ではないখ
児をର৅として͓り、一つの֨نではରԠできない
とするҙ見౳が表明されたが、本新ۀ࡞نは、1BSU 
# のࡦ定ということでঝ認されたものであり、1BSU 
" のमਖ਼の৔合には新たに新ۀ࡞نఏҊのঝ認をಘ
るඞཁがあることが確認された。

⿠� ෦ձۀ࡞ࢠ౓ి࠶௕ͱͯ͠࠲ऴతʹ෦ձ͸Πϯυ࠷
をઃஔɺۀ࡞をεςοϓ ��� ʹ໭͠ɺ8)0 ͷ
HVJEBODF�EPDVNFOUT ͓Αͼ͜ΕまͰʹग़͞Εͨશ
ͯͷίϝϯτをࢀর͠ɺ৽ͨͳ�1BSU�# ͷ४උ͋Δ
͍͸ҟͳΔΞϓϩʔνをݕ౼すΔ͜ͱͱͨ͠ɻ͞Β
ʹສҰɺిۀ࡞ࢠ෦ձʹΑΔ্هͷۀ࡞ʹ͓͍ͯɺ
8)0�HVJEBODF�EPDVNFOUT�ʹԊͬͨ৽ͨͳ4DPQF�
ͷࡦఆ͕ෆௐʹऴΘͬͨ৔߹ʹ͸ɺ࣍ ճձٞʹ͓͍
ͯɺ෦ձ͸本ۀ࡞ͷதࢭをఏҊすΔͰ͋Ζ͏ͱͨ͠ɻ

ٞ୊ �ɽ��ϑΥϩʔΞοϓ・ϑΥʔϛϡϥ（཭ೕޙͷௐ੔৯඼）
：ͷվఆఏҊ（��������ô/"9�45&%0$）֨ن

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�部会としては、現行規格を全面的に見直すことで合意
した。

◦�現行規格ではフォローアップ・フォーミュラ（FUF）
の対象年齢は 6か月から 1歳の乳児とされているが、
12 か月以下の乳児を対象とする乳児用調整乳および
乳児用特殊用途調整乳の規格と対象年齢が重複してい
る旨、指摘があった。また、FUF規格自体の不要論
も交わされた。

◦�部会としては、FUFの規格が乳幼児の栄養に関する
世界勧告に照らしても、やはり必要かどうか等につい
て検討することで合意した。

◦ �WHO は、世界保健総会（World�Health�Assembly:�
WHA）ではいわゆるフォローアップ・ミルクのよう
な調整乳は不要（WHA�39.28）と明確に示されている
旨、指摘した。このため、もし現行規格の全面的見直
しの中で、6か月から 3 歳児における FUF の利用実
態調査も行うのであれば、WHOとしてもこの全面的
見直し作業を支持する旨、発言があった。

◦�部会としては FUFの規格の見直しに関する新規作業
を進めるため、ニュージーランドを座長国、フランス
とインドネシアを共同座長国とする電子作業部会を立
ち上げることで合意した。

⿠  ニュージーϥンυ座長よりి子ۀ࡞部ձ報告（$9�
/'4%6 13�35��）について、ಉ報告の 4DPQF には
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表ࣔ、޿告͓よͼඞཁ性についてはؚまれていない
なる技術ߋよͼ科学的૊੒そのଞについては͓、ࢫ
的助言がඞཁであるࢫをؚΊて報告された。

⿠ ಉ報告には、'6' の֨نの見௚しに関し以Լの 6
つの 0QUJPO がࣔされた。
・ 0QUJPO 1ɿ現 '6' をベースに 6ʙ36 月ྸにରԠ

した֨نをࡦ定
・ 0QUJPO 2ɿ現 '6' をベースに、6ʙ12 月ྸと 12ʙ

36 月ྸそれͧれにରԠする੡඼֨نをࡦ定
・ 0QUJPO 3ɿ 現 '6' を 6ʙ12 月 ྸ（1BSU "） と

12ʙ36 月ྸ（1BSU #）それͧれにରԠする֨ن
に分けてࡦ定

・ 0QUJPO �ɿ現 *OGBOU 'PSNVMB をベースにそのまま
（0ʙ12 月ྸ）ʗあるいは 6ʙ12 月ྸについて異な
る֨نをࡦ定、͓よͼ現 '6' に 12ʙ36 月ྸの
੡඼֨نをࡦ定

・ 0QUJPO 5ɿ現 *OGBOU 'PSNVMB をベースにそのまま
（0ʙ12 月ྸ）ʗあるいは 6ʙ12 月ྸについて異な
る֨نをࡦ定、12ʙ36 月ྸの੡඼֨نはࡦ定し
ない

・ 0QUJPO 6ɿ現 '6' をベースに、6ʙ12 月ྸにର
Ԡする੡඼֨نをࡦ定、12ʙ36 月ྸの੡඼֨ن
はࡦ定しない

⿠ 8)0より、2013年�月に公表された8)0 4UBUFNFOU 
PO 'PMMPX�VQ 'PSNVMBⓤ ╏┭┲┪┳┶┱┥┸┭┳┲ⓤ ┧┳┲┧┩┶┲┭┲┫ⓤ ┸┬┩ⓤ
┹┷┩ⓤ┥┲┨ⓤ┱┥┶┯┩┸┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ┪┳┰┰┳┻⓱┹┴ⓤ┪┳┶┱┹┰┥╝ⓤを঺հし、ಉ
4UBUFNFOU では '6' がඞཁでないࢫ、現 '6' が
ෆద੾であるߋ、ࢫには'6'のൢചઓུに͓いて、
母ೕอҭを生後 6 か月までとしていることにରする
影響に懸念が大きくなっているとしている。

◦8)0 は新生児の࠷ॳの 6 か月間はઐら母ೕによ
るอҭをનΊている。その後は 2 まで、あるいࡀ
はその後も母ೕによるอҭをܧଓしながら、஍Ҭ
のӫཆに෋む৯事をಋೖするべきである。ैって
ϑΥϩーΞοϓ・ϑΥーϛュϥ（'6'）はෆཁであ
る。ߋに '6' はその੒分ߏ੒から、母ೕの୅ସ
としてద੾ではない。

◦Ծに '6' が、そのॲ方変ߋの有無に߆わらͣ、
母ೕの部分的あるいはશての୅ସとしての࢖用に
దしているとしてൢࢢ、あるいはఏ供される৔
合、それは“ن （ൣ*OUFSOBUJPOBM $PEF PG .BSLFUJOH 
PG #SFBTU�NJML 4VCTUJUVUFT, 8)0 1981）” でن定
されている。さらに '6' が母ೕの部分的あるい
はશての୅ସとして認知あるいは࢖用されるよう

なखஈでఏ供される৔合も、そのような੡඼は、
また、“ൣن” のద用となる。

（IUUQ���XXX�XIP�JOU�OVUSJUJPO�UPQJDT�8)0@
CSJFG@GVGBOEDPEF@QPTU@1�JVMZ�QEG）

⿠ さらに、8)0 はج本的に '6' がෆඞཁであると
考えている。Ծに '6' が年長ೕ༮児͓よͼ年少児

（PMEFS JOGBOUT BOE ZPVOH DIJMESFO）にとってのӫཆ
学的なඞཁ性について科学的Ϩビューにͮجきमਖ਼
されたとしても、それは '6' のඞཁ性をਖ਼当化す
るものではない。しかしながら、'6' はすでにࢢ
৔に有り、それらの੡඼૊੒やൢചに関する੍نʗ
؅ཧ（SFHVMBUJPO）はඞཁである。

⿠ زつかの（TFWFSBM）ࢀՃ国͓よͼΦϒザーόーから、
8)0 のҙ見をࢧ持し、'6' はඞཁないとするҙ
見が表明された。

⿠ 一方、زつかの（TFWFSBM）国͓よͼΦϒザーόーは、
そういった੡඼がすでにࢢ৔に有り、੡඼の҆શ性
͓よͼ඼࣭を୲อする法的࿮૊Έのඞཁ性をࢦఠ
し、そのような੡඼は国際的にྲྀ通していることか
ら、ίーデοクスج४のࡦ定がద੾であるとした。
それらの国の多くは、異なる年ྸ۠分（6ʙ12 月ྸ
と 12ʙ36 月ྸ）ຖのج४（0QUJPO 2 ͓よͼ 3）を
。持したࢧ

⿠ زつかの（TPNF）国からは、新たな '6' のج४ࡦ
定のඞཁは無いとしながらも、もし部ձがこのۀ࡞
を進Ίるとするなら͹、そのようなنଇは *OGBOU 
'PSNVMB の6）֨نʙ12 月ྸ）にؚまれるべきで、
'6' は 12ʙ36 月ྸの年少児についてのΈとする
べきであるとした（0QUJPO � ͓よͼ 5 。（持ࢧ

⿠� ෦ձ͸ɺχϡʔδʔϥϯυを࠲௕ࠃɺΠϯυωγΞ
ͱϑϥϯεをڞಉ࠲௕ࠃͱすΔిۀ࡞ࢠ෦ձを࠶౓
্ཱͪ͛ɺҾ͖ଓ͖೥௕ೕ༮͓ࣇΑͼ೥গࣇͷӫཆ
ֶతඞཁੑをূݕɺ೥௕ೕ༮͓ࣇΑͼ೥গࣇͷ৯ࣄ
ʹ͓͚Δ '6' ͷ໾ׂをצҊͭͭ͠ɺݱ *OGBOU�
'PSNVMB ͱ '6' ʹ͓͚Δ製඼૊੒ج४をൺֱݕ౼
͠ɺ࣍ճձٞࢿྉを४උすΔ͜ͱͰ߹ҙͨ͠ɻ本Ҋ
݅ʹ͍ͭͯ͸εςοϓ �をҡ࣋͠ɺ࣍ճձٞʹ͓
͍ͯ౼ٞすΔ͜ͱͱͨ͠ɻ
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ٞ୊ �ɽ��৯඼ఴՃ෺Ϧετ（$0%&9�45"/���ô����）
ͷमਖ਼ఏҊ：

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦スイスによる討議資料が実際に回付されたのは部会直
前であった。
◦部会としては討議文書については事前確認の時間がな
かったことから、次回部会で検討を行うことで合意
し、スイスは各添加物の要否情報を収載した討議文書
を用意することとなった。

⿠ スイスより、*OGBOU 'PSNVMB（1BSU " ͓よͼ 1BSU #）
に͓ける৯඼ఴՃ෺のཁ൱情報（リスτ）に関する౼
֤、ྉ（$9�/'4%6 13�35�8）がࣔされࢿٞ ఴՃ෺
のඞཁ性౳についてۀքஂ体 *4%*（*OUFSOBUJPOBM 4QF�
DJBM %JFUBSZ 'PPET *OEVTUSJFT）からのҙ見がؚまれ
ているࢫ、また、֤ 国からのίϝンτは多ذにわたり、
。ఠしたࢦ部ձによる検౼のඞཁ性をۀ࡞なるి子ߋ

⿠ ి子ۀ࡞部ձに͓いては、ೕ༮児用৯඼΁のఴՃ෺
の技術的なඞཁ性、֤国に͓ける࢖用ڐ可ঢ়گ、
J&$'" に͓けるධՁϓϩηス、ۀքあるいは関܎
૊৫からの技術情報をצҊしてߦわれることがॏཁ
であるとした。

⿠� ෦ձ͸εΠε࠲௕ʹΑΔిۀ࡞ࢠ෦ձͷઃஔを߹ҙ
͠ɺೕ༮ࣇ༻৯඼΁ͷఴՃ෺ͷ࢖༻͸ɺ(4'"�
（$0%&9�45"/����ô����）1SFBNCMF�ͷݪଇʹଇ
ΓɺఴՃ෺ͷج༺࢖४͸ٕज़తʹඞཁͳϨϕϧͷՄ
ೳͳݶΓ࠷΋௿͍ϨϕϧͱすΔ΂͖ͱͯ͠ɺࡏݱͷ
Ϧετ（$9�/'4%6��������）ʹ ͍ͭͯɺߋͳΔਫ਼ࠪ
を͍ߦɺ࣍ ճձٞͷ౼ٞࢿྉͱͯ͠ɺվఆϦετ͓Α
ͼޙࠓͷΞΫγϣϯϓϥϯをఏҊすΔ͜ͱͱͨ͠ɻ

ٞ୊ �ɽ��ඇײછੑ࣬ױ（/$%）ͷϦεΫʹؔΘΔΧϦ
΢Ϝͷ Q/37ʹؔすΔ౼ٞࢿྉ

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦米国より、カリウムのNRV-NCD 案に関する討議資
料を用意する予定であり、FAO/WHOおよび RASB
のデータを検討する旨表明した。

⿠ 米国より、ඇײ染性࣬ױ（/$%）のリスクに関わ
るΧリウムの Q/R7（/R7ô/$%）ࡦ定に関する新
 のϓϩジェクτυΩュϝンτ（$9�/'4%6ۀ࡞ن
13�35�9）がࣔされ、طに /R7ô/$% 定の一ൠࡦ
定されて͓ࡦがࢎ๱ࢷଇ、ナτリウム͓よͼ๞࿨ݪ
り、Χリウムの /R7ô/$% はナτリウムのそれを

の௿ױ染性࣬ײすることとなり、৯事༝དྷのඇ׬ิ
。に寄༩するものになるとしたݮ

⿠ 日本をは͡Ί多くの国からのࢧ持表明があり、部ձ
は本新ۀ࡞نをୈ 3� ճ $"$ ҕһձ૯ձ（201�）
にఏҊすることにಉҙした。また、ୈ 3� ճ $"$
ҕһձ૯ձでのঝ認を前ఏとして、米国座長、νリ
෭座長としてి子ۀ࡞部ձをઃஔし、Χリウムの
/R7ô/$% のࡦ定のたΊ౼ٞจॻを次ճ部ձձٞ
に४උすることとした。

ٞ୊ �ɽ#JPGPSUJGJDBUJPO�ʹؔすΔ౼ٞࢿྉ

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦国際食糧政策研究所（International�Food�Policy�Re-
search�Institute：IFPRI）より「育種選別により栄養
強化された農作物から得られた食品の表示（labelling�
of�food�derived�from�crops�biofortified�by�natural�se-
lection）」に関する討議の提案があった。

◦ IFPRI より、途上国の食糧事情改善を目的とした育
種選別手法による農作物の栄養強化事業が報告され、
この栄養強化事業（biofortification）は、例えばナイ
ジェリアにおいてキャッサバのプロビタミンAを 0�ppm
から 10�ppmへ、コンゴにおいて豆の鉄を 50�ppmから
94�ppmへ、パキスタンにおいて小麦の亜鉛を 25�ppm
から 33�ppmへ、など、それぞれ引き上げようという
取り組みである、との紹介があった。

◦部会として、同組織による討議資料の準備については
特に異議は示されなかったが、議長より、本件に興味
のあるメンバー国からの意向が反映されることが
CCFL 部会としては求められるとして、それら政府に
よる IFPRI へのコンタクトが助言された。

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦ IFPRI は伝統的育種法による作物の栄養強化に関す
るプレゼンを行い、次回部会用の討議文書を用意する
旨、提案した。

◦部会ではこの提案を支持する意見があった一方で、討
議文書の目的を問う発言や、新規作業とすること自体
に否定的な意見もあったが、カナダが IFPRI と協同
して討議文書の目的を明確化していくことを提案し、
部会で承認された。

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦ IFPRI は、彼らのHarvestPlus プログラム（鉄、V.A.�
亜鉛等の栄養強化事業）は伝統的な育種法による
“Biofortification” であり、そういった作物を原料とし
た食品の表示に関するものであるとした。

◦部会は、栄養成分の強調表示に関しては既存のCodex
ガイドラインに概ね示されているが、問題は“Bioforti-
fication” の定義が確立されていないことであるとした。

◦部会は、CCNFSDUに対し、“Biofortification” の定義
を確立するよう要請することを合意した。
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⿠ *'1R* より、上هのこれまでのܦҢをؚΊた౼ٞ
�ྉ（$9�/'4%6 13�35�10）がઆ明され、#JPࢿ
GPSUJGJDBUJPO あるいは #JPGPSUJGJFE 'PPET の定ٛの
。定のඞཁ性が強調されたࡦ

⿠ 多くの国から新ۀ࡞نのࢧ持が表明されたが、زつ
かの国からは、科学的ࠜڌのඞཁ性、ӫཆ੒分の
CJPBWBJMBCJMJUZ（生体ར用཰）、当֘৯඼の඼࣭、
CJP�GPSUJGJFE と OPO�CJP�GPSUJGJFE DSPQT の ۠ ผ、 ط
にࢢ৔にあるものについてのରԠ、ফඅऀの認知

（QFSDFQUJPO）౳多くの՝題がؚまれて͓り、৻ॏ
にରॲすべきであるࢫのҙ見が表明された。また、
本݅は、ӫཆ໘に焦点を当て、その੡଄方法にॆて
るべきではないとした。

⿠ ଞのࢀՃ国から、本ۀ࡞が๵қʗྲྀ通のো֐、人΁
の健康ো֐あるいは೶Ոの新نのۀ࡞΁のऔ૊Έの
๦げとなってはならない。またଞのΦϒザーόーか
ら、本݅（CJPGPSUJGJDBUJPO）がこれまでの伝౷的೶
໛೶Ոに影نをਰえ（VOEFSNJOF）させたり、খۀ
響を༩えてはならないとした。

⿠ 一方、زつかの国からは、CJPGPSUJGJFE GPPET の表ࣔ
のద用ൣғ（DSJUFSJB）をࡦ定すれ͹よく、本݅は
$$'- の੹೚であろうとした。

⿠ 部ձとして本ۀ࡞のܧଓ、CJPGPSUJGJDBUJPO あるいは
CJPGPSUJGJFE GPPET の定ٛのࡦ定を合ҙし、ジンόϒ
エ͓よͼೆΞϑリΧから౼ٞจॻの࡞੒のҙ向がࣔ
されたことから、྆国による次ճձٞでの౼ٞのた
Ίの౼ٞจॻ͓よͼϓϩジェクτυΩュϝンτの࡞
੒を合ҙした。

ٞ୊ ��ɽͦͷଞͷ͓߲ࣄΑͼޙࠓͷۀ࡞
4UBOEBSE�GPS�'PPET�GPS�4QFDJBM�%JFUBSZ�6TF�GPS�1FSTPOT�
*OUPMFSBOU�UP�(MVUFO�（$0%&9�45"/����ô����）�：
⿠ ベルΪーより、“LBNVU” という঎඼໊が࢖われて

͓り、一ൠ໊の “LIPSBTBO XIFBU” にஔき׵える݅
についての՝題ఏىがあった。

⿠ ίーデοクス事຿ہより、本 4UBOEBSE のࡦ定࣌、
本݅については合ҙされ、ಛに൓࿦は無かった。た
だし、変ߋʗमਖ਼のఏҊは常に部ձのҙࢤによると
した。

(VJEFMJOFT� GPS�'PSNVMBUFE�$PNQMFNFOUBSZ�'PPET� GPS�
0MEFS�*OGBOUT�BOE�:PVOH�$IJMESFO
⿠ ୈ ��1�3 ߲ 0JM 4FFE 'MPVST BOE 0JM 4FFE 1SPUFJO 

1SPEVDUT の٭஫ � の࡟আを合ҙした。

ٞ୊ ��ɽ࣍ճձٞͷ։࠵日ఔ͓Αͼ৔ॴ
ୈ 36 ճձٞは、201� 年 11 月 2� 日（月）ʙ 28 日（ۚ）、

インυネシΞ、όリౡを予定。

196� 年ɹ 京౎大学ༀ学部ɹଔۀ

196� 年ɹ エーザイࣜגձࣾ

19�8 年ɹ 日本ノϘࣜגձࣾ

1985 年ɹ ϑΝイザーࣜגձࣾ

  後に、Χルターࣾ、ダニスίࣾによる合หにより現໊ࡏ

となる。

2003 年ɹ ダニスίジャパンࣜגձࣾɹ学術・技術୲当࠷高ސ໰

2006 年ɹ *-4* JBQBO 事຿ہ長

2011 年ɹ *-4* JBQBO ಛผސ໰

ུྺ
඿໺ɹ߂ত（͸まͷɹͻΖ͖͋）
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ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
3FQPSU�PG� UIF��UI�#F4F5P�.FFUJOH�BOE�l8PSLTIPQ�
PO�3FHVMBUPSZ�3FRVJSFNFOUT�PG�/VUSJUJPO�-BCFMMJOHz

ୈ�ճ *-4*�#F4F5P ձٞͳΒͼʹ
ʮӫཆද੍ࣔنཁٻϫーΫシϣοϓʯใࠂ

ɹོ࢘ޱࢁ
*-4*�+BQBO ௕ہ຿ࣄ

3:6+*�:"."(6$)*
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

5IF #F4F5P NFFUJOH TUBSUFE JO 2009 BU UIF TVHHFTUJPO PG *-4* ,PSFB�ɹ"U UIBU UJNF, UIFSF XBT OP TVDI LJOE PG 
TZTUFN UP QSPNPUF JOUFS�CSBODI DPPQFSBUJPO JO *-4*, IPXFWFS JO PSEFS UP FYDIBOHF JOGPSNBUJPO PO GPPE TBGFUZ 
XJUIJO "TJBO SFHJPO, *-4* ,PSFB, *-4* 'PDBM 1PJOU JO $IJOB BOE *-4* JBQBO IBWF IFME UIF #F4F5P NFFUJOH FWFSZ ZFBS�

4JODF UIF *-4* )2 IBT TFU POF PG TUSBUFHJD HPBMT PG JOUFS�CSBODI DPPQFSBUJPO, UIJT NFFUJOH IBT B QPTJUJWF JNQBDU 
PO *-4* BDUJWJUJFT�

5IF *-4* 'PDBM 1PJOU JO $IJOB IBT IPTUFE UIF 5UI #F4F5P NFFUJOH BOE JU XBT IFME JO #FJKJOH PO 10UI BOE 11UI 
PG 4FQUFNCFS, 2013�  *U JT XPSUI OPUJOH UIBU XF IBWF PCTFSWFST GSPN SFMBUFE HPWFSONFOU BVUIPSJUJFT JO FBDI DPVOUSZ 
BT XJUI MBTU ZFBS�

8F IBWF BVUIPSJUJFT GSPN $IJOB /BUJPOBM $FOUFS GPS 'PPE 4BGFUZ RJTL "TTFTTNFOU 	$'4"
, BOE GSPN ,PSFBO 
'%" BOE %S� &�4JPOH 5FF, .BMBZTJB, BT B SFQSFTFOUBUJWF GSPN 4PVUIFBTU "TJB RFHJPO�

'SPN JBQBO, .S� /PCVZPTIJ 4IJP[BXB, "TTJTUBOU .BOBHFS, 'PPE -BCFMMJOH %JWJTJPO, $POTVNFS "GGBJST "HFODZ, 
LJOEMZ BUUFOEFE UIJT NFFUJOH�

5IJT ZFBS, *-4* 'PDBM 1PJOU JO $IJOB IFME B TFNJOBS OBNFE “8PSLTIPQ PO RFHVMBUPSZ RFRVJSFNFOUT PG /VUSJUJPO 
-BCFMMJOH” JO DPMMBCPSBUJPO XJUI $'4" PO UIF NPSOJOH PG 4FQUFNCFS 10UI�

(PWFSONFOUBM SFQSFTFOUBUJWFT GSPN FBDI DPVOUSJFT BOE 4PVUIFBTU "TJB RFHJPO XFSF BMTP JOWJUFE BT TQFBLFST�  
4PNF PCTFSWFST GSPN *-4* 4&"R BOE *-4* 5BJXBO BMTP QBSUJDJQBUFE JO UIJT TFNJOBS�  5IF EFUBJMT PG UIJT TFNJOBS 
XFSF CSJFGMZ SFQPSUFE�

ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

*-4* ؖ国のఏҊで 2009 年に #F4F5P ձٞが開࢝さ
れた。*-4* ؖ国ࢧ部、中国事຿ॴ、日本ࢧ部合ಉのձ
ٞである。当࣌、*-4* では、ࢧ部間の׆ಈྗڠをそれ
΄どਪ進する体੍にはなかったが、ΞジΞ஍Ҭとして影
響を༩えあうଘࡏであることから、ಛに৯඼҆શに関す
る情報ަ׵にओ؟をஔいて開࠵されてきた。本年౓の
*-4* 本部のઓུ໨ඪの一つにࢧ部ྗڠがܝげられて͓

り、本׆ಈが本部にରして޷影響を༩えたことになる。
ୈ 5 ճのձٞは *-4* 中国事຿ॴがϗスτとなり、

2013 年 9 月 10 日ޕ後ʙ11 日に๺京のϚリΦοτϗテ
ルで開࠵された。今ճもࡢ年にଓき、ߦ੓関ऀ܎のΦϒ
ザーόーটᡈが実現した。中国は中国国Ո৯඼҆શリス
クධՁηンター、ؖ国は ,'%"（,PSFB 'PPE BOE %SVH 
"ENJOJTJUSBUJPOʀؖ国৯඼ҩༀ඼҆શி）からそれͧれ
୲当ऀが、また東ೆΞジΞを୅表して %S� &�4JPOH 5FF

（4DJFOUJGJD %JSFDUPS, *-4* 4&" RFHJPO）がಉ੮された。

*-4*ͷ஥ؒͨͪ

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　ୈ�ճ *-4*�#F4F5P 会ٞͳΒͼʹʮӫཆද੍ࣔنཁٻϫʔΫγϣοϓʯ報ࠂ
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日本からは、ফඅऀி৯඼表ࣔ՝のԘᖒ৴ྑ表ࣔ調査׭
にࢀՃいただいた。さらにΦϒザーόーとして、*-4* ୆࿷
部ࢧՃがあり、インυࢀ部からもࢧ部、東ೆΞジΞ஍Ҭࢧ
もؚΊ、֤ࢧ部がΞジΞのࢧ部として今後どのように׆
ಈをల開してߦくかというのもٞ࿦する࣌ظにདྷている。

また今ճ、ձٞにઌཱつ 10 日のޕ前に「ӫཆ表ࣔن
੍ཁٻϫークシϣοϓ」を࠵し、͓ۃࡾよͼ東ೆΞジΞ
の੓෎関ऀ܎による講ԋがӳ中のಉ࣌通༁にてߦわれた。
#F4F5P のձٞがこうした࠵しとಉ࣌に開࠵されたこと
も、֤国の੓෎関ऀ܎ಉ੮の実現に大きくݙߩしている
と考えられる。以Լにୈ 5 ճ #F4F5P ձٞの֓ཁを報告
する΄か、上هϫークシϣοϓに関しても簡単に৮れる。

̎ɽୈ �ճ #F4F5P ձٞ

（�）૯ׅ
ձٞはैདྷど͓り「֤஍Ҭの情報ަ׵」と「今後のڞ

ಉۀ࡞に関する検౼」のೋ本ཱてでߦわれた。今ճ、東
ೆΞジΞࢧ部ならͼに୆࿷からのࢀՃऀもಘたので、෯
。有を可能にしたڞい情報޿

情報ަ׵として֤஍Ҭから、ᶃ ৯඼؅ཧ੍౓の変ߋ
ঢ়گ、ᶄ ৯඼҆શに関わるτピοク、ᶅ リスクධՁ関
連について報告があり、さらにᶆ ೶ྛਫ࢈省ϓϩジェ
クτ੒果ならͼに今年౓ܭըについて঺հされた。

。としては以Լのと͓りۀ࡞ಉڞ
ᶃ ɹ೶ྛਫ࢈省のϓϩジェクτのڞಉܧۀ࡞ଓがྃঝさ

れ、今年౓は、ӫཆ表ࣔ、強調表ࣔをؚむػ能性৯඼
を௥Ճする。ಉ࣌に஍Ҭとしては、"4&"/ の残り �
か国ならͼに୆࿷をՃえる。

ᶄ ɹ඿໺ސ໰（*-4* JBQBO）と 1BVMJOF $IBO（%JSFDUPS 
PG 4DJFOUJGJD 1SPHSBNT, *-4* 4&"R）が中৺となって、

「ӫཆ表ࣔと強調表ࣔ法نに関する実ଶ調査」を進Ί
る。その࣭໰表を࡞੒する。次ճのձٞは日本で開࠵
されることがܾ定された。࣌ظは、೶ྛਫ࢈省ϓϩ
ジェクτのঢ়گにもよるが、ྫ年よりૣΊの � 月ࠒと
した。಺༰のৄ細については、今後࿦ٞし、དྷ年౓本
部૯ձで࠶確認する。

（�）֓ཁ
（以߱、*-4* 部のུশを中国ࢧ֤ �*$、日本 �*J、ؖ

国 �*,、東ೆΞジΞ �4&" とする）

1）開ձѫࡰ
2）ӫཆ表ࣔ֨ن・੍نに関する౼࿦ձについて
本݅は、本年౓の東ΞジΞϓϩジェクτの಺༰にもか

かわり、֤国のӫཆ表ࣔ֨ن・੍نを比較する際のඪ४
とҐஔͮけている $PEFY Ψイυϥインの現ঢ়について
඿໺ސ໰から঺հされた。

ӫཆ表ࣔ、健康強調表ࣔに関する $PEFY PEFY$、֨ن
部ձ（表ࣔ、ಛघ用్৯඼）でのٞ࿦಺༰を౿まえたۀ࡞
ӫཆ表ࣔ֨نのमਖ਼、さらにίーデοクス表ࣔ部ձの報
告ॻ૲Ҋ࡞੒日に開࠵された「แ૷৯඼の前໘表ࣔ」ձٞ
಺༰についても঺հされた。そして࠷後に $PEFY を֨ن
ඪ४として、現ࡏの日本のঢ়گを比較するܗで঺հ。

ᶃ   (FOFSBM 4UBOEBSE GPS UIF -BCFMJOH PG 1SFQBDLBHFE 
'PPET （$0%&9 45"/ 1ô1985）

ᶄ (FOFSBM (VJEFMJOFT PO $MBJNT （$"$�(- 1ô19�9）
ᶅ   (VJEFMJOFT PO /VUSJUJPO -BCFMJOH （$"$�(- 

2ô1985）
ᶆ   (VJEFMJOFT GPS 6TF PG /VUSJUJPO BOE )FBMUI $MBJNT 

（$"$�(- 23ô199�）
ᶇ   (VJEFMJOFT GPS 7JUBNJO BOE .JOFSBM 'PPE 

4VQQMFNFOUT （$"$�(- 55ô2005）
3）৯඼؅ཧ੍౓の変ߋঢ়گ
ᶃ   中国ɿ国Ո৯඼؅ཧシステム・中ԝϨベルでの変

についてߋ
4VO 8FJ

（$PDB�$PMB $IJOB -JNJUFE）
 ɹچ૊৫体੍ਤと新体੍ਤを比較し、変ߋ಺༰（リス
クධՁػ関と؅ཧػ関を分཭）をઆ明。
ᶄ   ؖ 国ɿ国Ո৯඼؅ཧシステムの変ߋঢ়گ

,J )XBO 1BSL
（$IVOH�"OH 大学）

ɹ J ）৯඼とҩༀ඼の҆શ؅ཧは、国ຽの޾෱の本࣭
であり、それをߦ੓上؅੍するؖ国৯඼ҩༀ඼҆
શॲ（.JOJTUSZ PG 'PPE BOE %SVH 4BGFUZ� .'%4）
をઃཱし、一ݩ化した。

ɹJJ ）੓෎の༏ઌϓϩジェクτの׆ಈ方਑
  ɹ B）ૈ ѱ৯඼の๾໓νーム、C）৯඼҆શ予๷ાஔ、

D）৯඼関連൜ࡑにରする֨ݫなേଇن定、E）༌
ೖ৯඼の҆શอো（ւ外αϓϥイϠーの査࡯౳）、
F）৯඼表ࣔのਪ進（࢈ݪ国表ࣔ、ӫཆ੒分表౳）、
G）ফඅऀとのίϛュニέーシϣン（৯඼҆શϙリ
シーのಁ明性）、について঺հ。

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　ୈ�ճ *-4*�#F4F5P 会ٞͳΒͼʹʮӫཆද੍ࣔنཁٻϫʔΫγϣοϓʯ報ࠂ
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ᶅ 日本ɿΞϨルΪー෺࣭をؚむ৯඼の੒分表ࣔについて
ۚ子ɹਗ਼ٱ

（日本ίΧ・ίーϥࣜגձࣾ）
 ɹまͣ、日本に͓けるΞϨルΪー෺࣭をؚむ৯඼表ࣔ
のྺ࢙的എܠをઆ明。法ن上「表ࣔٛ຿」ѻいの෺࣭、

「表ࣔを঑ྭ」ѻいの෺࣭を঺հ。2001 年࣌点で、表
ࣔٛ຿෺࣭として 5 ෺࣭、表ࣔ঑ྭ෺࣭として 19 ෺
࣭が挙げられた。その後、௥Ճࢦ定がߦわれ、現ࡏ、
表ࣔٛ຿෺࣭として � ෺࣭（ೕ、卵、খഴ、そ͹、མ
Ֆ生、エビ、Χニ）、表ࣔを঑ྭする෺࣭として、20
෺࣭が挙げられている。また、୲当省ிが厚生労働省
からফඅऀிに変ߋとなったことについても঺հ。さ
らに、表ࣔが໔আされる৔合についてもઆ明した。ಉ
࣌に、৯඼ΞϨルΪーに関する国ՈϨベルでの調査の
ྺ࢙、方法、その結果（෺࣭、年ྸ、症ঢ়分類）につ
いてઆ明した。さらに、ࡢ年、テϨビでピοクΞοϓ
され஫໨をཋͼた؁ຯྉ（エリスリτール౳）による
৯඼ΞϨルΪー報告についても঺հした。

�）֤国の৯඼҆શに関わるτピοク
ᶃ 中国

JVMJF 8V
（4FOJPS RFHVMBUPSZ � 4DJFOUJGJD "GGBJST .BOBHFS, 

/FTUMÉ （$IJOB）-UE�）
ɹ J）৯඼҆શ໰題、事݅ੇධ
ɹɹB）2012 年 6 月ɿ ඇ৯඼άϨーυθϥνン࢖用の

Ϥーάルτ
ɹɹC）2012 年 � 月ɿಛघ調੡คೕ中の高ਫۜϨベル
ɹɹD）2012 年 � 月ɿ ಛघ調੡คೕ中の高ΞϑϥτΩ

ンシン .1
ɹɹE）2013 年 1 月ɿ ジシΞンジイϛυ（%$%）のニュー

ジーϥンυ೚ҙఀࢭ໰題
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ  %$% 自体、法的な上ݶઃ定は

無し
ɹɹF）2013 年 � 月ɿベビーϑーυ؈のਫۜԚ染
ɹ JJ）έーススタディーɿϘπリψス৯中ಟ
ɹɹ ɹニュージーϥンυのϑΥンテϥࣾのೕ੡඼にϘ

πリψスەがࠞೖしていたとする໰題。2012 年
5 月 1�ʙ22 日に生࢈されたϑΥンテϥࣾ੡のೕ
੡඼（81$80ɿೱॖೕਗ਼ϓϩテイン）の༌ೖを
。ったߦするಈき΁と発లしてࢭې

ɹɹ ɹ 2013 年 3 月ʙ� 月にϑΥンテϥࣾにより、ݪҼ
�、われߦがۀ࡞の確定ە 月 31 日付でϘπリψ

スەであることが確認された。8 月 � 日付で中国
当ہは、શてのϑΥンテϥࣾ੡คೕとೕਗ਼を一࣌
的に༌ೖࢭېとした。その後、Ϙπリψスەϑ
リーであるূ明ॻをཁٻする事ଶとなった。

ᶄ ؖ国
ɹ J）エナジーҿྉ中のΧϑェイン໰題

 $IFPOH�5BF ,JN
（'PPE 1SPGFTTJPOBM &OHJOFFS, 

)FBE, 'PPE 4BGFUZ RFTFBSDI *OTUJUVUF,
/0/(4)*. $0�, -5%�）

ɹ ɹؖ国では、エナジーҿྉとΧϑェインҿྉは、と
もにݩ気を༩えるҿྉというҐஔͮけ。Χϑェイン
ؚྔのܯ告表ࣔは一ൠにೃ染Έのあるもの。一日あ
たり 300 NH までであれ͹໰題ないが、ある研究に
よると、少ྔのΧϑェインが精神的Ԡ౴࣌間を஗Ԇ
させ、ू中ྗを௿Լさせることがあり、通常なら多
少ա৒にઁऔしてもࢮにࢸることは無いが、كにࢮ
๢ྫも見られる、との報道がされた。そこでエナ
ジーҿྉの੍نの੠が上がった。

ɹ ɹؖ国でのエナジーҿྉのࢢ৔は、64�5,500 ສで
あり、ࡢ年は前年と比べ 9 ഒ૿Ճした。Χϑェイン
のओなઁऔݯとされている。

ɹ ɹ国際がん研究ػ関（*"R$）による 1991 年のධ
Ձでは、Χϑェインはάルーϓ 3（ώτにରして発
がん性であるとは分類できない）に分類されている。

ɹ ɹ,'%" がΧϑェインのリスクධՁをߦい、ؖ国国
ຽの一日あたりのฏઁۉऔྔは 6��1 NH であり、一
日࠷高ਪ঑ઁऔྔ（.R%*� .BYJNVN RFDPNNFOEFE 
%BJMZ *OUBLF）�00 NH の 1��1 � に૬当。少年のέー
スでは 12�1 NH であり、それは .R%* 25 NH�LH の
12 ˋにしかならない、との結果。エナジーҿྉのΈ、
ならͼにଞのҿྉとのಉ࣌ա৒ઁऔの実ଶについて
は、׬શには明らかになっていない。少なくともΞ
ルίールҿྉとのઁऔはྑくないと考えられる。

ɹ JJ）ؖ国に͓ける৯඼ഔհ࣬ױ調査と予๷ાஔ
,XBOHZPOH ,P

（$J $IFJM JFEBOH $PSQPSBUJPO）
ɹ ɹまͣ、৯඼ഔհ࣬ױの定ٛ、症ঢ়の܏向、予๷方

法について঺հ。ؖ国に͓ける৯඼ഔհ࣬ױ発生の
年౓ผ܏向、発生৔ॴについて言及。さらに、8)0
のウェϒαイτにࡌܝされている (MPCBM 'PPECPSOF 
*OGFDUJPOT /FUXPSL（('/）について঺հ。

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　ୈ�ճ *-4*�#F4F5P 会ٞͳΒͼʹʮӫཆද੍ࣔنཁٻϫʔΫγϣοϓʯ報ࠂ
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ɹ ɹ,'%" の৯඼ഔհ࣬ױに関するରԠ׆ಈについ
て঺հ。B）国ՈϨベルの調査、C）ਝ଎報告シス
テムのߏங、D）έータリンάαービス向けૣܯظ
告システム、E）国Ո、஍ҬϨベル͝との૊৫間調
੔、F）܏向と౷ܭデータのఏ供、౳。

ᶅ   日本ɿ残ཹ೶ༀج४ҧ൓によるウーϩン஡ティー
όοάのリίール

細໺ɹल࿨
（αンτリービジネスエΩスパーτࣜגձࣾ、

඼࣭อূ本部）
ɹ J）検出されたೋ種類の೶ༀ（ϑィϓϩニル、イン

υΩαΧルϒ）は、ओにࡴ஬ࡎとして࢖用されてい
る。日本の৯඼Ӵ生法ではୈ 11 ৚にて残ཹ೶ༀに
ついてن定して͓り、「৯඼は、೶ༀ、ࣂྉఴՃ෺
及ͼಈ෺用ҩༀ඼が厚生労働大ਉの定Ίるྔ（一཯
。४）を超えて残ཹするものであってはならないج
ただし、ผに৯඼の֨ن（残ཹج४）が定Ίられて
いる৔合は、このݶりでない」ࢫが定Ίられている。

 JJ）今ճのリίールのঢ়گ
ɹ  B） খスέール生ऀ࢈によるリίール連࠯発生

（2012 年 12 月 20 日）。
ɹ  C） 大ۀا、大ن໛খചऀۀによるリίール΁と

֦大。厚生労働省によるϞニタリンά査࡯。
  ɹD） 厚生労働省による検Ӹ؅ཧについて。ಉ࣌に

査࡯のऴྃن定についても঺հ。
5）リスクධՁ関連
ᶃ 中国ɿ中国に͓けるリスクධՁ 2 ݅

JVOTIJ $IFO
（*-4* 'PDBM 1PJOU JO $IJOB）

+VOTIJ�$IFO

ɹ J） τϥンスࢷ๱ࢎをΊ͙る中国での࿦ٞʗ大౎ࢢ部
で高ઁऔ

ɹ ɹ部分ਫૉఴՃされた༉からのτϥンスࢷ๱ઁࢎऔ

について঺հ。
ɹ ɹ֤国のτϥンスࢷ๱ࢎの৯事ઁऔק告について঺

հ。8)0�'"0 のק告஋は、૯エネルΪーઁऔྔ
の 1 � 未ຬ。

ɹ ɹ 2002 年৯事ઁऔྔ調査からτϥンスࢷ๱ઁࢎऔ
ྔをࢉ出すると、大౎ࢢ部では૯エネルΪーઁऔྔ
の 0�26 ˋ、ฏۉで 0�16 ˋとなっていた。そこで大
౎ࢢに焦点を当て、2011 年๺京ࢢに͓ける৯事調
査から年ྸผのઁऔ割合をࢉ出。その結果、大౎ࢢ部
でもそれ΄ど高い割合をࣔさないことが൑明した。

ɹ ɹどんな৯඼༝དྷであるかを調査すると、Ճ޻৯඼
がશ体の �1�2 ˋ、天વ༝དྷが 28�8 ˋとなった。ಛ
に২෺༉が͓よそશ体の半分を઎Ίる結果となった。

 JJ）Ξルϛニウムの৯事๫࿐について
ɹ ɹJ&$'" ධՁ、ओཁ৯඼܈、Ӹ学調査結果౳につ

いて঺հ。
ɹ ɹ࠷新の J&$'" ධՁによりΞルϛニウムの࢑定଱

༰ि間ઁऔྔ（158*）は 2 NH�LHŋCX�XFFL と定Ί
られた。しかし、શ中国人ຽの 32�5 ˋならͼに �ʙ6
のޱ人ࡀ �2�5 ˋは、Ξルϛニウムのि間ઁऔྔが
158* を超えるとࢉ出された。寄༩の大きい৯඼は、
খഴคや༲げパン（%FFQ GSJFE GMPVS TUJDLT）である。

JJJ）࣭ٙԠ౴
ɹ・ 中国のリスクධՁػ関とリスク؅ཧػ関を分཭す

る新しい૊৫に変ߋされたのは、リスクධՁとリ
スク؅ཧとをผにするということだと思うが、Ξ
ルϛニウムの݅はཧ༝の一つと言えるかʁ

ɹɹˠ 現実には、ಉ͡部ॺで؅ཧしている。
ɹ・ Ξルϛニウムは、どんな病気と関連するのかʁ
ɹɹ ɣ    ΞルπϋイϚー病と関連すると言われている。

௚઀的かどうかについてはٞ࿦の༨஍がある
が、一ൠ的にそう言われている。$$'"（$PEFY
ҕһձ৯඼ఴՃ෺部ձ）の (4'"（৯඼ఴՃ෺
の一ൠ֨ن）でもΞルϛニウムઁऔをݮらすよ
うにקΊている。

ᶄ ؖ国ɿؖ国に͓ける৯඼Ԛ染෺࣭のリスクධՁ
,ZVOH�"I -JN

（-PUUF R�% $FOUFS）
ɹ ɹؖ国では、৯඼Ӵ生法により৯඼中のෆ७෺֨ن

がܾΊられて͓り、৯඼Ԛ染෺࣭の๫࿐ධՁにͮج
いて、5 年͝とに見௚しがされている。

ɹ ɹ 19 種類のԚ染෺࣭の૯合؅ཧܭըが 2012 年に
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ଧち出された。খタί、Ϛοシュルーム、Ϛάϩ౳
をؚむओཁ৯඼のΧυϛウムԚ染をྫにリスクධՁ
を঺հ。֤৯඼のઁऔྔ͓よͼΧυϛウムؚྔから
τータルのΧυϛウムઁऔྔをࢉ出し、J&$'" で定
Ίられている 158*（� ▂H�LHŋCX�XFFL）にରする
割合をࢉܭした。さらに、ଞ国との比較をߦうとと
もにؚྔの多い৯඼܈のධՁとϞニタリンάのܧଓ
のඞཁ性を認ࣝした。

ᶅ 日本
ɹJ）Ξルϛニウムをؚ有するఴՃ෺΁のରԠについて

関୩ɹ࢙子
（高࠭߳ྉࣜגۀ޻ձࣾ、඼࣭อূ部）

ɹ ɹ'"0�8)0 合ಉ৯඼ఴՃ෺ձٞ（J&$'"）は、
ฏ੒ 23 年౓のୈ �� ճձ合に͓いてΞルϛニウム
の 158* を 2 NH�LHŋCX�XFFL に変ߋした。$PEFY
ҕһձやԤभҕһձでは、Ξルϛニウムをؚ有する
ఴՃ෺༝དྷのΞルϛニウムのઁऔྔ௿ݮを໨的とし
た׆ಈをల開。また、日本に͓いては、ฏ੒ 23ʙ
2� 年౓にՃ޻৯඼͓よͼ生઱৯඼༝དྷのΞルϛニ
ウムのઁऔྔについて、Ϛーέοτόスέοτ調査
を実ࢪしてきた。現ࡏ、日本で࢖用が認Ίられてい
るఴՃ෺から、֤年ྸ૚ઁऔྔをࢉܭ。その結果、
ฏۉ的なઁऔྔでは、શての年ྸ૚に͓いて 158*
をԼճったが、Ξルϛニウムを࢖用した৯඼܈を多
くઁऔする一部のখ児（上Ґ 5 ˋఔ౓）に͓いて
158* を上ճるとの結果をಘた。そこで厚生労働省
では、খ児（1ʙ6 のΞルϛニウムのઁऔྔ΁（ࡀ
の寄༩が大きいと考えられるパン、՛子類΁の「ེ
͓ΞルϛニウムΧリウム（Χリウムϛϣウόン）ࢎ
よͼེࢎΞルϛニウムΞンϞニウム（ΞンϞニウム
ϛϣウόン）の࢖用について、以ԼのରԠを࠾るこ
ととした。

ɹΞ ）現ঢ়の࢖用実ଶを確認した上で、࢖用ج४を検
౼する。な͓、Ξルϛニウムをؚ有する国際൚用
ఴՃ෺についてもಉ様とする。

ɹイ ）関ۀ܎քに͓いては、これまでも௿ݮ化に向け
たऔ૊Έをߦっているところであるが、࢖用ج४
の検౼にઌཱち、自ओ的な௿ݮ化のऔ૊Έを通知
によりґཔする。

B）࣭ٙԠ౴
ɹ・ 調ຯᅂ޷ҿྉ類（ୈ 1 でΞルϛニウムઁऔ寄（܈

༩཰が大きかったཧ༝はʁ

ɹɹˠ < 国後、確認ؼ >
ɹɹɹ ɹୈ 1 、にはすべてのҿྉ（ञをؚむ）の΄か܈

調ຯྉもؚまれるという点も間ҧえていた。こ
の܈からのΞルϛઁऔ寄༩཰が大きいのは、

ɹɹɹখ児ɿ໺ࡊジュース・ΧϨールウ
ɹɹɹ学ಐɿΧϨールウ・໺ࡊジュース
ɹɹɹ੨年・੒人ɿઝ஡・ウーϩン஡ɹɹとなっている。

JJ） աਣࢎ੡ࡎが࢖用された৯඼にରする厚労省の
ରԠ

大໦ɹՅ子
（長୩઒߳ྉࣜגձࣾ、඼࣭อূ部）

ɹ ɹ৯඼表໘のەࡴ໨的で࢖用されるաਣࢎ੡ࡎは、
6 つの化合෺（աਣࢎ、ਣࢎ、աࢎ化ਫૉ、1ô ώυ
ϩΩシエνリデン ô1,1ô ジϗスϗン（1%&(）ࢎ、
Φクタンࢎ、աΦクタンࢎ）のࠞ合෺であり、日本
の৯඼Ӵ生法上、࢖用が認ΊられていないఴՃ෺で
ある。৯඼Ӵ生法ୈ 10 ৚ 1 では、ࢦ定がなされて
いないఴՃ෺をؚむ৯඼の༌ೖ、ൢച౳がࢭېされ
ているたΊ、աਣࢎ੡ࡎが࢖用された৯඼を༌ೖす
ることは、ࣜܗ的にはୈ 10 ৚により੍ݶされるこ
ととなる。

ɹ ɹ一方、J&$'"、Ԥभ৯඼҆શػ関（&'4"）、Φー
スτϥリΞ・ニュージーϥンυ৯඼ج४ػ関（'4"/;）
や '%" といった国際的ػ関にて҆શ性ධՁࡁΈで
あり、߽भ、Χナダ、米国では、໺ࡊ、ϑルーπ、
৯೑੡඼に࢖用実੷があり、աਣࢎ੡ࡎが࢖用され
た৯඼が日本に༌ೖされたものと思われる。

ɹ ɹ厚生労働省では、今後のରԠとして、ᶃ ৯඼҆
શҕһձに৯඼健康影響ධՁをґཔし、そのධՁを
౿まえたఴՃ෺のࢦ定खଓきを଎やかにߦう、ᶄ 
ऴ৯඼中の࠷ )&%1、Φクタンࢎの分析法を検౼
し、残ཹྔのϞニタリンάをߦう、ᶅ ৯඼҆શҕ
һձに͓けるධՁがなされるまでの間、աਣࢎ੡ࡎ
が࢖用された৯඼の༌ೖ・ൢച౳の੍نはしない、
ᶆ ֤国にରし、զが国の৯඼Ӵ生法上の੍نにつ
いて情報ఏ供するとともに、ࢦ定のඞཁ性がある৔
合、個ผの඼໨͝とにඞཁなࢿྉをఴ付してཁ੥を
。したىשうよう஫ҙߦ

6）֤国法ن、Ψイυϥイン関連（新ن、मਖ਼）
ᶃ 中国ɿ中国に͓ける法ن変ߋ

8FOEZ (BP
$BSHJMM *OWFTUNFOUT（$IJOB）-UE�
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ɹ ɹ国Ո৯඼҆શج४を中৺とした中国の৯඼҆શ法
。૊Έについて঺հ࢓、܎の関ن

ɹ ɹ 2012 年 10 月から 2013 年 10 月にかけて国Ո࣭
ྔ؂ಜ検ݧ検Ӹ૯（2*24"）ہ౳の؅ཧن定が変
で৯඼ܗされている。これは、明確に౷合されたߋ
関連ج४を౷一するಈきである。
ɹɹ◦৯඼Ӵ生ج४
ɹɹ◦৯඼඼࣭ج४ɹɹɹɹɹɹ

“国Ո৯඼҆શج४”
ɹɹ◦一次࢈඼඼࣭҆શج४
ɹɹ◦جۀ޻४
ᶄ   ؖ 国ɿ৯඼ఴՃ෺࢖用は҆શ―৯඼ఴՃ෺ίーυ

の࠶分類
%POH�4VM ,JO ྉをࢿ੒࡞ JJ )PPO JBOH がઆ明

（$PDB�$PMB ,PSFB $PNQBOZ）
ɹ ɹ৯඼ఴՃ෺ج֨ن४՝について঺հ。৯඼ఴՃ෺

の定ٛ、新ن৯඼ఴՃ෺のڐ認可खॱについてઆ
明。৯඼ఴՃ෺ࢦ定、֨نઃ定のྺ࢙、৯඼ఴՃ෺
の分類、৯඼ఴՃ෺ίーυの಺༰、ج४ઃ定の考え
方、表ࣔج४、2010 年以߱のमਖ਼実੷について঺
հ。さらに、子供もؚΊたফඅऀならͼにۀاにର
するίϛュニέーシϣン（情報ఏ供）のࡐྉやػձ

（ηϛナー、ϑΥーϥム）についてઆ明。さらに今後の
ಈとして、国際的なϋーϞナイθーシϣンをҙࣝ׆
し、さま͟まな׆ಈをਪ進する方਑が঺հされた。

ɹJ）࣭ٙԠ౴
ɹ・'MBWPSJOH 4VCTUBODFT は৯඼ఴՃ෺にೖるかʁ
ɹɹ ɣ    現ࡏはೖっているが、個々の෺࣭の໊前では

なく、“'MBWPSJOH” として、一つの໊前で登録。
ᶅ 日本ɿ৯඼ఴՃ෺法2012）ن 年 9 月以߱）

߳ଜɹਖ਼ಙ
（ຯのૉࣜגձࣾ、඼࣭อূ部）

ɹJ）新ن認可৯඼ఴՃ෺
ɹ  B）米国、Ԥभ౳、޿く࢖用されている（� 種）
ɹ  C）それ以外のもの（3 種）
ɹ  D）米国、Ԥभ౳で޿く࢖用されている߳ྉ（� 種）
 JJ） 米国、Ԥभ౳で޿く࢖用されている৯඼ఴՃ෺

の認可ঢ়گ
JJJ）『৯඼ఴՃ෺公定ॻ』ୈ 9 ൛のঢ়گ
 ɹɹୈ 8 ൛からのվ定比較、2015 年 3 月に公表予定。
 JW） J"4 法に͓ける৯඼ఴՃ෺৚߲のमਖ਼ఏҊにつ

いて
 ɹ B）৯඼ఴՃ෺のϙジティϒリスτをআڈ

ɹ  C） (4'" の前จ 3�2 のཁٻ事߲にଇした৯඼ఴ
Ճ෺は認Ίる

ɹ  D）(4'" の前จ 3�3 用を認Ίる࢖৚݅Լでのࡌه
ɹ  E） ࡌܝطの৯඼ఴՃ෺は、上ه 2 ৚݅をຬ଍し

ていると考ྀ
ɹ  F） طにಛ定された以外の৯඼ఴՃ෺ػ能は、

BEWBOUBHF がない৔合は認Ίない
�）೶ྛਫ࢈省ϓϩジェクτ報告（৯඼ఴՃ෺੍نの調査）

඿໺ɹ߂ত
（*-4* JBQBO ಛผސ໰）

඿໺߂তࢯ

ᶃ   ୈ 1 2009）ظ 年）からୈ � 2013）ظ 年 3 月）ま
でのϓϩジェクτのཁ約をઆ明

ᶄ   ୈ 5 2013）ظ 年 8 月から）のϓϩジェクτఏҊ಺
༰を঺հ

ɹJ） 新たにػ能性৯඼（ؚɿӫཆ表ࣔ、強調表ࣔ、
健康強調表ࣔ౳）を௥Ճする。

ɹ  B） 日本のӫཆ表ࣔ法の $PEFY との比較（/R7、
表ࣔの強੍ʗ೚ҙ、আ外ن定、ӫཆૉのリス
τ、ྔ の表ࣔ法、੒分表、ӫཆૉのࢉܭ方法౳）

ɹ  C） 日本のӫཆ強調表ࣔ法の $PEFY との比較（֤
จ言の定ٛ付け）

 JJ） 新نの国として、ϒルネイ、ΧンϘジΞ、ϥΦス、
ϛャンϚー、୆࿷を௥Ճ。

JJJ）5 年間ूੵした情報のデータベース化をߦう。
 JW） 201� 年 2 月か 3 月にϛャンϚーにて国際ձٞを

開࠵予定。
  ɹ今ظの国際ձٞでは、現஍の੓෎、大学関ऀ܎

にରするॴҦ「ڭҭ」という؍点もೖれて、ηϛ
ナーを実ࢪする予定。

8）૯合౼࿦
 ɹ࠷後に૯合౼࿦というܗで࣭ٙԠ౴ηοシϣンを
。Ճऀから多くの࣭໰が寄せられたࢀった。ಛに中国のߦ
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・೶ਫ省ϓϩジェクτରԠのకΊ੾りはʁ
ɹˠ 3 月である。
・ 日本でのΞクリルΞϛυに関するۙ࠷のঢ়گについ

て（ߋ新があったとฉいている）
・ 日ؖの੓෎ϨベルでԘ、࠭౶のઁऔについてࢦ਑の

様なものを出しているとฉいている
ɹʤଈ౴できなかったので、ؼ国後Լه確認ʥ
ɹˠ   日本では厚生労働省がࣾձอো੍౓の持ଓ可能

性のたΊ、૯合的な健康૿進のਪ進として「健
康日本 21」をఏএしている。そのୈೋ次ܭըが
ฏ੒ 25 年౓から 3� 年౓までをର৅としてฏ੒
2� 年 � 月に発表されて͓り、৯Ԙの௿ݮも「ӫ
ཆ・৯生׆౳のվળ」のテーϚのͻとつにܝげ
られている（一日ฏۉ৯Ԙઁऔྔ௿ݮ 10�6 H ˠ 
8 H まで）。

・ 'PPE $PNQPTJUJPO %BUB #BTF�5BCMF（৯඼ͷ૊੒ද）
の࡞੒について
ɾ�(.0 表ࣔについて
ɾ�৯඼ΞϨルΪー表ࣔについて

̏ɽ�8PSLTIPQ�PO�3FHVMBUPSZ�3FRVJSFNFOU�PG�
/VUSJUJPO�-BCFMJOH

（�）։ձѫࡰ（%S��+VOTIJ�$IFO）
日中ؖのࢀՃऀにՃえ、Φϒザーόーとして東ೆΞジ

Ξ、୆࿷ࢧ部からもࢀՃをಘた。ࡢ年、ॳΊて #F4F5P
ձٞの前に半日の科学ձٞを開࠵したが、本年は「ӫཆ
表ࣔ」に焦点を当て、本ϫークシϣοϓを開࠵する。

（�）�ؖ �1
4V�0L�,JN）ࠃͱӫཆදࣔʗؖࡦͷӫཆ੓ࠃI�%�）
人間の進化と৯事の໾割、৯඼生࢈のల開、৯඼؅ཧ

から৯事҆શ؅ཧ΁のパϥダイム変化。
ؖ国 '%" のӫཆ੓ࡦの方向性について、Լه 3 点を

中৺に঺հした。
1）ナτリウムઁऔ௿ݮઓུ（� 割ݮを໨ࢦす）
2）ӫཆ表ࣔ
ᶃ ӫཆ表ࣔ੓ࡦల開
ᶄ ӫཆٛ຿表ࣔ৯඼܈
ᶅ ৯඼表ࣔج४（ӫཆ表ࣔ）
ᶆ ඞਢӫཆૉについて
ᶇ ӫཆૉج४஋（/R7）表

ᶈ ӫཆ強調表ࣔについて
ᶉ খ児向け৯生҆׆શ؅ཧಛผ法
ᶊ   Ϩスτϥンや͓՛子԰、ϑΝースτシϣοϓ向け

ӫཆ表ࣔ
3）όϥンスのऔれた৯事をਪ進する公ڞαービス
ᶃ ӫཆデータベースの֦ॆ、システムの確ཱ
ᶄ ӫཆධՁϓϩάϥムの開発
ᶅ ؖ国人に͓ける৯事ઁऔج४

�）࣭ٙԠ౴
ᶃ Ϩスτϥンに͓けるӫཆ表ࣔのٛ຿化について
ɹˠ   νェーンスτΞ、ϑϥンνャイζ、大きなϨス

τϥンではٛ຿化。
ɹɹ   ϑΝϛリーϨスτϥンは、子供が޷むళに類ผ

された৔合は、ٛ຿化。
ᶄ ナτリウムઁऔ௿ݮにରするۀاの൓Ԡはʁ
ɹˠ   このಈきはどちらかというとέータリンάαー

ビスに焦点を当てている。Ճ޻৯඼ۀاはطに
ナτリウムઁऔ௿ݮの౒ྗをしている。

ᶅ ,'%" のڭҭϓϩάϥムについて
ɹˠ   ӫཆ表ࣔは難しい部分がある。ؖ国੓෎として、

ଞの省ிとྗڠして、زつかのνャネルを࢖い、
子供をର৅としたϓϩάϥムを࡞੒している。
Ϟόイル୺末を通͡た情報ఏ供もߦっている。

（�）ӫཆදࣔ๏نʗ日本（Ԙᖒ৴ྑௐ੔׭）
1）ফඅऀிについて
ফඅऀிは、಺ֳ෎の外ہとして 2009 年 9 月 1 日に

ઃஔされた。そのϛοシϣンは、ᶃ ফඅऀのརӹの༴
よͼ૿進、ᶄ ঎඼͓よͼ໾຿のফඅऀによる自ओ͓ޢ
的かつ合ཧ的な選択の確อ、ᶅ ফඅ生׆にີ઀に関連
する෺ࢿの඼࣭に関する表ࣔにまつわる事຿をߦうこと
である。ফඅऀிの૊৫ܗଶについても঺հした。
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2）ӫཆ表ࣔのશ体૾
ᶃ ৯඼表ࣔ関連法نについて
 ɹ৯඼Ӵ生法、J"4 法、健康૿進法の 3 法ྩԼにز
つかの告ࣔ౳がある。さらに 3 法ྩの関܎をਤࣔし、
՝題もؚΊてઆ明。৯඼表ࣔ法の一ݩ化に向けたϓϩ
ηスを঺հ。
ᶄ 新ن公෍法نɿ2013 ৯඼表ࣔ法について
 ɹ໨的ɿ J）৯඼をઁऔする際の҆શ性確อ、JJ）一

ൠফඅऀの自ओ的かつ合ཧ的な৯඼選択のػ
ձを確อ。

ɹ焦点ྖ ҬɿJ）৯඼表ࣔに関するแ括システムのઃ
ཱ、JJ）ӫཆٛ຿表ࣔのಋೖ。新法ྩԼに͓
ける、৯඼表ࣔن४の2015）ߦࢪ 年 6 月）。

ᶅ ӫཆٛ຿表ࣔの֓࿦
 ɹӫཆٛ຿表ࣔに向けて、ফඅऀிが考ྀするٞ࿦の
ϙインτは、J）どのӫཆૉをٛ຿表ࣔとするか、JJ）
どんな৯඼をআ外するか、JJJ）どんな生ऀ࢈を໔আと
するか、JW）࣭ࢷの಺༁をࡌهすべきか、W）ナτリ
ウムのྔ表ࣔをナτリウムとすべきか、৯Ԙ૬当ྔと
すべきか、WJ）ӫཆૉج४஋（/R7T）について。

3）ӫཆ強調表ࣔの新システムશ体૾
現ߦのӫཆ表ࣔ法نでは、ӫཆػ能৯඼（'/'$）と

ಛ定อ健用৯඼（'04)6）のΈӫཆ強調表ࣔが認Ίられ
ている。'/'$ では、表ࣔର৅が現ߦ 12 種のビタϛン
と 5 種類のϛネϥルのΈに੍ݶされている。'04)6 で
は、表ࣔに際してώτにରしての҆શ性ならͼにޮ果の
科学的実ূデータのఏ出がඞཁである。このデータの࡞
੒には、長࣌間ならͼに高ֹのඅ用をཁするたΊ、ಛに
中খۀاにとっては高いϋーυルとなっている。

そこでՃ޻৯඼、೶ྛਫ࢈෺についてػ能性の表ࣔを
༰認する新たな方ࡦを検౼することになった。ॏ点がஔ
かれているϙインτは、ᶃ 米国に͓けるӫཆิ助৯඼
のシステムとಉ様にۀاが健康強調表ࣔに੹೚を持つ、
ᶄ ੡඼の҆શอোは࠷ॏཁ事߲とされる。

そういったঢ়گԼ、J）੡඼の҆શ性をอোするたΊに
どのようにシステムを੍نするか、JJ）健康ػ能の科学的
ධՁのたΊにどんなཁ߲ٻ໨をઃ定するか、JJJ）ফඅऀの
、り上げるか࡞解を๷͙たΊには、どのように表ࣔ法をޡ
JW）ػ能強調表ࣔをどこまでؚΊるか、౳が૪点となる。

（�）தࠃࠃՈӫཆදࣔج४ʗதࠃ（+VOIVB�)BO）
中国৯඼表ࣔ法نについて঺հ。

1）৯඼表ࣔ法نのൣғと $PEFY システムとのରԠ。
ɹ(#��18ɿ ଞのཁ߲ٻ໨がن定されている以外のશ

แ૷ࡁΈ৯඼表ࣔ ˠ $0%&9 45"/% 
1ô1985

ɹ(#28050ɿ શแ૷ࡁΈ৯඼のӫཆ表ࣔ ˠ $"$�(- 
1ô19�9 、$"$�(- 2ô1985 、$"$�(- 
23ô199�

ɹ(#13�32ɿ ಛผ用్のแ૷ࡁΈશ৯඼の表ࣔ ˠ 
$0%&9 45"/%1�6ô1985 、$0%&9 
45"/% 180ô1991

付録"ɿ৯඼表ࣔと࢖用に͓けるӫཆૉج४஋（/R7）
付録 #ɿӫཆ表ࣔϥベルのࣜܗ
付録 $ɿ エネルΪーとӫཆૉྔ強調表ࣔやӫཆૉ比較

強調表ࣔに͓けるཁٻ事߲、৚݅、類ޠࣅ
付録 %ɿエネルΪーとӫཆૉػ能強調表ࣔのج४用ޠ

2）ٛ຿表߲ࣔ໨について
แ૷ࡁΈ৯඼のӫཆ表ࣔでఏ供すべきશٛ຿表߲ࣔ໨

には、エネルΪー、ओཁӫཆૉ（タンパク࣭、࣭ࢷ、୸
ਫ化෺、ナτリウム）やӫཆૉج४஋（/R7）にରす
る割合がؚまれる。そのଞ、強調表ࣔするӫཆ੒分があ
る৔合、エネルΪーやओཁӫཆૉの表ࣔを強調するたΊ
ద当なॲஔがࢪされる。

ӫཆ強調表͓ࣔよͼʗまたはӫཆػ能強調表ࣔをؚむ
ӫཆ表ࣔ、外དྷޠのӫཆ表ࣔ、ਫฏࣜܗ表ࣔについて঺հ。
3）࣭ٙԠ౴
ᶃ ࣭ࢷについては国によってڵຯがҧうようである。
ɹˠ   中国ではτϥンスࢷ๱ࢎがॏཁである。実ࢪ中

のαーベイの結果 80 ˋの঎඼はཁٻにԠえてい
ることが൑明した。ফඅऀとۀاとでཁٻ事߲
にࠩがある。そのόϥンスを考えるඞཁがあり、
その際、ڭҭや情報ަ׵がඞཁである。

ᶄ   ӫཆ表ࣔにはফඅऀのڭҭがඞཁであると思う。
֤国のରࡦについてฉきたい。

ɹˠ   （中国）ɿ 中 国 ࣬ 病 ର ࡦ 予 ๷ η ン タ ー（ 中 国
$%$）ならͼにभ単Ґでڭҭϓϩάϥ
ムを࡞੒している。ڭҭ法もあり、テϨ
ビ、新ฉを通͡た情報ఏ供もߦうなど、
多くのΞクシϣンを実ࢪ。

ɹˠ   （日本）ɿ αーベイ実ܭࢪըがある。དྷ年知ࣝఔ
౓を測るαーベイを予定。

ɹˠ   （ؖ国）ɿ ফඅऀのཧ解を考えているが、վྑさ
れてきているという認ࣝ。
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（�）ӫཆදࣔ๏نʗ౦ೆΞδΞ（&�4JPOH�5FF
�1I�%�）
*-4* 4&"R が東ೆΞジΞにて実ࢪしているӫཆ表ࣔ

法نのαーベイについて঺հ。東ೆΞジΞ 8 か国（ϒル
ネイ、インυネシΞ、ϥΦス、ϚϨーシΞ、ϑィリピ
ン、シンΨϙール、タイ、ベτナム）のӫཆ表ࣔ法نঢ়
。しているܭू、໰ථをૹ付し࣭هを確認。֤国にԼگ
その報告ձを 2012 年 8 月 30、31 日にόンίクにて開࠵。
1） ᶃ   ӫཆ表ࣔは、෯޿い৯඼にରしてٛ຿表ࣔに

なっているかʁ
ɹᶄ   ݶられた৯඼にରしてٛ຿表ࣔになっている৔

合、どんな৯඼かʁ
2） ୈ �0 ճ $$'- ܾ定事߲を受け、ӫཆ੒分ٛ຿表ࣔ

に͓ける $PEFY のਪ঑にैっているかʁもし、
:&4 であれ͹、そのಋೖ予定はʁ

3）ٛ຿表ࣔされるओཁӫཆૉはʁ
�） $PEFY でఏҊされた表ࣔର৅ӫཆૉリスτをঝ認す

る予定はあるかʁɹもし、ある৔合、その予定はʁ
5） ӫཆૉج४஋以外でӫཆૉを表すඞཁがあるかʁɹ

どんなج४஋が࢖われるかʁ
6）ӫཆૉの表現方法（100 H�100 NM BOE�PS QFS TFSWJOH）
�）前໘表ࣔシステムの४උは੔っているかʁ
8）แ૷前໘表ࣔシステムは、実ࢪされているかʁ
૯括すると、東ೆΞジΞॾ国では౷一されたӫཆ、健

康強調表ࣔ法نは無く、ڐ可されたӫཆ強調表ࣔ、健康
強調表ࣔには֤国で明らかに૬ҧがある。

ӫཆ強調表ࣔはϒルネイ以外ではڐ可されているが、
強調表ࣔのج४には֤国で૬ҧがある。

ӫཆૉػ能強調表ࣔは 6 か国でঝ認されている。ଞの
能強調表ࣔはػ 5 か国でঝ認されているが、಺༰は様々

である。
࣬病リスク௿ݮ強調表ࣔは、インυネシΞ、ϑィリピ

ン、シンΨϙールの 3 か国のΈঝ認されている。
強調表ࣔに関する法نシステムには֤国間でかなり૬

ҧがある。個々の強調表ࣔをߦう際は、科学的実ূデー
タをඞཁとする。東ೆΞジΞ஍Ҭに͓けるӫཆ表ࣔと健
康ӫཆ強調表ࣔに͓ける大きな進లは、ᶃ ফඅऀが健
康にରする৯඼のॏཁ性を大きく認ࣝした結果であり、
ᶄ より健康な৯඼をఏ供するֵۀا新である、と言える。
࣭ٙԠ౴
1） ίーデοクスΨイυϥインを֤国がどのようにϑΥ

ϩーしているか
ˠ   まͣద法性を൑断する。"4&"/ では 2015 年まで

にϋーϞニθーシϣンを進Ίている。ඞͣしもίー
デοクスの表ࣔ方法が࠷ળであるとは考えていない。

2） ϚϨーシΞでは「100 H あたり」と「QFS TFSWJOH」
での 2 通りの表ࣔになっているのはどうしてかʁ

ˠ   ϚϨーシΞのফඅऀには「QFS TFSWJOH」の方が分
かりやすい。

ɹ   またϚϨーシΞでは、แ૷ࡁΈ৯඼よりスτリー
τ৯඼からの৯事が多い。しかし、その৯඼に表
ࣔがされていないのが໰題である。

̐ɽ͓ΘΓʹ

5 ճ໨の #F4F5P ձٞは、ओऀ࠵である *-4* 'PDBM 
1PJOU JO $IJOB のੵۃ的なӡӦにより、今ճも੒ޭཫに
ऴྃした。人ޱのू中もؚΊ、ੈքで஫໨されるΞジΞ

日本͔Βͷग़੮ऀ
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஍Ҭのࢧ部として、今後、より的確な情報ڞ有がඞཁに
なってߦくはͣである。その際、今の࿮૊Έが本当にద
当なのかというٙ໰が༙いてくる。今ճ、新たなڞಉ࡞
として、*-4* 4&"Rۀ もՃえた表ࣔに関するۀ࡞を開
࢝するӡͼとなり、日本の೶ྛਫ࢈省の東ΞジΞϓϩ
ジェクτのۀ࡞もؚΊ、よりີۓで޿い࿮૊Έのઃ定が
ඞཁとなるであろう。

次ճは、日本がϗスτ国として本ձٞを開࠵すること
となるので、今後のల開もؚΊたٞ࿦の৔とするのも一
Ҋである。

1983 年ɹ東๺大学大学Ӄཧ学研究科ത࢜՝ఔ前ظɹमྃ

1983 年ɹຯのૉࣜגձࣾೖࣾɹૅج研究ॴ配ଐ

1992 年ɹ東๺大学大学Ӄത࢜߸औಘ

1993 年ɹຯのૉࣜגձࣾ੡඼ධՁࣨ

1999 年ɹຯのૉࣜגձࣾԤभ本部パリ事຿ॴ

2001 年ɹ米国ຯのૉϫシンτン %$ 事຿ॴ

2005 年ɹຯのૉࣜגձࣾ඼࣭อূ部

2011 年ɹ*-4* JBQBO 事຿ہ長

ུྺ
ɹོޱࢁ （࢘΍ま͙ͪɹΓΎ͏じ）ത （࢜ཧֶ）
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5IF��SE�"TJB�1BDJGJD�*OUFSOBUJPOBM�
$POGFSFODF�PO�'PPE�4BGFUZ

Jenny Chang, Ph.D.
&YFDVUJWF�%JSFDUPS
�*-4*�5BJXBO

5BJXBO "TTPDJBUJPO GPS 'PPE 1SPUFDUJPO, BO BGGJMJBUF 
PG *OUFSOBUJPOBM "TTPDJBUJPO GPS 'PPE 1SPUFDUJPO, 
XJUI UIF BJE PG NPSF UIBO 20 PUIFS HPWFSONFOUBM 
BOE OPO�HPWFSONFOUBM PSHBOJ[BUJPOT, BOE JOEVTUSJBM 
BTTPDJBUJPOT JO 5BJXBO KPJOUMZ PSHBOJ[FE UIF 3SE "TJB 
1BDJGJD *OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF PO 'PPE 4BGFUZ� 5IJT 
DPOGFSFODF XBT IFME BU UIF /BUJPOBM 5BJXBO 6OJWFSTJUZ 
*OUFSOBUJPOBM $POWFOUJPO $FOUFS JO 5BJQFJ, 5BJXBO GSPN 
0DUPCFS 29 UP /PWFNCFS 1, 2013� 5IF PSHBOJ[FST IBWF 
NBEF B DPODFSUFE FGGPSU UP CVJME B QMBUGPSN GPS UIF MPDBM 
QBSUJDJQBOUT UP FYDIBOHF FYQFSJFODF BOE FYQFSUJTF XJUI 
JOUFSOBUJPOBM FYQFSUT� 5IF DPOGFSFODF BUUSBDUFE NPSF 
UIBO �50 BUUFOEFFT GSPN 28 DPVOUSJFT� "SPVOE �0� XFSF 
GPSFJHO QBSUJDJQBOUT GSPN ,PSFB, $IJOB, "4&"/ DPVO�
USJFT, 6�4�"�, JBQBO, &VSPQF, "VTUSBMJB� /FX ;FBMBOE 
BOE "GSJDB, FUD� 

�� $POGFSFODF�1SPHSBN

5IF DPOGFSFODF XBT DIBJSFE CZ 1SPG� -FF�:BO 4IFFO, 
1SFTJEFOU PG 5BJXBO "TTPDJBUJPO GPS 'PPE 1SPUFDUJPO, 
XIJMF %S� .JDIBFM 1� %PZMF, RFHFOUT ` 1SPGFTTPS BOE 
%JSFDUPS, $FOUFS GPS 'PPE 4BGFUZ, 6OJWFSTJUZ PG 

*-4*ͷ஥ؒͨͪ

ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
5IF��SE�"TJB�1BDJGJD�*OUFSOBUJPOBM�$POGFSFODF�PO�'PPE�4BGFUZ

+&//:�$)"/(
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�5BJXBO
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1IPUP�� ɹ�0QFOJOH�DFSFNPOZ�TQFFDI��1SPGFTTPS�-FF�
:BO�4IFFO
�$POGFSFODF�$IBJSNBO��1SFTJEFOU�
PG�5BJXBO�"TTPDJBUJPO�GPS�'PPE�1SPUFDUJPO

1IPUP�� ɹ�0QFOJOH�DFSFNPOZ�TQFFDI��%S��.JDIBFM�1��
%PZMF
�$POGFSFODF�7JDF�$IBJSNBO��3FHFOUT`�
1SPGFTTPS� BOE�%JSFDUPS
�$FOUFS� GPS� 'PPE�
4BGFUZ
�6OJWFSTJUZ�PG�(FPSHJB
�6�4�"�



(FPSHJB, 6�4�"�, TFSWFE BT UIF 7JDF $IBJSNBO� 5IFSF 
XFSF B UPUBM PG 66 JOWJUFE TQFBLFST GSPN 20 DPVOUSJFT 
UP QSPWJEF WFSTBUJMF QSPHSBNT JODMVEJOH (MPCBM $IJOFTF 
'PPE 4BGFUZ 'PSVN, 2 QMFOBSZ MFDUVSFT BOE 18 UIFNBUJD 
TFDUJPOT JO BEEJUJPO UP BCPVU 100 QPTUFS DPNNVOJDBUJPOT�

(MPCBM $IJOFTF 'PPE 4BGFUZ 'PSVN XBT GJSTU LJDLFE 
PGG BT UIF QSF�DPOGFSFODF QSPHSBN XJUI 16 TQFBLFST 
TIBSJOH UIF MBUFTU EFWFMPQNFOU JO NBDSP�NBOBHFNFOU 

（F�H� HPWFSONFOU, SJTL NBOBHFNFOU BOE JOEVTUSZ） BOE 
NJDSP�NBOBHFNFOU （F�H� 1")T, QBUIPHFOT BOE UPYJOT） PG 
GPPE TBGFUZ JTTVFT�

*O UIF PQFOJOH DFSFNPOZ, BNPOH NBOZ EJHOJUBSJFT XFSF 
7JDF�1SFNJFS $IJI�,VP .BP PG UIF &YFDVUJWF :VBO, 
5BJQFJ .BZPS, IPTU DJUZ BOE TQPOTPS, -VOH�#JO )BV BOE  
%S� %POBME 8� 4DIBGGOFS, 1SFTJEFOU PG *OUFSOBUJPOBM 
"TTPDJBUJPO GPS 'PPE 1SPUFDUJPO （*"'1 ）� *O IJT 
DPOHSBUVMBUPSZ TQFFDI, 7JDF�1SFNJFS .BP BEESFTTFE 
UIF NBOZ NFBTVSFT 5BJXBO HPWFSONFOU JT VOEFSUBLJOH, 
GSPN SFWBNQJOH UIF "DU (PWFSOJOH 'PPE 4BOJUBUJPO UP 
FOIBODJOH TVSWFJMMBODF QSPHSBN� 5IF PCKFDUJWFT BSF UP 
QSFWFOU GPPE TBGFUZ JODJEFOUT BOE UP FBTF DPOTVNFST ` 
JODSFBTJOH DPODFSO PWFS GPPE TBGFUZ� 

%S� J� JFO, GPSNFS 6OEFS 4FDSFUBSZ PG 64%", QSFTFOUFE 
“(MPCBM 'PPE 4BGFUZ 5SFOET, $IBMMFOHFT BOE 4PMVUJPOT” 
JO UIF GJSTU QMFOBSZ MFDUVSF� )F QPJOUFE PVU UIF HMPCBM 
GPPE TBGFUZ USFOET BSF UPXBSE NPSF MBXT BOE SFHVMB�
UJPOT, UJHIUFS JOTQFDUJPOT, NPSF DBSFGVM GPPE QSPEVDUJPOT 
BOE NPSF GPPE TBGFUZ SFTFBSDI� 8JUI TPMVUJPO SFDPN�
NFOEBUJPOT, %S� JFO BMTP TUBUFE UIBU DVSSFOU DIBMMFOHFT 
BSF GPS UIF BDBEFNJB UP NBLF SFTFBSDI QSBDUJDBM, GPS UIF 
NFEJB UP MFBSO SFTQPOTJCMF TDJFODF�CBTFE SFQPSUJOH, BOE 
GPS UIF DPOTVNFST UP MFBSO GPPE TBGFUZ GBDUT UP BWPJE 
PWFS�SFBDUJPOT� 

*O UIF PUIFS QMFOBSZ MFDUVSF, %S� 7� 1SBLBTI, 
%JTUJOHVJTIFE 4DJFOUJTU PG $4*R PG *OEJB, UBMLFE BCPVU 
“'PPE 4BGFUZ JO UIF $POUFTU PG 'PPE BOE /VUSJUJPO 
4FDVSJUZ ”� )F EJTDVTTFE UIF JNQPSUBODF PG GPPE TBGFUZ 
JO FOTVSJOH GPPE BOE OVUSJUJPOBM TFDVSJUZ� )F BMTP VSHFE 
UIBU UIF USBEJUJPOBM BOE FUIOJD LOPXMFEHF EFNBOET 
SFHVMBUJPO IBSNPOJ[BUJPO GPS JOUFSOBM DPOTVNQUJPO BOE 
FYUFSOBM NBSLFUT� %S� 1SBLBTI SFDPNNFOEFE B DPVOUSZ 
MJLF 5BJXBO NVTU BEESFTT GPPE TBGFUZ HFOFSJDBMMZ CZ 
PVUSFBDIJOH UP DPVOUSJFT XJUI TVDDFTTGVM FYQFSJFODF JO 
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1IPUP�� ɹ�.BZPS�-VOH�#JO�)BV�PG�5BJQFJ� OPUFE� UIF�
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VUJMJ[JOH HFOFSBM QSJODJQMFT PG $PEFY�  
&JHIUFFO UIFNBUJD TFDUJPOT GPMMPXFE XJUI UIF UPQJDT 

MJTUFE CFMPX� 
◦  41 /FX %FWFMPQNFOU PG 'PPE 4BGFUZ RFHVMBUJPO
◦  42 (MPCBM 5SFOE JO 'PPE 4BGFUZ
◦  43 (MPCBM $PMMBCPSBUJPOT PO 'PPE 4BGFUZ
◦  4� RFTQPOTJCJMJUZ PG 'PPE $PNQBOJFT PO 'PPE 

4BGFUZ
◦  45 'PPE -BCFMJOH
◦  46 RJTL "TTFTTNFOU
◦  4� RJTL .BOBHFNFOU
◦  48 RJTL $PNNVOJDBUJPO
◦  49 'PPE 5SBDFBCJMJUZ 4ZTUFN
◦  410 “'PPE 4BGFUZ” GPS $ISPOJD %JTFBTF 1SFWFOUJPO 

UISPVHI 1SPEVDU RFGPSNVMBUJPO
◦  411 .PEFSO "HSJDVMUVSBM #JPUFDIOPMPHZ BOE 

#JPTBGFUZ
◦  412 'PPE $POUBNJOBUJPO
◦  413 /PWFM %FUFDUJPO .FUIPET JO 'PPE 4BGFUZ
◦  41� 'PPE 4BGFUZ BOE "EEJUJWFT
◦  415 &OWJSPONFOUBM $POTJEFSBUJPOT PO 'PPE 

4BGFUZ
◦  416 (PPE 'PPE 4BGFUZ 1SBDUJDFT JO 'PPE 1SPDFTTJOH
◦  41� 'PPE #PSOF *MMOFTT
◦  418 &GGFDU PG 1BDLBHF .BUFSJBMT PO 'PPE 4BGFUZ
.BOZ GPPE TBGFUZ DIBMMFOHFT BOE HBQT GSPN GBSN UP 

UBCMF XFSF JEFOUJGJFE JO UIF UIFNBUJD TFDUJPOT� ,OPXMFEHF 

JO SJTL BTTFTTNFOU BOE NBOBHFNFOU PG QBUIPHFOT, UPYJOT 
BOE DPOUBNJOBOUT, JODMVEJOH QBDLBHJOH NBUFSJBMT, XFSF 
TIBSFE� 4PMVUJPOT BOE SFDPNNFOEBUJPOT, JODMVEJOH GPPE 
USBDFBCJMJUZ TPGU UFDIOPMPHZ, GPS UIF HPWFSONFOU BOE 
JOEVTUSJFT XFSF QSPQPTFE� #JPTBGFUZ BT JO HFOFUJDBMMZ 
NPEJGJFE GPPET BOE OVUSJUJPOBM TBGFUZ UP QSFWFOU DISPOJD 
EJTFBTFT WJB QSPEVDU SFGPSNVMBUJPO XFSF BMTP EJTDVTTFE� 

*U JT XPSUI NFOUJPOJOH UIBU 41� TFDUJPO PO 'PPE 
4BGFUZ BOE "EEJUJWFT XBT TQPOTPSFE BOE PSHBOJ[FE 
CZ *-4* 5BJXBO� .S� 'JOUBO 4JU PG %4. /VUSJUJPOBM 
1SPEVDUT PG (SFBUFS $IJOB JMMVTUSBUFE JOEVTUSJBM QSBD�
UJDFT UP FOTVSF TBGFUZ PG JOHSFEJFOU TVQQMZ� %S� JJBOCP 
;IBOH PG $IJOB /BUJPOBM $FOUFS GPS 'PPE 4BGFUZ RJTL 
"TTFTTNFOU EJTDVTTFE GPPE BEEJUJWF VTF NBOBHFNFOU JO 
$IJOB, GSPN SFHVMBUJPO UP TVSWFJMMBODF XJUI JODJEFOU IBO�
EMJOH JODMVEJOH “#MBDL -JTU ”� %S� JFOOZ $IBOH VUJMJ[FE 
UIF QSFTFOUBUJPO UJUMFE “'PPE "EEJUJWFT BU $SPTTSPBET r  
4USBUFHZ UP .PWF 'PSXBSE” UP BQQFBM UP BMM TUBLFIPME�
FST UP UBLF SFTQPOTJCJMJUZ JO VOEFSTUBOEJOH, IBOEMJOH 
BOE  DPNNVOJDBUJOH GPPE BEEJUJWFT, XIJDI NBZ VMUJNBUFMZ 
QSPWJEF QPTJUJWF JNQBDU PO GPPE TVQQMZ� 

�� $POGFSFODF�4VNNBSZ

5IF 3SE "TJB 1BDJGJD *OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF PO 
'PPE 4BGFUZ QSPWJEFE B WBSJFUZ PG QSPHSBNT JODMVEJOH 
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(MPCBM $IJOFTF 'PPE 4BGFUZ 'PSVN, 2 QMFOBSZ MFDUVSFT 
BOE 18 UIFNBUJD TFDUJPOT, JO BEEJUJPO UP BCPVU 100 QPTUFS 
DPNNVOJDBUJPOT� 5IF GPPE TBGFUZ TVCKFDUT JODMVEFE 
SFHVMBUJPO, SJTL BTTFTTNFOU, DPOUSPM BOE NBOBHFNFOU, 
MBCFMJOH, UFTUJOH, JOEVTUSJBM QSBDUJDF, SFTFBSDI GJOE�
JOHT BOE DPNNVOJDBUJPO, FUD� 5IF DIBMMFOHFT, HBQT, 
VODFSUBJOUJFT BOE USFOET JO GPPE TBGFUZ XFSF EJTDVTTFE� 
*OUFSOBUJPOBM DPMMBCPSBUJPO BOE IBSNPOJ[BUJPO XFSF BMTP 
FNQIBTJ[FE UP NFFU UIF EFNBOEJOH USFOE JO HMPCBM GPPE 
NJHSBUJPO� 1BSUJDJQBOUT GSPN 28 DPVOUSJFT XFSF FOMJHIU�
FOFE, TUJNVMBUFE BOE DIBMMFOHFE JO UIJT "TJB 1BDJGJD, 
NPSF DPSSFDUMZ HMPCBM, FWFOU� 5IFZ BMTP JORVJSFE, 
FYDIBOHFE JEFBT, EFCBUFE BOE OFUXPSLFE XJUI FBDI PUIFS 
JO TVDI B QMBUGPSN� 

�� $PODMVTJPO

5IF TVDDFTT BOE WBMVF PG UIF DPOGFSFODF XBT BDLOPXM�
FEHFE CZ UIF BUUFOEFFT JO TIBSJOH JOGPSNBUJPO, QSPWJEJOH 
VQEBUF, TUJNVMBUJOH FBDI PUIFS BOE GPTUFSJOH GVUVSF 
DPMMBCPSBUJPO� 0VUSFBDIJOH UP DPVOUSJFT XJUI TVDDFTTGVM 
FYQFSJFODF VUJMJ[JOH HFOFSBM QSJODJQMFT PG $PEFY NBZ 
TFSWF BT B HPPE HVJEBODF GPS B DPVOUSZ MJLF 5BJXBO JO 
OFFE PG GPPE TBGFUZ CFTU QSBDUJDFT� 

�

�"DLOPXMFEHFNFOU�

5IF BVUIPS UIBOLT 5BJXBO "TTPDJBUJPO GPS 'PPE 
1SPUFDUJPO GPS PSHBOJ[JOH UIF 3SE "TJB 1BDJGJD 
*OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF PO 'PPE 4BGFUZ BOE QSPWJEJOH 
QIPUPT GPS UIJT BSUJDMF�

%S��+FOOZ�$IBOH�JT UIF &YFDVUJWF %JSFDUPS GPS *-4* 5BJXBO� 
$PODPNJUBOUMZ, %S� $IBOH TFSWFT BT UIF 5FDIOJDBM 7JDF�
1SFTJEFOU GPS 5PPOH :FVBO &OUFSQSJTF $P�, -UE�, 5BJXBO� 
"T B GMBWPS TDJFOUJTU CZ USBJOJOH, IFS QSJPS QPTJUJPOT JO�
DMVEFE 4DJFOUJTU�4S� 4DJFOUJTU, 4PEJVN BOE 'MBWPS $FOUFS 
PG &YDFMMFODF, $BNQCFMM 4PVQ $PNQBOZ, 64" BOE .BOBHFS, 
'MBWPS RFTFBSDI, RPZBM 'MBWPST � 'SBHSBODFT $P�, -UE�, 
5BJXBO, FUD� %S� $IBOH SFDFJWFE IFS 1I�%� EFHSFF JO 'PPE 
4DJFODF BOE /VUSJUJPO GSPN 6OJWFSTJUZ PG .JOOFTPUB, 64"�

ུྺ
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（出൛の͝Ҋ಺）ɹ 201� 年 � 月ߦץ予定

৽৘ใᴷ࠷৽ӫཆ学ʤୈ��൛ʥᴷઐ໳ྖҬͷ࠷
໦ଜम一・ݹ໺७య ຋༁؂मɹ#5 ൑ 1,100 ทɹ本体予Ձ 25,000 ԁ（੫ผ）

ɹ 5 年͝とにվగされる “1SFTFOU ,OPXMFEHF JO /VUSJUJPOʤ10UI &EJUJPOʥ” を຋༁した
。新൛࠷
ɹ「ӫཆエピジェネティクス」「遺伝的多様性」など࠷前ઢの߲໨をՃえ、ӫཆૉ・ඍྔ
໔Ӹ、そのଞ公ऺӴ生໰題など、ʤୈ・ױ࣬、ૉ、ϥイϑステージݩ 9 ൛ʥߦץ以དྷのӫ
ཆ学分໺に͓ける新知見や࠷新の研究੒果をৄड़する。

໨次（予定）

 1 ӫཆ学΁のシステムόイΦϩジーのΞϓϩーν
 2 ӫཆエピジェネティクス
 3 遺伝的多様性とӫཆૉ୅ँ
 � ϝタϘϩϛクス
 5 絶৯ɼઁ৯ɼӡಈ͓よͼӫཆิڅঢ়گԼに͓けるエネルΪー୅ँ
 6 タンパク࣭とΞϛノࢎ
 � ୸ਫ化෺
 8 ৯෺ણҡ
ऩと༌ૹٵɿ࣭ࢷ 9 
ɿ細胞୅ँ࣭ࢷ 10
11 ビタϛン "
12 Χϩテノイυ
13 ビタϛン %
1� ビタϛン &
15 ビタϛン ,
16 ビタϛン $
1� νΞϛン
18 リϘϑϥビン
19 ナイΞシン
20 ビタϛン #6
21 ༿ࢎ
22 ビタϛン #12
23 ビΦνン
2� パンτテンࢎ
25 -ôΧルニνン
26 ίリン
2� ৯用ϑϥϘノイυ
28 Χルシウム
29 リン
30 Ϛάネシウム

ग़൛ͷ͝Ҋ಺

Πϧγʔ No.116  (2014.2)  ― 1�5



31 ナτリウムɼԘࢎɼΧリウム
32 ώτのਫ分とి解࣭όϥンス
33 మ
3� ѥԖ
35 ಔ
36 Ϥウૉとそのܽ๡によるো֐
3� ηϨン
38 ϚンΨンɼϞリϒデンɼϗウૉɼクϩム͓よͼଞのඍྔݩૉ
39 妊৷授ೕظの母体に͓けるӫཆ୅ँとӫཆඞཁྔ
�0 ೕ児ӫཆ
�1 思य़ظ
�2 ӫཆとՃྸ
�3 スϙーπӫཆ
�� ໔Ӹ൓Ԡのӫཆ学的੍ޚ
�5 健康リスクとしてのංຬ
�6 高血ѹ
�� インスリン఍߅性とϝタϘリοクシンυϩーム
�8 ಈ຺ߗ化性৺血ױ؅࣬
�9 ౶೘病
ᱷ症ૈࠎ 50
؞ 51
52 ӫཆとফ化ױ؅࣬
53 ਛ࣬ױ
ױ࣬؊ �5
55 Ξルίールɿ健康とӫཆに͓ける໾割
ױ࣬؟ 56
5� ઐ໳的なӫཆαϙーτ
58 体૊੒の測定法
59 ৯事ઁऔྔのਪ定
60 ຯ֮と৯事選択性
61 ઁऔエネルΪーɼංຬ͓よͼ৯ߦಈ
62 ৯生׆ɼӡಈश׳を変化させɼྔݮと体ॏҡ持を੒ޭさせるઓུ
63 ӫཆと健康のධՁに͓けるӸ学研究の方法
6� ΞϝリΧに͓けるӫཆϞニタリンά
65 ৯事ج४とΨイυϥインɿ֤国の類ࣅ点と૬ҧ点
66 国際的な৯事ઁऔج४ઃ定に͓ける国際連合ػ関の໾割
6� 発ల్上国に͓ける৯事関連ຫ性࣬ױの出現
68 ৯ྉෆ҆ɼٌծɼ௿ӫཆ
69 人道ػةに͓ける公ऺӫཆ
�0 ৯事ىҼ性ײ染症と৯඼の҆શ性
�1 ৯෺ΞϨルΪーとෆ଱性
�2  ৯඼の生෺学的ӫཆ強化ɿ໺ࡊのӫཆૉɼ͓よͼ大౾の༉ࢷ分඼࣭վྑのたΊの

ҭ種と遺伝子૊׵え方法
�3 健康૿進に໾ཱつ৯඼͓よͼαϓリϝンτ配合生ཧ׆性੒分
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1��―Πϧγʔ No.116  (2014.2)



˔会　報˔

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ୅年月日 ࣾɹ໊ 新 چ

2013�11�25 上໺੡ༀ᷂ 研究اը؅ཧࣨ ෭ࣨ長
ɹɹ๺ࢁɹխ໵

R�% ηンター長
ɹɹ本多ɹ७࠸

2013�11�28 日༉᷂ ৯඼研究ॴ ॴ長
ɹɹਿ本ɹ୎໵

઒࡚事ۀॴ 大޻ࢣ৔ ඼࣭อূࣨ長
ɹɹؠฒɹ޹一

ೖ ɹ ձ

ೖձ年月日 ࣾɹ໊ ୅ɹ表（ධٞһ）

2013�12�2 長੉᷂ۀ࢈ ϥイϑˍϔルスέΞ੡඼事ۀ部 事ۀਪ進ࣨ
ɹɹ׈઒ɹܒհ

Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2013 年 10 月～2013 年 12 月）

ˎ ಛهない৔合のձ৔は *-4* JBQBO ձٞࣨ

10 月 7 日	 食品微生物研究部会／芽胞菌分科会：今後の方針設定。
10 月 11 日	 	食品微生物部会：①部会の運営体制変更について、②分科会報告、③勉強会（「予測微生物学」、「Codex	

Food	Hygiene	44:	7	examples」）
10 月 12 日	 食品微生物部会：次期活動計画について。
10 月 15 日	 バイオテクノロジー研究部会共催：「植物の新育種技術（NBT）に関するワークショップ：規制面から

の考察および検討」		 	 　　	 （ステーションコンファレンス東京）
10 月 18 日	 茶情報分科会：①国際O-CHA学術会議（ICOS2013）準備状況確認、②茶情報データベース試料収集

計画の進捗報告
10 月 22 日	 食品微生物研究部会／分科会：チルド流通食品分科会立ち上げ準備。
10 月 24 日　	 第 72 回日本公衆衛生学会総会　ポスター発表「複合型介護予防事業『すみだテイクテン』の世帯形態

及び対象者別効果の検証」	 （三重県総合文化センター・津市）
10 月 30 日	 食品リスク研究部会／分科会：食品の安全性を考える会。
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期講習会（初心者対象：10/2,	4,	8,	9,	10,	18,	22,	23,	24）	 （墨田区 4会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（10/1,	3,	15,	16,	17,	25）　	　　	 （墨田区 6会場）

11 月 5 日			 震災被災地支援：石巻専修大学共創センター主催	「元気はつらつ！健康習慣セミナー	」講話	 	
	 	 	 （稲井公民館・石巻市）

11 月 7 日	 バイオテクノロジー研究部会：10 月 15 日 NBT国際ワークショップ総括等。
	 茶情報分科会：第 5回国際O-CHA学術会議（ICOS2013）ILSI セッション開催。	 （静岡）
11 月 9 日		 第 8 回日本応用老年学会大会　一般演題口述発表「複合型介護予防事業『すみだテイクテン』の効果	

─世帯形態による違いについて」	 （札幌医科大学・札幌市）

会　報
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11 月 11～12日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （石巻市仮設南境第 5団地集会所、北上地区にっこりサンパーク団地集会所）
11 月 11 日	 バイオテクノロジー研究部会／ERA懇談会：今後の活動計画等。
11 月 13 日	 栄養研究部会／ライフサイエンスシンポジウム企画委員会。
11 月 18 日	 食品微生物研究部会／芽胞菌分科会：硫化黒変菌の情報共有。
11 月 18 日			 墨田区介護予防サポーター養成講座　講義「栄養改善」	 （墨田区役所）
11 月 19 日	 江戸川人生大学　介護 ･福祉学科講義「介護予防」	 （篠崎文化プラザ・東京都江戸川区）
11 月 20 日	 「栄養学レビュー」編集委員会：22 巻 3 号（通巻 84 号）翻訳論文採択、翻訳者・監修者候補決定。
11 月 21 日	 国際協力委員会：①農林水産省平成 25 年度食品産業グローバル革新支援事業（情報収集進捗報告、国

際会議（ミャンマー）準備）、②農水省プロジェクト来年度以降の見通しについて、③コーデックス栄
養・特殊用途食品部会会議報告

11 月 29 日	 食品微生物研究部会／分科会：チルド流通食品分科会設立準備委員会。
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期講習会（初心者対象：11/1,	5,	6,	7,	15,	26）	 （墨田区 4会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（11/12,	19,	20,	21,	22,	28）	 （墨田区 6会場）

12 月 2 日	 部会長会議：①研究部会活動について、②「栄養とエイジング」国際会議について
12 月 2～3 日		震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 		（石巻市仮設南境第 2団地集会所、北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
12 月 6 日	 第 7 回「栄養とエイジング」国際会議プログラム委員会：2015 年開催を目指し、アカデミアから 7名、

industry から 4名の先生の参画を得、委員会を開催。
12 月 11 日	 食品微生物研究部会／芽胞菌分科会：今後の方針設定。
12 月 12 日	 栄養研究部会：① 2013 活動報告 2014 活動計画案承認、②「栄養とエイジング」国際会議プログラム委

員会報告、③ライフサイエンスシンポジウム案再調整
12 月 16 日	 食品リスク研究部会：①核活動の進捗報告、②来年度活動計画について、③新規分科会について討議
12 月 25 日	 理事会：審議事項は「第 7回栄養とエイジング国際会議」の開催について、討議事項は「2014	 	

年度活動方針（昨年度継続）」について、その他 4点の報告事項の情報を共有化。
11～12 月	 	SWAN3：ナムディン省の 2地区 10 か所の村にて、地域ヘルスワーカーを対象とした啓発活動トレー

ニングを実施。	 　（ベトナム）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（12/10,	12,	17,	18,	19,	20）	 （墨田区 6会場）

Ⅲ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 22 巻第 1 号　通巻第 82 号（2013/AUTUMN）

ഇ用性ےҕॖのػংとӫཆհೖ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸ⓤ
ʦר಄࿦จʧ
ɹ ഇ用性ےҕॖをܰݮするたΊのӫཆରࡦ
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ খ児ظศൿ症のたΊの৯事ྍ法ɿ৯෺ણҡとશཻࠄ෺のޮྗ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹࡊ৯ऀのビタϛン #12 ܽ๡症の有病཰はどのఔ౓か

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦ栄養⇔科学政策ʧ
ɹೕ੡඼と血ѹɿূڌの見௚し
ʦಛผ࿦จʧ
ɹա体ॏとංຬɿೆ米に͓けるϝタϘリοクシンυϩーム、৺血ױ؅࣬とがんの関܎
ʦྟচӫཆʧ
ɹ一次͓よͼೋ次ίエンザイム 210 ܽ๡症ɿ࣏ྍ上のิॆの໾割

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
ʦಛผ࿦จʧ
ɹϝΧニζムから見たピリυΩαール 5`ôリンࢎとԌ症との関܎

定Ձɿ֤ 2,205 ԁ（੫ࠐ）（本体ɿ2,100 ԁɹ୅Ҿきૹྉɿ200 ԁʗ࡭）
ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）

*-4* JBQBO 出൛෺は、ϗームϖージからもߪೖ͓ਃしࠐΈいただけます。
Լه以前の߸については *-4* JBQBO ϗームϖージを͝ཡԼさい。

（IUUQ���XXX�JMTJKBQBO�PSH�JMTJKBQBO�IUN）

  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾ೶ༀධՁʹ͓͚Δώτ૊৫ͷར༻ଅਐΛ
ɾϏλϛϯ̖ͱΞルπϋイϚーප

Ⅳ．ILSI Japan 出版物

イルシー　 115 号
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ɾԽֶ෺࣭ͷ҆શੑධՁʹ͓͚Δ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳�ධՁख๏ͷར༻ʹ͍ͭͯ
ɾ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫධՁʹ͍ͭͯ
ɹ─ࣗࣾ੡඼ʹ͍ͭͯϦεΫϓϩϑΝイルΛ࡞੒͠Α͏
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹऀۀࣄͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Β͑ߟΔ
ɾʮ*-4*�+BQBO ࠂ࿦ձʯใ౼͚ͨ޲ʹԽੑ׆෦ձڀݚ
ɾୈ��ճࡍࠃ৯඼ૉࡐʗఴՃ෺ɾձٞʢJGJB�+BQBO�����ʣʹ͓͚Δࡍࠃシϯϙδ΢Ϝ
ɹʮ৯඼ఴՃ෺ʹؔ͢Δ֨نࡍࠃʯʹࢀՃͯ͠
ɾ৯඼ɺࣂྉ͓ΑͼՃ޻඼༻ʹ༌ೖ͞ΕͨҨ఻ࢠ૊࡞͑׵෺ͷ҆ڥ؀શੑධՁシϯϙδ΢Ϝ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼දࣔ෦ձใࠂ
ɾ'01ʢ'SPOU�PG�1BDLʣ/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ͷݱঢ়
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫεҕһձʢ૯ձʣใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾ*-4* ຊ෦%S��+FSSZ�)KFMMF ձ௕དྷ೔৘ใަ׵ձ
ɹɾ�*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�(MPCBM�$POOFDU�BOE�&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�)FBMUI�

GPS�5BJXBO
ɾʻϑϥοシϡɾϦϙーτʼ
ɹɾʮೝ஌঱ͱ৯ʯߨԋʹ͍ͭͯ
ɹɾ*-4*�+BQBO�৯඼ϦεΫڀݚ෦ձษڧձʮ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫ෼ੳʹ͍ͭͯʯ
ɾୈᶙظ౦ژେֶ *-4*�+BQBO ՃืूͷҊ಺ࢀೳੑ৯඼ήϊϛΫεʯ͝ػʮ࠲ߨ෇د

ɾίーώーҿ༻ͱ̎ܕ౶೘ප
ɾ௕ߴ࠯౓ෆ๞࿨ࢷ๱ࢎʢ-$16'"ʣͱՃྸʹ൐͏೴ػೳͷ௿Լ
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹফඅऀͷೝࣝ౳࣮ଶ͔Β͑ߟΔ
ɾฏ੒��೥౓ *-4*�+BQBO�$)1׆ಈใࠂ
ɾ$POGFSFODF�PO�)FBMUIZ�"HJOH�JO�"TJB
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼ఴՃ෺෦ձใࠂ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ�ճίーσοΫεԚછ෺࣭෦ձใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾձٞใࠂ
ɹɹイϯυɺόϯάϥσシϡɺωύールɺεϦϥϯΧʹ͓͚Δ৯඼ٴͼ৯඼ఴՃ෺ͷ๏త࿮૊Έͱڀݚྫࣄ
ɹɾ*-4*�4&"3ͷඈ༂ɹ૑ཱ��प೥૯ձʹࢀՃͯ͠
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ɾߨԋձใࠂ
ɹΫϨϒεڢಛผߨԋձˍύωルσΟεΧοシϣϯ
ɹʮ৯ͱՊֶʕαεςφϏϦςΟʹ͚ͯ޲ʕʯ

ʲӫཆֶϨϏϡーʢ/VUSJUJPO�3FWJFXT╽೔ຊޠ൛ʣr

ഇ༻ੑےҕॖͷػংͱӫཆհೖ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸ⓤ
ʦר಄࿦จʧ
ɹഇ༻ੑےҕॖΛܰ͢ݮΔͨΊͷӫཆରࡦ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦಛผ࿦จʧ
ɹখظࣇศൿ঱ͷͨΊͷ৯ྍࣄ๏ɿ৯෺ણҡͱશཻࠄ෺ͷޮྗ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹࡊ৯ऀͷϏλϛϯ#��ܽ๡঱ͷ༗ප཰͸Ͳͷఔ౓͔
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦӫཆ˱Պֶ੓ࡦʧ
ɹೕ੡඼ͱ݂ѹɿূڌͷݟ௚͠
ʦಛผ࿦จʧ
ɹաମॏͱංຬɿೆถʹ͓͚ΔϝλϘϦοΫシϯυϩーϜɺ৺݂ױ؅࣬ͱ͕Μͷؔ܎
ʦྟচӫཆʧ
ɹҰ͓࣍Αͼೋ࣍ίΤϯβイϜ2��ܽ๡঱ɿ࣏ྍ্ͷิॆͷ໾ׂ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
ʦಛผ࿦จʧ
ɹϝΧχζϜ͔ΒͨݟϐϦυΩαール�`ô ϦϯࢎͱԌ঱ͱͷؔ܎

栄養学レビュー　第21巻第 4 号　通巻第81号（2013/SUMMER）

ϓϩόイΦςΟΫεͷ৽ͨͳ݈ޮ߁Ռ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵�
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ݁௎͕Μͷ༧๷ʹ͓͚ΔΤϐδΣωςΟοΫλーήοτͱͯ͠ͷϓϩόイΦςΟΫεͷ୅ँ࢈෺
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ༮ظૣظࣇͷ੒௕્֐ͱੜ׆श׳පͷൃੜݯىɿ
ɹɹ௎ײ؅છ঱ͱӫཆෆྑ͸ϝλϘϦοΫシϯυϩーϜͷϦεΫΛ্ঢͤ͞Δ͔ʁ

栄養学レビュー　第22巻第 1 号　通巻第82号（2013/AUTUMN）
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ʦӫཆ˱Պֶ੓ࡦʧ
ɹԤभʹ͓͚ΔύϯͷԘ෼ɿݮ࡟ʹΑΓࠐݟ·ΕΔར఺
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓽
ʦר಄࿦จʧ
ɹమɺѥԖɺಔɺηϨϯͷܽ๡͓Αͼա৒ͱؔ࿈͢Δେ೴ลԑܥපଶ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵
ʦಛผ࿦จʧ
ɹΧルシ΢Ϝઁऔɺ݂؅ੴփԽɺ݂ͦͯ͠ױ؅࣬
ʦ࠷৽Պֶʧ
ɹΫϩーσΟϯɺೕλϯύΫ࣭ɺ௎؅όϦΞௐઅ

  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11
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  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
その他 最新栄養学（第 5 版～第 9 版）（“Present Knowledge in Nutrition” 邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6

  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3

  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
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研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4

会　報
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2013 年の 10 大ニュースの一つとして、新たな分子遺伝学的解析・検査技術を用いた「新しい出生前遺伝学的検
査」が挙げられている。妊婦の血液を調べるだけで胎児にダウン症などの染色体異常の有無を確認できる診断であ
る。半年で約3,500人が検査を受けたそうである。確定診断の結果、56人が陽性で9割以上の方が中絶を選んでいる。

ゲノム遺伝子解析研究の進歩は個々人のゲノム遺伝子情報を次々に明らかにしてきている。自分自身が一見、健
康そのものであっても、実は生まれながらに様々な “異常” を遺伝子に持ち合わせていることがわかってきた。と
は言え、遺伝学的検査の結果が陽性となった際、大きな選択が強いられるのは事実である。

11 月には、厚生労働省研究班が、健康な日本人 1,208 人のゲノム配列の解析データベースの公表を報告してい
る。病気の人と健康な人の遺伝子配列を比較しやすくしたそうである。今後、難病に関連する 800 超の遺伝子変
異も登録していく、という。

また、年末には、卵子（卵母細胞）で数千種類に及ぶ病気の一括診断を可能にする方法を開発したとの報道がな
された。受精卵の異常を予測可能としている。「より異常の少ない卵子」を選択し、体外受精に用いる方向に進む
と考えられる。病気リスクの高い遺伝子を避けることが、どのようなことに繋がるか未知の部分はまだ多い。

米国で話題になっている「デザイナーベビー」の現実化を助長するのではないかとの懸念もささやかれている。
一方、東京大学イルシー・ジャパン寄付講座でも焦点を当てているエピジェネティクス研究がある。持って生ま

れた遺伝情報以上に影響を及ぼす可能性も残されている。昔から『子供は天からの授かりもの』と言われてきた。
科学の進歩により、授けるものになり、さらに選択して授けるものになっていくのだろうか。

神様もそう簡単に人間の思い通りにさせない気もしている。 
（RJ）
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